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序 文

埋蔵文化財は、それぞれの地域の歴史・文化に根ざした歴史的遺産であると同時に、

それを活用することにより、地域の歴史・文化を正しく理解し、愛着をもって次の世

代に伝えていくべきものです。福島県教育委員会では、埋蔵文化財の適切な保存及び

活用に取り組んで参りました。

南相馬市原町区の県道浪江鹿島線整備事業計画地については、埋蔵文化財の保存の

ための協議を行い、現状での保存が困難な箇所に関して記録保存のための発掘調査を

実施することとしました。

本報告書は平成28年度に発掘調査を実施した、南相馬市原町区上北高平字植松に

所在する植松Ｃ遺跡の調査結果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代前・

中期の遺物が多量に出土する遺物包含層と、平安時代の掘立柱建物跡及び竪穴住居跡

を確認しました。

この成果が、地域の歴史を解明するための、また県民の皆様の文化財に対する理解

を深めるための一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査及び報告書作成に御指導と御協力をくださった福島県土

木部、南相馬市教育委員会、公益財団法人福島県文化振興財団をはじめとする関係機

関及び関係各位に、厚く御礼申し上げます。

平成30年３月

� 福島県教育委員会
� 教育長 鈴 木 淳 一



あ い さ つ

公益財団法人福島県文化振興財団では、福島県教育委員会から委託を受けて、県内

の大規模な開発に先立ち、開発対象地域内に所在する埋蔵文化財の調査を実施してお

ります。今回の南相馬市内における県道浪江鹿島線整備事業に関連する遺跡の発掘調

査も、こうした事業の一つです。県道浪江鹿島線は、双葉郡浪江町から南相馬市鹿島

区を結ぶ路線であり、整備事業が完了した暁には、当該地域の交通渋滞が解消される

ことが期待されています。

本報告書は、平成28年度に発掘調査を実施した南相馬市原町区に所在する植松Ｃ

遺跡の調査成果をまとめたものです。植松Ｃ遺跡では、大量の縄文土器や石器ととも

に、縄文人の食滓とみられる動物骨が出土しました。また平安時代では、隣接する植

松廃寺跡に関連するとみられる大型の柱穴を有する掘立柱建物跡と、竪穴住居跡が確

認されました。本報告書の成果を、地域文化の理解を広め、郷土の歴史を研究する上

での基礎資料として、広く活用していただければ幸いに存じます。

最後に、この調査に御協力いただきました関係諸機関ならびに地域住民の皆様に、

深く感謝を申し上げますとともに、当財団の事業の推進につきまして、今後とも一層

の御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

平成30年３月

公益財団法人 福島県文化振興財団
理事長 杉 昭 重



緒 言

１　本書は、県道浪江鹿島線整備事業関連調査において、平成28年度に実施した南相馬市植松Ｃ

遺跡の発掘調査報告書である。

２　本書には、以下に記す遺跡の調査成果を収録した。

植松Ｃ遺跡：福島県南相馬市原町区上北高平字植松　　　　遺跡番号：212500437

３　当遺跡発掘調査事業は、福島県教育委員会が福島県土木部と協定を締結して実施し、調査に係

る費用は福島県土木部が負担した。

４　福島県教育委員会は、発掘調査を公益財団法人福島県文化振興財団に委託して実施した。

５　公益財団法人福島県文化振興財団では、遺跡調査部の下記の職員を配置して調査にあたった。

副　主　幹　今野　徹　　　文化財主事　神林幸太朗　

６　本書の執筆は、担当職員が分担して行い、各文末に文責を記した。

７　本書に使用した地図は、国土交通省国土地理院発行の５万分の１地形図、ならびに福島県土木

部相双建設事務所が作成した工事用地図を複製したものである。

８　本書に掲載した自然科学分析は、次の機関に委託し、その結果を掲載している。

放射性炭素年代測定　　　　　　　　株式会社　加速器分析研究所

出土動物遺体の同定　　　　　　　　株式会社　パレオ・ラボ

９　引用・参考文献は執筆者の敬称を略し、各章末にまとめて掲載した。

10　本書に収録した調査記録および出土資料は、福島県教育委員会が保管している。

11　発掘調査および報告書の作成に際して、次の機関および個人から協力・助言を頂いた。（順不同）

南相馬市教育委員会　　　藤倉ゴム工業株式会社

公益財団法人山形県埋蔵文化財センター

荒　淑人　　　川田　強　　　小林謙一　　　藤木　海　　　堀江　格　　　森　幸彦



用 例

１　本書における遺構図版の用例は、以下の通りである。

（1）方 位　　表記がない遺構図は、すべて本書の天を北とした。平面図における座標は、

平成 23 年３月 11 日に発生した「東北地方太平洋沖地震」による歪みを補

正した平面直角座標系のⅨ系の数値を示している。
（2）縮 尺　　各挿図中にスケールとともに縮小率を示した。
（3）標 高　　断面図および地形図における標高は、海抜標高を示す。
（4）土 層　　基本土層はアルファベット大文字のＬとロ－マ数字、遺構内堆積土はアル

ファベット小文字のℓと算用数字を組み合わせて表記した。
（5）ケ バ� 遺構内の傾斜部は「　　」、相対的に緩傾斜の部分には「　　」、後世の撹

乱部や人為的な削土部は「　　」の記号で表現した。
（6）用 例　　挿図中の網点は以下を示す。これ以外は同図中に用例を示した。

　焼土化　　　 　柱痕跡　　 　柱の当たり
（7）遺 構 番 号　　当該遺構は正式名称、その他の遺構は略号で記載した。
（8）土 色� 土層注記に使用した土色は、小山正忠・竹原秀雄編著、農林水産省農林水

産技術会議事務局他監修『新版標準土色帖』に基づいている。
（9）ピ ッ ト　　ピット番号に付した（　）内の数値は、検出面からの深さ（㎝）を示す。

２　本書における遺物図版の用例は、以下の通りである。
（1）縮 尺　　各挿図中にスケールとともに縮小率を示した。
（2）番 号　　挿図ごとに通し番号を付した。文中における遺物番号は、例えば図１の１

番の遺物を「図１－１」とし、遺構図・写真図版中では「１－１」と示した。
（3）注 記　　出土位置・層位および調査時の取り上げ№を、遺物番号右脇の（　）内に

示した。
（4）土 器 断 面　　胎土に繊維混和痕が認められる土器には▲を付した。須恵器は断面を黒塗

りとした。粘土紐の積上げ痕は、一点鎖線を入れて示した。
（5）計 測 値　　各挿図中に示した。（　）内の数値は推定値、［　］内の数値は遺存値を示す。
（6）用 例　　挿図中の網点等は以下を示す。これ以外は同図中に用例を示した。

　黒色処理

３　本書で使用した略号は、以下の通りである。
南相馬市…ＭＳＣ　　植松Ｃ遺跡…ＵＥＭ・Ｃ　　竪穴住居跡…ＳＩ　　掘立柱建物跡…ＳＢ
土　　坑……ＳＫ　　溝　　　跡…ＳＤ　　　　　特 殊 遺 構…ＳＸ　　土器埋設遺構…ＳＭ
柱穴・小穴……Ｐ　　遺構外堆積土…Ｌ　　　　　遺構内堆積土…ℓ　　グ リ ッ ド…Ｇ

① ② ③ ① ② ③
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1

序　　　章

第１節　事業概要と調査に至る経緯

福島県道120号浪江鹿島線は、南端の双葉郡浪江町権現堂を起点とし、北は南相馬市鹿島区横手

を終点とする長さ29㎞の道路である（図１）。旧国道６号線の一部にあたり、陸前浜街道と称され

ている。途中経由する南相馬市原町区内においては市街地に通じ、幅員が狭小なため交通混雑の原

因となっている。その解消を目的とし、福島県相双建設事務所（以下相双建設と略す）では、平成

26年に原町区小川町から同上北高平字植松にかけた1.26㎞について、現道の拡幅工事を計画した。

その工事が植松Ｃ遺跡の範囲内に掛かることから、確認調査の必要が生じた。

植松Ｃ遺跡の確認調査は工区内の4,200㎡を対象とし、平成27年９月16日から25日にかけて福島

県教育委員会（以下県教委と略す）が実施した。その結果、調査区の北半では古代の土坑や小穴が

検出され、土師器・須恵器が多く出土した。調査区南側では、縄文時代の良好な遺物包含層が確認

され、前・中期の土器片の他、玦状耳飾りが出土した。また、農道の法面などにおいて遺物包含層

が認められた遺跡南方の隣接地1,650㎡についても、埋蔵文化財包蔵地の変更増補の手続きが取ら

れ、新たに植松Ｃ遺跡に加えられた。この結果、工区内の保存面積は5,200㎡となった。県教委では、�

ただちに相双建設と保存に関する協議を行い、平成28年度に本発掘調査を実施する方針が固めら

れた。県教委では、本発掘調査を公益財団法人福島県文化振興財団（以下財団と略す）に委託する

こととした。これを受け、平成27年12月17日には相双建設・県教委・財団の三者による現地協

議が持たれ、工区範囲や立木の状況、未撤去の建物等について確認した。平成28年３月17日にも

三者による現地協議が行われ、立木の伐採状況や建物撤去の進捗状況等が確認された。（今　野）�
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福島県は、南北に縦断する奥羽山脈と阿武隈高地によって日本海側内陸部の会津地方、太平洋側

内陸部の中通り、太平洋側沿岸の浜通りという気候・風土の異なる三地方に大きく分かれている。

その中で南相馬市は、浜通り地方の北寄りに位置している。阿武隈高地から太平洋に向かって東流

する真野川、新田川、太田川、小高川、宮田川などの河川によって開析された低地を中心に市街地

が形成されている。北は相馬市、南は浪江町、西は飯舘村と接している。市内には、東日本の太平

洋側を南北に結ぶＪＲ常磐線や常磐自動車道、国道６号などが縦貫している。気候は、海洋性で年

間の気温差が比較的小さく、会津地方、中通りに比べ夏季は涼しく、冬期の降雪量も少ない。

南相馬市が所在する浜通り地方の地形は、阿武隈高地、河岸段丘を含む丘陵地帯、海岸低地帯の

大きく三つに区分される。阿武隈高地は東西50㎞、南北200㎞の規模を有し、標高500～700ｍの

なだらかな平坦面を残す隆起準平原である。阿武隈高地の東縁には双葉断層が南北に縦走し、これ

が東の丘陵地および低地との境を成している。しかし、南相馬市域では双葉断層はあまり発達せず、

断層より東側の相馬断層が、地形を分ける大きな境界となっている。これより東側では、阿武隈高

地から派生した東西に細長い丘陵および段丘が樹枝状に伸び、海沿いでは海蝕崖となって太平洋へ

落ちている。丘陵および段丘の間には、新田川等の河川に沿って沖積地が形成されている。

福島県の地質構造は、阿武隈高地のほぼ西縁を境に、東側の非グリーンタフ地域と西側のグリー

ンタフ地域に大別される。浜通り地方は前者に当たり、さらに双葉断層を境に二つの地域に分かれ

る。双葉断層より西側では花崗岩類が広く分布し、その東縁付近には古生層が認められる。断層東

側の太平洋沿岸低地域には中生代、古第三紀、新第三紀の地層が丘陵を形成している。

南相馬市域には、古生代から新生代にかけた幅広い時代の地層が分布している（図２）。最も古

い地層とされる松ヶ平変成岩類は、新田川上流の高の倉地域および真野川中流域の上栃窪周辺に分

布している。

松ヶ平変成岩類はおもに泥質～珪質片岩からなる。これらの変成岩は、縄文時代においては打製・

磨製石斧などの石材として利用されている。続く古生代のデボン紀から二畳紀に形成された地層と

して相馬古生層があり、新田川の上・中流域に分布している。相馬古生層は海成層で、頁岩、粘板

岩、砂岩、泥岩などの堆積岩からなる。このうち頁岩や粘板岩は、縄文時代においては石鏃や打製

石斧、弥生時代のおいては石庖丁などの石器石材として利用されている。

中生代の地層としては、ジュラ紀後期から白亜紀前期に形成された相馬中村層群がある。相馬中

村層群は相馬市初野付近を北限に、南相馬市原町区馬場付近を南限としている。おもに砂岩、頁岩

からなり、一部に石灰岩や石炭薄層を含んでいる。続く新生代の地層は、新第三紀および第四紀に

堆積したものである。新第三紀の最下部には、中新世前期に堆積した塩手層がある。塩手層は、河

川堆積物、浅海成堆積物、湖成堆積物で構成され、おもに礫岩、砂岩、シルト岩などの堆積岩から
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なる。双葉断層西部では谷を埋めるように分布し、東部では新田川および水無川の中流域に堆積し

ている。塩手層には、堆積物中に精緻な流紋岩質溶結凝灰岩を含み、縄文時代の石器石材として利

用された可能性がある。この他、新第三紀中新世の地層としては、天明山層および霊山層があり、

双葉断層西側に分布する。両層とも玄武岩を主とするもので、輝石安山岩や流紋岩を含む。次の新

第三紀鮮新世の地層には、仙台層群がある。仙台層群は、下位から亀岡層、竜の口層、向山層、大

年寺層の４層に区分されている。竜の口層、大年寺層は海成堆積物、向山層は河川・ラグーン堆積

物とされる。仙台層群の各層は、おもに半固結の泥岩や砂岩、凝灰岩からなり、層中に多くの火山

灰層を介在する。本地域では大年寺が丘陵および段丘面の基盤層になっている場合が多い。

第四紀更新世の地層は、真野川、新田川などの河川に沿って分布する段丘堆積物および沖積層が

ある。南相馬市の段丘は、高位Ⅰ・高位Ⅱ・中位Ⅰ・中位Ⅱ・中位Ⅲ・低位Ⅰ・低位Ⅱ段丘に区分

される。高位段丘の堆積物は礫を主体とし、間にラミナのある砂層を挟んでいる。高位段丘の礫は

風化が著しく、その上位に風化火山灰質土壌もしくはシルト・砂層がのる。中位段丘の堆積物は風

化の進んでいない礫を主とし、上位に砂礫層と風化火山灰質土壌をのせる。図２に示したように、

植松Ｃ遺跡は、中位Ⅰ段丘堆積物からなる丘陵の縁辺に立地している。低位段丘の堆積物は、シル

トが介在する淘汰の悪い砂礫層からなり、その上位に粘質土の砂層をのせている。沖積層はシルト

層、砂礫層、泥炭層からなる。� （今　野）

第３節　歴 史 的 環 境

南相馬市では、平成18年の合併以前の一市二町時代から各教育委員会による発掘調査が行われ

ている。これに加え、平成年間に入ると原町火力発電所や常磐自動車道といった開発に伴う大規模

な発掘調査が相次いだ。さらに平成23年の東日本大震災以降は、復興事業関連の発掘調査が増大

している。本節では、おもに南相馬市域の代表的な遺跡と植松Ｃ遺跡周辺の遺跡を中心として、今

回の調査成果に関わる縄文時代前・中期および奈良・平安時代における歴史的環境を概観する。な

お、文中の遺跡名に付した（　）内の番号は、図３に示した遺跡の位置および表１と一致する。

縄文時代

南相馬市における縄文時代の代表的な遺跡には、小高区に所在する浦尻貝塚がある。浦尻貝塚は、

前期から晩期にかけた集落跡と良好な貝層・遺物包含層が調査され、国史跡に指定されている。特

に本報告書とも関連する大木６・７ａ式期の資料は、浜通り地方を代表する充実した内容である。

浦尻貝塚が立地する宮田川流域周辺には、他にも宮田貝塚、角部内南台貝塚、北原貝塚遺跡群など

が集中的に分布している。浜通り地方北半は貝塚が少ないことが指摘されおり、その中にあっては

稀有な地域である。

植松Ｃ遺跡が立地する段丘上には、縄文時代の遺跡が少なからず存在する。植松Ｃ遺跡の東側に

近接する植松Ａ遺跡（４）では中期末葉の複式炉を伴う竪穴住居跡が調査され、中期中葉～末葉の
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遺物が出土している。そのさらに東側に位置する堂坂遺跡（５）では、中期中葉の土偶や中期後葉

の土器片が表面採取されている。植松Ｃ遺跡の1.7㎞西方に位置する高松Ｂ遺跡（10）では、平成４

年の確認調査の際に、縄文時代の竪穴住居跡４軒、土坑３基などが検出され、中期末葉の遺物が多

く出土している。これに隣接する高松遺跡（８）では、中期初頭～後期前葉の遺物が表面採取され

ている。その北側の小規模な沖積地を挟んだ向かい側の段丘上には、中期中葉の土器片が表面採取

された入道廹遺跡（13）がある。新田川を挟んで、植松Ｃ遺跡から南方に1.6㎞離れた東町遺跡（56）

では、中期後葉～末葉の貯蔵穴と竪穴住居跡が密集した集落跡が本発掘調査されている。

その他、原町区域では深野に所在する宮平遺跡および小池田遺跡において、前期後半～中期初頭

に属する土器や玦状耳飾りが出土している。同区押釜に所在する前田遺跡では、前期後葉および中

期前葉の土器および土偶、石器類、土製円盤などが表面採取されている。同区馬場の原Ｂ遺跡は、

常磐自動車道の建設に伴い本発掘調査が行われた。その結果、中期前葉の竪穴住居跡７軒、土坑

30基などが確認されている。大木７ｂ式と阿玉台Ⅰａ式が主体的に出土し、東北地方と関東地方

における土器の併行関係を知り得る資料とされている。原Ｂ遺跡の西側に隣接する原遺跡では、県

道相馬浪江線の付け替え工事に伴う本発掘調査が実施されている。前期前葉を中心に早期末葉～中

期末葉の土器が出土し、集落跡も確認されている。その西に隣接する石倉遺跡では、大木４・７ａ・

７ｂ式などの土器とともに、多くの石器類および玦状耳飾りや玉類などの装身具が表面採取されて

いる。

奈良・平安時代

奈良・平安時代の当地域は、『和名類聚抄』に記されている陸奥国行方郡に属していたと考えら

れている。原町区泉に所在する国指定史跡の泉官衙遺跡（28）は、行方郡衙跡に比定されている。

泉官衙遺跡は、植松Ｃ遺跡から東方に4.6㎞離れた位置にあり、同じ新田川沿いの丘陵裾部に立地

している。７世紀後半～10世紀前半と考えられる多くの建物跡が重複して確認され、郡庁院・正

倉院・館院・寺院などの遺構とされている。出土遺物には、土師器・須恵器の他に官衙関連遺跡に

特徴的な瓦・木簡・円面硯・炭化米などがある。

泉官衙遺跡と関連して、寺院跡推定地とされている遺跡には、植松Ｃ遺跡の東側に県道浪江鹿島

線を挟んで隣接する植松廃寺跡（２）がある。植松廃寺跡は、礎石の存在や古瓦が採取されること

が古くから知られていた。発掘調査が実施されたことはなく、過去の表面採取では、有蕊弁蓮華文

軒丸瓦・軒平瓦、単弁四葉蓮華文軒丸瓦、唐草文が施された平瓦の他、獣脚などが得られている。

有蕊弁蓮華文を統一意匠とする瓦は、植松Ｃ遺跡の北西2.6㎞にある入道廹瓦窯跡（14）で焼成され

たことが、調査から明らかになっている。入道廹瓦窯跡では須恵器も併せて焼成されており、その

須恵器の年代は、８世紀末葉～９世紀中葉とみられている。また、植松廃寺跡の北に隣接する植松

Ｂ遺跡（３）においては、確認調査が行われている。その結果、建て替えの痕跡が認められる掘立

柱建物跡１棟、竪穴住居跡１軒、溝跡などが検出され、奈良・平安時代の土師器、須恵器、平瓦、

羽口、鉄滓などが出土した。寺院関連遺跡では、他に鹿島区横手に所在する県指定史跡の横手廃寺



6

序　　　章

図３　周辺の遺跡位置図
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表１　周辺の遺跡一覧
№ 遺跡名 時代 種別 № 遺跡名 時代 種別

1 植松Ｃ遺跡 縄文・平安 集落跡 47 天神沢遺跡 弥生 散布地

2 植松廃寺跡 奈良・平安・中世 寺社跡 48 大六天遺跡 古墳・奈良・平安 集落跡・散布地

3 植松Ｂ遺跡 縄文・奈良・平安 集落跡 49 中才遺跡 縄文 集落跡

4 植松Ａ遺跡 縄文 集落跡 50 真野古墳群Ａ 古墳　 古墳

5 堂坂遺跡 縄文 散布地 51 真野古墳群Ｂ 古墳 古墳

6 山田廹遺跡 縄文・弥生 散布地 52 桶師屋遺跡 古墳・奈良・平安・中世・近世 集落跡

7 高松台遺跡 縄文 散布地 53 大谷地遺跡 縄文・弥生 散布地

8 高松遺跡 旧石器・縄文 散布地 54 牛越城跡 中世 城館跡

9 高松Ｃ遺跡 縄文・奈良・平安 散布地 55 三島町遺跡 古墳・奈良・平安 集落跡

10 高松Ｂ遺跡 縄文・弥生・平安 集落跡 56 東町遺跡 縄文 集落跡

11 入道廹火葬墓 平安 火葬墓 57 桜井古墳群高見町枝群 古墳 古墳

12 西高松遺跡 奈良・平安 製鉄跡 58 高見町Ａ遺跡 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 古墳・集落跡

13 入道廹遺跡 縄文・弥生・奈良・平安 窯跡 59 桜井荒屋敷遺跡 縄文・弥生・奈良・平安 散布地

14 入道廹瓦窯跡 奈良・平安 窯跡（須恵器・瓦） 60 桜井古墳 古墳 古墳

15 植松新田遺跡 縄文・弥生 散布地 61 桜井古墳群上渋佐枝群 古墳 古墳

16 北沢遺跡 縄文 散布地 62 桜井Ａ遺跡 縄文・弥生・古墳・平安・近世 散布地

17 北沢横穴墓群 古墳 横穴墓 63 高見町Ｂ遺跡 旧石器・縄文・古墳・奈良・平安 散布地

18 太鼓田遺跡 縄文 散布地 64 桜井Ｄ遺跡 古墳・奈良・平安 集落跡

19 貝餅遺跡 縄文 散布地 65 桜井Ｃ遺跡 弥生・古墳・奈良・平安 散布地

20 天神谷地遺跡 縄文・弥生 散布地 66 上渋佐原田遺跡 平安 集落跡

21 谷中遺跡 弥生・古墳・奈良・平安 散布地 67 原山遺跡 弥生 散布地

22 杉内遺跡 平安 散布地 68 上渋佐前屋敷遺跡 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 集落跡

23 荒井前遺跡 古墳・奈良・平安・近世 古墳・集落跡 69 巣掛場遺跡 縄文・弥生・平安 散布地

24 牛渡前遺跡 弥生・奈良・平安 散布地 70 巣掛場Ｂ遺跡 縄文 散布地

25 泉平館跡 古墳・奈良・平安・中世 城館跡 71 萱浜原田遺跡 弥生・古墳・奈良・平安 散布地

26 広畑遺跡 奈良・平安 集落跡 72 赤沼遺跡 縄文 散布地

27 町遺跡 古墳・奈良・平安 集落跡 73 下渋佐赤沼遺跡 縄文・古墳・平安 散布地

28 泉官衙遺跡 縄文・弥生・古墳・奈良・平安・中世 官衙跡 74 湊遺跡 縄文・古墳 散布地

29 泉長者第遺跡 平安・中世 城館跡 75 大身遺跡 弥生 散布地

30 西走Ｂ遺跡 弥生・平安 製鉄跡・散布地 76 北萱浜遺跡 縄文 散布地

31 地蔵堂Ｂ遺跡 弥生・古墳・奈良・平安・近世 近世墓・散布地 77 五畝田・犬這遺跡 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 集落跡

32 脇遺跡 縄文・弥生・平安 散布地 78 犬這瓦窯跡 奈良・平安 窯跡（瓦）

33 浦頭遺跡 平安 散布地 79 五畝田Ｂ遺跡 弥生 散布地

34 天化沢Ａ遺跡 弥生・奈良・平安 集落跡・製鉄跡 80 京塚沢遺跡 縄文・弥生 散布地

35 荷渡古墳群 弥生・古墳 古墳 81 京塚沢瓦窯跡Ａ 平安 窯跡

36 北山古墳群 古墳 古墳 82 京塚沢瓦窯跡Ｂ 奈良・平安 窯跡（瓦）・製鉄跡

37 金沢地区製鉄遺跡群 縄文・弥生・奈良・平安 製鉄跡・窯跡 83 蛭沢遺跡群 縄文・弥生・奈良・平安 製鉄跡・散布地

38 谷地中遺跡 古墳・奈良・平安 集落跡・製鉄跡 84 川内廹Ｂ遺跡群 縄文・弥生・奈良・平安 製鉄跡・散布地

39 広平遺跡 弥生 散布地 85 石橋遺跡 奈良・平安 窯跡（木炭）

40 追合遺跡 弥生 散布地 86 大塚遺跡 平安 製鉄跡

41 追合Ｂ遺跡 弥生・奈良・平安 製鉄跡・散布地 87 折ヶ沢瓦窯跡 奈良・平安 窯跡（瓦）

42 追合Ｃ遺跡 弥生・奈良・平安 製鉄跡・散布地 88 折ヶ沢遺跡 縄文・奈良・平安 製鉄跡・散布地

43 大廹遺跡群 奈良・平安 製鉄跡・窯跡 89 出口遺跡 平安 製鉄跡

44 割田地区製鉄遺跡群 奈良・平安 製鉄跡 90 別所館跡 中世 城館跡

45 大窪横穴墓群 古墳 横穴墓 91 羽山横穴墓群 古墳 横穴墓

46 袖原古墳群 古墳 古墳 92 上太田前田古墳 古墳 古墳
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跡がある。横手廃寺跡は、真野川北岸の河岸段丘上に立地する。遺跡内には礎石が残存し、単弁八

葉蓮華文鐙瓦や丸瓦、平瓦などが過去に表面採取されている。この他、仏教関連では、植松Ｃから

県道浪江鹿島線を約12㎞南下した小高区泉沢に所在する「大非山の大仏」がある。「大非山の大仏」

は、観音堂、薬師堂、阿弥陀堂からなる磨崖仏で、平安時代のものと考えられ、国の史跡に指定さ

れている。また入道廹瓦窯跡に隣接する入道廹火葬墓（11）では、畑造成時に４個体の須恵器と１

個体の土師器が出土し、火葬骨を伴うものも確認されている。遺物の年代は、９世紀前半頃とされ

ている。

南相馬市には、製鉄関連を始めとする生産遺跡が多数存在する。原町区の金沢地区製鉄遺跡群（37）

では、原町火力発電所の建設に伴い100基を超える製鉄炉跡を始めとして、木炭窯跡、鍛冶炉跡、

木炭焼成土坑、鋳造遺構などが多数調査されている。植松Ｃ遺跡の約２㎞北方にも割田地区製鉄遺

跡群（44）、大廹遺跡群（43）があり、やはり製鉄関連遺構が調査されている。これらの製鉄遺跡群は、

７世紀後半～９世紀後半に機能していたことが明らかになっている。瓦窯跡には、入道廹瓦窯跡の

他に、犬這瓦窯跡（78）、京塚沢瓦窯跡Ａ・Ｂ（81・82）、折ヶ沢瓦窯跡（87）があり、須恵器窯跡に

は金沢地区の鳥打沢Ａ遺跡、原町区馬場の滝ノ原窯跡、鹿島区の大廹遺跡群などがある。京塚沢・

犬這瓦窯跡、鳥打沢Ａ遺跡の製品は、泉官衙遺跡に供給されていたことが判明している。京塚沢瓦

窯跡群と同じ相双丘陵上には、川内廹Ｂ遺跡群（84）と蛭沢遺跡群（83）がある。民間の工場用地造

成に伴う調査が行われ、８世紀中葉～９世紀代の製鉄関連遺構が確認されている。遺物は、土師器、

須恵器、羽口、鉄滓の他、獣脚や器物の鋳型などが出土している。小高地区においては、横大道遺

跡において８世紀に遡る環状盛土を伴う製鉄炉跡が調査され、国の史跡に指定されている。これに

隣接する舘越遺跡では、大規模な木炭窯跡群が調査されている。

集落遺跡には、泉官衙遺跡の南西に位置する町遺跡（27）がある。古墳時代後期から奈良・平安

時代の竪穴住居跡６軒と掘立柱建物跡５棟などが調査された。町遺跡の西側に隣接する広畑遺跡

（26）では、４棟の掘立柱建物跡が整然と並んで確認されている。土師器、須恵器、灰釉陶器など

の他、「厨」・「寺」・「南合」などと書かれた墨書土器が多く出土している。町遺跡と広畑遺跡は、

泉官衙遺跡に関連するものとみられている。新田川右岸の段丘上に立地する上渋佐原田遺跡（66）

では、復興公営住宅の建設に伴った本発掘調査が実施され、９世紀後半を中心とした大規模な集落

跡が確認された。太田川流域では、町川原遺跡が圃場整備に伴い調査され、奈良・平安時代の竪穴

住居跡21軒が検出された。遺物は土師器、須恵器の他に鉄滓、羽口などが出土している。墨書・

刻書土器も多数出土し、太田川流域における中核的な集落跡と考えられている。植松Ｃ遺跡の近隣

では、高松Ｂ遺跡（10）の確認調査において平安時代とみられる竪穴住居跡１軒が検出されている。

その約300ｍ東に位置する高松Ｃ遺跡（９）では、奈良時代の土師器・須恵器が表面採取されている。

� （今　野）
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第４節　遺跡の位置と地形

第４節　遺跡の位置と地形

植松Ｃ遺跡は、福島県南相馬市原町区上北高平字植松に所在する（図４）。地理的位置は、北緯

37°39′27″、東経140°57′43″である。町区の中心街の北に位置し、ＪＲ原ノ町駅からは北西方向

に約2.1㎞の距離である。海岸線からは、5.0㎞離れている。平成14年に実施された分布調査におい

て、土師器の散布が確認されたことから、埋蔵文化財包蔵地として登録された。過去に発掘調査は

行われていない。

本遺跡は新田川の北岸沿いに延びる丘陵上に立地し、丘陵縁辺の平坦地から南東向きの緩斜面を

含んでいる。遺跡の南西側は、新田川によって浸食された断崖となっている。崖線上からは新田川

の氾濫原が見渡せ、東に太平洋が望める眺望の良い場所である。遺跡の標高は30～36ｍ、新田川

北岸の沖積地との比高差は17ｍ前後である。県道浪江鹿島線を挟んで東側には、植松廃寺跡と植

松Ｂ遺跡が隣接している。両遺跡と植松Ｃ遺跡は、県道を境に便宜上分けられているものの、連続

する同じ平坦面上に立地していると言ってよい。今回の調査区は、植松Ｃ遺跡の東端を南北に縦断

した形である。調査前の現況は、宅地、畑地および林地であった。� （今　野）

第５節　調 査 経 過

今回の調査は調査面積が5,200㎡で、平成28年４月25日から開始した。器材を搬入し、まず調査

区最北端の１・２トレンチ（以下Ｔと略す）の掘削を行った。１・２Ｔ周辺は工区の幅が狭く、か

つ街路樹を保全する必要があったため、前年度の確認調査においてトレンチが設定できなかった箇

所である。人力によるトレンチ調査の結果、盛土直下に風化岩盤が露出し、遺構・遺物は確認され

なかった。１・２Ｔは、県教委の確認後に埋め戻した。５月９日からは作業員８名を雇用し、仮設

トイレの設置も行った。調査は北端から開始し、調査区が狭小かつ重機の進入路が確保できなかっ

たため、人力によって300㎡の表土剝ぎを実施した。遺構検出作業により、調査区北端からは１号

建物跡や１～４号土坑などが確認された。

６月29日からはバックホーとクローラーキャリアを導入し、表土剝ぎを行った。排土置場が調

査区外に確保できなかったことから、排土は調査区内に収めた。借地により作業員駐車場が確保で

きたことから、７月６日からは作業員を17名増員して本格的に調査を進めた。９月１日にはラジ

コンヘリコプターによる１回目の空中写真撮影を実施した。９月27日までに800㎡の記録作成を終

了し、県教委の調査終了確認を得て１回目の引渡しを行った。引渡し箇所は、引き続き排土置場と

して使用した。

８月後半から10月にかけては、調査区中央付近の平安時代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡を中心

に調査を進めた。８月末から９月は台風が上陸、長雨が続き、調査の進捗に影響を来した。10月
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第６節　調 査 方 法

12日からは調査区南端から表土剝ぎを開始し、翌日から人力による遺物包含層の掘り込みを行っ

た。10月18日には、調査区中央付近を対象とした２回目の空中写真撮影を実施した。10月21日ま

でに調査区中央付近2,400㎡の調査を終え、２回目の引渡しを行った。

以後は、遺物包含層中心に調査を進めた。遺物包含層からは連日、平箱にして２～５箱程度の遺

物が出土した。また、調査区南端の急斜面および旧宅地部分におけるトレンチ調査を行い（３～６

Ｔ）、遺構および遺物包含層が存在しないことを確認した。10月24日には埋戻しが終了した調査区

内に、ユニットハウスを設置した。11月16日には、南相馬市立第二小学校の児童を対象に、体験

発掘を実施している。12月７日には、遺物包含層を中心とした３回目の空中写真撮影を実施した。

12月20日に調査区を養生し、年末年始のため一旦調査を休止した。

年明けの調査は１月10日から再開した。１月12日からは遺物包含層の土壌の水洗選別を開始し

た。１月17日には南相馬市労働福祉会館において、市民向けの調査成果報告会を行った。遺物包

含層の掘り下げと遺構検出作業、遺物の出土状況の記録や全景写真撮影、地形測量などを各層ごと

に行い、２月９日までに作業を終えた。２月10日には器材を搬出、賃借物件の返却を終え、全て

の調査を終了した。２月28日、県教委、相双建設、財団三者により調査終了の確認を行い、最終

的な引渡しを行った。� 　（今　野）

第６節　調 査 方 法

今回の調査にあたっては、調査区内の表土はおもにバックホーを用いて除去した。重機を使用で

きない幅狭な箇所については、一部人力に拠った。表土層より下層の堆積土については、原則人力

で掘り下げている。掘削によって出た排土は、クローラーキャリアに積み込み、工区内の排土置場

に集積した。

遺構番号は、検出した際に遺構種別ごとに通し番号を付けた。遺構の調査にあたっては、その性

格と遺存状態に応じて土層観察用畦を設け、遺構の埋没過程や遺物の出土状況の把握に努めた。堆

積土は、遺構外の基本土層についてはアルファベット大文字のＬとローマ数字の組み合わせで表記

し、遺構内堆積土については、小文字のℓと算用数字の組み合わせで示している。堆積土の色調に

は、『新版標準土色帖』を用い、その表記方法に従った。

遺跡の測量記録においては、国土座標第Ⅸ系の座標値と近隣の三角点を基とする標高を有する基

準点を調査区内に設置した。遺構・遺物の大まかな位置については、国土座標を用いた10ｍ方眼

のグリッドによって示した。グリッドは、調査区北西側のＸ＝184,600・Ｙ＝99,560に原点を設定し、

その名称は原点からＹ座標軸沿いに東へ向かってアルファベットの大文字、Ｘ座標軸沿いに南へ向

かって算用数字を順に付け、その組み合わせで表記した。遺構平面図における詳細な位置表示につ

いては、国土座標の座標値をそのまま用いている。遺構の図化については、グリッドを１ｍメッシュ

に分割し、これをもとに計測する方法と、トータルステーションを用いて測点を紙上に落とし、手
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書きで結線する方法を適宜使い分けた。作図の際の縮尺は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑など

は1/20とした。また、竪穴住居跡のカマドや遺物出土状況などの詳細図は、1/10で記録している。

調査区全体の地形図は、1/200で作成した。

遺物の取り上げは、遺構単位もしくはグリッドで行い、土層観察用畦との対比によって出土層位

を判断した。遺物包含層内の、特に遺物が集中して出土したＪ～Ｌ・20～23グリッドについては、

10ｍ四方のグリッドを、さらに５ｍ四方の小グリッドに４分割して遺物を取り上げた。小グリッ

ドには、大グリッドの北西隅から時計回りにａ・ｂ・ｃ・ｄと名称を付けた。動物遺存体について

は、手で拾い上げた比較的大きなものと、水洗選別によって得られたものがある。水洗選別は、土

層観察用畦の４箇所を50㎝四方で切り取り、各層を５㎝の厚さに分割し、ブロックごとにザルと

篩を用いて行った。

遺構の写真記録は、検出状況、土層断面、遺物出土状況、完掘状況など調査の過程に応じて撮影

した。撮影には、35㎜判モノクロ・カラーリバーサルフィルムを使用し、両者同一カットを３コマ

ずつ撮影している。また、デジタルカメラによる撮影も行っている。遺跡全体と周辺の地形を記録

するために、ラジコンヘリコプターを用いた空中写真撮影を業務委託により実施した。遺物写真に

ついては、デジタルカメラを用いた。

発掘調査で得られた記録や出土遺物は、（公財）福島県文化振興財団遺跡調査部において、整理

作業を行った。報告書刊行後は、各種台帳類を作成し、閲覧可能な状態で福島県文化財センター白

河館に収蔵・保管される。� （今　野）
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第１章　調 査 成 果

第１節　遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図５・６、写真４）

今回の調査で検出した遺構は、竪穴住居跡11軒、掘立柱建物跡６棟、土坑15基、溝跡３条、小

穴９基、特殊遺構１基、土器埋設遺構１基、遺物包含層１箇所である。今回の調査区は、県道の拡

幅とこれに伴う側道部分の工区に当たるため、南北に長い。南北の長さは約240ｍ、東西方向の幅

は３～22ｍである。調査区内の地形を見ると、調査区北半は平坦と言って良く、南へごく緩やか

に下っている。調査区北端からＪ18グリッドまでの約160ｍ間の比高差は、1.7ｍほどである。そ

れより南では徐々に傾斜がきつくなり、Ｊ～Ｌ19グリッドからＫ～Ｍ23グリッド付近にかけて、

北西から南東に下る谷が入る。谷の南方には、植松Ｃ遺跡が立地する丘陵の最末端の尾根があり、

調査区の南側は崖となっている。

遺構の分布状況を見ると、２号住居跡が位置するＫ19以北が平安時代の集落域、Ｋ19グリッド

以南の谷地が縄文時代の遺物包含層と二つに大別される。遺物包含層より南側の尾根周辺は、土坑

が３基検出されたのみで遺構密度が非常に希薄である。平安時代の集落域における遺構の分布を細

かく見ると、調査区北端では１号溝跡、１・３・４号土坑などが散在するのみで、遺構の密度は比

較的希薄である。その南側のＥ～Ｇ－８～11グリッドにかけては、柱穴が大型の１～４号建物跡

がある。これらと重複するように、Ｅ～Ｉ－９～16グリッドにかけて、１・３～11号住居跡がま

とまって検出されている。２号住居跡がやや離れて、平坦地の南端に当たるＫ19グリッドに位置

している。本線西側の側道部分に当たるＤ・Ｅ13・14グリッドでは、１～４号建物跡に比べ柱穴

が小規模な５・６号建物跡が検出されている。掘立柱建物跡どうし、あるいは掘立柱建物跡と竪穴

住居跡が重複しているものがあるのに対し、竪穴住居跡の重複関係は認められなかった。

基本土層（図７、写真５）

遺構外の堆積土層については、表土から丘陵の基盤層とみられる風化の進んだ岩盤層まで、５層

に大別した。色調および土質から細分したものについては、番号の後にアルファベットの小文字を

付けた。

ＬⅠ：現代の表土である畑地の耕作土および林地の腐植土を一括してＬⅠとした。畑地の耕作土は

Ｋ～Ｍ22グリッドより北側で認められ、それより南では腐植土が堆積している。ともに粘性・

締まりがなく、炭化物粒と焼土粒を微量含んでいることが多い。厚さは20～80㎝である。

ＬⅡ：粘性・締まりの弱い黒褐色土で、調査区南端の尾根周辺を除く調査区のほぼ全域に堆積して
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　基本土層
ＬⅠ　にぶい黄褐色土　10YR5/3（粘性・しまりなし、炭化物粒・焼土粒微量）
ＬⅡ　黒褐色土　10YR2/3（粘性・しまり弱、炭化物粒微量）
ＬⅢ　褐色土　10YR4/4（粘性・しまりやや強）

図７　基本土層図
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いる。層厚は10～55㎝で、調査区北半の平坦地では比較的薄く、南側の谷地では厚く堆積

している。ＬⅡからは、縄文土器、土師器、須恵器、瓦、鉄滓が出土している。

ＬⅢ：ＬⅡに比べ、粘性と締まりがある褐色土である。調査区北半の平坦地では、５～20㎝の厚

さで堆積している。畑の耕作が及んだとみられる調査区北端およびＦ11グリッド周辺、調

査区南端の尾根周わりでは欠層している。平安時代の遺構とみられる１・２・６～８・10号

住居跡、１・５・６号建物跡は、本層上面から掘り込まれている。また調査区北半の平坦地

においては、縄文土器が少量出土している。調査区南半の谷地においては本層が細分され、

縄文時代の遺物包含層が形成されていた。その堆積土層については、第７節で別途詳述する。

ＬⅣ：遺跡の基盤層であり、いわゆる地山と考えている。平安時代以降の遺構の大半は、本層上面

で検出した。ロ－ム質で粘性・締まりが強く、調査区北半の平坦地では、25～50㎝ほどの

厚さで堆積している。谷地に下る斜面部付近では、５㎜前後の小礫が混じる。これより南方

の谷底付近から調査区南端にかけては、本層より赤味が弱く、10㎝ほどの角礫を多く含んで

いるためＬⅣｂとした層が堆積している。調査区南端の尾根周辺では、ＬⅠ直下がＬⅣｂと

なり、現代の耕作痕が認められた。ＬⅣ以下からは、遺物は出土していない。

ＬⅤ：段丘の基盤となる泥岩層で、調査区全域で確認されている。非常に粘性と締まりがある。そ

の上面は風化が進んでいるため、人力で掘削が可能な硬さであった。１～４号建物跡の大型

の柱穴は、本層を若干掘り込んで底面としているものが多い。Ｊ・Ｋ20グリッド付近より

南側では、上位に砂礫が混入する。下位は硬い岩盤となり、近隣では崖の岩盤を掘り込んで、

石室を築いていた。

第２節　竪 穴 住 居 跡　

１号住居跡　ＳＩ１

遺　　構（図８・９、写真６）

調査区北寄りのＧ10・11グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。ＬⅣ上

面において検出したが、ＬⅢ上面から掘り込まれていることを調査区際の土層断面で確認した。重

複する遺構はなく、西壁と平行するように２号溝跡がある。また南西方向には、５号住居跡、２・

３号建物跡などが隣接している。北東隅側が未調査であるが、平面形は方形とみられ、規模は5.1ｍ

四方である。仮に西壁を主軸とすると、その方位はほぼ真北を示す。周壁は急角度で立ち上がり、

その遺存高は17～38㎝である。遺構内堆積土は５層に分けた。ℓ１・２は締まりがあり、特にℓ２

にはＬⅣ塊が多量に含まれているため、人為的埋土の可能性が高い。ℓ３は床面上にわずかに認め

られた炭化物や焼土、灰白色粘土塊を含む堆積土で、カマドからの崩落土とみられる。ℓ４は壁溝

内の堆積土で締まりがない。ℓ５はＬⅣ塊を主体とし、硬く締まっていたため貼床構築土と考えて

いる。
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図８　１号住居跡（１）
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図９　１号住居跡（２）
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　１号住居跡堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3（粘性弱、しまりややあり、ＬⅣ塊多量、炭化物粒少量、焼土微量）
２　褐色土　10YR4/4（粘性弱、しまりあり、ＬⅣ塊多量、炭化物粒・焼土少量）
３　褐灰色土　10YR6/1（粘性・しまりあり、炭化物粒・焼土・灰白色粘土塊・小礫多量）
４　褐色土　10YR4/6（ＬⅣ粒多量、炭化物粒・焼土少量）
５　黄褐色土　10YR5/6（粘性あり、しまり強、ＬⅣ塊主体でＬⅢ塊多量）

　Ｐ１堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ粒多量）
２　黒褐色土　10YR3/2（ＬⅣ粒少量）
３　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）
４　褐色土　10YR4/4（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊多量）

　Ｐ10堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2（しまりあり、ＬⅣ粒微量）
２　暗褐色土　10YR3/4（しまりあり、ＬⅣ塊多量）

　カマド堆積土
１　褐色土　7.5YR4/3
　 （炭化物粒少量、焼土粒多量）
２　赤褐色土　5YR4/6
　 （炭化物粒少量、焼土粒極多量、粘土塊多量）
３　褐灰色土　5YR6/1
　 （粘性・しまりあり、焼土塊多量、粘土塊主体）
４　赤褐色土　5YR4/8
　 （焼土塊極多量、小礫多量）
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X=184,500.5
Y=99,624

X=184,500.5
Y=99,626

X=184,499.5
Y=99,626

Ａ
Ａ
′

調　査　区　外
10－７

10－３

10－８

1

2
34

Ｌ
Ⅳ

5
5

Ｐ
12

35.60ｍ
Ａ

Ａ
′

10－
４

10－
２

　Ｐ12堆積土
１　褐色土　10YR4/4
　 （粘性・しまり弱、ＬⅣ塊多量、炭化物粒微量、灰色粘土塊多量）
２　にぶい黄褐色土　10YR5/3
　 （粘性・しまり弱、ＬⅣ塊極多量、炭化物粒微量）

３　褐色土　7.5YR4/4（粘性・しまり弱、ＬⅣ塊多量、炭化物粒微量）
４　黒褐色土　7.5YR3/2（粘性・しまり弱、ＬⅣ塊・炭化物粒・焼土粒少量）
５　黄褐色土　10YR5/6（粘性あり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量）

0 50㎝
（1/20）

　Ｐ２堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3（粘性ややあり、ＬⅣ粒少量、焼土粒微量）
２　褐色土　10YR4/4（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊多量）
３　にぶい黄褐色土　10YR4/3（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊多量）

　Ｐ９堆積土
１　褐色土　10YR4/4（粘性・しまりあり、ＬⅣ粒少量）

　Ｐ16堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3（粘性・しまりなし）
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カマドは、東壁の南寄りに確認した。両袖の先端部分と焚口部分を調査したのみで、全容は明ら

かではない。カマドの袖部は、灰白色粘土と焼土塊によって構築されていた。カマド内には焼土や

炭化物、粘土塊を多く含む土が堆積していた。焚口部分は浅く窪み、赤褐色に被熱していた。

南西隅から北壁にかけては、周溝が認められた。周溝の幅は西壁では20㎝前後で、北西隅から

北壁にかけては広くなる。深さは４～５㎝程度とごく浅い。また周壁際で10基、床面で６基、貼

床除去後の掘形上面で５基の小穴が検出された。このうち、比較的規模が大きく床面からの深さが

あり、かつ長方形に配置されているＰ１・２・10・14が主柱穴と考えている。Ｐ１・２・10には、

柱痕跡が確認された。Ｐ１に関しては、柱痕跡であるℓ２が床面に達せず、床面から15㎝ほど下

がったところで途絶えている。周壁際の小規模なＰ３～８・15・16は壁柱穴と考えられる。貼床

除去後に検出した小穴は、図８に破線で示している。小穴とは別に、南西隅寄りには掘形が深い箇

所も認められた。

住居跡の南東隅で検出された大型のＰ12は、貯蔵穴と考えている。東西120㎝、南北82㎝の隅丸

長方形で、床面からの深さは40㎝である。ℓ１～４は、ＬⅣ塊やカマドの構築土とみられる粘土

塊などを含み、人為的な埋土と判断した。周壁際にいわゆる三角堆積するℓ５は、壁の崩落土と考

えている。図10に示した土師器杯はℓ４からまとまって出土した。特に図10－３・６・７は、重なっ

た状態で出土している。これらの遺物は貯蔵穴を埋める際に、一括して廃棄された可能性が高い。

遺　　物（図10、写真37）

本遺構からは破片数にして土師器554点、須恵器61点、瓦１点、土製品２点、鉄滓504ｇ、縄文

土器３点、石器３点が出土している。図10－１～８はロクロ成形の土師器杯である。器形は、い

ずれも体部が内湾気味に立ち上がる。６は口唇部がわずかに外反する。３は他に比べ底径が大きく、

器壁が厚い。内面には、いずれもヘラミガキと黒色処理が施されている。見込み部分のヘラミガキ

は、１・２・８が見込みの中心から放射状に施されているのに対し、その他は平行あるいは格子状

に施されている。２～４は二次的に熱を受けたとみられ、黒色処理が不明瞭となっている。また６

は、見込み部分の黒色処理が環状にかすれている。外面の調整を見ると、底面から体部下端にかけ

て１・２は回転ヘラケズリが、３～５・７は手持ちヘラケズリ施されている。６は底面の周縁にの

み手持ちヘラケズリが施され、底面中央に回転糸切り痕が残されている。８は体部下端にのみ手持

ちヘラケズリが施されている。６～８の体部には墨書が認められる。６は「分」であろう。７は「南

戝本（奉）」、８は「又」と読める。

９は小型の須恵器甕である。口縁部が直線的に立ち上がり、口唇部が外側につまみ出されている。

10は、土製の玉である。孔は穿たれていない。11は凹基の石鏃である。長幅比が2.3と縦長で、左

右の稜は直線的である。左右対称で均整がとれ、断面形も整った菱形である。12は板状の砥石で、

両端を欠損している。両面および側面に線状痕が認められる。

ま と め

5.1ｍ四方の方形を呈する竪穴住居跡である。東壁にカマドがあり、主柱穴と側柱穴、周溝を備
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図10　１号住居跡出土遺物

11（ℓ１）
長：3.7 ㎝
幅：1.6 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：1.5ｇ
石質：珪質頁岩

12（ℓ１）
長：［7.9］㎝
幅： 4.6 ㎝
厚： 1.4 ㎝
重：77.0 ｇ
石質：粘板岩

１（Ｐ12 ℓ１・４№６）
口径：13.7 ㎝
底径： 6.7 ㎝
器高： 5.4 ㎝

２（Ｐ12 ℓ１・２・４№７）
口径：13.5 ㎝
底径： 6.3 ㎝
器高： 5.0 ㎝

３（Ｐ12 ℓ４№１）
口径：13.7 ㎝
底径： 7.4 ㎝
器高： 4.8 ㎝

４（Ｐ12 ℓ４№４・５）
口径：14.5 ㎝
底径： 7.1 ㎝
器高： 5.2 ㎝

５（Ｐ12 ℓ１・４）
口径：（15.0）㎝
底径：（ 7.1）㎝
器高： 5.1 ㎝

６（Ｐ12 ℓ２・４№２・９）
口径：13.9 ㎝
底径： 6.5 ㎝
器高： 5.1 ㎝

７（Ｐ12 ℓ４№２）
口径：14.4 ㎝
底径： 5.7 ㎝
器高： 5.1 ㎝

８（Ｐ12 ℓ２・４№３・５）
口径：14.3 ㎝
底径： 7.1 ㎝
器高： 5.0 ㎝

９（ℓ２）
口径： 13.7 ㎝
器高：［14.2］㎝

10（Ｐ12 ℓ２）
長：2.5 ㎝
幅：2.8 ㎝
厚：2.3 ㎝

0 10㎝
（1/3）

＜１～９＞

0 5㎝
（1/2）

＜10・12＞

＜11＞

0 3㎝
（2/3）
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えている。本遺構は堆積土の状況から埋められた可能性が高い。また貯蔵穴からは墨書土器を含む

土師器杯がまとまって出土している。遺構の年代は、出土遺物の特徴から９世紀前半と考えられる。

� （今　野）

２号住居跡　ＳＩ２

遺　　構（図11・12、写真７）

調査区の南側Ｋ19グリッドに位置し、標高33.5ｍ付近の南向き斜面地に立地する。検出面はＬ

Ⅲ上面である。平面形は正方形で、その規模は一辺4.5ｍである。主軸方位はＮ５°Ｗを示す。周壁

はいずれも床面から急斜度で立ち上がり、その遺存高は床面から15～37㎝、北壁の遺存状態が良

い。床面は、住居北半部分ではＬⅤ上面をそのまま床として利用しており、地山に含まれる礫の影

響で部分的に凹凸が見られた。一方、傾斜面に形成される住居南半部分では貼床が施されていた。

住居内の堆積土は５層に分層した。ℓ１～３は黒色土で、炭化物、焼土、小礫と多量の縄文土器

片が含まれる。ℓ４・５は締まりのある暗褐色土である。ℓ１～３はＬⅡに近似し、レンズ状堆積

を示していることから、自然堆積土と判断した。ℓ４・５は貼床構築土である。

住居内の施設は、北壁中央と東壁南寄りに位置する２基のカマドを確認し、遺存状態から東壁の

カマドから北壁のカマドへの造り替えが行われたことが想定される。北壁のカマドは、燃焼部と煙

道を検出した。燃焼部の規模は奥行75㎝、幅55㎝である。袖部は浅く溝状にＬⅤを掘り込んだ部

分に粘土塊を詰め、その上に礫混じりのにぶい黄褐色土を積んで構築している。左袖は長さ75㎝、

幅30㎝、床面からの高さ10㎝である。右袖は長さ65㎝、幅15㎝、床面からの高さ10㎝である。燃

焼部底面・両袖内側に焼土化した部分は認められなかった。煙道部の規模は最大幅35㎝、深さは

20㎝あり、住居壁から180㎝外側に延びている。先端の煙出し部分は煙道部より深く、ピット状に

なっている。煙出し手前ではトンネルが残存していた。カマド内堆積土は８層に分層した。ℓ３・

４は天井崩落土、ℓ７・８は袖の構築土、他は自然堆積土と判断した。

東壁の旧カマドは煙道のみ検出した。最大幅50㎝、深さ38㎝、住居壁から160㎝外側に伸びてい

る。底面は住居の外側に向かって緩やかに下がり、先端部分で急激に立ち上がる。本来はトンネル

状になっていたと想定され、先端部には煙出しを塞ぐように被熱した粘土塊が置かれていた。煙道

内の堆積土は11層に分層した。いずれもＬⅡ・Ⅲに近似する色調と土質であり、自然堆積土およ

び天井の崩落土と考えられる。

遺　　物（図13、写真38）

土師器166点、須恵器８点、鉄製品２点、鉄滓45ｇ、縄文土器475点、石器２点が出土している。

図13－１は須恵器の杯である。体部がやや内湾気味に立ち上がる器形である。色調は焼成不良の

ため白色で、器面の風化が著しい。２は土師器杯の底部片である。一部判読不能だが底面に「□田合」

と墨書されている。３は土師器の長胴甕である。カマド堆積土およびカマド前面の床面から出土し

た。最大径は胴部中央に位置し、頸部はくの字状に屈曲する。口縁部は外反し、端部が上方につま
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図11　２号住居跡（１）

粘土塊

X=184,418
Y=99,663

X=184,418
Y=99,667

X=184,412
Y=99,667

貼床

カマド

旧カマド

２号住居跡

Ａ

Ａ′

Ｂ

Ｂ
′

33.80ｍＢ Ｂ′
1

ＬⅢ

2 ＬⅤ
2 3

4

5

33.50ｍＡ Ａ′

2
3

4 ＬⅤ

Ｃ Ｃ′

33.20ｍＣ Ｃ′
1 2

3 4
56
7

8 89 10
11

旧カマド

0 1ｍ
（1/40）

　旧カマド堆積土
１　黒色土　10YR1.7/1
２　暗褐色土　10YR3/3（しまりややあり、焼土粒微量）
３　黒色土　10YR1.7/1（しまり弱、炭化物含む）
４　黒褐色土　10YR3/2（しまり弱、焼土塊多量）

５　黒褐色土　10YR3/2（しまり弱、焼土粒・黒色土塊含む）
６　黒褐色土　10YR2/3（しまりややあり、焼土粒・小礫含む）
７　黒褐色土　10YR2/2（しまり弱、炭化物・焼土粒少量）
８　にぶい黄褐色土　10YR4/3（焼土粒含む、粘土塊多量）
９　黒褐色土　10YR3/1（しまり弱、炭化物・小礫含む）
10　黒褐色土　10YR3/1（しまり弱、炭化物含む、焼土粒極多量、粘土粒多量）
11　黒色土　10YR1.7/1（しまり弱、炭化物・小礫含む）

　２号住居跡堆積土
１　黒色土　10YR1.7/1
　 （しまり弱、焼土粒・小礫微量）
２　黒色土　10YR1.7/1
　 （しまり弱、焼土粒・小礫少量）
３　黒色土　10YR1.7/1
　 （しまりややあり、炭化物・
　　 小礫・焼土粒少量）
４　暗褐色土　10YR3/4
　 （しまり強、焼土粒少量、
　　 小礫多量）
５　暗褐色土　10YR3/3
　 （しまりややあり、焼土粒・
　　 粘土塊・小礫少量）

石

土器

土器
土器
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　２号住居跡カマド堆積土
１　黒色土　10YR2/1（しまり弱、焼土粒微量）
２　黒色土　10YR1.7/1
　 （しまり弱、焼土塊含む、黄褐色土小塊少量）
３　灰白色土　10YR7/1（ＬⅤ塊含む）
４　にぶい黄褐色土　10YR5/3
　 （しまりややあり、焼土粒含む）
５　黒色土　10YR2/1
　 （しまりややあり、焼土粒・ＬⅤ小塊含む）
６　黒色土　10YR1.7/1
　 （しまり弱、炭化物・焼土粒含む）
７　にぶい黄褐色土　10YR5/3
　 （しまりあり、焼土粒・小礫多量）
８　灰黄褐色土　10YR6/2
　 （しまりあり、焼土粒・黒褐色土塊・小礫含む）

図12　２号住居跡（２）

粘土

X=184,418
Y=99,664

X=184,418
Y=99,665.5

X=184,415
Y=99,664

X=184,415
Y=99,665.5

２号住居跡カマド
Ａ

Ａ
′

Ｂ Ｂ′

33.60ｍＢ Ｂ′

8

ＬⅤ

7
8 7

Ｌ
Ⅳ

33
.60
ｍ

Ａ
Ａ
′

1
2

4
2

3
5

6

Ｌ
Ⅳ

Ｌ
Ⅴ

0 1ｍ
（1/20）

石

土器
土器

土器
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み上げられている。内面および外面胴部上半部はロクロナデで調整される。外面胴部中央～下半に

かけては縦方向のヘラケズリで調整され、下端～底部にかけて横方向のヘラケズリによって調整さ

れる。器面には、カマド設置時に付着したと思われる粘土が認められる。４・５はいずれも刀子と

推定される鉄製品である。４は刃部先端と茎尻を欠損している。茎部には木質片が付着している。

５は区から茎部にかけた資料で、茎がわずかに屈曲する。

ま と め

本遺構は、一辺4.5ｍの方形の竪穴住居跡である。住居内の中央から北側はＬⅤ上面を床面とし、

傾斜面に入る南側では床面の高さを揃えるために貼床が施されていた。カマドは北壁と東壁に確認

され、遺存状態から東壁から北壁への造り替えが想定された。遺構の年代は、出土した遺物の特徴

から９世紀前半頃と考えられる。� （神　林）

３号住居跡　ＳＩ３

遺　　構（図14・15、写真８）

調査区の中央部、Ｈ・Ｉ－13・14グリッドに位置し、標高35.2ｍの平坦地に立地する。検出面

はＬⅣ上面である。重複する遺構は認められず、北西約４ｍに11号住居跡が位置する。また住居

跡中央やや西寄りに長方形の撹乱が認められる。

図13　２号住居跡出土遺物

木質片

１（旧カマド ℓ４）
口径：13.5 ㎝
底径： 7.0 ㎝
器高： 4.5 ㎝

２（ℓ２）
底径： 7.0 ㎝
器高：［0.9］㎝

３（床面、カマドℓ２）
口径：21.0 ㎝
底径： 9.0 ㎝
器高：26.8 ㎝

４（ℓ２）
長：［11.9］㎝
幅： 2.3 ㎝
厚： 0.3 ㎝

５（ℓ２）
長：［7.8］㎝
幅： 1.1 ㎝
厚： 0.4 ㎝ 0 5㎝

（1/2）
＜４・５＞

0 10㎝
（1/3）

＜１～３＞
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平面形は方形を基調とするが、南壁に比べ北壁が短く、やや台形状を呈している。規模は東壁で

4.8ｍ、西壁で4.9ｍ、南壁で4.8ｍ、北壁で3.3ｍである。仮に北壁と直交する線を主軸とすると、

その方位はほぼ真北を示す。周壁は床面から60～80°の立ち上がりを示し、遺存高は床面から20㎝

ほどである。床面は平坦であるが、カマド前面部分はやや盛り上がる。住居内の堆積土は６層に分

層した。ℓ１・２は住居跡全体を覆う黒褐色土・暗褐色土である。ＬⅡに近似した土を基調とし、

レンズ状に堆積しているため自然堆積土と判断した。ℓ３・４は壁際のみに認められ、壁面からの

崩落土と考えられる。ℓ５は住居跡の南西寄りにのみ堆積し、締まりがある。ℓ６は住居掘形を覆

うように堆積し、ＬⅣに近似したにぶい黄褐色土塊が混じる黒色土である。上面が非常に硬く締

まっており、貼床構築土と判断した。　

住居内の施設として、カマド２基と焼土遺構１箇所、小穴５基を確認した。カマドは東壁中央か

ら南に寄った位置と、北壁中央よりやや東寄りに位置している。カマドの遺存状態から判断して、

北壁から東壁への造り替えが行われたと考えられる。東壁のカマドは燃焼部を検出し、煙道は遺存

しない。燃焼部の奥行きは69㎝、幅は67㎝である。燃焼部の奥壁は平坦な底面から急激に立ち上

がる。焚口付近からは一部焼土化した白色粘土塊が検出され、崩落した焚口天井部の構築材と判断

した。カマドは両袖ともに遺存し、左袖は長さ70㎝、幅25㎝、床面からの高さ30㎝、右袖は長さ

50㎝、幅45㎝、床面からの高さ15㎝である。

カマド内堆積土は８層に分層した。ℓ１はＬⅡに近似する黒褐色を基調とした土で、自然堆積土

と考えられる。ℓ２は焼土粒を非常に多く含むにぶい黄褐色土で、カマド天井からの崩落土と判断

した。ℓ３・４もℓ１に近似した黒褐色を基調とした土で、天井が崩落する以前の自然堆積土とみ

られる。ℓ４は燃焼部を覆うように堆積している。ℓ５は燃焼部掘形の埋土である。その上面は赤

褐色に焼け、硬化していた。焼土化した範囲は奥行き80㎝、幅60㎝である。ℓ６～８は袖部の構

築土である。左袖は浅い掘り込みに粘質土のℓ８を詰め、その上に複数の粘土塊や礫を芯材とし

てℓ６・７を積んで構築している。右袖は床面上にℓ７・８や粘土塊を積んで構築されている。

燃焼部の焚口付近からは、瓦片９点が上下２段に重なって出土した。ほとんどの個体が凸面を上

にし、敷き並べたような状態で出土しており、燃焼部に意図的に置かれたものと判断した。また、

燃焼部からは伏せた状態の土師器杯が１点出土している。燃焼部から出土した遺物に二次的な被熱

痕跡は認められないことから、これらの遺物はカマドの使用時ではなく、カマドの機能停止後に置

かれたものと考えられる。そして、カマドの機能停止から天井崩落までにはある程度の時間があっ

たと思われる。

北壁の旧カマドは、燃焼部の掘形と煙道を検出した。燃焼部掘形は最大幅100㎝、深さ18㎝であ

る。煙道は平面形がＵ字状を呈し、最大幅100㎝、深さ13㎝で、住居壁から65㎝外側に張り出す。

カマド内の堆積土は５層に分層した。ℓ１・２は自然堆積土である。ℓ３～５はカマド構築土に由

来すると思われる白色粘土塊が多く含まれており、カマド解体後の埋土と考えられる。特にℓ４か

らは、土師器杯１点（図16－１）と鉄製鎌１点（図20－９）が出土した。
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石

　３号住居跡堆積土
１　黒褐色土　10YR3/1（しまり弱、焼土粒少量、地山塊含む）
２　暗褐色土　10YR3/3（しまりややあり、炭化物・地山塊含む、焼土粒多量）
３　にぶい黄褐色土　10YR4/3（しまりややあり、暗褐色土含む）
４　褐色土　10YR4/4（しまり弱、炭化物少量、焼土・暗褐色土含む）
５　にぶい黄褐色土　10YR4/3（しまり強、焼土含む）
６　黒色土　10YR2/1（しまり強、炭化物・焼土塊少量、粘土塊・地山塊含む）

図14　３号住居跡（１）
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カマド

旧カマド

20－９

18－２

　Ｐ１～３堆積土
１　黒褐色土　10YR3/1
　 （炭化物微量）

　Ｐ４堆積土
１　褐灰色土　10YR4/1
　 （焼土粒・砂多量）

　Ｐ５堆積土
１　黒色土　10YR2/1（炭化物・焼土粒少量）
２　黒褐色土　10YR2/3（炭化物・焼土粒含む）
３　暗褐色土　10YR3/3
　 （炭化物少量、焼土粒含む、粘土塊多量）
４　黒褐色土　10YR3/1（焼土粒少量）
５　黒褐色土　10YR3/1（炭化物・焼土粒含む）

６　にぶい黄褐色土　10YR4/3
　 （焼土粒含む、小礫少量）
７　黄褐色土　10YR5/6（焼土少量）
８　褐灰色土　10YR4/1
　 （炭化物・焼土粒少量、地山塊多量）
９　褐色土　10YR4/6（炭化物含む）

３号住居跡
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図15　３号住居跡（２）
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　旧カマド堆積土
１　黒色土　10YR2/1（しまり弱、炭化物少量、焼土粒含む）
２　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、地山塊微量）
３　灰黄褐色土　10YR4/2（しまりややあり、焼土粒極多量、焼土塊多量）
４　灰黄褐色土　10YR4/2（しまり弱、焼土粒極多量、焼土塊多量）
５　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、焼土粒微量、地山塊・粘土塊多量）

　３号住居跡カマド堆積土
１　黒褐色土　10YR2/2（しまり弱、炭化物含む、焼土粒多量）
２　にぶい黄褐色土　10YR4/3（しまりややあり、焼土粒極多量）
３　黒褐色土　10YR3/2（しまり弱、炭化物・焼土粒少量）
４　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、炭化物・焼土粒含む）

５　褐灰色土　10YR4/1（しまり弱、炭化物少量）
６　黒褐色粘質土　10YR3/1（しまりややあり、焼土粒少量、粘土粒含む）
７　灰黄褐色粘質土　10YR4/2（しまりややあり、焼土粒少量）
８　にぶい黄褐色粘質土　10YR5/4（しまりあり、焼土粒微量）

３号住居跡
旧カマド

20－９

石

粘土塊

16－６
19－１

16－５

16－７

17－１

20－５

18－１
Ｐ５

19－２
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焼土遺構は住居北東隅のやや南寄りに位置する。貼床上面が70×40㎝の不整形の範囲で焼土化

していた。壁面に焼けた痕跡はなく、焼土範囲から出土した礫・瓦片にも被熱の痕跡は認められな

かったため詳細は不明である。

Ｐ１・２・３は、住居の四隅を結ぶ対角線上に位置する。いずれも直径が20～40㎝で、深さ

10㎝ほどである。堆積土はいずれも１層で、ＬⅣ塊が混じる黒褐色土である。貼床と近似しているが、

締まりが非常に弱かったため、貼床との差は明確であった。位置関係から主柱穴の可能性も考えら

れたが、非常に浅く性格は不明である。Ｐ４は住居中央に位置し、貼床を除去した段階で検出した。

直径30㎝、検出面からの深さ15㎝の小穴で、Ｐ１～３と平面形や深さが近似している。堆積土は、

上面が貼床で塞がれており、下には焼土粒を多量に含む土が堆積していたことから、人為的に埋め

戻されたと判断した。

Ｐ５は東壁カマドの南隣に位置する。長軸130㎝、短軸120㎝、深さ44㎝の楕円形であり、貯蔵

穴と考えられる。堆積土は９層に分層した。いずれもカマドの構築材とみられる粘土塊や焼土粒、

炭化物が含まれていることから、カマド廃絶後の人為的埋土である可能性が高い。

図16　３号住居跡出土遺物（１）

１（旧カマドℓ４）
口径：14.9 ㎝
底径： 6.3 ㎝
器高： 4.7 ㎝

３（床面）
口径：（15.0）㎝
底径：（ 8.0）㎝
器高： 4.7 ㎝

６（カマド ℓ５№15）
底径： 5.6 ㎝
器高：［2.3］㎝

４（床面№16－２）
口径：（14.0）㎝
底径：（ 6.0）㎝
器高： 4.9 ㎝

５（床面№19）
口径：（17.0）㎝
底径： 6.8 ㎝
器高： 5.4 ㎝

２（ℓ１・２）
口径：14.2 ㎝
底径： 6.5 ㎝
器高： 4.5 ㎝

７（床面
　　№17・18）
口径：（22.0）㎝
底径： 11.2 ㎝
器高： 31.5 ㎝

0 10㎝
（1/3）
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遺　　物（図16～20、写真38）

土師器614点、須恵器103点、瓦21点、鉄製品２点、鉄滓201ｇ、縄文土器32点が出土した。図

16－１～図17－１は土師器・須恵器で、このうち図16－３～５・７、図17－１は東壁のカマド脇

床面からまとまって出土した。図16－１～６はロクロ成形の土師器杯である。１は旧カマドの埋

土中から図20－９の鉄製鎌と共に出土した。体部はやや内湾気味に立ち上がる。外面に再調整は

加えられず、底面には回転糸切り痕が認められる。内面にはヘラミガキ後に黒色処理が施される。

しかし二次的な熱を受け黒色処理の大半が消失している。２はカマド脇の壁際堆積土からの出土で

ある。体部下半から底面にかけて手持ちヘラケズリが施される。３は内面に黒色処理が施されない

「赤焼土器」の破片で、外面の体部下端に手持ちヘラケズリが施されている。４・５は床面に伏せ

た状態で出土した。ともに体部は直線的に外傾する。外面は体部下端から底部にかけて手持ちヘラ

ケズリが施され、内面はヘラミガキが認められる。二次的な熱を受けており器面の劣化が著しく、

内面の黒色処理は消失してしまっている。６は底部資料で、カマド燃焼部に伏せられた状態で出土

した。体部には墨書が確認される。意図的に口縁部・体部を打ち欠いており、二次的な被熱の痕跡

も認められないことから、カマドが機能停止した段階で意図的に置かれたと思われる。７はロクロ

図17　３号住居跡出土遺物（２）

１（床面）
口径：（25.1）㎝
器高： 51.5 ㎝

0 20㎝
（1/4）
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図18　３号住居跡出土遺物（３）
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図19　３号住居跡出土遺物（４）

１（カマドℓ３№２）

２（カマドℓ５№10） ３（カマドℓ３№３）

0 20㎝
（1/4）

６（カマドℓ５№８） ７（Ｐ５ ℓ６№６）

４（カマドℓ５№７）

５（カマドℓ３№１）
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図20　３号住居跡出土遺物（５）

1（カマドℓ５№５）

４（ℓ１、Ｈ13 ＬⅡ）

５（カマドℓ５№９）

８（ℓ１）

２（ℓ１）

３（ℓ２）

６（ℓ１）

７（ℓ５）

0 10㎝
（1/4）

＜１・４～６・８＞

0 5㎝
（1/3）

＜２・３・７・９＞

９（旧カマドℓ４）
長：〔17.9〕㎝
幅： 4.3 ㎝
厚： 0.3 ㎝
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成形による土師器の長胴甕である。最大径は胴部中位よりやや上に位置する。外面の胴部下半には

縦方向のヘラケズリが施される。内面にも縦方向を基調としたヘラナデが施される。図17－１は

須恵器の甕である。最大径は胴部上半に位置する。内外面ともに口縁部から頸部にかけてはロクロ

ナデ、胴部から底部にかけては平行タタキ目が観察される。胴部下半に一部大きな焼き歪みが認め

られる。

図18－１～図20－８は瓦片である。図20－５～８が丸瓦で、それ以外は平瓦である。図18－１、�

図19－２・４・６、図20－１・５がカマド燃焼部の火床面、図19－１・３・５がカマドの堆積

土、図18－３が焼土遺構脇の床面、図18－２、図19－７はＰ５の堆積土中から出土した。平瓦は

いずれも一枚作りで成形され、凸面にタタキ目、凹面に布目が確認される。凸面のタタキ目は、図

20－４を除いて格子状タタキ目である。胎土は暗灰色～灰色を呈し、焼成は良好である。側面は

面取りが施されている。図18－２は割れ口に焼成時に付着したと思われる釉が認められ、いわゆ

る「ハネモノ」と推定される。図20－４は凸面に樹枝状のタタキ目が施される。胎土は乳白色を呈

し、格子状タタキ目のものに比べ焼成が不良である。厚さも１㎝ほどで、格子状タタキ目の平瓦に

比べてやや薄い。側面は斜めに面取りされている。

丸瓦の凸面は縦方向のナデおよびケズリによって調整されている。凹面には、４～５㎝間隔で粘

土紐を巻き上げた痕跡と布目が認められる。胎土は暗灰色～灰色を呈し、焼成はいずれも良好であ

る。図20－９は鉄製の鎌の刃部である。北壁の旧カマド埋土中から出土した。刃部の中ほどから

刃先に向かって湾曲し、先端は欠損している。

ま と め

本遺構は、平面形が方形の竪穴住居跡である。カマドが２基造られており、北壁から東壁へと造

り替えられていた。北壁のカマドは人為的に壊され、燃焼部に土師器杯と鉄製鎌が埋められていた。

東壁のカマドは燃焼部に瓦が敷かれたような状態で出土した。敷かれた瓦には二次的な被熱痕が確

認されないことから、カマドの機能が停止した段階で敷かれたことが想定された。燃焼部の奥側に

は口縁部を打ち欠いた土師器杯が伏せた状態で出土しており、両カマドともに廃絶時に何らかの祭

祀行為があったものと推測される。出土遺物の大半は、カマドや住居の廃絶時に遺棄したものと思

われる。出土遺物の特徴から９世紀中葉～後葉に機能した遺構と考えられる。� （神　林）

４号住居跡　ＳＩ４

遺　　構（図21、写真９）

調査区中央部のＨ・Ｉ15グリッドに位置し、標高34.9ｍの平坦地に立地する。検出面はＬⅣ上

面である。重複する遺構はない。木の根等による撹乱によって遺存状況は極めて不良である。南東

方向に10号土坑と７号住居跡が隣接する。

遺構の一部が調査区外に延びるが、住居跡の平面形は隅丸方形と推定され、南北の長さは4.5ｍ

である。南壁に直交する線を主軸とすると、その方位はＮ15°Ｗを示す。周壁は緩やかに立ち上が
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り、遺存高は床面から10～18㎝である。堆積土は２層に分層した。ℓ１は黒褐色土、ℓ２は暗褐

色土で、焼土粒やＬⅣに近似する小塊を含んでいる。いずれも堆積状況から自然堆積と考えられる。

貼床は確認されず、ＬⅣを平坦に整えて床面としている。

住居内の施設はカマド１基と小穴１基を確認した。カマドは東壁の中央やや南寄りに位置する。

遺存状態は極めて悪く、カマドの掘形と推定される張り出しが確認されたのみである。張り出し部

分の平面形はＵ字状を呈し、奥行きは90㎝、幅は160㎝である。カマド内の堆積土は２層に分層さ

れた。ℓ１は焼土塊を主体とした明赤褐色土で、粘土塊と炭化物を含んでいる。ℓ１はカマドの天

井部や袖の崩落土と考えられる。ℓ２はＬⅣに近似する塊を含む黒褐色土で、自然堆積土と考えら

れる。

小穴は、住居跡の南東隅からやや西に寄った壁際で検出された。南北90㎝、東西60㎝、深さ

　４号住居跡堆積土
１　黒褐色土　10YR3/1（しまり弱、焼土粒・地山小塊含む）
２　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、焼土粒・地山小塊含む）

　Ｐ１堆積土
１　黒色土　10YR1.7/1（しまり弱、炭化物・焼土塊少量）

図21　４号住居跡
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　カマド堆積土
１　明赤褐色土　2.5YR5/8（しまり弱、炭化物少量、粘土塊含む）
２　黒褐色土　10YR3/1（しまり弱、焼土粒・にぶい黄褐色土塊含む）

0 1ｍ
（1/40）
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16㎝の楕円形である。堆積土は１層で、炭化物と焼土塊を含む黒色土が堆積していた。カマドとの

位置関係から貯蔵穴の可能性も考えられる。

遺　　物（図22、写真39）

本遺構からは、土師器255点、須恵器８点、鉄滓13ｇ、縄文土器９点が出土している。大半が住

居内堆積土からの出土であり、Ｐ１の堆積土から出土したものと接合するものも認められた。よっ

て出土遺物のほとんどが、遺構が埋没する過程で廃棄されたかまたは流れ込んだものと思われる。

図22－１～６はロクロ成形の土師器杯である。内面はヘラミガキの後に黒色処理が施される。外

面の体部下端から底面にかけての再調整は、１～４は手持ちヘラケズリ、５は回転ヘラケズリが施

される。器形は１・３～５が内湾気味に立ち上がるのに対し、２は口縁部がわずかに外反する。５・

６には墨書が認められる。５は体部に「文」が逆位で墨書されている。６は大半が欠損しているが、

「南」の文字の一部と推定される。７は須恵器の杯である。体部は直線的に外傾し、底部の切離し

は回転ヘラ切りである。８は須恵器の口縁部片で鉢と想定した。内外面はロクロナデで調整され、

外面には幅１㎝ほどの突帯が付く。

ま と め

南北の長さが4.5ｍの方形と推定される竪穴住居跡である。東壁にはカマドが存在したとみられ、

南東隅付近には貯蔵穴と思われるＰ１が位置する。遺存状態が悪いにも関わらず、堆積土中から比

較的多くの土器が出土している。遺物はいずれも住居廃絶後の窪地を利用して廃棄されたものか、

あるいは流れ込んだものと思われる。出土遺物から９世紀前半頃の遺構と考えられる。� （神　林）

図22　４号住居跡出土遺物

７（ℓ１、Ｐ１ ℓ１№２）
口径：14.1 ㎝
底径： 7.8 ㎝
器高： 4.2 ㎝

２（ℓ２）
口径：（15.0）㎝
底径：（ 6.6）㎝
器高： 5.1 ㎝

３（Ｐ１ ℓ１№１）
口径：13.0 ㎝
底径： 6.6 ㎝
器高： 3.9 ㎝

５（ℓ１）
口径：（13.0）㎝
底径： 5.5 ㎝
器高： 4.9 ㎝

８（ℓ１）
口径：（18.6）㎝
器高：［ 6.4］㎝

６（ℓ１）
底径：（6.0）㎝
器高：［1.3］㎝

１（ℓ２）
口径 :（13.0）㎝
底径 : 6.8 ㎝
器高 : 4.0 ㎝

４（Ｐ１ ℓ１№３）
口径：（11.2）㎝
底径：（ 4.8）㎝　
器高： 3.8 ㎝

0 10㎝
（1/3）
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５号住居跡　ＳＩ５

遺　　構（図23、写真10）

Ｆ11グリッドの調査区際に位置し、標高35.7ｍ付近の平坦地に立地している。検出面は、ＬⅣ

上面である。２号建物跡のＰ８、３号建物跡のＰ１、８号土坑と重複し、いずれより本遺構の方が

新しい。北東方向に６ｍ離れて、１号住居跡がある。調査区際にあるため全容は不明であるが、平

面形は方形と推定され、東西3.0ｍ以上、南北2.2ｍ以上である。東壁を仮に主軸とすると、主軸方

X=184,496
Y=99,617

図23　５号住居跡

　５号住居跡堆積土
１　黒褐色土　10YR3/1
　 （粘性・しまり弱、炭化物粒多量、焼土粒少量）
２　暗褐色土　10YR3/4
　 （粘性・しまりややあり、炭化物粒・焼土粒少量）
３　褐色土　10YR4/4
　 （粘性・しまりややあり、炭化物粒微量）
４　黄褐色土　10YR5/6
　 （粘性あり、しまり強、炭化物粒少量、
　　 黒褐色土塊多量、ＬⅣ塊主体）

　カマド堆積土
１　赤褐色土　5YR4/6
　 （粘性・しまり弱、炭化物粒少量、焼土塊極多量）
２　暗褐色土　7.5YR3/3
　 （粘性・しまり弱、焼土粒少量）
３　褐色土　7.5YR4/6
　 （粘性・しまりあり、焼土塊多量、粘土塊極多量）
４　暗褐色土　10YR3/3（粘性弱、しまりあり、焼土粒少量、ＬⅣ塊多量）
５　灰褐色土　7.5YR4/2（粘性・しまりあり、灰色粘土主体に焼土塊多量）
６　暗褐色土　7.5YR3/3（粘性弱、しまりあり、ＬⅣ塊多量）
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位はほぼ真北を示す。周壁の遺存状態は悪く、最も残りの良い南東隅付近においても、その遺存高

は10㎝前後である。堆積土は４層に分けた。ℓ１～３は、ＬⅡ・Ⅲを基調とする自然堆積土とみ

られる。ℓ４はＬⅣ塊を主体とし、硬く締まっていたため貼床構築土と考えている。

カマドは南壁に設けられている。煙道は遺存せず、カマドの全長は69㎝、幅は125㎝、燃焼部の

幅は63㎝である。燃焼部内に、目立った被熱硬化面は認められなかった。カマドの堆積土は、６

層に分層した。ℓ１は焼土塊を多量に含むことから、天井部などからの崩落土とみられる。ℓ２

はℓ１に比べ焼土が少なく、天井崩落前の自然堆積土と判断した。ℓ３～６は、袖部の構築土であ

る。焼土塊や粘土塊、ＬⅣ塊を多く含み、硬く締まっている。カマドに向かって左側にはＰ１があ

る。長径67㎝、短径55㎝の隅丸長方形で、床面からの深さは18㎝と浅い。貯蔵穴または甕などを

据えた穴と考えられる。なお、柱穴は認められなかった。

遺　　物（図24、写真39）

土師器120点、須恵器30点、瓦１点、土製品１点、鉄滓578ｇが出土している。ℓ１やカマド周

辺から出土したものが多い。図24－１～３はロクロ成形の土師器杯である。いずれも体部が内湾

図24　５号住居跡出土遺物

５（ℓ１№７）
器高：［9.0］㎝

４（Ｐ１ ℓ１№３・５）
口径：（17.0）㎝
器高：［16.4］㎝

７（ℓ２№４）

６（Ｐ１ ℓ１）
長：［1.4］㎝
幅：［2.7］㎝

0 10㎝
（1/3）

＜１～５＞

＜６＞

0 5㎝
（1/2）

0 10㎝
（1/4）

＜７＞

１（ℓ１）
口径：（14.0）㎝
底径：（ 6.0）㎝
器高： 4.6 ㎝ 　

３（ℓ１№２‒１）
　　口径：14.5 ㎝
　　底径： 6.1 ㎝
　　器高： 4.5 ㎝

２（ℓ１№１）
口径：14.7 ㎝
底径： 6.3 ㎝
器高： 5.3 ㎝
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気味に立ち上がる。３は、器壁が厚い点が特徴的である。内面には、いずれもヘラミガキと黒色処

理が施されている。見込み部分のヘラミガキは、１・２は格子状に、３は放射状に施されている。

２は二次的に熱を受けたとみられ、口縁部の黒色処理が不明瞭となっている。外面の調整を見ると、

１・２は底面から体部下端にかけて、３は体部下端のみに手持ちヘラケズリが施されている。

図24－４・５は須恵器の甕片である。４の口縁部は直線的に外傾し、口唇部が三角形につまみ

出されている。胴部下半に、ヘラケズリが認められる。５は小型で、球形の胴部になるものと推定

される。同図６は土鈴である。手捏ねの痕跡が残り、外身中央の繋ぎ目部分から剝落している。７

は丸瓦の破片とみられる。浅黄橙色を呈し、凸面にナデが、凹面には布目が認められる。

ま と め

方形で小型の竪穴住居跡と推定される。南壁にカマドとＰ１がある。今回調査した竪穴住居跡の

中で、南壁にカマドが設けられているのは本遺構のみである。２・３号建物跡および８号土坑と重

複し、いずれの遺構より新しい。出土遺物の特徴から、９世紀中葉頃の遺構と考えられる。（今　野）

６号住居跡　ＳＩ６

遺　　構（図25、写真11）

調査区北寄りのＥ９グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。検出面は、Ｌ

Ⅲ上面である。重複する遺構はなく、東に３ｍ離れた位置に４号建物跡が隣接している。東壁から

南東隅付近にかけた一部のみを調査したが、平面形は方形と推定される。東壁を仮に主軸とすると、

主軸方位はＮ３°Ｗを示す。周壁の遺存状態は悪く、その遺存高は10㎝程度である。堆積土は５層

に分けた。ℓ１～４は、ＬⅡ・Ⅲを基調とする自然堆積土とみられる。ℓ５はＬⅣ塊を主体とし、

ＬⅡに似た黒褐色土塊を多く含んでいた。その上面は硬く締まっていたため、貼床構築土と考えて

いる。

東壁ではカマドが確認された。煙道は遺存せず、カマドの全長は100㎝、幅は136㎝、燃焼部の

幅は62㎝である。燃焼部の底面は浅く窪み、その上面は赤褐色に焼けて硬化していた。カマドの

堆積土は、５層に分層した。このうちℓ１～３は、燃焼部内の堆積土である。ℓ１は、ℓ２・３に

比べ焼土が少なく色調が暗いことから、天井部崩落後の自然堆積土と考えられる。ℓ２・３は焼土

塊を多量に含むことから、天井部の崩落土であろう。ℓ４・５は、袖部の構築土である。ℓ４は、

焼土塊に黒褐色土塊を混ぜている。ℓ５は灰白色粘土を主体とし、焼土塊が混入していた。また、

カマドに向かって右側の南東隅では、貯蔵穴とみられるＰ１が検出された。Ｐ１は長径130㎝、短

径94㎝以上の隅丸長方形とみられ、床面からの深さは14㎝である。なお、柱穴は検出されなかった。

遺　　物（図26）

本遺構からは土師器125点、鉄製品１点、鉄滓57ｇが出土している。図26－１～４はロクロ成

形の土師器甕である。いずれも長胴形と推定され、頸部でくの字に外折し、口唇部が上につまみ出

されている。外面の調整を見ると、１～３の胴部にはおもに縦方向のヘラケズリが施されている。
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２は、内面にもヘラケズリが認められる。１の胴部に見られる孔は、人為的に穿たれた可能性があ

る。また４の胴部外面には、煤が付着している。同図５は、鉄製の釘とみられる。断面形は正方形

で、先端が細く尖っている。

ま と め

方形と推定される竪穴住居跡である。部分的な調査に留まったため、全体の規模は不明である。

東壁にカマドが備わり、南東隅には貯蔵穴とみられるＰ１が確認された。出土遺物の特徴から、９

世紀中葉頃を中心とした時期の遺構と考えられる。� （今　野）

図25　６号住居跡

　６号住居跡堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　 （粘性・しまり弱、炭化物粒微量、ＬⅣ粒多量）
２　褐色土　7.5YR4/4
　 （粘性・しまり弱、炭化物粒・焼土粒・ＬⅣ粒少量）
３　暗褐色土　10YR3/3
　 （粘性弱、しまりあり、炭化物粒・焼土粒・ＬⅣ粒少量）
４　暗褐色土　10YR3/4
　 （粘性・しまりややあり、ＬⅣ粒多量）
５　黄褐色土　10YR5/6
　 （粘性あり、しまり強、焼土粒少量、
　　 ＬⅣ塊主体で黒褐色土塊多量）

　Ｐ１堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3
　 （粘性・しまり弱、炭化物粒・焼土粒少量）

調
　
　査
　
　区
　
　外

調
　
　査

　
　区

　
　外

撹乱

Ｐ１
（14）

６号住居跡

カマド

カマド

0 1ｍ
（1/40）

0 50㎝
（1/20）

Y=99,606
X=184,516

Y=99,606
X=184,513

Y=99,603
X=184,516

Ｐ１
1

撹乱35.70ｍＢ Ｂ′

ＬⅣ
Ｂ

Ｂ
′

13
5

4

ＬⅠ

ＬⅡ

ＬⅣ

2
ＬⅢ

36.20ｍＡ Ａ′

Ａ

Ａ
′

Y=99,605
X=184,516

Y=99,605
X=184,514

Y=99,604
X=184,516

Y=99,604
X=184,514

土器

1
2

3

35
.70
ｍ

Ａ
Ａ
′

Ｌ
Ⅳ

2
3

5 54

ＳＩ６ℓ5ＳＩ６ℓ5

41

35.70ｍＢ Ｂ′

ＬⅣ

Ａ
Ａ
′

Ｂ Ｂ′

　カマド堆積土
１　暗褐色土　7.5YR3/3（粘性・しまり弱、焼土粒少量）
２　赤褐色土　5YR4/6（粘性・しまり弱、炭化物粒少量、焼土塊多量）
３　赤褐色土　5YR4/8（粘性・しまり弱、炭化物粒少量、焼土塊極多量）

４　暗赤褐色土　5YR3/6（しまりあり、焼土塊主体、黒褐色土塊多量）
５　灰褐色土　7.5YR6/2
　 （粘性・しまりあり、灰白色粘土主体、焼土塊多量）

土器
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７号住居跡　ＳＩ７

遺　　構（図27・28、写真12）

調査区中央付近のＩ・Ｊ16グリッドに位置し、標高34.7ｍ付近の平坦地に立地している。ＬⅢ

上面において検出した。重複する遺構はなく、北側に10号土坑が隣接する。また北西方向には、

約５ｍ離れて４号住居跡がある。平面形は隅丸方形で、規模は東西4.2ｍ、南北4.0ｍである。南西

隅から床面中央付近にかけては撹乱されている。残りの良い西壁を主軸とすると、その方位はＮ７°

Ｅを示す。周壁は45～60°の角度で立ち上がる。その遺存高は15～26㎝で、北壁の残りが比較的

良い。堆積土は３層に分けた。ℓ１・２はＬⅡに似た黒褐色土および黒色土で締まりが弱く、自然

堆積土と判断した。ℓ３はＬⅣ塊を主体とし、硬く締まっていたため、貼床構築土と考えている。

床面は平坦に整えられ、その上面には踏み締まりが認められた。

図26　６号住居跡出土遺物

１（ℓ１、カマドℓ１）
口径：（18.4）㎝
器高：［12.2］㎝

２（Ｐ１ ℓ１）
口径：（20.8）㎝
器高：［ 9.5］㎝

３（ℓ１）
口径：（22.4）㎝
器高：［13.9］㎝

４（ℓ１、床面）
口径：（21.2）㎝
器高：［22.4］㎝

５（ℓ１）
長：［5.4］㎝
幅： 0.7 ㎝
厚： 0.6 ㎝

0 10㎝
（1/3）

＜１～４＞

0 5㎝
（1/2）

＜５＞
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東壁の中央からやや南寄りには、カマドが設けられている。袖部の先端から煙道を含めた全長は

162㎝、幅は115㎝である。燃焼部の奥行きは52㎝、幅は46㎝である。燃焼部の底面は浅く窪み、

焚口付近から煙道入口にかけては赤褐色に焼けて硬化していた。カマド両袖の構築土は遺存せず、

掘り残されたＬⅣの高まりが残存するのみであった。煙道の長さは110㎝、幅は35㎝、深さは検出

面から10㎝ほどである。煙道の先端には、煙道底面より20㎝深い煙出しピットがある。カマドの

堆積土は、４層に分層した。ℓ１はＬⅡを主体とし、カマドの天井部が崩落した後の自然堆積土と

みられる。ℓ２～４は焼土塊を多量に含むことから、おもに天井部および煙道の崩落土と考えられ

図27　７号住居跡（１）

撹　　乱

　Ｐ２堆積土
１　にぶい黄褐色土　10YR4/3
　 （しまりあり、炭化物微量、焼土塊多量）

Ｐ２
（15） Ｐ１

（14）

　７号住居跡堆積土
１　黒褐色土　10YR3/1（粘性あり、しまり弱、地山小塊少量）
２　黒色土　10YR2/1（粘性あり、しまり弱、炭化物含む、焼土粒少量）
３　黄褐色土　10YR5/6（粘性・しまり強、焼土粒微量、ＬⅣ塊主体で黒褐色土塊少量）

７号住居跡
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（1/40）
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る。また煙道の両脇には浅い掘り込みが認められ、煙出しピットの北側に隣接して、同規模のカマ

ドＰ１が検出された。この状況から、煙道は付け替えらえた可能性が高い。カマドＰ１からは図

29－１の土師器甕や、図31－１～３の丸瓦など多くの遺物が出土しているため、人為的に埋めら

れた可能性が高い。

カマドに向かって右側の住居跡の南東隅には、貯蔵穴とみられるＰ１がある。Ｐ１は長径92㎝、

短径84㎝のやや歪んだ隅丸長方形で、床面からの深さは14㎝である。Ｐ１のℓ１は、住居跡の堆

積土と類似しているため、自然堆積土と判断した。ℓ２は大きな焼土塊を多量に含んでいることか

図28　７号住居跡（２）

Ｐ１

　Ｐ１堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3
　 （炭化物粒微量、焼土塊少量）
２　褐色土　7.5YR4/6
　 （炭化物粒少量、焼土塊多量）

カマド
Ｐ１

７号住居跡カマド

Y=99,651
X=184,443
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Ｃ
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1
4

カマドＰ１

31－２
31－３

ＬⅢ

Ｂ
Ｂ′

0 50㎝
（1/20）

　カマド堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　 （粘性・しまり弱、炭化物粒・焼土粒少量）
２　暗赤褐色土　5YR3/4
　 （粘性・しまり弱、炭化物粒少量、焼土塊多量）
３　赤褐色土　5YR4/6（粘性・しまり弱、炭化物粒少量、焼土塊極多量）
４　暗褐色土　7.5YR3/3（粘性・しまり弱、炭化物粒少量、焼土塊極多量）

　カマドＰ１堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3
　 （粘性・しまり弱、炭化物粒微量）

30－１

29－４

29－６

30－１

31－１

31－３

31－２

礫

29－１

31－１

31－１
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図29　７号住居跡出土遺物（１）

１（カマドＰ１ ℓ１№６）
口径：（23.0）㎝
器高：［ 8.0］㎝

２（ℓ２№14）
口径：（20.4）㎝
器高：［11.4］㎝

３（カマドℓ４）
口径：（20.2）㎝
器高：［23.7］㎝

４（Ｐ１ ℓ２上面№12）

５（Ｐ１ ℓ２上面№10）

６（カマドℓ１№５）

７（カマドℓ１№１）

0 10㎝
（1/3）

＜１～３＞

0 10㎝
（1/4）

＜４～７＞
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図30　７号住居跡出土遺物（２）
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図31　７号住居跡出土遺物（３）

１（Ｐ１ℓ１、カマドℓ２、カマドＰ１ ℓ１
　　№４・11・17・19）

４（ℓ２） ５（ℓ２）

２（ℓ１、カマドＰ１ ℓ１、Ｐ１ 底面№７） ３（カマドＰ１ ℓ１№８）

0 5㎝
（1/3）

＜４・５＞

0 10㎝
（1/4）

＜１～３＞
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ら、カマドの構築土であったものがＰ１内に入り込んだ可能性が高い。

また北壁中央からやや東寄りの床面では、赤褐色に被熱し、硬化した箇所が確認された。被熱し

た範囲は長径55㎝、短径36㎝の不整な楕円形で、北壁からは15㎝ほど離れている。これに隣接す

る北東隅にはＰ２がある。Ｐ２の平面形は隅丸方形で、長径90㎝、短径56㎝、床面からの深さは

15㎝である。Ｐ２の堆積土は、焼土塊や炭化物粒を含んだにぶい黄褐色土で締まりがあり、人為的

埋土の可能性が高い。被熱範囲は旧カマドの火床面の痕跡、Ｐ２は旧カマドに伴う貯蔵穴と考えて

いる。なお、本遺構の内外から柱穴は確認されなかった。

遺　　物（図29～31、写真39）

本遺構からは土師器343点、須恵器28点、瓦24点、鉄滓34ｇ、縄文土器28点が出土している。

遺物は、カマドの燃焼部内やカマドＰ１、貯蔵穴としたＰ１の堆積土中から出土したものが多い。

図29－１は、ロクロ成形の土師器鉢である。頸部の括れは緩く、口縁部が直線的に開く。外面に

はロクロ目が明瞭に残り、内面には横方向のミガキを加えた後、黒色処理を施している。２は非ロ

クロの土師器甕で、口縁部に最大径がある。口縁部は短く外折し、口唇部には丸味がある。胴部外

面には縦方向のヘラケズリが、内面には横方向のヘラナデが施されている。３はロクロ成形による

長胴の土師器甕である。胴部上位に最大径があり、頸部でくの字に外折し、口唇部は立っている。

外面の胴部下半に縦方向のヘラケズリが、内面の胴部上半にヘラナデが施されている。また３の外

面には薄く粘土が付着し、二次的な被熱のため橙色に変色している。

図29－４は軒平瓦である。今回の調査では１点のみ出土した。瓦当面と顎部に、有蕊弁蓮華文が

型押しされている。凹面には布目が、凸面には格子状タタキ目が見られる。図29－５～図30－６�

は平瓦である。いずれも凹面に布目が、凸面には格子状タタキ目が認められる。図30－１は両側

面が遺存し、その幅は27.2㎝である。図30－１・２などの色調が灰色であるのに対し、図29－５～

７・図30－５は黄褐色や赤橙色を呈している。図31－１～５は丸瓦である。いずれも凸面にナデ

が施され、凹面には布目が残されている。１・２の内面には輪積み痕が観察され、側面は面取りさ

れている。１は両側面が部分的に遺存し、その幅は14.5㎝である。　

ま と め

東西4.2ｍ、南北4.0ｍの隅丸方形を呈する竪穴住居跡である。東壁にカマドがあり、貯蔵穴を備

えている。カマドと貯蔵穴は、北壁から東壁に造り替えらえた可能性が高い。また、カマド周辺と

貯蔵穴からは瓦が多数出土している。遺構の年代は、出土遺物の特徴から９世紀前半と考えられる。

� （今　野）

８号住居跡　ＳＩ８

遺　　構（図32、写真13）

調査区中央から西に寄ったＥ14グリッドに位置し、標高35.0ｍ付近の平坦地に立地している。

ＬⅣ上面で検出したが、調査区際における土層観察の結果、ＬⅢ上面から掘り込まれていることを
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確認した。重複する遺構はなく、北西側に５・６号建物跡が隣接している。調査区外に延びるた

め一部の調査に留まったが、平面形は方形と推定される。調査した範囲は東西2.0ｍ、南北2.0ｍで

ある。西壁を仮に主軸とすると、主軸方位はＮ10°Ｗを示す。土層断面に見られる周壁の遺存高は

25㎝前後あり、床面から急角度で立ち上がっている。堆積土は２層に分けた。ℓ１はＬⅣ塊を多量

に含み、やや締まりがあるため人為的な埋土の可能性が高い。ℓ２は、ＬⅣ塊を多量に含む貼床構

築土である。その上面は平坦に整えられ、踏み締まりが認められた。なお、調査範囲においては柱

穴、カマドの痕跡などは確認できなかった。また、土師器と瓦の細片が１点ずつ出土しているが、

細片のため図示しなかった。西壁の近くからは、図59－６の丸瓦が出土している。

ま と め

カマドや貯蔵穴、柱穴は確認されなかったが、貼床が認められるため竪穴住居跡として扱った。

出土遺物が乏しいため時期は不明だが、周辺には平安時代の遺構が多く存在するため、本遺構も近

い時期の遺構である可能性が高い。� （今　野）

９号住居跡　ＳＩ９

遺　　構（図33、写真14）

調査区の中央部、Ｈ12・13グリッドに位置し、標高35.4ｍの平坦地に立地する。検出面はＬⅣ

上面である。重複する遺構はなく、北側に３号溝跡が、南側には３・10・11号住居跡が位置する。

遺構の東半分が調査区外のため詳細は不明であるが、全て検出された西壁が3.9ｍであることから、

一辺４ｍほどの方形と推定される。西壁を主軸とすると、その方位はＮ16°Ｗを示す。周壁の立ち

上がりは、北壁がほぼ垂直であるのに対し、西壁と南壁は比較的緩やかである。周壁の遺存高は

10～30�㎝である。堆積土は９層に分層した。このうちℓ１は、堆積状況から自然堆積土と考えら

れる。ℓ２～８はＬⅣ粒・塊が多く混入する、あるいは礫や細かい鉄滓が非常に多く認められたこ

とから、人為的な埋土と思われる。ℓ９は貼床の構築土である。

住居内の施設として、北壁にカマド1基を確認した。燃焼部のみが検出され、煙道は遺存してい

図32　８号住居跡

８号住居跡

調　査　区　外

X=184,467
Y=99,607

X=184,465
Y=99,607

X=184,465
Y=99,609

11

2

ＬⅠ

ＬⅡ

ＬⅣ

ＬⅢＬⅢ
根

35.70ｍＡ Ａ′

59－６

Ａ

Ａ′

0 1ｍ
（1/40）

　８号住居跡堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3
　 （粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊多量、炭化物少量、焼土微量）
２　褐色土　10YR4/4
　 （粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）
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ない。燃焼部の規模は幅が85㎝、奥行きは57㎝あり、住居壁から30㎝ほど張り出す。袖部は、左

袖が長さ45㎝、幅20㎝、高さ15㎝で、右袖は長さ70㎝、幅20㎝、高さ20㎝である。燃焼部底面お

よび両袖の内側に、焼土面は認められなかった。カマド内堆積土は８層に分層した。このうちℓ５～

７が袖部の構築土である。ℓ１～３は燃焼部に堆積し、袖の構築土と近い土質をしており、カマド

の天井部からの崩落土と考えられる。ℓ４は燃焼部の奥壁際に堆積する暗褐色土である。ℓ８は燃

焼部の床面上を覆っており、焼土粒が含まれるが、天井崩落以前の自然堆積土と考えられる。なお、

調査範囲においては貯蔵穴や柱穴などは確認されなかった。

　９号住居跡堆積土
１　黒色土　10YR2/1（しまり弱、粘土粒・ＬⅣ粒含む）
２　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、粘土粒少量、ＬⅣ粒含む）
３　褐色土　10YR4/4（しまり弱、ＬⅣ粒多量）
４　にぶい黄褐色土　10YR5/4（しまり弱、暗褐色土塊含む）
５　暗褐色土　10YR3/3（しまりややあり、ＬⅣ塊含む）
６　黒褐色土　10YR2/3（しまりややあり、ＬⅣ粒多量）
７　黒褐色土　10YR3/2（しまりややあり、ＬⅣ塊・黒色土塊含む）
８　暗褐色土　10YR3/4（しまり弱、白色粘土・小礫多量）
９　黒褐色土　10YR3/2（しまりあり、ＬⅣ塊含む）

図33　９号住居跡

21
34 8

9

調
査
区
外

35.60ｍＢ Ｂ′

2
ＬⅣ

　カマド堆積土
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３　褐色土　10YR4/6（しまり弱、焼土粒少量）
４　暗褐色土　10YR3/4（しまり弱、ＬⅣ塊少量）
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７　褐灰色土　10YR4/1（しまりややあり、炭化物少量、ＬⅣ塊含む）
８　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、焼土粒含む、ＬⅣ塊少量）
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遺　　物（図34、写真39）

本遺構からは土師器123点、須恵器104点、鉄製品１点、鉄滓956ｇが出土した。いずれも堆積

土中からの出土であり、住居に伴う遺物は認められない。図34－１はロクロ成形の土師器杯であ

る。器壁が厚く、底部の成形が不十分なためか一見すると丸底にも見える。体部は内湾気味に立ち

上がる。体部下半から底部にかけての手持ちヘラケズリによる再調整が施されるが、底面にはわず

かに切り離しの糸切り痕が確認できる。内面はミガキ後に黒色処理が施されている。２は胴部下半

から底部を欠損した須恵器の甕である。堆積土中に破片が散らばった状態で出土した。内外面ロク

ロナデを基本とし、内面胴部下半は斜め方向のヘラナデが施される。３は鉄製紡錘車である。紡輪

は薄い円盤状で、軸の断面形は円形となっている。両端を欠損するため、全体の長さは不明である。

ま と め

東側が未検出であるが、一辺４ｍ前後の方形と推定される竪穴住居跡である。住居内堆積土の一

部には礫や細かい鉄滓が非常に多く含まれており、人為的に埋められた可能性が考えられる。北壁

にカマドが備わり、柱穴および貯蔵穴は検出されなかった。本遺構に伴う遺物は確認できなかった

が、堆積土の出土遺物から、９世紀前半に機能した遺構と考えられる。� （神　林）

10号住居跡　ＳＩ10

遺　　構（図35、写真15）

調査区の中央部、Ｇ・Ｈ13グリッドに位置し、標高35.3ｍの平坦地に位置する。ＬⅣ上面にお

いて検出したが、ＬⅢ上面から掘り込まれていることを、調査区際の土層断面で確認した。重複す

図34　９号住居跡出土遺物
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る遺構は認められず、北東側に９号住居跡が、南東側に３・11号住居跡が位置している。

平面形は、大半が調査区外のため判然としないが、方形を基調とするもの考えられる。規模は

検出された部分で東壁3.4ｍ、北壁1.8ｍである。主軸方位はＮ６°Ｅを示す。周壁は床面から30～

40°の緩い立ち上がりで、部分的に崩落したのか、確認できた本遺構の上端は不規則である。周壁

の遺存高は床面から30㎝であるが、土層断面で確認したℓ１上面から床面までの深さは、最も深

いところで54㎝ある。

住居内堆積土は、６層に分層した。ℓ１～３はＬⅡに近似する暗褐色土および黒褐色土である。�

堆積状況から自然堆積土と思われる。ℓ４は焼土粒や炭化物粒を含む自然堆積土と判断される。�

ℓ５・６は貼床構築土である。カマド前の床面には、踏み締まりによって形成されたと思われる硬

化面が認められた。

住居内の施設はカマドの煙道と小穴２基を検出した。カマドの煙道は東壁の中央からやや南寄り

に位置する。袖部や火床面の痕跡は一切確認されなかったことから、カマドの燃焼部は破壊された

ものと考えられる。煙道の長さは130㎝、幅は30㎝である。本来はトンネル状に掘られていたと想

定されるが、天井部は崩落している。煙道の底面は、燃焼部側から煙出しに向かって深くなってい

る。深さは煙出し部分で40㎝を測る。カマド内堆積土は６層に分層した。このうちℓ１・２は燃

焼部が存在したと思われる部分に、ℓ３～６は煙道部に堆積している。ℓ１は白色粘土塊や焼土塊

が含まれる。ℓ２は黒褐色土でわずかに焼土粒が含まれる。ℓ１・２に含まれる白色粘土塊や焼土

粒は、周辺の住居跡においてカマド構築材として使用されている。このことから、ℓ１・２はカマ

ドを壊した後の埋土と判断した。ℓ３・４は比較的地山に近い土質をしており、煙道の天井部や壁

面からの崩落土と考えられる。ℓ５・６は煙道先端部に堆積する炭化物を含む黒色を基調とした土

である。

Ｐ１は北東隅に位置する。平面形は東西方向に長軸をもつ楕円形である。位置と形態から貯蔵穴

と考えられる。規模は東西100㎝、南北85㎝、深さ25㎝である。堆積土は２層である。ℓ１は地山

粒を多く含む黒褐色土である。壁面の崩落土と周辺からの流入土とみられる。ℓ２は底面を覆うよ

うに堆積する褐色土である。カマドの構築土とみられる多量の粘土塊と、炭化物・焼土粒・黒色土

塊が含まれ、人為的な埋土と考えられる。Ｐ２はＰ１の西側に近接しており、柱痕跡が認められた

ことから柱穴と思われる。柱穴の掘形は直径50㎝、深さ50㎝の円形と推定され、中央の柱痕跡は

直径20㎝である。柱痕跡の底面には、地山がわずかに窪み硬化したいわゆる「柱の当たり」が確認

された。堆積土は３層に分層した。ℓ１は柱痕跡であり、炭化物を多量に含む。ℓ２・３は掘形埋

土で、ＬⅣに近似した塊が混ざりやや締まりがあった。

遺　　物（図35）

本住居跡からは、土師器42点、須恵器２点、カマドの支脚１点、鉄滓52ｇが出土しているが、

ほとんどが細片であり、図示できたのは土製支脚のみである。図35－１の土製支脚は、カマド

のℓ１から出土した。ℓ１はカマド解体後の埋土とみられ、カマドで使用された土製支脚が遺棄さ
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　10号住居跡堆積土
１　暗褐色土　10YR3/4（しまり弱、焼土粒・にぶい黄褐色土塊含む）
２　黒褐色土　10YR3/1（しまり弱、炭化物少量、焼土・地山粒多量）
３　黒褐色土　10YR2/2（しまり弱、焼土・地山粒含む）
４　褐灰色土　10YR4/1（しまりややあり、炭化物・焼土粒少量）
５　黒色土　10YR2/1（しまり強、炭化物・焼土粒少量、地山塊多量）
６　黒色土　10YR2/1（しまりあり、炭化物含む、地山粒少量）

　カマド堆積土
１　暗褐色土　10YR3/4
　 （しまりややあり、焼土塊・白色粘土塊含む）
２　黒褐色土　10YR3/2（しまり弱、炭化物少量、焼土粒少量）
３　褐灰色土　10YR4/1（しまり弱、炭化物・焼土粒少量）
４　灰黄褐色土　10YR4/2（しまりややあり、焼土粒・地山塊含む）
５　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、炭化物少量）
６　黒褐色土　10YR2/2（しまり弱、炭化物多量、地山塊含む）

　Ｐ１堆積土
１　黒褐色土　10YR2/2（しまり弱、地山粒極多量）
２　褐色土　10YR4/4
　 （しまりややあり、炭化物少量、焼土・黒色土塊含む、粘土塊極多量）

　Ｐ２堆積土
１　黒褐色土　10YR3/1
　 （しまり弱、炭化物多量、黒褐色土・地山粒含む）
２　黒褐色土　10YR3/2（しまりややあり、地山塊含む）
３　黒色土　10YR1.7/1（しまりややあり、炭化物少量、地山塊含む）

図35　10号住居跡・出土遺物
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れたものと思われる。支脚は、粘土塊を伸ばして棒状に成形したものである。二次的な熱を受けた

ことによる劣化が著しく、上端部を欠損しており、調整等も不明である。

ま と め

本住居跡は、一部のみの検出であるが、方形の竪穴住居跡と推定される。東壁にカマドの煙道の

み遺存しており、燃焼部は人為的に破壊されていた。また、その際に出た土は燃焼部や貯蔵穴の埋

め戻しに使用されていた。カマドを埋めた土から土製支脚が出土しており、カマド解体時に使用し

ていた支脚を遺棄したと考えられる。Ｐ２は主柱穴と思われ、柱痕跡も確認された。周辺に平安時

代の遺構が多くあることから、本遺構も近い時期と考えている。� （神　林）

11号住居跡　ＳＩ11

遺　　構（図36、写真16）

11号住居跡は、調査区中央部のＨ13・14グリッドに位置する。標高35.3ｍの平坦地に立地する。

　11号住居跡堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3
　 （しまり弱、焼土粒含む、木根多量）
２　暗褐色土　10YR3/4
　 （しまり強、炭化物・焼土含む、
　　 地山塊多量）

図36　11号住居跡・出土遺物
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遺構検出面はＬⅣ上面である。木の根等による撹乱が著しく、遺存状態は非常に悪い。重複する遺

構はなく、東側に３号住居跡が、北西側に10号住居跡が位置する。大半が調査区外に延びている

ため判然としないが、平面形は隅丸方形もしくは楕円形と推定される。規模は検出された部分で南

北3.2ｍ、東西2.0ｍである。周壁は南側では垂直に近く、東・北壁は比較的緩い角度で立ち上って

いる。周壁の遺存高は床面より30㎝である。

住居内堆積土は２層に分層した。ℓ１は焼土粒を含む暗褐色土で遺構全体を覆っている。ℓ２は

掘形底面上で部分的に認められた土である。地山塊を多量に含んだ暗褐色土で、締まりが非常強い

ことから貼床構築土と判断した。床面は貼床の有無によって10㎝ほどの高低差が認められる。な

お調査範囲においてカマドや小穴といった住居内の施設は確認されなかった。

遺　　物（図36）

本住居跡からは土師器35点、須恵器４点が出土している。図36－１はロクロ成形の土師器甕で

ある。胴部の張りが弱く、頸部がくの字に屈折して口唇部が上につまみ出される器形である。外面

はロクロ目が顕著に見られ、内面には横方向のヘラナデが施されている。

ま と め

本遺構は大半が調査区外に延び、撹乱の影響を強く受けているが、貼床を確認したことから竪穴

住居跡と判断した。遺物が少なく詳細は不明であるが、周辺には平安時代の遺構が多くあることか

ら、本遺構も近い時期であると考えている。� （神　林）

第３節� 掘 立 柱 建 物 跡

１号建物跡　ＳＢ１

遺　　構（図37、写真17）

調査区北寄りのＥ８グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。検出面は、Ｌ

Ⅲ上面である。調査区際にあることから、検出された柱穴はＰ１・２の２基のみであった。Ｐ３と

したものは、Ｐ２の柱材を抜き取る際に掘られた穴と考えられる。柱穴の平面形や規模、堆積土か

らみて掘立柱建物跡の可能性が高いため、本節で報告する。重複する遺構は確認されず、周囲には

２・４号土坑がある。また南に12ｍ離れて４号建物跡がある。Ｐ１・２の平面形は隅丸長方形で、

いずれも南北に長い。柱間は2.3ｍである。柱の当たりを結んだ線を主軸とすると、その方位はＮ２°

Ｗを示す。

Ｐ１は、長径95㎝、短径85㎝である。底面はＬⅤの上面に達し、平坦である。壁は垂直に立ち

上がり、検出面からの深さは90㎝である。堆積土は11層に分けた。ℓ１・２はＬⅡに似た締まり

と粘性が弱い堆積土で、柱材を抜き取った後の人為的な埋土である可能性が高い。特にℓ１からは、

図44－４の瓦片や直径10～25㎝大の自然礫が複数出土している。ℓ３～11はＬⅢ・Ⅳ塊を含むも

のが多く、締まりがあり、おおむね水平に堆積しているため掘形の埋土とみられる。このうちℓ９
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の上面では、円形に鉄分が沈着して赤くなり、周囲より硬く締まった柱の当たりが確認された。柱

の当たりの直径は26㎝である。

Ｐ２は、長径104㎝、短径87㎝である。掘り込みはＬⅤまでは達せず、底面はおおむね平坦であ

る。壁は垂直に立ち上がり、検出面からの深さは77㎝である。柱の当たりは底面の北寄りで認め

られた。その平面形は円形を呈し、直径は22㎝である。堆積土はいずれもＬⅢ・Ⅳ塊を含み、締

まりがあるため掘形の埋土とみられる。Ｐ１とＰ２の柱の当たりには７㎝の標高差があり、Ｐ２の

方が高い。Ｐ３とした柱材の抜き取り穴の平面形は不整形で、その規模は長径118㎝、短径70㎝で

ある。Ｐ２の北東隅の上端を壊し、柱の根元に向かって斜めに掘られている。抜き取り穴の堆積土

は、いずれも締まりが弱くＬⅣ粒を多く含み、人為的な埋土の可能性が高い。

遺　　物（図44）

本遺構の柱穴からは、土師器71点、須恵器12点、瓦２点、鉄滓323ｇが出土している。ロクロ成形

の土師器杯が目立つが、細片のため図示できなかった。図44－４は平瓦である。側面にはヘラ切り

の痕跡が認められ、凹面に布目が、凸面に格子状タタキ目が見られる。瓦の色は浅黄橙色である。

ま と め

掘立柱建物跡のものである可能性が高い大型の柱穴２基を調査した。柱材は、Ｐ１・２とも抜き

　１号建物跡Ｐ１堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量、炭化物粒微量）
２　暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒多量、炭化物粒微量）
３　暗褐色土　10YR3/3（粘性ややあり、しまり強、ＬⅣ粒微量）
４　褐色土　10YR4/4（粘性あり、しまり強、ＬⅣ塊少量）
５　暗褐色土　10YR3/3（粘性あり、しまり強、ＬⅣ粒少量）
６　黒褐色土　10YR2/3（粘性あり、しまり強、ＬⅣ塊多量）
７　褐色土　10YR4/6（粘性強、しまり特強、ＬⅢ塊極多量）
８　暗褐色土　10YR3/4（粘性あり、しまり強、ＬⅣ塊極多量）
９　黄褐色土　10YR5/6（粘性あり、しまり特強、ＬⅣ塊極多量）
10　黒褐色土　10YR2/3（粘性あり、しまり強、ＬⅣ塊多量）
11　黄褐色土　10YR5/6（粘性強、しまり特強、ＬⅢ塊多量）

　Ｐ２堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3（粘性ややあり、しまり強、ＬⅣ塊少量）
２　褐色土　10YR4/6（粘性・しまり強、ＬⅢ塊極多量、炭化物粒・焼土粒微量）
３　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性・しまり強、ＬⅢ塊極多量）
４　にぶい黄褐色土　10YR4/3（粘性ややあり、しまり強、ＬⅣ塊極多量）
５　暗褐色土　10YR3/4（粘性強、しまり特強、ＬⅢ塊多量、炭化物粒微量）
６　黄褐色土　10YR5/6（粘性・しまり強、ＬⅣ塊多量）
７　暗褐色土　10YR3/3（粘性ややあり、しまり強、ＬⅣ塊極多量、炭化物粒微量）
８　褐色土　10YR4/4（粘性強、しまり特強、ＬⅢ塊極多量、炭化物粒微量）
９　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性強、しまり特強、ＬⅢ塊極多量）

　Ｐ３（抜き取り穴）堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒・炭化物少量、焼土粒微量）
２　暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒多量、炭化物・焼土粒微量）
３　にぶい黄褐色土　10YR4/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒多量、炭化物・焼土粒少量）
４　褐色土　10YR4/6（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量、炭化物微量）
５　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性弱、しまり特弱、ＬⅣ粒多量）

図37　１号建物跡

0 2ｍ
（1/60）

X=184,530
Y=99,606

X=184,530
Y=99,607

X=184,525
Y=99,606

１号建物跡

Ｐ２

Ｐ１

木根痕

Ｐ３

23
4

78
9

ＬⅣ

ＬⅡ

ＬⅢ

Ｐ２

ＬⅠ
盛土

36.50ｍＢ Ｂ′

1

9
ＬⅢ 5

6
木根痕 2

3
4

1

5

Ｐ３

36.30ｍＡ Ａ′

1

2

4

6
6

7
7
8

ＬⅢ

ＬⅣＬⅣ

ＬV

Ｐ１

ＬⅡ
ＬⅠ
盛土

81110 9

5

3瓦

礫

ＬⅢ

礫

44－４
礫

Ａ

Ａ
′

Ｂ

Ｂ′

X=184,525
Y=99,607

Ｐ２Ｐ１ Ｐ３
36.00ｍＣ Ｃ′

ＬⅢ

Ｃ
Ｃ
′

調

　
　
　査

　
　
　区

　
　
　外



56

第１章　調 査 成 果

取られた痕跡が見られた。柱の当たりが認められ、柱間は2.3ｍである。出土遺物の年代観から、

本遺構は９世紀中葉頃のものと考えられる。� （今　野）

２号建物跡　ＳＢ２

遺　　構（図38・39、写真18）

調査区北寄りのＦ・Ｇ11グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。検出面は、

ＬⅣ上面である。本遺構のＰ６と３号建物跡のＰ４が重複し、本遺構の方が古いことを検出時に確

認した。また、本遺構のＰ８と５号住居も重複し、本遺構の方が古いことを土層断面で確認してい

る。調査区際にあることから全体を調査することはできなかったが、本遺構は東西３間以上、南北

２間の掘立柱建物跡である。またＰ４は撹乱され、掘形の一部のみが遺存していた。

本遺構の規模は、東西が5.6ｍ以上と推定され、南北は4.2ｍである。東西の柱列に直交する線を

主軸とすると、その方位はＮ３°Ｅを示す。柱間はＰ１－Ｐ２、Ｐ２－Ｐ３間が1.9ｍである。Ｐ３－

Ｐ４間は、Ｐ４の遺存状態が悪いため不明だが、1.8ｍ前後と推定される。Ｐ４－Ｐ５間は2.1ｍ前

後であろう。Ｐ５－Ｐ６間は2.1ｍ、Ｐ６－Ｐ７は1.6ｍ、Ｐ７－Ｐ８は2.1ｍである。

柱穴の平面形は、方形のものが多い。Ｐ５のようにＬⅤの上面まで掘削するか、ＬⅤを若干掘り

込んで底面としている柱穴が目立ち、底面は平坦なものが多い。中にはＰ２・６のように、柱を据

える部分が一段下がるものがある。Ｐ４を除く柱穴の底面では、円形に鉄分が沈着して赤くなり、

周囲より硬く締まった柱の当たりが確認された。柱の当たりは円形を呈し、その直径は20～30㎝

である。柱穴の壁は、底面から垂直に立ち上がっている。例外的に、Ｐ１・２の上端の平面形は楕

円形に近く、北側の壁の立ち上がりが緩くなっている。これは柱材を切り取る、あるいは抜き取る

際に掘削されたためであろう。Ｐ６には、長方形の掘形から張出すような２箇所の掘り込みが認め

られる。これも、柱材の抜き取り痕と考えている。柱穴の規模は長径が88～118㎝、短径が60～

107㎝である。検出面からの深さは最も深いＰ２で80㎝、最も浅いＰ３で47㎝あり、底面の標高差

は25㎝である。

Ｐ１の堆積土は５層に分けた。ℓ１は、ℓ３～５と異なりＬⅣ塊を含まないため、柱材を切り取

るために掘り窪めた穴に溜まった自然堆積土と考えられる。ℓ２は柱痕跡とみられ、締まりが弱く、

やはりＬⅣ塊を含まない。ℓ３～５は掘形の埋土とみられ、ＬⅣ塊を多量に含み締まりがある。Ｐ

２には、柱痕跡は認められなかった。Ｐ２の堆積土は、ＬⅣ・Ⅴ塊を含むものの掘形埋土に比べる

と締まりが弱く、柱材を抜き取った後の人為的な埋土と考えている。Ｐ３の堆積土は、ℓ１～３が

柱材抜き取り後の人為的埋土、硬く締まったℓ４・５が本来の掘形の埋土と判断した。Ｐ４の堆積

土はいずれも人為的な埋土で、Ｐ４の位置からみて、柱の抜き取り穴を埋めた土である可能性が高

い。Ｐ５のℓ１は柱痕跡、ℓ２～５は掘形の埋土とみられる。Ｐ５には、柱の抜き取り穴、切り取

り穴とも確認されなかった。Ｐ６のℓ１～７は柱抜き取り後の人為埋土、ℓ８～11が掘形の埋土と�

みられる。Ｐ７にも柱痕跡は認められず、ℓ１はＬⅣ塊が混入しないため、自然堆積土と考えられ
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　２号建物跡Ｐ１堆積土
１　暗褐色土　10YR3/4
　 （しまりややあり、ＬⅣ粒多量、焼土微量）
２　褐色土　10YR4/4（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ粒多量）
３　褐色土　10YR4/6
　 （粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊多量、焼土粒微量）
４　暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊多量）
５　褐色土　10YR4/6
　 （粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊極多量、焼土粒微量）

　Ｐ２堆積土
１　褐色土　10YR4/6（粘性・しまりややあり、ＬⅣ粒少量）
２　にぶい黄褐色土　10YR5/4
　 （粘性・しまりややあり、ＬＶ塊多量、ＬⅡ塊少量）
３　褐色土　10YR4/4（粘性・しまりややあり、ＬⅣ粒多量）
４　暗褐色土　10YR3/3
　 （粘性ややあり、しまりあり、ＬⅡ・Ｖ塊多量）
５　暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊少量）
６　暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ・ＬＶ塊多量）
７　にぶい黄褐色土　10YR5/3
　 （粘性・しまり弱、ＬⅣ塊多量、ＬＶ少量）

　Ｐ３堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまりややあり、ＬⅣ粒少量、炭化物粒微量）
２　褐色土　10YR4/4（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊多量）
３　褐色土　10YR4/4（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊多量、炭化物粒・焼土粒微量）
４　にぶい黄褐色土　10YR5/4
　 （粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊多量、炭化物粒微量）
５　暗褐色土　10YR3/3（粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊多量、炭化物粒微量）

　Ｐ４堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒多量、炭化物粒・焼土粒微量）
２　暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒多量、炭化物粒・焼土粒微量）
３　暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量、炭化物粒・焼土粒微量）
４　灰黄褐色土　10YR4/2（粘性・しまり弱、ＬⅣ塊多量）
５　黄褐色土　10YR5/6（粘性あり、しまりややあり、ＬＶ塊多量）
６　明黄褐色土　10YR6/8（粘性・しまりあり、ＬⅢ塊少量）

　Ｐ５堆積土
１　暗褐色土　10YR3/4（ＬⅣ粒極多量、炭化物粒微量）
２　暗褐色土　10YR3/3
　 （粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊多量、焼土粒微量）
３　褐色土　10YR4/4（粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊多量）
４　にぶい黄褐色土　10YR4/3
　 （粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊極多量、ＬＶ塊・炭化物粒少量）
５　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）

図38　２号建物跡（１）
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る。ℓ２～６は柱抜き取り後の人為埋土と判断した。Ｐ８には柱痕跡が認められ、ℓ２～６は掘形

の埋土とみられる。以上のように堆積土から判断して、柱材が切り取られたとみられるもの（Ｐ１）、

抜き取られたもの（Ｐ２～４・６・７）、いずれの痕跡も確認できなかったもの（Ｐ５・８）がある。

遺　　物（図44）

本遺構からは、土師器42点、須恵器10点、鉄滓423ｇが出土している。図44－１は、土師器杯

である。Ｐ１の底面から伏せられた状態で出土した。平底の底部からやや内湾しながら開く器形で

ある。底面には回転糸切痕が残り、体部下端に手持ちヘラケズリが見られる。内面にはヘラミガキ

後、黒色処理が施されている。また、口縁から垂れたような黒い煤状の付着物が観察されることか

ら、１は燈明皿として使用された可能性がある。同図３は、大型の須恵器甕の口縁部片である。Ｐ

５のℓ１から出土した。口唇部直下には稜が付き、その下位には櫛描きによる波状文が三段描かれ

ている。

ま と め

東西３間（5.6ｍ）以上、南北２間（4.2ｍ）の掘立柱建物跡である。３号建物跡および５号住居跡

と重複し、最も古い。柱穴は大型で、平面形は方形を基調としている。柱材が、切り取りまたは抜

き取られた痕跡がある柱穴が多く見られた。Ｐ１の底面から出土した図44－１の年代観から、９

世紀前半に建てられた可能性が高い。� （今　野）

３号建物跡　ＳＢ３

遺　　構（図40、写真19）

調査区北寄りのＦ・Ｇ11グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。検出面は、

ＬⅣ上面である。本遺構のＰ４と２号建物跡のＰ６が重複し、本遺構の方が新しいことを検出時に

確認した。また、本遺構のＰ１と５号住居跡が重複し、本遺構の方が古い。調査区際にあることか

ら全体を調査することはできなかったが、東西２間以上、南北２間の掘立柱建物跡である。本遺構

の規模は、東西が5.7ｍ以上と推定され、南北は4.8ｍである。南北の柱列を主軸とすると、その方

図39　２号建物跡（２）

　Ｐ７堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　 （粘性・しまりややあり、ＬⅣ粒・炭化物粒多量、焼土粒微量）
２　暗褐色土　10YR3/3（粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊多量）
３　にぶい黄褐色土　10YR4/3
　 （粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量、焼土粒少量）
４　暗褐色土　10YR3/4（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊多量）
５　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性あり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量）
６　暗褐色土　10YR3/4
　 （粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊多量、焼土粒少量）

　Ｐ８堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒多量）
２　黄褐色土　10YR5/8（粘性・しまり強、黒褐色土塊多量）
３　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性やや強、しまり強、ＬⅣ塊極多量）
４　暗褐色土　10YR3/3
　 （粘性やや強、しまり強、ＬⅣ塊多量、炭化物・焼土粒少量）
５　褐色土　10YR4/6（粘性やや強、しまり強、ＬⅣ塊極多量）
６　暗褐色土　10YR3/4（粘性やや強、しまり強、ＬⅣ・V塊多量）

　Ｐ６堆積土
１　にぶい黄褐色土　10YR5/4
　 （粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量、炭化物・焼土粒微量）
２　褐色土　10YR4/6（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ粒多量）
３　にぶい黄褐色土　10YR4/3（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊多量）
４　暗褐色土　10YR3/4（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊多量）
５　にぶい黄褐色土　10YR5/4
　 （粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量、炭化物粒微量）

６　褐色土　10YR4/4（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊多量）
７　褐色土　10YR4/6（粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊多量）
８　黄褐色土　10YR5/6（粘性あり、しまり特強、ＬⅢ塊多量）
９　褐色土　10YR4/6（粘性あり、しまり特強、ＬⅣ塊極多量）
10　暗褐色土　10YR3/4（粘性あり、しまり特強、ＬⅣ塊極多量）
11　黄褐色土　10YR5/6（粘性あり、しまり特強、ＬⅢ塊少量）
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位はＮ３°Ｅを示す。柱間はＰ１－Ｐ２間が3.0ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が2.7ｍ、Ｐ３－Ｐ４とＰ４－Ｐ

５間は2.4ｍである。南北に比べ、東西方向の柱間が広い。

柱穴の平面形は、隅丸方形である。Ｐ４の掘り込みはＬⅤの上面に達しているが、その他の柱穴

の掘り込みはＬⅣ中で止まっている。各柱穴の底面はおおむね平坦だが、Ｐ５の底面は柱を据える

部分が一段窪んでいた。またＰ１・４の底面では、柱の当たりが確認された。柱の当たりは円形を

呈し、その直径はＰ１が21㎝、Ｐ４が25㎝である。柱穴の壁は、底面から垂直に近い角度で立ち

上がっている。例外的に、Ｐ１の北側とＰ３の東側の壁は立ち上がりが緩やかになっている。こ

　Ｐ３堆積土
１　暗褐色土　10YR3/4
　 （粘性・しまり弱、ＬⅣ塊少量、炭化物粒・焼土塊微量）
２　にぶい黄褐色土　10YR5/4
　 （粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊極多量、炭化物粒・焼土粒微量）

　Ｐ５堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3
　 （粘性弱、しまりあり、ＬⅣ粒少量、炭化物粒微量）
２　褐色土　10YR4/4（粘性弱、しまりあり、ＬⅣ塊極多量）
３　暗褐色土　10YR3/4
　 （粘性弱、しまりあり、ＬⅣ塊多量、炭化物粒微量）

図40　３号建物跡
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　３号建物跡Ｐ１堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量）
２　褐色土　10YR4/6（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊多量）
３　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）

　Ｐ２堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ塊・粒多量、炭化物粒・焼土粒微量）
２　にぶい黄褐色土　10YR5/3（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊・粒多量）
３　にぶい黄褐色土　10YR4/3（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊・粒極多量）
４　褐色土　10YR4/6（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊・粒極多量）
５　黄褐色土　10YR5/6（粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊・粒極多量）

　Ｐ４堆積土
１　暗褐色土　10YR3/4（粘性弱、しまりあり、ＬⅣ粒多量）
２　黒褐色土　10YR3/2（粘性弱、しまりあり、ＬⅣ粒多量）
３　褐色土　10YR4/6
　 （粘性弱、しまりあり、ＬⅣ塊極多量、炭化物粒少量、焼土微量）
４　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性弱、しまりあり、ＬⅣ塊極多量）
５　褐色土　10YR4/6（粘性ややあり、しまり強、ＬⅣ塊極多量）
６　暗褐色土　10YR3/4（粘性弱、しまり強、ＬⅣ塊多量）
７　黄褐色土　10YR5/6（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）
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れは柱材を抜き取る際に掘削された痕跡であろう。柱穴の規模は、長径が69～90㎝、短径が64～

85㎝である。検出面からの深さは最も深いＰ４で62㎝、最も浅いＰ３で46㎝あり、底面の標高差

は15㎝である。

柱穴の土層断面において、柱痕跡が確認できたものはなかった。Ｐ１のℓ１は、柱材を抜き取っ

た後の人為的な埋土と考えている。締まり・粘性ともに弱く、ＬⅣ粒を含んでいる。ℓ２・３は締

まりがあり、ＬⅣ塊を多く含むため掘形の埋土と判断した。Ｐ２もＰ１同様に、ℓ１が柱材の抜き

取り穴、ℓ２～５が本来の掘形内埋土とみられる。Ｐ３の堆積土は、ℓ１・２とも柱材抜き取り後

の人為的な埋土と考えられる。Ｐ４の堆積土は、ℓ１～４が柱材の抜き取り後の人為的な埋土、壁

際にみられた硬く締まったℓ５～７が掘形内の埋土と判断した。Ｐ５の堆積土は、いずれも柱抜き

取り後の人為的な埋土とみられる。なお、本遺構からは土師器42点、須恵器４点、粘土塊１点、

鉄滓198ｇが出土している。細片のため、図示できるものはなかった。土師器には、ロクロ成形の

杯片が多く含まれる。

ま と め

東西２間（5.7ｍ）以上、南北２間（4.8ｍ）の掘立柱建物跡である。重複する２号建物跡より新しく、

５号住居跡より古い。柱穴の平面形は隅丸方形で、その規模は２号建物跡より一回り小さい。柱痕

跡が確認できた柱穴はなく、柱材は抜き取られたものとみられる。重複関係から、９世紀前半の遺

構と考えられる。� （今　野）

４号建物跡　ＳＢ４

遺　　構（図41、写真20）

調査区北寄りのＥ９グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。検出面は、Ｌ

Ⅳ上面である。調査区際にあることから検出された柱穴は２基のみであったが、柱穴の平面形や規

模、堆積土からみて掘立柱建物跡の可能性が高いため、本節で報告した。柱穴と直接は重複しては

いないが、西側に隣接する６号住居跡は、本遺構と重複する位置関係にある可能性がある。また北

に12ｍ離れて１号建物跡がある。柱間は2.8ｍあり、柱の当たりを結んだ線を主軸とすると、その

方位はＮ５°Ｗを示す。

Ｐ１・２とも、平面形は隅丸長方形である。Ｐ１は東西方向に長く、Ｐ２は南北に長い。このため、

Ｐ１が本遺構の南東隅の柱穴となる可能性がある。掘り込みはＬⅤに達し、底面はおおむね平坦で

ある。また底面には、周囲より硬く締まった柱の当たりが確認された。柱の当たりの平面形は楕円

形で、その範囲はＰ１が27×23㎝、Ｐ２が35×30㎝である。Ｐ１とＰ２の柱の当たりには８㎝の

標高差があり、Ｐ２の方が高い。壁はいずれも垂直に立ち上っている。

Ｐ１は、長径136㎝、短径115㎝、検出面からの深さは85㎝である。Ｐ１の堆積土は10層に分け

た。ℓ１～３は締まりが弱く、ＬⅣ塊を含まない。このため、柱材の抜き取り穴に自然堆積した土

と考えている。ℓ４・５はＬⅣ塊を多量に含むものの締まりが弱い。柱材を抜き取った際に、掘形
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の埋土が崩落したものであろう。ℓ６～10はＬⅣ塊を多量に含み、締まりがあり、おおむね水平

に堆積していることから掘形の埋土とみられる。Ｐ２は長径137㎝、短径115㎝、検出面からの深

さは80㎝である。堆積土は10層に分けた。ℓ１は柱痕跡とみられる。ℓ２～６はいずれもＬⅣ・

Ⅴ塊を含み、締まりがあるため掘形の埋土と考えられる。また、ℓ７～10は、ℓ２～６よりさら

に多量のＬⅣ・Ⅴ塊を含み、硬く締まっていた。このため、本遺構は建て替えが行われた可能性が

あり、ℓ７～10は古い段階の掘形埋土と判断した。

遺 物（図44）

本遺構からは土師器７点、須恵器４点、鉄滓26ｇが出土している。図44－２は須恵器の鉢とみ

られる。頸部でくの字に外折し、口唇部が上につまみ出されている。

ま と め

掘立柱建物跡のものである可能性が高い大型の柱穴２基を４号建物跡とした。Ｐ１・２とも、底

面に柱の当たりが認められ、柱間は2.8ｍである。Ｐ１には柱材を抜き取った痕跡が見られ、Ｐ２

には柱痕跡が遺存していた。またＰ２の掘形埋土には新旧があり、本遺構は建て替えられた可能性

がある。出土遺物に乏しく遺構の詳細な年代は不明だが、９世紀代のものと考えている。�（今　野）

　４号建物跡Ｐ１堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3（粘性ややあり、しまり弱、炭化物粒・焼土粒少量）
２　黒褐色土　10YR3/2（粘性ややあり、しまり弱、炭化物粒微量）
３　暗褐色土　10YR3/3（粘性なし、しまり弱）
４　暗褐色土　7.5YR3/3 （粘性ややあり、しまり弱、ＬⅣ塊多量）
５　褐色土　10YR4/4（粘性なし、しまり弱、ＬⅣ塊多量）
６　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）
７　褐色土　10YR4/6（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）　
８　暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊多量）
９　黄褐色土　10YR5/6（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）
10　褐色土　10YR4/6（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）

　Ｐ２堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3（ＬⅣ・Ｖ粒・炭化物粒微量、焼土粒少量）
２　暗褐色土　10YR3/4（粘性弱、しまりやや強、ＬⅣ・Ｖ塊多量）
３　褐色土　10YR4/4（粘性弱、しまりやや強、ＬⅣ・Ｖ塊少量）
４　黒褐色土　10YR3/2（粘性やや弱、しまりやや強、ＬⅣ・Ｖ塊少量）
５　褐色土　10YR4/6（粘性・しまり強、ＬⅣ・Ｖ塊少量）
６　暗褐色土　10YR3/3（粘性強、しまりやや強、ＬⅣ・Ｖ塊少量）
７　にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性・しまり強、ＬⅣ・Ｖ塊極多量）
８　明黄褐色土　10YR6/6（粘性・しまり強、ＬⅣ・Ｖ塊極多量）
９　褐色土　10YR4/4（粘性・しまり強、ＬⅣ・Ｖ塊極多量）
10　暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまり強、ＬⅣ・Ｖ塊多量）

図41　４号建物跡
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５号建物跡　ＳＢ５

遺　　構（図42、写真21・22）

調査区の中央付近から西に寄ったＤ・Ｅ－13・14グリッドに位置し、標高35.0ｍ前後の平坦地

に立地している。ＬⅢ上面において５基の柱穴を検出した。本遺構のＰ５と１号特殊遺構が重複

し、本遺構の方が古いことを検出時に確認している。また、６号建物跡が重複する位置関係にある。

調査区際にあることから全体を調査することはできなかったが、東西２間以上、南北２間以上の掘

立柱建物跡と推定される。本遺構の規模は、東西が3.4ｍ以上、南北が4.8ｍ以上と推定される。南

北の柱列を主軸とすると、その方位はＮ２°Ｗを示す。柱間はＰ１－Ｐ２間が1.8ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が

1.6ｍ、Ｐ３－Ｐ４間とＰ４－Ｐ５間はともに2.4ｍである。東西に比べ、南北方向の柱間が広い。

図42　５号建物跡

0 2ｍ
（1/60）

　５号建物跡Ｐ１堆積土
１　暗褐色土　10YR3/4
　（粘性・しまりやや強、ＬⅣ塊多量）

２　褐色土　10YR4/4
　（粘性強、しまりやや強、

　 　ＬⅣ塊多量、炭化物粒微量）
３　暗褐色土　10YR3/4
　（粘性やや強、しまり強、ＬⅣ塊多量）

４　黄褐色土　10YR5/6
　（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）

 

　Ｐ２堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3
　（粘性弱、しまり強、ＬⅣ塊多量）

２　褐色土　10YR4/4
　（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）

　Ｐ３堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3
　（粘性・しまり弱、ＬⅣ塊多量）

２　暗褐色土　10YR3/4
　（粘性やや強い、しまり強、ＬⅣ塊多量）

３　黄褐色土　10YR5/6
　（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）

　Ｐ４堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2（ＬⅣ塊多量）
２　褐色土　10YR4/4（ＬⅣ塊少量）

　Ｐ５堆積土
１　褐色土　10YR4/4
　（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）

２　黒褐色土　10YR2/3
　（粘性弱、しまりやや強、ＬⅣ塊多量）

３　暗褐色土　10YR3/4
　（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）
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柱穴の平面形は、隅丸方形または楕円形である。各柱穴の底面は、皿状に浅く窪んでいる。例外

的にＰ３の底面は、柱を据えたとみられる部分が一段窪んでいた。柱の当たりは、いずれの柱穴か

らも確認されなかった。柱穴の壁は、底面から垂直に近い急角度で立ち上がっている。柱穴の規模

は、長径が60～76㎝、短径が57～63㎝である。検出面からの深さは、最も深いＰ３で37㎝、最も

浅いＰ５で21㎝あり、底面の標高差は18㎝である。

柱穴の堆積土は、いずれもＬⅣ塊を多く含み、締まりがあるものが多いため人為的な埋土とみら

れる。柱穴の土層断面において、柱痕跡が確認されたものはなかった。このことから、本遺構の柱

材は抜き取られた可能性がある。なお、本遺構からは土師器３点、須恵器１点、縄文土器１点が出

土しているが、細片のため図示できるものはなかった。

ま と め

東西２間（3.4ｍ）以上、南北２間（4.8ｍ）以上の掘立柱建物跡である。重複する1号特殊遺構より

古く、６号建物跡とも重複する位置関係にある。柱穴の平面形は隅丸方形または楕円形で、その規

模は１～４号建物跡に比べ小さい。出土遺物に乏しく詳細な年代は不明だが、９世紀の遺構と考え

られる。� （今　野）

６号建物跡　ＳＢ６

遺　　構（図43、写真21・23）

調査区の中央付近から西に寄ったＤ・Ｅ－13・14グリッドに位置し、標高35.0ｍ前後の平坦地

に立地している。ＬⅢ上面において８基の柱穴を検出した。本遺構のＰ６・７が１号特殊遺構と重

複し、本遺構の方が古いことを遺構検出時に確認した。また、５号建物跡と重複する位置関係にある。

調査区際にあることから全体を調査することはできなかったが、東西３間以上、南北２間の掘立柱

建物跡である。本遺構の規模は東西が6.0ｍ以上、南北が4.6ｍである。南北の柱列を主軸とすると、

その方位はＮ８°Ｅを示す。柱間にはばらつきがあり、Ｐ１－Ｐ２間が2.0ｍ、Ｐ２－Ｐ３が1.8ｍ、

Ｐ４－Ｐ５およびＰ５－Ｐ６が2.1ｍ、Ｐ６－Ｐ７が1.8ｍ、Ｐ７－Ｐ８が2.1ｍ、Ｐ１－Ｐ８が2.5ｍ

である。

柱穴の平面形は、楕円形である。各柱穴の底面は、平坦か皿状に浅く窪んでいる。柱の当たりは、

Ｐ８の底面のみで確認された。柱穴の壁は、垂直に近い急角度で立ち上がっている。柱穴の規模は、

１号特殊遺構に壊されているＰ６・７を除外し、長径が42～57㎝、短径が40～50㎝である。検出

面からの深さは最も深いＰ３で49㎝、最も浅いＰ５が42㎝である。底面の標高差は、北側の柱列

ではわずか３㎝と揃っている。これに対し南側の柱列ではばらつきがあり、かつ北側の柱列より

15㎝前後下がっている。Ｐ１～３・５～８のℓ１は、黒褐色土で締まりがなく、柱痕跡と考えられ

る。その他の堆積土は締まりがあり、いずれもＬⅣ塊を多量に含むものが多いため、掘形の埋土と

考えている。なお、本遺構からは遺物は出土していない。
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ま と め

東西３間（6.0ｍ）以上、南北２間（4.6ｍ）の掘立柱建物跡である。重複する1号特殊遺構より古く、

５号建物跡とも重複する位置関係にある。５号建物跡の柱穴に柱痕跡が遺存しないのに対し、本遺

構の柱穴には遺存していることから、５号建物跡より本遺構の方が新しい可能性がある。柱穴の平

面形は楕円形で、その規模は５号建物跡より一回り小さい。出土遺物がなく詳細な年代は不明だが、

９世紀の遺構と考えられる。� （今　野）

図43　６号建物跡

0 2ｍ
（1/60）

　Ｐ８堆積土
１　黒褐色土　10YR2/2
　（しまりなし、ＬⅣ塊少量）
２　暗褐色土　10YR3/3（ＬⅣ塊少量）
３　黄褐色土　10YR5/6（ＬⅣ塊極多量）
４　褐色土　10YR4/4（ＬⅣ塊多量）

　６号建物跡Ｐ１堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　（粘性・しまり弱）
２　暗褐色土　10YR3/4
　（粘性・しまりやや強、
　 　ＬⅣ塊多量）

　Ｐ２堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量）
２　暗褐色土　10YR3/3（粘性やや強、しまり強、ＬⅣ塊少量）
３　暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまりやや強、ＬⅣ塊多量）

　Ｐ３堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量）
２　褐色土　10YR4/6
　（粘性やや強、しまり強、ＬⅣ塊極多量）

　Ｐ６堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2（しまりなし、ＬⅣ粒少量）
２　暗褐色土　10YR3/3（しまり強、ＬⅣ塊多量）
３　黄褐色土　10YR5/6（しまり強、ＬⅣ塊極多量）
４　暗褐色土　10YR3/3（しまり強、ＬⅣ塊少量）
５　褐色土　10YR4/4（しまり強、ＬⅣ塊多量）
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　区

　
　
　外

　Ｐ５堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2（粘性弱、しまりなし、ＬⅣ塊少量）
２　褐色土　10YR4/4（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）
３　暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまり強、ＬⅣ塊多量）

　Ｐ７堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　（しまりなし、炭化物粒少量）
２　褐色土　10YR4/4（ＬⅣ塊多量）
３　黄褐色土　10YR5/6（ＬⅣ塊極多量）
４　暗褐色土　10YR3/3（ＬⅣ塊少量）

　Ｐ４堆積土
１　黒褐色土　10YR3/3
　（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量）
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１号土坑　ＳＫ１（図45、写真24）　

本遺構は調査区北部のＤ５グリッドに位置し、標高35.6ｍの平坦地に立地する。検出面はＬⅣ上

面である。重複する遺構はなく、北側に１号溝跡が隣接する。遺構の平面形は、一部のみの検出

であるが、南北を軸とする不整長方形と推定される。規模は検出された部分で、南北130㎝、東西

100㎝、深さ40㎝である。底面は平坦で、周壁は底面から70～80°の急斜度で立ち上がる。

堆積土は４層に分層した。ℓ１～３はＬⅡに近似した暗褐色および黒褐色の土である。堆積状況

から自然堆積土と判断した。ℓ４はＬⅣに近似した黄褐色土塊が堆積した層で、比較的水平に堆積

し、締まりが強いことから人為的な埋土と判断した。遺物は須恵器４点と鉄滓23ｇが出土してい

る。時期は平安時代以降と考えられるが、性格についての詳細は不明である。� （神　林）

図44　掘立柱建物跡出土遺物

４（ＳＢ１ Ｐ１ ℓ１）

黒色付着物

１（ＳＢ２ Ｐ１ 底面）
口径：13.7 ㎝
底径： 6.9 ㎝
器高： 4.5 ㎝

２（ＳＢ４ Ｐ２ ℓ２）

３（ＳＢ２ Ｐ５ ℓ１）

0 10㎝
（1/3）

＜１・２＞

0 20㎝
（1/4）

＜３・４＞
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２号土坑　ＳＫ２（図45・48、写真24）

本遺構は調査区北寄りのＥ８グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。重複

する遺構はなく、北西側に１号建物跡が隣接する。検出面は、ＬⅢ上面である。平面形は楕円形で、

その規模は長径136㎝、短径95㎝、深さは64㎝である。掘り込みはＬⅤ上面に達し、底面は中央に

向かって緩く窪んでいる。周壁は長軸方向では垂直に近い急角度で立ち上がり、短軸方向では若干

オーバーハングしている。堆積土はいずれもＬⅡやＬⅢに似た黒褐色土や褐色土を基調とし、ＬⅣ

粒や焼土粒、炭化物粒などが混入している。ＬⅢ・Ⅳなどの塊が目立って混入する、あるいは際

立って締まりがあるなどの特徴をもった土層はなく、レンズ状に堆積していることから、ℓ１～６

とも自然堆積土と考えられる。

遺物は土師器40点、須恵器６点、鉄滓126ｇが出土している。図48－１・２はロクロ成形の土

師器杯である。１は３割程度が、２は５割程度が遺存している。器形を見ると、いずれもわずかに

上げ底気味の底部から、体部が内湾気味に立ち上がっている。外面の調整を見ると、１は体部下端

に手持ちヘラケズリ施されている。２の体部には調整が認められない。底面には、いずれも回転糸

切り痕が残されている。内面には、１・２ともヘラミガキと黒色処理が施されている。見込み部分

のヘラミガキは中心から放射状に、体部から口縁にかけては横方向に施されている。

本遺構は周壁が一部オーバーハングした形状とその規模から、屋外に設けられた貯蔵穴の可能性

がある。出土遺物の特徴から、９世紀中葉頃の遺構と考えられる。� （今　野）

３号土坑　ＳＫ３（図45・48・49、写真24・40）

本遺構は調査区北部のＤ・Ｅ－６・７グリッドに位置し、標高は35.6ｍの平坦地に立地する。検

出面はＬⅣ上面である。重複する遺構はなく、南東側に４号土坑が位置する。遺構の平面形は隅丸

の不整長方形である。規模は上端で長径185㎝、短径100㎝、深さ25㎝である。底面は平坦かつ水平で、

周壁は底面から急斜度で立ち上がる。堆積土は２層に分層した。ℓ１はＬⅡに近似する暗褐色土で、

自然堆積土と思われる。ℓ２は木炭とみられる非常に細かい炭化物の層であり、底面を覆っている。

なお、底面や壁面に焼けた痕跡は認められなかった。

遺物は、土師器13点、須恵器１点、砥石１点、鉄滓31ｇが出土しており、そのうち図示できた

のは２点である。図48－３は須恵器の杯である。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部がわずか

に外反する。底面には切り離しの回転糸切り痕が認められ、外縁はヘラケズリで再調整が施される。

図49－６は砥石で、表面と側面に線条痕が認められる。石材は砂岩とみられる。遺構の年代は９

世紀の遺構と考えられるが、その性格については不明である。� （神　林）

４号土坑　ＳＫ４（図45、写真24）

本遺構は調査区北部のＥ７グリッドに位置する。標高は35.6ｍの平坦地に立地する。検出面はＬ
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図45　１～６号土坑

焼土粒集中範囲

２号土坑
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　２号土坑堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3
　（粘性弱、しまりややあり、
　 　ＬⅣ粒多量、炭化物粒微量、焼土粒少量）
２　黒褐色土　10YR2/3
　（粘性弱、しまりややあり、ＬⅢ塊・ＬⅣ粒少量）
３　褐色土　10YR4/4
　（粘性弱、しまりややあり、ＬⅣ粒極多量）
４　暗褐色土　10YR3/4
　（粘性弱、しまりややあり、ＬⅣ粒多量、
　 　炭化物粒・焼土粒少量）
５　褐色土　10YR4/6
　（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊少量）
６　黒褐色土　10YR2/3
　（粘性弱、しまりややあり、焼土粒少量）
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１　暗褐色土　10YR3/3
　（しまり弱、黄褐色土小塊含む）
２　黒褐色土　10YR3/2
　（しまり弱、褐灰色粘土塊含む）
３　暗褐色土　10YR3/3
　（しまり弱、黄褐色土塊多量）
４　黄褐色土　10YR5/6
　（しまり強、ＬⅤ粒含む）
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　４号土坑堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3
　（しまり弱、炭化物粒・焼土粒少量、黄褐色土塊含む）
２　にぶい黄褐色土　10YR4/3
　（しまりややあり、暗褐色土少量）

　５号土坑堆積土
１　褐色土　7.5YR4/6
　（粘性ややあり、しまりなし、焼土塊少量）
２　褐色土　10YR4/6
　（粘性・しまりややあり、焼土粒少量）
３　にぶい黄褐色土　10YR5/4
　（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊多量）

　６号土坑堆積土
１　褐色土　10YR4/4
　（粘性・しまりややあり、
　 　ＬⅣ粒多量、炭化物粒微量）
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３　褐色土　10YR4/6
　（粘性・しまりややあり、ＬⅣ塊少量）
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Ⅳ上面である。重複する遺構はない。北西側に３号土坑、南東側に１号建物跡が位置する。一部が

調査区外に延びるが、平面形は楕円形と推定される。規模は南北150㎝、東西140㎝、深さ16㎝で

ある。底面は中央に向かってわずかに窪み、周壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は２層に分層し

た。ℓ１はＬⅣに近似する塊が混ざる暗褐色土で、自然堆積土と考えられる。ℓ２は周壁の崩落土

と考えられる。遺物は出土しなかったため、時期や性格については不明である。� （神　林）

５号土坑　ＳＫ５（図45・49、写真25）

本遺構は調査区北寄りのＦ９グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。重複

する遺構はなく、西側に５ｍ離れて４号建物跡が、南側には７号土坑がある。土坑の南端は、木の

根により撹乱されている。検出面はＬⅣ上面である。平面形は不整な長楕円形で、南北方向の遺存

長は220㎝、最大幅は96㎝、深さは25㎝である。底面は凹凸が著しく、壁は急斜度で立ち上がって

いる。堆積土は３層に分かれた。ℓ１は径が１～10㎝大の焼土塊を含み、締まりがない。ℓ２は細�

かい焼土粒を少量含み、レンズ状に堆積している。ℓ３は壁際のみに堆積し、壁から崩落したとみ

られるＬⅣ塊を含んでいる。焼土塊を含むℓ１は人為的な埋土、ℓ２・３は自然堆積土と判断した。

遺物は土師器72点、須恵器２点、羽口１点、鉄滓244ｇが出土している。図49－７は、羽口で

ある。溶着滓は付着せず、使用した痕跡はない。縦方向にヘラケズリが施され、先端部を薄くして

いる。外径は5.5㎝、先端部の内径は2.8㎝である。本遺構はある程度まで自然に埋まった後、人為

的に埋められたものとみられる。出土遺物の特徴から、９世紀の遺構と考えられる。その性格につ

いては明らかにできなかった。� （今　野）

６号土坑　ＳＫ６（図45、写真25）

本遺構は調査区北寄りのＦ10グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。重

複する遺構はなく、東側に１号住居跡と２号溝跡が隣接する。検出面は、ＬⅣ上面である。平面形

は整った隅丸長方形で、南北に長い。その規模は長径135㎝、短径80㎝、深さは30㎝である。底面

はおおむね平坦で、壁は70～80°の急斜度で立ち上がっている。堆積土は３層に分けたが、いずれ

もＬⅢに似た褐色土および暗褐色土であり、自然堆積土と判断した。ℓ３には壁からの崩落土とみ

られるＬⅣ塊が少量含まれていた。遺物は土師器の細片１点と鉄滓22ｇが出土しているのみで、

図示しなかった。出土遺物が少なく、その年代および性格は不明であるが、隣接する１号住居跡に

付属する施設の可能性がある。� （今　野）

７号土坑　ＳＫ７（図46・48、写真25・40）

本遺構は、県教委が実施した確認調査において２Ｔで検出された土坑である。調査区北寄りのＦ

10グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。重複する遺構はなく、北側に４号

建物跡と５号土坑が、南東側に１号住居跡、２号溝跡、６号土坑などが隣接している。ＬⅣ上面で
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検出したが、ＬⅢ上面から掘り込まれていることを調査区際の土層断面で確認した。調査区際にあ

るため全容は不明だが、平面形は方形と推定される。北壁の長さは192㎝、東壁の長さは168㎝、

深さは68㎝である。底面は、中央付近が皿状に浅く窪み、細かい凹凸は見られず整っている。壁

は急斜度で立ち上がっている。堆積土は６層に分けたが、３層に大別される。ℓ１ａ・ｂはＬⅡに

似た黒褐色土および暗褐色土である。ＬⅣ塊、焼土、炭化物を少し含んでいる。ℓ２は、ℓ１に比

べＬⅣ塊を多く含んでいる。ℓ１・２からは、大型の土器片がまとまって出土している。ℓ３ａ～

ｃは、ＬⅣ塊を非常に多く含んだ堆積土である。ℓ１・２に比べ、遺物の出土量は少ない。ℓ１・

２は他の土坑に比べ遺物が際立って多く出土すること、ℓ３はＬⅣ塊を多量に含むことから、いず

れも人為的な埋土と判断した。

遺物は土師器231点、須恵器17点、鉄滓247ｇが出土している。ℓ１・２から出土したものが多

くを占める。図48－４～９は、体部がやや内湾しながら開く器形の土師器杯である。このうち５～

９は口縁部がわずかに外反している。外面の調整を見ると、４・５の底面と体部下端には回転ヘラ

ケズリが、６～９には手持ちヘラケズリが施され、７の底面中央には回転糸切り痕が残されている。

内面には、いずれもヘラミガキの後、黒色処理が施されている。７の内面調整は磨滅のためか、や

や不明瞭となっている。10は４～９に比べ、小ぶりな土師器杯である。見込み部分にのみヘラミ

ガキが施され、黒色処理は認められない。10の器面は一部が橙色に変色しているため、二次的な

熱を受けた可能性がある。11は、丸底風平底の杯である。他の土師器杯に比べ、器壁がやや厚い。

内外面とも入念なヘラミガキが施され、黒色処理されている。12～14は、底面に墨書が認められ

る土師器杯である。14は「南合」と読める。12も14と同字である可能性が高い。13は「南」であろう。

底面の調整は、12・13が回転ヘラケズリ、14が手持ちヘラケズリである。15は須恵器壺の胴部片

である。肩に２条の凸帯が巡っている。

本遺構は、方形と推定される大型の土坑である。出土遺物が多いこと、人為的に埋め戻された可

能性が高いことから、不要になった土器などを廃棄した土坑と考えられる。出土遺物の年代から、

９世紀中葉を中心とした時期の遺構と考えられる。� （今　野）

８号土坑　ＳＫ８（図46、写真25）

調査区北寄りのＦ11グリッドに位置し、標高35.7ｍ付近の平坦地に立地している。５号住居跡

の貼床を剝がした際に、ＬⅣ上面において検出した。調査区際にあるため全容は不明だが、平面形

は楕円形になるものと推定される。調査区際における長さは100㎝、幅は54㎝以上、深さは27㎝で

ある。底面は皿状に浅く窪み、壁は急角度で立ち上がっている。堆積土はＬⅣ塊を主体とし、暗褐

色土塊を多量に含んでいたため人為的な埋土と判断した。なお、遺物は出土していない。本遺構は

５号住居跡より古いことから、９世紀中葉以前の遺構と考えられる。その性格については明らかに

できなかった。� （今　野）
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９号土坑　ＳＫ９（図46、写真25）

本遺構は調査区中央部のＩ16グリッドに位置し、標高34.5ｍの平坦地に立地する。検出面はＬ

Ⅳ上面である。重複する遺構はなく、北東側に７号住居跡が位置する。遺構の平面形は楕円形であ

る。規模は長径120㎝、短径110㎝、深さ25㎝である。底面は平坦で、周壁は底面から緩やかに立

ち上がる。堆積土は３層に分けられた。ℓ１はＬⅡに近似する暗褐色土の混じる灰黄褐色土、ℓ２・

３はＬⅣに近似する黄褐色土塊が含まれる。いずれも自然堆積土と考えられる。遺物は土師器甕の

細片が出土している。時期は平安時代以降と考えられるが、性格は不明である。� （神　林）

10号土坑　ＳＫ10（図46・48・49、写真26・40）

本遺構は調査区中央部のＩ15・16グリッドに位置し、標高34.8ｍの平坦地に立地する。検出面

はＬⅣ上面である。重複する遺構はなく、南側に７号住居跡が隣接する。遺構の平面形は楕円形で、

規模は長径230㎝、短径210㎝、深さ50㎝である。周壁は南西側でほぼ垂直に立ち上がり、その他は�

60°程度の立ち上がり角度となっている。底面は中央に向かってわずかに窪む。堆積土は８層に分

層した。ℓ１～７はＬⅣに近似した土塊が混じる、黒色を基調とした土である。各層に焼土や炭化

物が混じり、遺物も比較的多く含まれていることから、人為的に埋めた土と推定される。ℓ８のみ

ＬⅣに近いにぶい黄褐色土で黒褐色土を含んでおり、壁からの崩落土と流入土の混土と考えられる。

遺物は土師器181点、須恵器10点、瓦５点、鉄滓13ｇが出土し、そのうち７点を図示した。図

48－16～20はロクロ成形の土師器杯で、このうち16～18は、外面体部下端から底面にかけて回

転ヘラケズリが施され、内面はヘラミガキと黒色処理が施されている。器形は、16が底部から外

傾しながら立ち上がり、17・18は内湾気味に立ち上がる。なお、16は外面口縁部および内面に、

黒色の付着物が確認された。19・20は底部の細片で、いずれも底面に墨書が認められる。19は「南」、

20は「南合」とみられる字が墨書されている。図49－３・４は瓦片である。いずれも一枚作りの平

瓦で、凸面に格子状タタキ目、凹面に布目が確認され、側面は面取りされている。出土遺物が比較

的多く、人為的に埋められた可能性が高いことから、不要になった土器や瓦などを廃棄した土坑と

考えられる。時期は出土遺物から９世紀中葉頃と考えられる。� （神　林）

11号土坑　ＳＫ11（図46、写真26）

本遺構は調査区中央付近から西に寄ったＥ13・14グリッドに位置し、標高35.0ｍ付近の平坦地

に立地している。６号建物跡と重複する位置関係にあるが、柱穴と直接は重複しないため、新旧関

係は不明である。検出面はＬⅢ上面である。平面形は不整な楕円形で、その規模は長径136㎝、短

径95㎝、深さは77㎝である。底面は丸底状で、北西側の壁は70°前後で立ち上がっている。これに

対し、南東側の壁は段を有している。

堆積土は３層に分けた。ℓ１はＬⅡに似た黒褐色土で粘性・締まりとも弱く、自然堆積土とみら
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　10号土坑堆積土
１　黒褐色土　10YR3/1（しまり弱、焼土粒微量、にぶい黄褐色土塊含む）
２　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、焼土粒微量、にぶい黄褐色土塊多量）
３　暗褐色土　10YR3/3（しまり弱、炭化物・にぶい黄褐色土塊少量、焼土粒含む）
４　暗褐色土　10YR3/4（しまりやや弱、炭化物・にぶい黄褐色土塊含む、焼土粒多量）
５　黒色土　10YR2/1（しまり弱、炭化物・焼土粒少量、にぶい黄褐色土塊多量）
６　黒色土　10YR2/1（しまりややあり、炭化物・焼土粒少量、にぶい黄褐色土塊多量）
７　黒褐色土　10YR2/2（しまり弱、炭化物・焼土・にぶい黄褐色土塊含む）
８　にぶい黄褐色土　10YR4/3（しまりややあり、黒褐色土含む）

図46　７～11号土坑

　７号土坑堆積土
１ａ 黒褐色土　10YR2/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ塊・焼土粒・炭化物粒少量）
１ｂ 暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ塊・焼土粒少量、炭化物粒微量）
２ 黒褐色土　10YR2/2（粘性・しまり弱、ＬⅣ塊・焼土粒多量、炭化物粒少量）
３ａ 褐色土　10YR4/4（粘性あり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量）
３ｂ 褐色土　10YR4/6（粘性あり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量）
３ｃ にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性あり、しまり弱、ＬⅣ塊極多量）
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　11号土坑堆積土
１　黒褐色土　10YR2/2（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量）
２　暗褐色土　10YR3/3
　（粘性弱、しまりやや強、ＬⅣ塊極多量）

３　褐色土　10YR4/6（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）
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れる。ℓ２・３はＬⅣ塊を非常に多く含み、締まりがあるため人為的な埋土と判断した。遺物は土

師器の細片８点が出土しているのみで、図示しなかった。本遺構は出土遺物に乏しくその年代、性

格については明らかにできなかった。� （今　野）

12号土坑　ＳＫ12（図47・49、写真26）

本遺構は、調査区中央付近から西に寄ったＤ14グリッドの調査区際に位置し、標高34.9ｍ付近の�

平坦地に立地している。５号建物跡と重複する位置関係にあるが、柱穴と直接は重複しないため新

旧関係は不明である。検出面はＬⅢ上面である。平面形は隅丸方形になるものと推察され、その規

模は長径が103㎝以上、短径が65㎝、深さは65㎝である。底面は丸底状で、壁は急角度で立ち上がっ

ている。堆積土はいずれも人為的な埋土とみられる。ℓ１はＬⅣ塊を主体とし、黒褐色土塊が混入

している。ℓ２・３にはＬⅣ塊とともに、拳大から30㎝大までの円礫・角礫が多量に含まれていた。

遺物は土師器８点、須恵器８点、陶器２点、瓦１点が礫とともに出土している。図49－１は陶

器の高台付碗とみられる。高台から体部下端には施釉されず、回転ヘラケズリの痕跡が見られる。

内面には灰白色の釉薬がかけられている。丸く線で囲って図示した箇所は、釉薬が剝がれた部分で

ある。これは、焼成の際に窯道具が付着したいわゆる「目跡」とみられる。またアミ点を付した箇

所は、釉薬が厚くなり変色した部分を表している。２は陶器の甕片である。肩が張り、口縁部が大

きく外反する。外面にはロクロ目が、内面には横ナデが観察される。５は、瓦当が剝離した軒丸瓦

とみられる。凸面にはナデが施され、凹面は布目と帯状の剝離痕が残る。両端面にはヘラケズリの

痕跡が見られる。本遺構は多量の礫が出土したことから、礫や遺物を廃棄した土坑ではないかと推

察される。出土遺物の特徴から、近世以降の土坑と考えられる� （今　野）

13号土坑　ＳＫ13（図47）

本遺構は調査区南端部、Ｌ25・26グリッドに位置する。南に向かって緩やかに傾斜する斜面地

に立地し、標高は32.3ｍである。重複する遺構はなく、北側に14号土坑が位置する。検出面はＬ

Ⅳｂ上面である。遺構の平面形は楕円形で、規模は長径90㎝、短径80㎝、深さ20㎝である。底面

は北東側に向かってわずかに窪み、周壁は底面より緩く立ち上がる。堆積土は２層に分層した。�

ℓ１は木炭とみられる極めて細かい炭化物の堆積層で、一部は底面上に堆積していた。ℓ２は砂礫

層で、部分的に黒色土が混じることから、壁面の崩落土と自然堆積土の混土と考えられる。なお、

底面や壁面に焼けた痕跡は一切確認できなかった。遺物はロクロ土師器の細片がわずかに出土した

のみである。時期は平安時代以降と考えられるが、性格は不明である。� （神　林）

14号土坑　ＳＫ14（図47）

本遺構は調査区南端部のＫ24グリッドに位置し、標高が33.1ｍの南に下る緩斜面に立地する。

検出面はＬⅣｂ上面で、遺存状態は極めて悪い。重複する遺構はなく、南側に13号土坑が、北側
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に15号土坑が位置する。平面形は、東西方向に長軸を持つ楕円形である。規模は長径76㎝、短径

57㎝、深さ約10㎝である。底面は中央部が窪み、周壁は非常に緩く立ち上がる。堆積土は１層で、

炭化物を多く含む黒色土が堆積している。底面や周壁に焼けた痕跡は認められない。なお、本遺構

から遺物は出土していない。時期は平安時代以降と考えられるが、詳細は不明である。� （神　林）

15号土坑　ＳＫ15（図47・49、写真26）

調査区南部のＫ23グリッドに位置する。北東に向かって緩く傾斜する斜面地に立地し、標高

は32.8ｍである。検出面はＬⅣｂ上面である。重複する遺構はなく、北東側の谷地は縄文時代の

遺物包含層となっている。遺構の平面形は東西方向に長軸を持つ不整長方形である。規模は長径

130㎝、短径80㎝、深さ20㎝である。底面は東側に向かって傾斜している。堆積土は１層で、炭化

物、焼土粒、地山粒を含む締まりのない黒褐色土が堆積している。遺物は、堆積土中より縄文土器

片38点が出土している。しかし風化や磨滅が著しく、図示できたのは図49－８のみである。８に

は渦巻状の隆帯が付いた橋状把手と有節沈線を伴う横長の楕円文が見られ、大木８ａ式に比定され

る。よって縄文時代以降に掘られた土坑と考えられるが、性格については不明である。� （神　林）

　13号土坑堆積土
１　黒色土　10YR1.7/1（炭化物層、しまり弱、焼土粒少量、砂含む）
２　褐灰色土　10YR4/1（しまり弱、黒色土塊含む）

図47　12～15号土坑
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図48　土坑出土遺物（１）

１（ＳＫ２ ℓ２）
口径：（13.0）㎝
底径：（ 6.1）㎝
器高： 3.9 ㎝

４（ＳＫ７ ℓ２）
口径：（15.6）㎝
底径：（ 7.0）㎝
器高： 5.4 ㎝ 　 　

15（ＳＫ７ ℓ２）
器高：［5.5］㎝

２（ＳＫ２ ℓ２上面、ℓ３）
口径：（14.0）㎝
底径： 7.1 ㎝
器高： 4.3 ㎝

３（ＳＫ３ ℓ１、Ｅ７ ＬⅢ）
口径：（13.6）㎝
底径： 7.6 ㎝
器高： 4.2 ㎝ 　

５（ＳＫ７ ℓ２）
口径：（15.4）㎝
底径：（ 7.6）㎝
器高： 4.6 ㎝ 　 　 　

６（ＳＫ７ ℓ２）
口径：（13.4）㎝
底径：（ 6.6）㎝
器高： 4.1 ㎝ 　 　

７（ＳＫ７ ℓ２）
口径：（14.4）㎝
底径：（ 6.6）㎝
器高： 5.0 ㎝ 　 　

９（ＳＫ７ ℓ１）
口径：13.5 ㎝
底径： 6.1 ㎝
器高： 4.5 ㎝　 　

10（ＳＫ７ ℓ１）
口径：（11.8）㎝
底径：（ 6.4）㎝
器高： 4.5 ㎝ 　 　

11（ＳＫ７ ℓ１・２）
口径：（16.8）㎝
底径：（ 6.6）㎝
器高： 5.0 ㎝ 　 　

８（ＳＫ７ ℓ１）
口径：（13.8）㎝
底径： 7.0 ㎝
器高： 4.6 ㎝ 　 　

12（ＳＫ７ ℓ１）
底径：（6.2）㎝
器高：［1.5］㎝

14（ＳＫ７ ℓ１）
底径：（6.9）㎝
器高：［0.4］㎝

13（ＳＫ７ ℓ１）
底径：（6.0）㎝
器高：［0.4］㎝

16（ＳＫ10 ℓ４）
口径：（14.0）㎝
底径： 7.5 ㎝
器高： 4.3 ㎝ 　 　

20（ＳＫ10 ℓ２）19（ＳＫ10 ℓ２）

黒色付着物

0 10㎝
（1/3）

口径：（14.0）㎝
底径： 6.0 ㎝
器高： 4.8 ㎝17（ＳＫ10 ℓ２）

口径：（14.0）㎝
底径：（ 6.2）㎝
器高： 4.6 ㎝18（ＳＫ10 ℓ４）
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第４節　　土　　坑

図49　土坑出土遺物（２）

２（ＳＫ12 ℓ２）
口径：（22.0）㎝
器高：［ 4.8］㎝　

１（ＳＫ12 ℓ２）
底径： 9.0 ㎝
器高： ［2.7］㎝

４（ＳＫ10 ℓ１） ５（ＳＫ12 ℓ２）

６（ＳＫ３ ℓ１）
長：［ 9.6］㎝
幅：［11.6］㎝
厚：［ 5.3］㎝
重：790.0 ｇ
石質：砂岩

７（ＳＫ５ ℓ１・２）

８（ＳＫ15 ℓ１）

0 10㎝
（1/4）

＜３～５＞

0 10㎝
（1/3）

＜１・２・６～８＞

３（ＳＫ10 ℓ２）
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第５節　　溝　　跡

１号溝跡　ＳＤ１（図50、写真27）

本遺構は、調査区北端に近いＤ５グリッドに位置し、標高35.7ｍ付近の平坦地に立地している。

検出面は、ＬⅣ上面である。重複する遺構はなく、南側に４ｍほど離れて１号土坑が隣接するのみ

で、遺構密度の希薄な場所である。溝跡は、調査区を横切るように東西に延びていた。北側と南側

の上端はおおむね平行し、上端の幅は123～135㎝である。仮に北側の上端を主軸とすると、その

方位はＮ53°Ｅを示す。掘り込みはＬⅤ上面から20㎝ほど下位まで達し、底面は幅が22～33㎝と

X=184,505
Y=99,619.5

X=184,499
Y=99,619.5

図50　１・２号溝跡

ＬⅠ

ＬⅣ
6

1

36.70ｍＡ Ａ′

4
7

23

5

8ａ8ｃ
8ｂ

ＬⅤ

ＬⅡ 撹乱
撹
乱

Ａ

Ａ
′

X=184,557
Y=99,591

X=184,557
Y=99,594

X=184,554
Y=99,591

X=184,554
Y=99,594

１号溝跡

調

　査

　区

　外

調

　査

　区

　外

　１号溝跡堆積土 
１ 黒褐色土　10YR3/2（粘性ややあり、しまりなし、ＬⅣ塊少量）
２ 黒褐色土　10YR3/2（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊多量）
３ 黒褐色土　10YR2/3（粘性・しまりややあり、ＬⅣ粒少量）
４ 暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまりややあり、ＬⅣ粒多量）
５ 暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまりややあり、ＬⅣ粒多量）
６ 黒褐色土　10YR3/2（粘性あり、しまり弱、ＬⅣ粒多量）
７ 褐色土　10YR4/4（粘性・しまりあり、ＬⅣ粒多量）
８a にぶい黄褐色土　10YR5/4（しまり極強、ＬⅣ塊・ＬＶ塊極多量）
８b にぶい黄褐色土　10YR4/3（しまり強、ＬⅣ塊多量、ＬＶ塊極多量）
８c にぶい黄橙色土　10YR6/3（しまり強、ＬⅣ塊多量、ＬＶ塊極多量）

X=184,505
Y=99,621

X=184,499
Y=99,621

２号溝跡

1

35.80ｍＡ Ａ′

ＬⅣ

　２号溝跡堆積土
１　暗褐色土　10YR3/4
　 （粘性・しまりややあり）　

Ａ Ａ′

0 2ｍ
（1/60）

0 2ｍ
（1/40）

ＳＩ１
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第５節　　溝　　跡

上端に比べ狭い。底面に傾斜や目立った凹凸は認めらなかった。壁は底面から垂直に近い角度で

10㎝ほど立ち上がった後に、40～45°の角度で開く。検出面からの深さは65㎝であった。

堆積土は10層に分けた。ℓ１～７は、ＬⅡ・Ⅲに似た色調でレンズ状に堆積していることから、

自然堆積土と判断した。底面近くに見られたℓ８ａ～ｃは、ＬⅣ・Ⅴ塊が多量に含まれ、硬く締まっ

ていたため、人為的な埋土とみられる。特にℓ８ａ上面は非常に硬く締まり、踏み締まりの可能性

がある。遺物は土師器の細片４点と鉄滓30ｇが出土しているが、図示しなかった。本遺構は底面

に踏み締まったような堆積土が見られたことから、道跡か土地の区画溝の可能性がある。出土遺物

が少なく、その年代は不明であるが、平安時代の掘立柱建物跡や竪穴住居跡の主軸が真北に近いの

に対し、本遺構は現在の地割に平行しているように見える。このことから、平安時代より新しい時

期の遺構と考えられる。� （今　野）

２号溝跡　ＳＤ２（図50、写真６・27）

本遺構は、調査区北寄りのＧ10・11グリッドに位置し、標高35.6ｍ付近の平坦地に立地している。

検出面はＬⅣ上面である。１号住居跡の西壁とほぼ並行し、55～65㎝の距離を置いて南北に延び

ている。

本遺構の長さは6.9ｍ、幅は25㎝前後で両端では細くなっている。検出面からの深さは４～12㎝

と非常に浅い。底面に目立った凹凸は認められず、南から北へ10㎝ほど下っている。堆積土は、

ＬⅢに似た暗褐色土で自然堆積土とみられる。本遺構から遺物は出土していない。１号住居跡の西

壁に平行することから、本遺構は１号住居跡に伴う施設である可能性が高い。屋根や周囲からの雨

水を受ける排水溝ではないかと考えている。� （今　野）

３号溝跡　ＳＤ３（図51・52、写真27・40）

調査区中央部のＧ・Ｈ12グリッドにかけて位置し、標高35.4ｍの平坦地に立地する。検出面は

　３号溝跡堆積土
１　黒褐色土　10YR3/1（しまり弱、地山小塊・白色粒少量）

図51　３号溝跡

３号溝跡

Ａ

Ａ
′

35.70ｍＡ Ａ′

1 ＬⅣ

撹　乱

X=184,485
Y=99,629

X=184,485
Y=99,634

X=184,483
Y=99,629

X=184,483
Y=99,634

調

　
　査

　
　区

　
　外

52－13

52－２

52－１

52－３
52－10

0 1ｍ
（1/40）
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図52　３号溝跡出土遺物

１（ℓ１№３）
口径：（14.0）㎝
底径： 5.6 ㎝
器高： 4.9 ㎝

２（ℓ１№６）
口径：（13.6）㎝
底径：（ 6.0）㎝
器高： 5.5 ㎝

３（ℓ１№８）
口径：（13.0）㎝
底径： 6.8 ㎝
器高： 4.6 ㎝

４（ℓ１）
口径：14.1 ㎝
底径： 7.7 ㎝
器高： 4.1 ㎝

９（ℓ１）
口径：14.2 ㎝
器高： 2.9 ㎝

鉄滓付着

５（ℓ１） ６（ℓ１）

16（ℓ１）
長：［12.7］㎝
幅： 4.6 ㎝
厚： 0.4 ㎝

14（ℓ１）

15 （ℓ１）

13（ℓ１）

12（ℓ１）

11（ℓ１）

７（ℓ１）
底径： 8.2 ㎝
器高：［1.1］㎝

８（ℓ１）
底径：（9.2）㎝
器高：［0.7］㎝

10（ℓ１№５）
底径： 13.7 ㎝
器高：［15.5］㎝

0 10㎝
（1/4）

＜13 ～ 15＞

0 5㎝
（1/2）

＜16＞

0 10㎝
（1/3）

＜１～ 12＞
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第６節　その他の遺構と遺物

ＬⅣ上面である。重複する遺構はなく、南側に９号住居跡が隣接する。調査区東壁より、西に向かっ

て4.8ｍ延びる。幅は最大1.3ｍである。底面は丸底状を基調とし、一部は凹凸が激しい。周壁は４～

10㎝と低く、緩やかに立ち上がる。堆積土はＬⅡに近似する黒褐色土であり、自然堆積土とみられる。

遺物は土師器276点、須恵器46点、瓦６点、鉄製品１点、羽口１点、鉄滓1,258ｇ、石器１点が

出土した。特に東寄りの堆積土中からまとまって出土した。図52－１～８はロクロ成形の土師器

杯である。１～４は、内面はヘラミガキ後に黒色処理が施される。１は口縁部がわずかに外反する

器形である。体部下端から底面にかけて回転ヘラケズリが施されている。２～４は体部下端から底

面にかけて、手持ちヘラケズリが施される。このうち４は底面に「南合」という墨書が確認される。

５・６は墨書が確認される底部の小片である。５は「南」、６は「南合」という墨書の一部であろう。

７・８は高台が付いた底部片で、内外面に黒色処理が施されている。９は土師器の杯蓋である。扁

平なリング状の摘みが付き、外面はロクロナデ、内面は丁寧なヘラミガキと黒色処理が施される。

10はロクロ成形による土師器甕の胴部下半～底部資料である。外面はロクロナデおよびヘラケズ

リが施される。内面はヘラミガキ後に黒色処理が施されている。また、内面には鉄滓が付着して

いる。11・12は円面硯の脚部とみられる細片である。13～15は１枚作りの平瓦片である。13・15

の凸面には格子状の、14には回字状のタタキ目が見られる。凹面にはいずれも布目が認められ、

側面は面取りされている。13は焼成が著しく悪く、水洗いしたところ1/3ほどが粉々に崩壊してし

まった。16は鏃とみられる鉄製品である。鏃身部の形状は縦長の三角形を呈し、逆刺部が長い。

頸部と茎部の間には斜めに段が付く。

本遺構は一部のみの検出であるが、非常に浅く立ち上がりも緩やかであることから、区画溝と

いった性格のものではではないと思われる。出土した遺物は比較的多く、不要な土器や瓦などを廃棄

したと思われる。出土遺物の年代から、９世紀前半を中心とした時期に機能した遺構と考えられる。

� （神　林）

第６節　その他の遺構と遺物

小　　穴　ＧＰ（図53・54）

今回の調査では、９基の小穴が検出された。その分布をみると、調査区北寄りのＥ・Ｆ８グリッ

ドから各１基、調査区中央から西に寄ったＥ13グリッドおよびＦ12・14グリッドから７基検出さ

れている。Ｅ８－Ｐ１およびＦ８－Ｐ１はＬⅢ上面で検出した。重複する遺構はなく、１号建物跡

が隣接している。２基とも調査区際にあるため、全体を調査することはできなかった。Ｅ８－Ｐ１

の深さは45㎝あり、丸底で壁は急斜度で立ち上がっている。堆積土はＬⅡに類似し、自然堆積土

と判断した。Ｆ８－Ｐ１の深さは65㎝あり、壁の立ち上がりはほぼ垂直である。ℓ１は自然堆積

土とみられる。ℓ２は締まりがなく、柱痕跡の可能性がある。ＬⅣ塊が混入したℓ３・４は、人為

的な埋土と判断した。堆積土からみて、Ｆ８－Ｐ１は掘立柱建物跡などの柱穴の可能性がある。
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図53　小穴

0 1ｍ
（1/40）

Ｆ12－Ｐ３
1

35.60ｍＡ Ａ′

ＬⅣ

X=184,482
Y=99,613.5

X=184,481
Y=99,613.5
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34
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Ａ
Ａ
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Ｌ
Ⅳ

　Ｅ13－Ｐ１堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3
　（粘性ややあり、しまりあり、ＬⅣ塊極多量）
２　黒褐色土　10YR2/2
　（粘性なし、しまりややあり、ＬⅣ塊多量）

　Ｆ14－Ｐ１堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3
　（ＬⅣ粒少量）
２　黄褐色土　10YR5/6
　（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）

　Ｆ14－Ｐ２堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　（しまりなし、ＬⅣ粒多量）
２　褐色土　10YR4/4
　（粘性・しまり強、ＬⅣ塊極多量）

X=184,462
Y=99,613.5

Ｆ14－Ｐ２

Ｆ14－Ｐ1

X=184,462
Y=99,612.5
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1

Ｌ
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　Ｆ12－Ｐ１堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3
　（粘性弱、しまりややあり、ＬⅣ塊多量）

　Ｆ12－Ｐ２堆積土　
１　暗褐色土　10YR3/4
　（粘性弱、しまりなし、ＬⅣ塊多量）
２　黄褐色土　10YR5/6
　（粘性・しまりあり、ＬⅣ塊極多量）

　Ｆ12－Ｐ３堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量）

X=184,475
Y=99,607

X=18,476
Y=99,606

X=184,476
Y=99,607

Ｅ13－Ｐ１
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Ｆ８－Ｐ１

X=184,524
Y=99,611
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X=184,530
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X=184,529
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Ｅ８－Ｐ１

Ａ
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′

調

　査

　区

　外

撹　乱

　Ｅ８－Ｐ１堆積土
１　にぶい黄褐色土　10YR4/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒・炭化物粒少量）
２　暗褐色土　10YR3/3（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒・炭化物粒少量、焼土粒微量）
３　暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまり弱、ＬⅣ粒少量、炭化物粒微量）
４　褐色土　10YR4/4（粘性・しまりやや強、ＬⅣ塊多量）

　Ｆ８－Ｐ１堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3（ＬⅣ粒少量）
２　黒褐色土　10YR3/2（しまりなし、ＬⅣ粒微量）
３　褐色土　10YR4/6（ＬⅣ塊多量）
４　暗褐色土　10YR3/3（ＬⅣ塊少量）

　Ｅ13－Ｐ２堆積土
１　暗褐色土　10YR3/3（粘性弱、しまりややあり、ＬⅣ塊少量）
２　褐色土　10YR4/4（粘性弱、しまりややあり、ＬⅣ塊多量）
３　黄褐色土　10YR5/6（粘性あり、しまりややあり、ＬⅣ塊多量）
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Ｅ13－Ｐ１・２、Ｆ12－Ｐ１～３、Ｆ14－Ｐ１・２は、ＬⅣ上面で検出した。近くには、５・

６号建物跡が所在している。Ｅ13－Ｐ１・２は、調査区際にあるため全体を調査できなかったが、

平面形は楕円形と推定される。Ｐ１の径は45㎝、深さは65㎝である。堆積土は、締まりのある黒

褐色土でＬⅣ塊を多量に含んでいる。Ｐ２の径は35㎝、深さは55㎝である。堆積土はやや締まり

があり、ＬⅣ塊を含んでいる。Ｐ１・２の堆積土は、いずれも人為的な埋土の可能性が高い。

Ｆ12－Ｐ１～３は平面形が楕円形を呈し、その規模はＰ１が長径55㎝、短径50㎝、深さが

26㎝、Ｐ２は長径57㎝、短径55㎝、深さが20㎝、Ｐ３が長径57㎝、短径55㎝、深さが18㎝である。

いずれも丸底状の底面から壁は急角度で立ち上がっている。Ｐ１・２の堆積土はＬⅣ塊を多く含み、

人為的な埋土の可能性が高い。Ｐ３の堆積土は粘性・締まりとも弱く、自然堆積土とみられる。

Ｆ14－Ｐ１・２の平面形は楕円形である。Ｐ１の規模は長径53㎝、短径48㎝、深さ28㎝である。

Ｐ１のℓ１は締まりのない黒褐色土で、柱痕跡の可能性が高い。ℓ２はＬⅣ塊を非常に多く含み、

硬く締まっているため掘形の埋土と考えられる。ℓ１が堆積していた柱が据えられたとみられる部

分は、掘形より20㎝深くなっている。Ｐ２の規模は長径51㎝、短径44㎝、深さ11㎝と浅い。ℓ１は

締まりがない黒褐色土で、柱痕跡の可能性がある。ℓ２はＬⅣ塊を非常に多く含み、硬く締まって

いるため掘形の埋土と判断した。遺存状態は悪いが、Ｆ14－Ｐ１・２は小規模な柱穴の可能性が高い。

Ｐ１－Ｐ２間の距離は1.7ｍである。周囲にこれと組む柱穴はなく、掘立柱建物跡とは考えにくい。

図54には、Ｅ８－Ｐ１から出土した土師器と鉄製品を図示した。１はロクロ成形による杯である。

体部は緩く内湾し、口縁部は直線的に開く。器面はやや荒れている。外面には底面から体部下端に

かけて手持ちヘラケズリが施されている。内面はヘラミガキの後、黒色処理されている。２は、鉄

釘の胴部とみられる。頭部は欠損し、先端に向かって細くなり、断面形は方形である。� （今　野）

１号特殊遺構　ＳＸ１（図55、写真27）

調査区中央部から西に寄ったＤ・Ｅ14グリッドに位置する。検出面は、ＬⅢ上面である。５・

６号建物跡の柱穴と重複し、いずれよりも新しいことを遺構検出時に確認している。平面形は、

不整な溝状を呈している。南東から北西方向に延び、その長さは5.9ｍである。幅と深さは一定せ

ず、大まかには北西側で幅広く深くなり、南東側では狭く浅くなる。幅は38～95㎝、深さは24～

151㎝である。底面は南東隅から北西隅に向かって階段状に下がり、最深部ではＬⅤを70㎝程度掘

り込んでいる。壁の立ち上がり角度も一定せず、浅い南西側では緩やかなのに対し、北西側では垂

図54　小穴出土遺物

１（Ｅ８－Ｐ１ ℓ１）
口径：（14.4）㎝
底径：（ 6.8）㎝
器高： 4.9 ㎝

２（Ｅ８－Ｐ１ ℓ３）
長：［5.7］㎝
幅： 0.7 ㎝
厚： 0.7 ㎝ 　0 5㎝

（1/3）
0 3㎝

（1/2）
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直に近く、オーバーハングしている箇所も見られる。

堆積土は６層に分層した。いずれもＬⅣ塊が多量に含まれ、人為的な埋土である可能性が高い。

遺物は土師器２点が出土しているが、細片のため図示しなかった。本遺構は不整形な溝状をなし、

ＬⅤを大きく掘り込んでいることから粘土採掘坑の可能性がある。５・６号建物跡より新しいこと

から、その年代は９世紀以降と考えられる。� （今　野）

１号土器埋設遺構　ＳＭ１（図56、写真27）

本遺構は調査区南寄りのＬ22グリッドに位置し、遺物包含層が形成された谷部に立地する。重

複する遺構はない。土層観察用畦のＬⅢａ２上面において検出した。掘形の平面形は不整な楕円形

になるものと推察され、その規模は土層畦際で長さ57㎝、幅が30㎝以上である。検出面からの深

さは29㎝あり、底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がっている。堆積土はＬⅢａ１・２に比べやや

色調が暗く、ＬⅢａ１・２と同様に多量の炭化物と、少量の焼土粒および動物骨とみられる骨片を

含んでいた。また、径が５～20㎝大の自然礫も複数含まれていた。

図56－１に示した縄文土器は、倒立状態で出土した。口縁部と底部の大部分を欠き、胴部の半

分程度が遺存している。胴部が直線的に開く粗製土器で、無節Ｌが縦位に施されている。また土器

の中の堆積土を水洗選別したところ、２の石鏃と動物骨15点、魚類の歯１点が出土した。２の石

鏃は流紋岩製で、非常に小さい。先端を欠損し、表裏に素材の剝離面を残している。本遺構の年代

図55　１号特殊遺構

0 2ｍ
（1/40）

X=184,465
Y=99,603.5

　１号特殊遺構堆積土
１　黒褐色土　10YR2/3（粘性ややあり、しまりなし、ＬⅣ塊多量）
２　黄褐色土　10YR5/8（粘性あり、しまりなし、ＬⅣ塊極多量）
３　黒褐色土　10YR2/3（粘性ややあり、しまりなし、ＬⅣ塊極多量）
４　黄褐色土　10YR5/8（粘性あり、しまりなし、ＬⅣ塊極多量）
５　褐色土　10YR4/6（粘性・しまりなし、ＬⅣ塊極多量）
６　黒褐色土　10YR2/3（粘性・しまりなし、ＬⅣ塊極多量）

１号特殊遺構

ＳＢ５
Ｐ５

X=184,469
Y=99,598.5

X=184,469
Y=99,603.5

ＳＢ６
Ｐ６ＳＢ６

Ｐ７

Ａ

Ａ
′

1

2
ＬⅣ

ＬⅤ

3

4
5

6

35.00ｍＡ Ａ′

ＬⅢ
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は、図56－１の特徴とＬⅢａ２上面から掘り込まれていることから、縄文時代中期前葉と考えら

れる。� （今　野）

遺構外出土遺物（図57～60、写真40）

縄文時代の遺物を除き、表土や撹乱から出土したものも含めて遺構外から出土した遺物をまとめ

た。遺構外出土遺物は、土師器938点、須恵器215点、陶器２点、瓦20点、土製品２点、鉄製品２点、

鉄滓4,579ｇである。おもにＬⅡから出土している。図57－１は内外面とも入念なヘラミガキと黒

色処理された高台付の土師器杯か椀である。高台は接合面から剝離している。２～４は、ロクロ成

形の土師器杯に墨書が見られるものである。２の墨書は判読できず、人面のようにも見える。３の

墨書は、７・10号土坑および３号溝跡出土の墨書土器と照らし合わせると「南合」である可能性が

高い。４の墨書も「南」の一部とみられる。

図57－５～13は須恵器である。５・６は須恵器壺の口縁部片とみられる。ともに外反し、５は

口唇部が上側に、６は下側につまみ出されている。内面には自然釉が認められる。７は鉢の口縁部

から体部にかけての破片とみられる。口縁部が直立する器形で、体部に突帯が付く。８は長頸瓶の

体部下端の破片である。外面にヘラケズリが、内面にはナデが施されている。９は鉢の口縁部から

体部にかけての破片とみられる。口縁部が緩やかに外反し、口唇部が立つ器形である。10・11は

大型の須恵器甕の口縁部片である。10は口唇部直下には２条の稜が付き、その下位には櫛描きに

よる波状文が描かれている。類似した甕片が、２号建物跡のＰ５から出土している。11は稜を持

たず、波状文の下に多条の平行沈線が巡る。外面には自然釉が見られる。12・13は甕の胴部片で

　１号土器埋設遺構堆積土
１　黒褐色土　10YR3/2
　 （しまりややあり、炭化物多量、焼土粒・骨片少量）

図56　１号土器埋設遺構・出土遺物

1

31.50ｍＡ Ａ′

ＬⅡ
ＬⅢa1

ＬⅢa2 ＬⅢa3

礫

X=184,387
Y=99,674

X=184,386.5
Y=99,673.5

X=184,386.5
Y=99,674

１号土器埋設遺構

Ａ

Ａ′

0 50㎝
（1/20）

２（ℓ１）
長：［1.1］㎝　重：0.2ｇ
幅： 0.9 ㎝　石質：流紋岩
厚： 0.3 ㎝

0 3㎝
（2/3）

１（ℓ１）
底径：（13.9）㎝
器高：［24.0］㎝

0 10㎝
（1/4）
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図57　遺構外出土遺物（１）

１（Ｅ７ ＬⅢ）
器高：［1.4］㎝ ４（Ｅ８ ＬⅢ）

14（Ｅ７ ＬⅡ）
長：3.8 ㎝
幅：1.6 ㎝
厚：1.6 ㎝

15（Ｅ７ ＬⅡ）
長：［4.6］㎝
幅： 4.5 ㎝
厚：［2.5］㎝

３（Ｅ８ ＬⅡ）
底径：（6.4）㎝
器高：［1.4］㎝

２（Ｅ８ ＬⅡ）
底径：（6.4）㎝
器高：［2.0］㎝

７（Ｅ８ ＬⅡ）
口径：（19.4）㎝
器高：［ 5.7］㎝

９（表採）
10（Ｅ７ ＬⅢ）

11（Ｅ８ ＬⅡ）

12（Ｄ５ ＬⅡ）

13（Ｄ５ ＬⅡ）

５（Ｅ８ ＬⅡ）

６（Ｅ８ ＬⅡ） ８（Ｅ８ ＬⅡ）

0 10㎝
（1/3）

＜１～13＞

0 5㎝
（1/2）

＜14・15＞
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図58　遺構外出土遺物（２）

1（Ｆ９ ＬⅠ・撹乱） ２（Ｈ13 ＬⅡ）

３（Ｊ17 ＬⅡ）

４（Ｊ18 撹乱）

５（Ｆ９ ＬⅠ）

６（Ｋ19 ＬⅡ）

７（表採）

８（Ｆ９ ＬⅠ）

９（Ｊ17 ＬⅡ）0 10㎝
（1/4）
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0 20㎝
（1/4）

図59　遺構外出土遺物（３）

４（Ｈ13 ＬⅡ）

１（Ｅ８ ＬⅡ） ２（Ｈ13 ＬⅡ）

３（Ｆ10 ＬⅠ）

５（Ｋ19 ＬⅡ）

６（Ｅ14 ＬⅡ）
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ある。外面には平行タタキ目が、内面にはナデが施されている。14は土錘である。丸い棒状を呈し、

両端が細くなっている。表面には指オサエの痕跡が見られる。貫通孔が穿たれ、孔の径は４㎜であ

る。15は把手状の土製品である。図中下端のアミ点を付して細くなった部分が接合部とみられ、

接合面から剝離している。15の胎土と焼成の特徴は、土師器に近似している。

図58－１～図59－５は平瓦である。厚さとタタキ目には、いくつかの違いが認められる。厚さ

を見ると、図58－１・２・４・７は3.0㎝前後と厚手である。図58－８と図59－５は1.3㎝と薄い。

その他の平瓦は中間的な厚さで、2.0～2.4㎝である。図58－１・３・４・７の割れ口には粘土の繋

ぎ目が観察され、少なくとも２枚の粘土板を重ねてから成形したものとみられる。また３の胎土に

は、最も大きいもので２㎝ほどの小石が含まれている。凸面に施されたタタキ目は、格子状のもの

が大半を占める。格子状タタキ目の凸部分の断面形はテ－ブル状になっているが、図58－７の断

面形のみ山形状である。図58－５と図59－４には回字状のタタキ目が見られる。図58－８のタタ

キ目は、菱形の斜格子状となっている。凹面に残る布目には、目の細かい整ったものと、図59－

１のように目の粗いものとがある。

図59－６～図60－２は丸瓦である。図59－６は８号住居跡の西壁近くから出土している。両端

部と両側面が、一部ではあるが遺存している。長さは40.0㎝、狭端部の幅は12.2㎝である。厚さは

広端部で2.2㎝、狭端部で1.6㎝を測る。凸面には縦方向のナデが、内面には布目と輪積み痕が見ら

れる。側面は面取りされている。表面の色は凸面が橙色、凹面が灰色である。図60－１・２も図

59－６と同様に、凸面にナデ、凹面に布目、側面に面取りが見られる。ただし２のナデは、横方

向に施されている。平瓦、丸瓦ともにその色調は青灰色や灰色のものが少なく、浅黄橙色や褐灰色

のものが多い。また焼きムラも目立つ。図60－３は鉄製の釘とみられる。頭部がくの字に屈曲し、

胴部の断面形は正方形で、先端は欠損している。� （今　野）

図60　遺構外出土遺物（４）

２（Ｋ19 ＬⅡ）

0 10㎝
（1/4）

＜１・２＞

0 5㎝
（1/2）

＜３＞

３（Ｅ８ ＬⅡ）
長：［8.0］㎝
幅： 1.2 ㎝
厚： 0.7 ㎝

１（Ｈ13 ＬⅡ）
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　第７節　遺 物 包 含 層　

遺物包含層の概要（図61～70、写真28～36）

調査区南寄りの谷地において、縄文時代の遺物包含層が確認された。その範囲は、図61に灰色で�

示した。遺物包含層はＫ19グリッドの標高33.0ｍ付近を北端とし、Ｋ23グリッドからＭ24グリッ

ドにかけた標高32.0ｍ付近を南端とする。調査区内における南北の長さは約50ｍ、東西方向の幅

は12～18ｍ、その面積は620㎡である。谷線は北西から南東に下り、調査区内における谷底の標高�

は29.5ｍである。遺物包含層の厚さは、最も厚い箇所で95㎝である。出土した遺物の点数は、縄

文土器54,442点、土製品71点、石器・石製品1,242点などである。その他に、付章第２節で同定結

果を示した動物骨が1,077ｇ出土している。なお、遺物包含層の範囲内とその周辺のＬⅠ・Ⅱから

出土した縄文時代の遺物についても、本節で扱った。出土した縄文土器は、以下のように分類した。

Ⅰ群：早期から前期前葉のもの。

Ⅱ群：前期中葉から末葉に位置づけられるもの。

１類　大木４式に比定されるもの。

２類　大木５ａ式に比定されるもの。

３類　大木５ｂ式に比定されるもの。

４類　大木６式に比定されるもの。

５類　１～４の各類に並行する諸磯式、興津式など他地域に分布の中心があるもの。

６類　前期に属する粗文・地文のみの土器や胴部・底部片など。

Ⅲ群：中期初頭から中葉に位置づけられるもの。

１類　大木７ａ式に比定されるものとこれに並行するもの。

２類　大木７ｂ式、阿玉台式に比定されるもの。

３類　大木８ａ式に比定されるもの。

４類　中期に属する粗文・無文・地文のみの土器や胴部・底部片など。

遺物包含層の堆積土は、図62～65に示した。調査区の東西壁（土層Ａ・Ｅ）および４本の土層観

察用畦（土層Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｆ）において、堆積土の確認を行っている。遺物包含層の堆積土が厚い

谷地の深部においては、基本土層のＬⅢがＬⅢａ、ＬⅢｂ、ＬⅢｃの３層に分かれた。ＬⅢａは、

さらにＬⅢａ１～ＬⅢａ６の６層に細分された。なお土層Ｃ・Ｆにおいては、動物骨を採取するた

め、貝層の調査と同じようなコラムサンプル（カットサンプル）を設定した。本章第１節の「基本土

層」において記述した土層の説明は割愛し、以下に各層の特徴を記す。

ＬⅢａ：炭化物粒と焼土粒を微量含む暗褐色土である。層厚は20～50㎝を測る。谷地の上位にあ

たる遺物包含層の北端と南端付近では、ＬⅢａ１～６が収斂されてＬⅢａとなっている。

土層Ａ・Ｄの観察においては、動物骨の混入は確認できなかった。
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ＬⅢａ１：やや粘性があり、締まった暗褐色土である。粒径が５㎜以下の炭化物を15％、同じ径

の焼土粒を５％、骨片を２％、粒径１～２㎜のＬⅣとみられる黄褐色土粒を７％含んで

いる。その厚さは25㎝前後である。土層Ｃのみで確認し、その範囲は把握していない。

ＬⅢａ２：褐色土を基調とする堆積土である。土層Ｃにおける観察では、粒径が10㎜以下の炭化

物を20％、５㎜以下の焼土粒を７％、骨片を３％、粒径２～３㎜のＬⅣ粒を10％含ん

でいる。層厚は10～40㎝を測り、土層Ｃにおいては斜面の下位より上位の方が厚く堆

積している。

ＬⅢａ３：遺物包含層の中位では、混入しているＬⅣ粒の多寡により、比較的暗い色調の堆積土と、

黄褐色土などの明るい色調の堆積土が、薄く互層を成すように堆積していた。これらを

一括してＬⅢａ３とした。ＬⅢａ３には総じてＬⅣ粒が多量に含まれることから、遺構

検出時には黄褐色土の広がりとして捉えられた。堆積土中のＬⅣ粒の割合は、３～15％

程度のものから50％を超えて堆積土の主体となるものまである。土層Ｃでは５層に、土

層Ｆでは７層に細分している。ＬⅣ粒以外にも、粒径10㎜以下の炭化物が５～15％、

焼土粒が５％以下、骨片が３％以下で混入している。層厚は、最も厚く堆積している土

層Ｂ周辺で45㎝を測る。土層Ｃでは15～20㎝、土層Ｅ・Ｆ周辺では30～40㎝の厚さで

堆積している。

ＬⅢａ４：やや粘性と締まりがある褐色土である。粒径が４～５㎜ほどの炭化物を５％、５㎜以

下の焼土粒を３％、骨片を２％、３㎜以下のＬⅣ粒を３％含んでいる。その厚さは最大

57㎝である。土層ＣではＬⅢａ２同様、斜面上位の方がより厚く堆積していた。

ＬⅢａ５：やや粘性と締まりがあるにぶい黄褐色土である。粒径が５㎜以下の炭化物を５％、５㎜

以下の焼土粒を３％、骨片を２％、５㎜以下のＬⅣ粒を10％含んでいる。その厚さは最

大58㎝である。土層Ｃにおいては、斜面上位の方がより厚く堆積していた。

ＬⅢａ６：やや粘性と締まりがある暗褐色土である。粒径が５㎜以下の炭化物を10％、３㎜以下

の焼土粒を３％、骨片を２％、５㎜以下のＬⅣ粒を５％、白色砂を２％含んでいる。ま

た最大20㎝ほどの礫も少量含んでいた。土層Ｅの観察では谷地中心付近で厚く堆積し、

その厚さは最大32㎝である。また、土層Ｃと接するＫ22ｃグリッド付近から北方へ離

れるに従い、層中に含まれる炭化物とＬⅣ粒が徐々に減少し、粒径も小さくなっていく

状況が観察された。ＬⅢａ６②は、土層Ｅでのみ確認した堆積土である。ＬⅣ塊を40％

含むことから、ＬⅢａ６と分けた。

ＬⅢｂ：粘性・締まりともに弱い黒褐色土である。粒径が３㎜以下の炭化物を２％、１㎜以下の焼

土粒を１％、同じく１㎜以下のＬⅣ粒を２％、小礫を３％含んでいる。土層断面の観察で

は骨片が確認できなかったが、水洗選別の結果では得られている。ＬⅢａ１～６に比べ、

炭化物などの混入物が少なく、粒径が小さい点が特徴的である。その層厚は、10～60㎝

である。ＬⅢｂ②は土層Ｅのみで確認した。ＬⅢｂに比べ若干明るい色調で、ＬⅣ粒を２％
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含んでいる。遺物包含層南西端の斜面にのみ堆積していた。

ＬⅢｃ：礫を50％含む黒褐色土である。礫は最も大きいもので30㎝ほどである。遺物包含層が形成�

された谷地の深い部分に広く堆積している。土層Ｃにおいては15～34㎝の厚さで堆積し、

その下位はＬⅣｂとなっている。ＬⅢｃから遺物は出土していない。

ＬⅢａ２～６・Ⅲｂの堆積範囲と、縄文土器のグリッドごとの出土点数を図66・67に示した。

薄い灰色で示した部分が遺物包含層の範囲、濃い灰色で示した部分が該当する各層の範囲である。

遺物包含層の調査を開始した当初は、ＬⅢａを細分せずに遺物を取り上げた。特に土層Ｃより南側

では、ＬⅢａを細分する以前に堆積土の大部分を掘削している。ＬⅢａを細分する以前に取り上げ

た土器片のグリッドごとの出土点数については、図66の左上に示した。また、特に遺物が集中し

て出土したグリッドにおいては、序章第６節「調査方法」で先述したように５ｍ四方の小グリッド

で取り上げた遺物がある。図66・67では、大グリッドで取り上げた土器片数はゴシック体の大き

な文字で、小グリッドで取り上げた土器片数は明朝体の小さな文字で示している。例えば、ＬⅢａ

のＬ21グリッドにおける大グリッドで取り上げた土器片の点数は987点、小グリッドのＬ21ａグ

リッドで取り上げた土器片の点数は147点である。

各層の堆積範囲と遺物の出土分布を見ると、ＬⅢａ２は谷地の深い部分に堆積している。遺物

は、谷線より北に寄ったＫ・Ｌ21グリッドおよびＬ22ａ・ｂグリッドからまとまって出土してい

る。特にＬⅢａ２上面では完形品に近い土器や器形が復元可能な大型の破片が多く、土器片は斜面

に沿って幾重にも重なるように出土している。その状況を図68、写真34・35に示した。図68に示

した土器の分類と遺物番号は以下の通りである。

Ⅲ群１類：図129－３、図133－１、図136－１・２

Ⅲ群２類：図163－１～３、図164－１、図165－１・２、図167－１、図168－１、図169－１、

図170－１・２、図171－１、図173－２・４、図174－３・４、図176－２・３、図

177－１～３、図178－１、図179－１・９、図180－４、図184－３、図185－２

Ⅲ群４類：図195－２、図196－２～４、図197－１・２、図198－５、図199－４・６、図200－１・

４・６・８～10、図201－１・３、図202－１・10

出土した完形品に近い土器や大型片はⅢ群２・４類が大多数を占めている。この中で、図171－

１は、Ｌ21ｄグリッドから横位に潰れた状態で出土している。また図200－９・10は、９が10の

内側に重なった入れ子の状態で伏せられたように出土した。

ＬⅢａ３も、ＬⅢａ２と同様に谷地の深い部分に堆積していた。遺物が多く出土する範囲はＬⅢ

ａ２と異なり、谷地の深部から南側の斜面にかけてである。特にＫ・Ｌ22グリッドからは、比較

的大きな破片がまとまって出土した。その出土状況を図69、写真36ａ・ｃに示した。図69に示し

た土器の分類と遺物番号は以下の通りである。

Ⅲ群１類：図126－１、図130－２、図131－１～３、図132－１、図151－８、図152－２、図

155－５、図156－22、図157－１
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図62　遺物包含層土層図（１）
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図63　遺物包含層土層図（２）
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図64　遺物包含層土層図（３）
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Ⅲ群４類：図190－４、図191－２・５、図192－２・３・４・６、図193－１・４・５、図194－２、

図199－1、図201－４、図206－19、図211－11

小型土器：図212－７・12・13

ＬⅢａ４は、谷線より南側の斜面地であるＫ・Ｌ22グリッドで確認した範囲が限定的な土層で

ある。ＬⅢａ５も、谷線より南側の斜面上位にあたるＫ22グリッド付近に堆積している。Ｋ22ｂ

グリッドにおけるＬⅢａ５の遺物出土状況を図70上段と写真36ｄに示した。その分類と遺物番号

は以下の通りである。

Ⅱ群４類：図84－６　� Ⅱ群６類：図115－２、図116－４

Ⅲ群１類：図125－１　� Ⅲ群４類：図190－６

図65　遺物包含層土層図（４）

　遺物包含層土層（Ｆ－Ｆ′）
ＬⅡ Ｃ－Ｃ′と同一
ＬⅢa2① 褐色土　10YR4/6（粘性強、しまりあり、炭化物粒・ＬⅣ粒極多量、焼土粒・骨片少量）
ＬⅢa2② 暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまりややあり、炭化物粒・ＬⅣ粒多量、焼土粒・骨片少量）
ＬⅢa3① Ｂ－Ｂ′と同一
ＬⅢa3② Ｂ－Ｂ′と同一
ＬⅢa3③ にぶい黄褐色土　10YR5/4（粘性強、しまりあり、炭化物粒少量、焼土粒多量、ＬⅣ粒極多量、骨片微量）
ＬⅢa3④ 暗褐色土　10YR3/4（粘性・しまりややあり、炭化物粒・ＬⅣ粒多量、焼土粒・骨片少量）
ＬⅢa3⑤ 黄褐色土　10YR5/6（粘性強、しまりあり、炭化物粒・骨片少量、焼土粒微量、褐色土粒極多量）
ＬⅢa3⑥ 褐色土　10YR4/4（粘性・しまりややあり、炭化物粒・ＬⅣ粒多量、焼土粒・骨片少量）
ＬⅢa3⑦ Ｅ－Ｅ′と同一

ＬⅢa4 Ｃ－Ｃ′と同一
ＬⅢa5 Ｃ－Ｃ′と同一
ＬⅢb Ｂ－Ｂ′と同一
ＬⅢc Ｂ－Ｂ′と同一

　表２　動物骨出土量一覧
コラムサンプルＡ コラムサンプルＣ 層位 骨（ｇ） ％

№ 層位 骨（ｇ） № 層位 骨（ｇ） ＬⅠ 29.4� 2.7�
Ａ１

ＬⅢａ5

3.5 Ｃ１
ＬⅡ

1.2 ＬⅡ 1.2� 0.1�
Ａ２ 2.2 Ｃ２ －� ＬⅢａ 47.6� 4.4�
Ａ３ 1.8 Ｃ３

ＬⅢａ1

0.4 ＬⅢａ1 62.1� 5.8�
Ａ４ 4.7 Ｃ４ 1.4 ＬⅢａ2 92.1� 8.5�
Ａ５ 6.7 Ｃ５ 2.7 ＬⅢａ3 433.0� 40.2�
Ａ６ 8.4 Ｃ６ 2.2 ＬⅢａ4 113.9� 10.6�
Ａ７

ＬⅢａ6
15.8 Ｃ７ 1.8 ＬⅢａ5 145.3� 13.5�

Ａ８ 8.6 Ｃ８
ＬⅢａ2

14.8 ＬⅢａ6 110.7� 10.3�
Ａ９

ＬⅢｂ
5.3 Ｃ９ 12.4 ＬⅢｂ 41.9� 3.9�

Ａ10 0.9 Ｃ10 11.6 合　計 1077.2� 100.0�
合　計 57.9 Ｃ11

ＬⅢａ3
11.5

Ｃ12 22.8

※サンプルの寸法は、長50㎝×幅50㎝×厚
５㎝を基本としている。

コラムサンプルＢ Ｃ13 ＬⅢｂ 13.7
№ 層位 骨（ｇ） 合　計 96.5

Ｂ１ ＬⅢａ2 5.6
Ｂ２ ＬⅢａ3 1.9
Ｂ３

ＬⅢａ4

7.8
Ｂ４ 9.7
Ｂ５ 27.1
Ｂ６ 13.8 コラムサンプルＤ
Ｂ７ 16.8 № 層位 骨（ｇ）
Ｂ８

ＬⅢａ5
11.6 Ｄ１ ＬⅢａ2② 1.8�

Ｂ９ 6.3 Ｄ２ ＬⅢａ3①②⑤ 24.7�
Ｂ10 10.7 Ｄ３ ＬⅢａ3⑥ 24.1�
Ｂ11

ＬⅢｂ
5.2 Ｄ４ ＬⅢａ3⑦ 30.2�

Ｂ12 4.4 Ｄ５ ＬⅢｂ 9.4�
合　計 120.9 合　計 90.2�



96

第１章　調 査 成 果

図66　遺物包含層出土土器分布図（１）
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図67　遺物包含層出土土器分布図（２）
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　表３　分類別・層位別縄文土器片出土点数

Ⅱ群 Ⅲ群

１類 ２類 ３類 ４類 １類 ２類

層位

ＬⅢａ2 6� 18� 19� 72� 198� 1,745�

ＬⅢａ3 25� 33� 71� 499� 1,170� 81�

ＬⅢａ4 5� 3� 3� 65� 99� 1�

ＬⅢａ5 13� 7� 18� 145� 100� 0�

ＬⅢａ6 25� 32� 23� 533� 140� 2�

ＬⅢｂ 25� 22� 34� 241� 64� 2�
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図68　Ｋ・Ｌ21グリッドＬⅢａ2遺物出土状況
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また、図70中段および写真36ｆ・ｇには、Ｋ22ｃ・Ｌ22ｄグリッドの遺物出土状況を示した。

その分類と遺物番号は以下の通りである。

Ⅱ群１類：図71－１　� Ⅱ群４類：図83－３・４

Ⅱ群６類：図112－２、図119－８、図122－３、図123－３

小型土器：図213－１

ＬⅢａ６は、斜面上位にあたる調査区西際のＫ21・22グリッド付近に堆積していた。図70の下

段と写真36ｅには、比較的大きな破片がまとまっていたＫ22ｂにおける出土状況を図示した。そ

の分類と遺物番号は以下の通りである。

Ⅱ群４類：図82－１、図83－２、図89－７、図91－８、図93－19、図97－１

Ⅱ群６類：図111－５、図121－２

ＬⅢｂは、遺物包含層の南北端を除くほぼ全域に堆積していた。遺物は、調査区内における斜面

中位のＫ21ｂ・ｃグリッドや、谷線より南側のＫ22ｂ・Ｌ22ａグリッドから比較的多く出土して

いる。

図69　Ｋ・Ｌ21・22グリッドＬⅢａ3遺物出土状況
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図70　Ｋ・Ｌ22グリッドＬⅢａ5・6遺物出土状況
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表３には、各層から出土した群類ごとの点数を示した。有文の土器片のみを数え、細別が難しい

胴部片や粗文・無文のもの、底部片は含めていない。また、出土数が少ないⅠ群・Ⅱ群５類・Ⅲ群

３類の破片数は割愛した。表３に示した点数は、遺物包含層から出土した土器片数の約１割である。

これを見ると、ＬⅢａ２からの出土土器片数はⅢ群２類が大多数を占め、Ⅲ群１類がこれに次ぐ出

土数である。この状況は、図68に示した大型片の出土状況と一致している。ＬⅢａ３ではⅢ群１

類が大多数を占め、これに次ぐのはⅡ群４類である。ＬⅢａ４においてもⅢ群１類が最も多く、Ⅱ

群４類がこれに次ぐが、ＬⅢａ３に比べるとその差は僅差と言える。また、ＬⅢａ４以下からのⅢ

群２類の出土数は皆無に近い。ＬⅢａ５からＬⅢｂにおいては、Ⅱ群４類が最も多く出土し、Ⅲ群

１類がこれに次いで多い。また層位間における遺物の接合関係を見ると、Ⅱ群５類の図109－４は、

ＬⅢａ３～５・Ⅲｂから出土した破片が接合している。他にもⅢ群１類の図128－１はＬⅢａ２・３・

５、同図３はＬⅢａ３・６、同図４はＬⅢａ３・５から出土した破片が接合している。

ＬⅢａ１～６は、丘陵上の平坦地におけるＬⅢと異なり総じてＬⅣ粒が多く、多量の炭化物や焼

土粒が含まれている層が大半を占める。多くの遺物や食物残滓とみられる骨片が出土することから、

ＬⅢａ１～６は人為的な堆積土である可能性が高い。土層Ｃにおいては、ＬⅢａ２・４・５が斜面

下位より上位の方が厚く堆積している不自然な堆積状況にあることも、人為的な堆積土であること

に起因すると考えられる。ＬⅢｂについては、ＬⅣ粒などの混入物は比較的少ない。ただし遺物と

骨片が少なからず出土していることから、やはり人為的な堆積土と考えられる。

以上のことから遺物包含層の形成過程をまとめると、土層観察の結果と遺物の出土状況から見

て、ＬⅢｂ～ＬⅢａ４は前期後葉から中期初頭にかけての堆積土と推察される。ただし、いわゆる

プライマリーな状態とは言い難い。遺物を包含する最も下層のＬⅢｂやＬⅢａ６からはⅡ群４類が

多く出土することから、遺物包含層の形成は前期末葉に本格化したものと推察される。Ⅲ群１類が

多く出土するＬⅢａ３は、中期初頭の堆積土と考えられる。ＬⅣ粒を多く含むことから、この時期

に最も盛んに丘陵上の土が谷地へ廃棄され、遺物包含層の形成が進んだものとみられる。また、Ｌ

Ⅲｂ～ＬⅢａ４からはⅢ群１類が相当数出土し、かつＬⅢａ３からⅡ群１～４類が少量ながら出土

している。このことから、中期初頭に一旦谷地に堆積した土が再度動かされるような何らかの行為

が行われたものと考えられる。

ＬⅢａ２は、表３に示した分類別出土数と大型片が密に出土している状況から、中期初頭から中

期前葉にかけての堆積土と考えられる。Ⅲ群２類はＬⅢａ４以下からほとんど出土せず、また図

163～188に示したＬⅢａ２出土のⅢ群２類が他層から出土した破片と接合した例はない。このこ

とから、ＬⅢａ２の堆積後は比較的プライマリーな状態が保たれたものと考えられる。中期中葉以

降は、遺物包含層の形成は止まったかに見える。Ｊ18やＫ19グリッドのＬⅡからⅢ群３類が比較

的まとまって出土する程度で、これ以降の縄文時代の遺物は認められない。

動 物 骨（表２・７）　

遺物包含層からは動物骨が1,077ｇ出土している。表２にコラムサンプルから得られた動物骨と、
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手で拾い上げたものも含めた各層ごとの動物骨の出土量を示した。序章第６節「調査方法」でもふ

れたように、コラムサンプルを土層Ｃに３箇所（Ａ～Ｃ）、土層Ｆに１箇所（Ｄ）設定した。コラム

の寸法は50㎝角とし、コラムサンプルＡ～Ｃに関しては厚さ５㎝で機械的に輪切りにした。輪切

りにした堆積土を１単位とし、上位からＡ１～10というように番号を付けた。コラムサンプルＤ

に関しては、層位を意識してＤ１～５に分割した。サンプルは、10㎜メッシュの篩を用いて乾ぶる

いした後、ザルと１㎜メッシュの篩で水洗選別を行い、動物骨を採取した。

動物骨の同定結果は、付章第２節の表７に示した。同定した資料数が少なかったこともあり、出

土層位ごとの同定結果の偏りといった有機的な関係は見出せなかった。表２に示したコラムサンプ

ルＡ～Ｄの集計結果を見ると、ＬⅢａ２より上位やＬⅢｂに比べ、ＬⅢａ３～６からの出土量が多

い傾向が窺える。この傾向は、手で拾い上げた動物骨も含めた層位ごとの出土量ではより顕著であ

る。各層の土量が異なることから単純な比較はできないが、ＬⅢａ３からの出土量が全体の約４割

を占め、他層に比べ著しく多い。ＬⅢａ４～６からの出土量も、堆積範囲が狭いにも関わらず各々

全体の１割を超えている。下層から順を追えば、ＬⅢｂでは少なかった出土量がＬⅢａ６以降増加

し、ＬⅢａ３でピークを向かえ、ＬⅢａ２以降減少するといった推移を辿るように見える。

このような動物骨の出土量の推移は、表３に示したⅢ群１類土器の各層からの出土数の推移とよ

く似ている。このことから、表２の結果は中期初頭に動物骨の廃棄が盛んに行われた可能性を示す

傍証と考えている。また、中期初頭に遺物包含層の形成が最も進んだとみられる土層観察の結果と

も一致している。

縄文土器

Ⅰ群土器（図73）

図73－１～７が該当する。１には、半裁竹管状工具の凹面（以下、半裁竹管と記す）を用いた横

位の平行沈線と角張った棒状工具の先端による連続刺突が施されている。２は、細隆起線によって

区画された無文帯と、充填的に用いられた条線文が特徴的である。３・４・６には、横位の羽状縄

文が施されている。内面には横ナデによる線状痕が見られる。５は外面に０段多条縄文、内面に条

痕文が認められる土器である。７は半裁竹管を用いた連弧文と、同じ工具の先端による刺突列が特

徴的である。なお、２～７の胎土には繊維混和痕が確認でき、特に７では顕著に認められる。各土

器片の特徴から、１は田戸下層式、２は鵜ヶ島台式とみられる。３～６は早期末葉から前期前葉の

土器とみられる。７は大畑Ｇ式かこれに並行する時期の土器であろう。

Ⅱ群土器

１　類（図71・73・74、写真41・42）

図71－１～４と図73－８～図74－20が該当する。１類は、粘土紐の貼付けや小波状の口縁が特

徴的である。図71－１は頸部がなく、球形状の胴部がそのまま内湾して口縁に至る器形である。

小波状の粘土紐と、これに沿わせた２本一組の粘土紐が口縁を巡る。粘土紐は胴部上半にも、間隔
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を空けて縦方向に貼り付けられ、波状文や渦巻文が表されている。内面には丁寧な横ナデが施さ

れ、ハケメ状の条線が顕著に残る。

同図２は、口縁部が緩やかに外反して開く。口縁に逆Ｖ字状の突起が４単位で貼り付くものとみ

られる。３は胴部が外傾して開き、口縁部で立ち上がる。口縁部は指先で押さえられ、通常の波状

口縁のような縦方向ではなく、横方向に小さく波打っている。内面には横ナデが施され、光沢はな

い。４は、直線的に開くバケツのような器形と推定される。口縁部直下に、太く短い２本一組の粘

土紐が等間隔で貼り付けられている。

図73－８～24は、図71－１に近似した細い粘土紐を貼り付け、波状文などが表されたものであ

る。同図25～29は、口唇部と加飾された粘土紐との隙間が撫でつけられている。Ⅱ群２類に多用

される鋸歯状装飾体に近い装飾だが、粘土紐が２類に比べ細く波状を成すため１類とした。同図

30～図74－２は、図71－３のように口縁部が横方向の小波状を成すものである。このような小波

状の口縁部は、波状の粘土紐の貼付文を簡易に表現したものと推察される。このうち図73－31は、

頸部に平行沈線と半裁竹管による刺突列が施されている。図74－４・５は、口唇部に指先を用い

たとみられる楕円状の圧痕が連続的に加えられている。

図74－６～16には、細い粘土紐により幾何学的な文様や梯子状の文様が描かれたものを示した。

13の粘土紐には円形の刺突が、15・16には刻みが加えられている。17は、口縁部に円形刺突が施

されたものである。18・19には沈線文が見られる。特に18は非常に細い沈線により、同図７に類

似した幾何学的な文様が描かれている。20は口唇部に短い貼付文が施されている。

２　類（図71・74～78、写真43）

図71－５、図74－21～図78－４を本類とした。本類は、鋸歯状を成す粘土紐の貼付けや沈線文

が特徴的である。本類の器形には、図71－５のように胴部が膨らみ、頸部が緩く括れて口縁部が

外反するものと、頸部がなく胴部から口縁部まで直線的に開くか緩く外反して開くものがあると推

察される。また本類の地文は横位の縄文が大半を占め、図75－５・７・21のような撚糸文も見ら

れる。器面の色は暗褐色や褐色のものが目立ち、稀に赤褐色や黄橙色のものも見られる。文様や器

形の特徴からａ～ｃ種に細分した。

【ａ種】ドーナツ形の突起や鋸歯状装飾体が付くものと、粘土紐による鋸歯状の貼付文が認められ

る土器である。図74－21～図75－27が該当する。図74－21～24はドーナツ形の突起が付くもの

である。22の突起には刺突が加飾され、22～24の口縁部には粘土紐の貼付文が見られる。図74－

25～図75－９は、太い粘土紐による鋸歯状の装飾が付くものである。このうち５は粘土紐上にも

地文が、９には刺突文が施されている。本類の鋸歯状装飾体は、１類の波状の粘土紐が口唇部に乗

るように貼り付いているのに対し、口縁部に貼り付くように立ち気味に付く傾向がある。図75－

10～27には、粘土紐による鋸歯状の貼付文が見られる。粘土紐は、細かく切って貼り付けられて

いる。鋸歯文は横位に１～３条施されるものが目立ち、19・20のように上下を直線的な貼付文で

区画するものや、25のように縦方向にも鋸歯文を施したものがある。10は台形状の突起で、口唇



104

第１章　調 査 成 果

部に楕円形の刺突が施されている。

【ｂ種】沈線文が描かれた土器で、図76－１～図77－15が該当する。地文上に横位の鋸歯文が重

層的に描かれたものが多い。図76－13は、無文地の口縁部に粗雑な鋸歯文が描かれている。同図

23の鋸歯文が集まる交点には、円形の貼付文がある。図77－３は上下の鋸歯文を弧線で繋いでい

る。それ以外の文様には、図76－12の連弧文や、同図26の山形突起に描かれた斜格子文、図77－

４に見られる縦長の楕円文、同図５の重菱形文がある。同図６～８は頸部に数条の平行沈線が巡る。

11～15は縦長の貼付文が見られる土器である。これらには山形突起の頂点に付く12～14と、一対

の貼付文が胴部に付く11・15とがある。

【ｃ種】刺突により文様が描かれた土器である。図71－５、図77－16～図78－４が該当する。図

71－５は、頸部がわずかに括れて口縁部が緩やかに外反する器形の深鉢である。口唇部直下に、

角張った棒状工具の先端で施した刺突列が巡っている。頸部には、半裁竹管による刺突列が平行す

る。地文は横位のＲＬである。口縁部の内面には、指で押さえた痕跡が残されている。胴部には、

横ナデが加えられた際の砂粒による線状痕が見られる。

図77－16は、口縁部に角棒状工具の先端で３条の刺突列を巡らせている。同図17～19は同一個

体とみられ、頸部に押引文に近い２条の連続刺突を加えている。同図20・22・23・25は無文地の

口縁部に、半裁竹管による刺突列を描いている。このうち25は内外面に入念なミガキが加えられ

ている。図77－21・24の刺突には、円形の工具が用いられている。図78－１・２はＣ字形の刺突

列が描かれ、このうち１の口唇部直下には短沈線が並ぶ。図78－３は山形の、同図４は円形の突

起部で円形の刺突により加飾されている。

３　類（図71・72・78～81、写真41・44・45）　

図71－６～図72－４、図78－５～図81－23が該当する。文様の特徴からａ～ｄ種に分けた。

【ａ種】口縁に鋸歯状の装飾体や連続する刻みがなく、細い粘土紐の貼付けにより鋸歯文が描かれ

た土器である。図78－７～13が該当する。２類と同様に、粘土紐を短く切って貼付け、鋸歯文を

表している。２類より鋸歯の間隔が詰まったものを本類とした。図78－７は、大きな半円形の突

起とみられ、突起には貫通孔がある。８はやや肥厚した口縁部片である。口唇部直下に２本の平行

する粘土紐を巡らし、粘土紐には細かい間隔で爪形文を加えている。９～11は同一個体である。

波状口縁の深鉢片とみられ、口縁部に鋸歯文が貼付けられている。11には垂下する粘土紐と円形

の貼付文が見られる。12・13は円形の刺突が加えられた隆帯が特徴的である。12は鋸歯文の下端

を、刻みを加えた粘土紐で区画している。

【ｂ種】口縁に鋸歯状の貼付文や刻みがなく、頸部・胴部に沈線文が描かれた土器である。図71－７、

図72－１、図78－14～17、図81－18～23が該当する。図71－７は胴部がやや膨らみ、頸部が緩く括

れて口縁部がわずかに開く器形である。口縁部は若干肥厚し、低い山形突起が４単位で付く。頸部

と胴部上半を沈線で区画し、その中に斜格子文を描いている。胴部下半には、楕円文と斜線が描か

れている。図72－１は、直立気味の胴部下半から胴部上半が大きく膨らみ、口縁部が外折する器形
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である。図71－７と同様、頸部から胴部上半を沈線で区画し、その区画線に沿って相対するように

弧文と三角文が交互に描かれている。無文の口縁部と内面には入念なミガキが施されている。

図78－14・15は、複合口縁状にやや肥厚した口縁の下に平行沈線で波状文が描かれている。同

図16は押引沈線文で上下が区画された中に、波状文が見られる。17は口縁部がやや肥厚し、対弧

文が描かれている。図81－18～23の胴部片は、図71－７や図72－１、図78－17に近似し、平行

沈線で対弧文や波状文が描かれている。

【ｃ種】口縁に鋸歯状の装飾体を有する土器である。図78－18～図79－７が該当する。２類より

鋸歯の間隔が密なものを本類とした。本類の鋸歯状装飾体は、２類よりさらに口縁部に貼り付くよ

うに立つ傾向が窺える。図79－３は鋸歯文の谷部分が細長い刻みに変化し、ｄ種に近い。同図５・

７は口唇部に刻みを加え、口縁部下端は三角形に切り欠いて鋸歯状に表している。胴部文様を見る

と、図78－21にはａ種の粘土紐の貼付による波状文がある。同図22には連続刺突文が描かれてい

る。同図23～図79－５には沈線による鋸歯文が、図79－６には対弧文が見られる。

【ｄ種】口唇部や口縁部下端に、刻みや刺突列が施された土器である。図71－６、図72－２～４、

図78－５・６、図79－８～図81－17が該当する。本種を特徴づける刻みや刺突列は、鋸歯状の装

飾体から退化したものと推察される。立体的な装飾体から、平板な刻みの入った口縁部への変化は

漸移的である。

図71－６は、胴部から口縁部にかけて緩やかに外反して開く器形である。口唇部の上下端がや

や肥厚し、そこに連続的な刻みが加えられている。口縁部の直下には横位区画の文様帯があり、細

い粘土紐により鋸歯文や弧文が描かれている。内面には丁寧なミガキが施され、胎土中には白色の

砂粒が目立つ。図72－２は、胴部がやや膨らみ、頸部が緩く括れて口縁部が開く器形である。口

縁は小波状に成形され、口縁部下端には円形竹管状工具によって楔形の刺突を加えている。頸部の

狭い文様帯には、半裁竹管によって鋸歯文を食い違うように描き、連続する菱形文を表している。

同図３は頸部がわずかに括れる器形の、大型の深鉢片である。口縁に双頭の山形突起が付く。口縁

部は若干肥厚し、その下端の頸部との段差部分に、粗く縦方向の刻みが施されている。胴部には補

修孔が穿たれている。胎土中には小石が目立つ。同図４は、直線的に開くバケツ形である。３同様、

やや肥厚した口縁部の下端にのみ、刻みが加えられている。胴部には、横回転の結節回転文が認め

られる。口縁部と内面には、入念なミガキが施されている。

図78－５・６、図79－８～図80－２は、口唇部と口縁部下端のいずれにも刻みまたは刺突が加

えられたものである。図78－５・６は同一個体とみられる。ごく小さな台形状突起が付き、口縁

部には間隔を空けて孔がある。孔は小さく、貫通孔と盲孔とがある。口縁部直下には、２本の粘土

紐で区画された中に細かい鋸歯文が表されている。図79－13は、刺突を加えた縦長の貼付文が特

徴的である。同図14・16は山形突起である。21は口唇部を横方向の波状に細かく折り曲げ、口縁

部下端には円形の刺突を加えている。図80－１は頸部に、斜めに刻みを入れた低い隆帯が付く。

図80－３～５は、口唇部のみに刻みが加えられている。３の無文地の口縁部には、細い沈線で
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粗雑な鋸歯文が描かれている。図80－６～図81－17は、口縁部下端にのみ刻みや刺突が加えられ

た土器である。図80－27には、同図１のような刻みが施された低い隆帯が見られる。図81－２の

刻みには、ＬＲの縄文原体が用いられている。同図３・４は口縁部の上寄りが厚くなり、４類の

可能性がある。８・９は口縁部下端の刺突列が口縁から独立し、半ば頸部の隆帯と化している。

14～17の刺突には半裁竹管の先端が用いられ、Ｃ字状や矢羽状をなしている。ｄ種の胴部文様に

はａ～ｃ種と同じく、沈線による波状文や鋸歯文、弧線文、平行沈線文がある。粘土紐の貼付文が

見られるのは、図78－５・６のみである。図79－15は、押引文に近い刺突列で文様が描かれている。

胴部が地文のみの粗製的な土器も目立つ。

４　類（図82～108、写真46～61）　

図82－１～図107－１～６・８～図108－20を本類とした。口径を復元した土器から本類の器形

を見ると、胴部が膨らみ口縁部が外反して開くものを基調とする。３類に比べ頸部の括れが強く、

口縁部が大きく開く傾向がある。図82－２のように胴部が丸く膨らみ底部に向かって窄まる球胴

形と、図88－２・３のような長胴形がある。胴部の地文は横回転が大多数で、結節回転文が散見

される。器形の特徴や文様からａ～ｋ種に分けた。

【ａ種】口縁部が肥厚し、頸部に斜めの刻みを加えた樽の箍を思わせる隆帯（以下、箍状隆帯と記す）

が巡る土器である。図82－１～３、図85－３～５、図89－１～図90－13を本種とした。図82－

１は胴部の膨らみが弱い。口縁には高さのない山形突起が５単位で付く。同図２は球形の胴部を有

し、箍状隆帯には縄文原体により刻みが施されている。同図３は口唇部が大きく外反し、扇形にな

る突起が特徴的である。１～３とも胴部は地文のみである。

図85－３は４単位の波状口縁とみられ、波頂部からは短い突起が垂下する。波頂部間の口縁に

も、小さな一対の貼付文が付く。複合口縁状に肥厚した口縁部の上下端には、３類ｄ種に見られた

縦長の刻みが施されている。胴部上半には、箍状隆帯と沈線で区画された幅の狭い文様帯がある。

文様帯は、円形の貼付文を伴う２本の粘土紐によって縦方向にも４分割され、区画内には沈線によ

る鋸歯文が描かれている。口縁部の刻みや粘土紐の貼付けは３類と共通する文様要素である。しか

し、胴部が球形なこと、口縁部が大きく外反すること、口縁部が顕著に肥厚するといった器形の特

徴から本類に含めた。同図４・５は、平口縁の球胴形の深鉢である。４の胴部には上下幅の狭い文

様帯内に鋸歯文が描かれている。５の胴部には菱形文が描かれ、それを平行沈線で繋いでいる。５

は他の土器に比べ、胎土中に小石が目立つ。

図89－１～図90－５は、図82－１・２のように地文のみの破片である。口縁部の形態には平縁

と、図89－１・２のような山形突起や同図８のような台形状突起が付くものがある。８は隆帯が

低く、２条の爪形文が並ぶ。14・15には、縄文原体で刻んだ隆帯が２条付く。図90－６～13は有

文の破片である。６は山形突起の直下に円形の突起が付く。７・８は口縁部に、９・10は胴部に

爪形文が見られる。11は口縁部に粘土紐で弧線を描き、円形の貼付文を施している。12は山形の

波状口縁で、箍状隆帯と沈線で区画された幅の狭い文様帯に波状文が描かれている。13も波状文
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が重層的に描かれ、その下位にさらに鋸歯文や円形の貼付文、短い凹線文が見られる。

【ｂ種】肥厚した口縁部の下端に、三角形の切り欠きや楕円形の押捺文が施されたものである。図

82－４～図83－１、図91－１～11が該当する。器形はａ種同様、胴部が膨らみ口縁部が開くも

のが多い。図82－５と図83－１は頸部の括れが比較的弱く、長胴形になるものと推測される。図

91－６は内湾した胴部が開くことなく口縁に至る器形である。同図８は直線的に開くバケツ形に

なるものとみられる。

図82－４・５の口縁部下端には、指先で押し窪めたとみられる円形の押捺文が並ぶ。その他の

土器には、切り欠きによる三角文が並んでいる。図83－１には、大きな切り欠きが間隔を空けて

施されている。胴部文様は地文のみのものが多い。図91－９・10は同一個体とみられ、連続爪形

文を頸部に描き、楕円形の貼付文が見られる。11は浮線文に連続爪形文を沿わせている。

【ｃ種】肥厚した幅の狭い口縁部もしくは複合状の口縁部に、刻みや隆帯、特徴的な突起が付くも

のを本種とした。図83－２～図84－１～３・６、図85－２、図87－２、図88－１・４・６、図

91－12～図94－24が該当する。図83－２は長胴形になるものとみられ、口縁に円形の突起が付く。

同図３は波状口縁の球胴形で、波頂部に丸い瘤状の貼付文が、その下には円形の貼り瘤がある。４

はほぼ完形の土器である。胴部中位がわずかに括れて口縁に向かって直線的に開く、本類では他に

見られない器形である。口縁部の形態はごく緩やかな４単位の波状口縁である。波頂部を隆帯で囲っ

た横長の楕円形突起が特徴的である。５は胴部上半が張り出すように膨らみ、口縁部が強く外折す

る器形である。口縁には馬蹄形の突起が付き、突起脇の口縁には刻みが入る。

図84－１は胴部の膨らみと頸部の括れが弱い器形で、口縁から太く短い一対の隆帯が垂下する。

同図２は胴部上半が膨らみ、幅の狭い口縁部が外折する器形である。口縁部には縦の隆帯が間隔を

空けて全周する。同図３は口縁に図83－４に似た横長の低い突起が付き、その両脇に短い粘土紐

の貼付文が並んでいる。６は図83－５と同様の器形で、口縁部には短い一対の隆帯が付く。胴部

上半には半裁竹管により、弧文と鋸歯文を組み合わせた文様が描かれている。図85－２は、球胴

形で緩やかな波状口縁を呈し、隆帯で囲った横長の突起が付く。胴部上半には、図84－６に似た

鋸歯文を組み合わせたような文様が描かれている。

図87－２は胴部の中位が大きく膨らみ、口縁部の外折が弱い器形である。口縁部より厚みを増

した高さの低い突起に、縦方向の短沈線が加えられている。また頸部には爪形文が回る。図88－

１の波頂部は刻みが入れられ、多頭状を成している。同図４は胴部が直線的にわずかに開き、口縁

部が若干外反する器形である。口縁部には一対の短く太い隆帯が垂下する。同図６は、太い粘土紐

による複雑化した隆帯が口縁部を巡る土器である。隆帯には縄圧痕が施されている。胴部には鋸歯

文と丸い貼り瘤が見られる。

図91－12～図94－24は破片資料である。図91－12～17は、平口縁に刻みや短沈線が加えられ

ている。同図18～図92－19は山形突起もしくは山形の波状口縁を有する土器である。突起部が肥

厚し、突起の頂部に刻みが加えられるものが多い。図92－10～13・16には円形または楕円形の貼
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り瘤が見られる。同様の貼り瘤は、図93－12・13にも認められる。図93－１～７には、図83－２

に見られたような円形の突起や盲孔が付く。図93－８は、小波状口縁の波頂部を窪ませている。

９～11は口縁部に盲孔を並べている。

図93－14～図94－１の口縁部には、図84－１と同様の短い縦の隆帯が付く。図93－19の頸部

には箍状隆帯が付き、20の口縁部下端には連続的な刻みが入る。図94－２～24は、図83－５に見

られた馬蹄形の突起や図83－４に似た隆帯で囲った波頂部、図88－６のような複雑化した太い隆

帯などが見られる土器である。このうち、図94－12・14・16の波頂部を囲う隆帯には刻みが入る。

18・19・23は、隆帯に連続爪形文が施されている。21は突起部を縄圧痕で加飾している。24には

結節浮線文が見られる。

【ｄ種】口縁部が肥厚し、比較的簡素な文様が横位に展開する土器である。図84－４・５、図85－

１、図86－１・２、図87－１・５、図88－５、図95－１～図98－４を本種とした。図84－４は

胴部が緩く内湾して口縁に至る器形である。複合口縁を成し、口縁部の地文上に鋸歯文が描かれて

いる。同図５は口唇部が連続的に押し窪められて小波状を呈し、頸部に波状文が巡る。図85－１

は頸部の括れが弱い器形である。頸部直下の上下幅の狭い文様帯に、１本描きの沈線で斜格子文が

描かれている。図86－１は内湾する器形で小波状口縁の小型土器である。波頂部で連結する連弧

状の隆帯が巡り、隆帯と口唇部には刻みが入る。胴部には３条の連続爪形文が巡っている。同図２

の胴部片には、連続爪形文により大きな鋸歯文が描かれている。図87－１は、ほぼ直線的に開く

胴部から口縁部が弱く外反する。同図５は丸く膨らむ胴部片である。１・５とも器形は異なるもの

の、頸部に連続爪形文が巡る。５には斜め方向の結節回転文が見られる。図88－５は波頂部が山

形になる小波状口縁で、頸部直下に縄圧痕により鋸歯文が描かれている。

破片資料の図95－１～図98－４には、施文方法として連続爪形文が用いられたものが多い。図

95－１～５・15～24は、図87－１と同様に頸部に連続刺突や爪形文が施されている。図95－７～

10・12～14は、口縁部に横位の連続爪形文が見られる。図95－11、図96－１～図98－４は、鋸

歯文や波状文、菱形文、連弧文を基調とする文様が描かれたものである。施文方法には連続爪形文

の他に、図97－１～12のような沈線文、同図13～16の粘土紐の貼付文、同図17の縄圧痕文、図

98－１～４のような太めの結節浮線文があり、複数の施文方法を組み合わせる場合もある。

【ｅ種】幅の狭い口縁部に、隆帯によって囲われた横長の楕円区画を有する土器である。図86－３～

５、図98－５～図99－１を本種とした。図86－３は胴部が内湾しながら開き、口縁部が直立する

器形とみられる。楕円区画の仕切り部分には、一対の太く短い隆帯が垂下する。同図４は縦に垂下

する隆帯部分が失われているが、口縁部の上下端が厚みを増しているため本種に含めた。５は、楕

円区画の縁にＣ字状の刺突が加えられている。

破片資料の図98－５～図99－１では、楕円区画の仕切りとして１～３条の短い隆帯が垂下する。

楕円区画に加えた装飾には、Ｃ字状の刺突の他にヘラ状工具や縄文原体で刻んだものがある。図

98－18は、長胴形の深鉢片とみられる。頸部には多条の平行沈線文が、胴部には鋸歯文が描かれて
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いる。図99－１の頸部には連続する三角刻文が、胴部文様帯には粘土紐による鋸歯文が見られる。

【ｆ種】縦位の短い隆帯を数本挟んだ双頭波状口縁を有する土器と、これに類するものを本種とし

た。図86－６・７、図88－２・３、図99－２～８、図100－15～図101－２が該当する。ｆ種の

典型と考えているのは図88－２である。長胴形になるものと推察され、３本の短い隆帯を挟むよ

うに一対の波頂部がある。頸部にはａ種にみられる箍状隆帯が巡り、口縁部下端と隆帯には縄文原

体による刻みが施されている。同図３も長胴形とみられ、波頂部の円文と胴部のボタン状貼付文が

特徴的である。頸部にはやはり箍状隆帯が巡り、胴部に鋸歯文が多段に描かれている。図86－６・

７は、二つの波頂部に挟まれた部分が、隆帯ではなく刻みである。７の口縁部下端にはｂ種に見ら

れる三角形の切り欠きがある。図86－６・７の波頂部の形態は、双頭波状口縁の前段階的なもの

と考えている。

図99－２～８、図100－15～図101－２は破片資料である。図99－２には補修孔が認められる。

同図４～６の頸部には箍状隆帯が付く。７は隆帯上と隆帯の区画内に縄圧痕を施している。縄圧痕

と胴部の地文には、ともにＬＲが用いられている。８は、長胴形の大型の深鉢片と推察される。口

縁部には盲孔や太い凹線で文様が描かれている。頸部と胴部の文様は、図88－３と近似している。

８の器面の色調は、本類の他の土器に比べ灰色味が強い。

図100－15～図101－２は、図88－３や図99－８のような長胴形深鉢の胴部片とみられること

から本種に含めた。図100－15・18には頸部に付くとみられる横長の貼付文がある。縦位、横位、

斜位の多条沈線を組み合わせたものが多く、沈線の交点に円文やボタン状の貼付文が施されてい

る。図100－19には連弧文が、同図20・22には鋸歯文が見られる。図101－１・２には縦位の波状

文が描かれている。

【ｇ種】幅の狭い複合状の口縁部に縄圧痕文を施す土器とこれに類するものである。図99－９～図

100－14が該当する。口縁部は無文地で、丁寧なミガキが入るものが多い。文様モチーフには鋸歯

文や弧線文が目立つ。図99－11は長胴形の破片とみられ、口縁部に垂下する隆帯に縄圧痕が施さ

れている。縄圧痕の原体はＲ、胴部の地文の用いられた原体はＬＲとみられる。口縁部には沈線文

や爪形文も併用されている。胴部には沈線文が描かれ、沈線の集約する箇所に丸い小さな貼付文が

見られる。その他の土器の縄圧痕には、ＬＲか左撚りの多条の原体が用いられている。各土器の縄

圧痕と胴部地文に使用された原体は一致している。図99－17・18は同一個体とみられ、口縁部下

端に三角形の切り欠きが施されている。図100－１～４・13・14の口縁部には、円形または半円形

の盲孔やドーナツ形の貼付文が見られる。同図10～12は口縁部まで地文を施した後、縄圧痕で文

様を描いている。このうち10は、縄圧痕に爪形文を沿わせている。

【ｈ種】複合口縁や板状に肥厚する口縁部に、おもに太い沈線で文様を描くものである。図87－３・

４、図101－３～図102－26が該当する。図87－３・４は球胴形の深鉢である。３は口縁部に縦の

短沈線が描かれている。頸部には連続爪形文が横走する。４の口縁部には、楕円形の盲孔と縦の短

沈線が交互に配されている。胴部上半には結節浮線文によって菱形と鋸歯文を組み合わせた文様が
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描かれている。

図101－３～16にも、図87－３・４のような短沈線や盲孔、円形の突起が口縁部に見られる。

本種の口縁部は地文がないものが大多数だが、12には地文が施されている。同図17～図102－７

には、渦巻文や円文、半円文が描かれている。このうち図102－４には縦の隆帯が付く。この隆帯

にはｃ種やｆ種の隆帯とは異なり、鋭角な稜がある。同図５は口縁部がわずかながら内湾して開く

器形である。これはａ～ｇ種には認められなかった器形である。図102－８～21には斜線や縦位沈

線、鋸歯文、弧線文が太い沈線で描かれている。23～26には貼り瘤が付く。

【ｉ種】口縁部の幅が広いものや、ａ～ｈ種に比べ口縁部の肥厚具合が弱いものを本種とした。ま

た、これに伴うとみられる胴部片も含めた。図88－７、図103－１～図105－29が該当する。図

88－７は内湾気味に開く幅の広い口縁部に、連続爪形文が横走する。胴部文様帯の幅が広く、胴

部の最大径に区画線が引かれている。区画内には連続山形文とこれに組み合う縦線、弧線文が描か

れている。

図103－２～23、図104－２～10も、図88－７と同様におもに連続爪形文で文様が描かれたも

のである。図103－２には半円状の突起があり、突起には盲孔が付く。頸部には箍状隆帯が巡る。

同図３～５にも一対の突起がある。４の口縁部下端と５の口縁部上下端には、細長い刺突が加えら

れている。９には円文と鋸歯文が描かれ、口唇部に斜めの沈線が入る。11には刻みの入った縦の

隆帯と渦巻文が見られる。14の口唇部には瘤状の小さな突起があり、その左右に図84－３に似た

粘土紐の貼付文が等間隔に並ぶ。18には、沈線の交点に付けられたボタン状の貼付文が見られる。

図104－３～10は胴部片で、円文や渦巻文、弧線文が見られる。

図103－１、図104－11～17は沈線で文様が描かれた土器である。図103－１は、幅の広い口縁

部に多条の沈線で文様が描かれている。図104－11には円文が、同図12には渦巻文が描かれている。

13には粗雑な連弧文が見られる。14・15には、縦長の半円文に短沈線を加えた文様が付く。同図

16・17には、刻みが施された２本の太い隆帯が垂下する。

図104－１・18～図105－16・22・28は沈線の側縁に爪形文や刺突文を施したものである。沈線

に付加されるのは細い爪形文が大多数であるが、図104－26、図105－１・９の場合は円形または

半円形の刺突文である。爪形文が細かく施文されたものは沈線の側縁が若干盛り上がり、結節浮

線文に近い見え方をしている。文様モチーフには連弧文、鋸歯文、平行沈線や渦巻文がある。図

105－７～９には、図104－14・15に似た縦長の半円文が付く。同図11・12は渦巻状隆帯の側縁に

爪形文が加えられ、11の胴部文様は浮線文で描かれている。図105－17～21・23～27・29は、ｊ

種に比べ太めの浮線文で文様が描かれた土器である。文様モチーフには、17・20・29のような弧

線文や鋸歯文、23・27の菱形文がある。

【ｊ種】いわゆるソーメン状の細い浮線文で文様が描かれた土器である。図106－１～図107－６を

本種とした。浮線文には、細かな爪形文を加えた結節浮線文と爪形文がないものがある。図106－

６～９のように両者が併存した資料もある。文様には円文や渦巻文、弧線文、鋸歯文などがある。
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図106－１・８は、口縁部に縦位の浮線文を並べている。同図２～４は、三角形や長方形の文様を

重ねている。６は、非常に細い浮線文による円文を口唇部にも貼り付けている。本種の胴部文様に

は渦巻文が目立つ。

図106－20～22は同一個体の可能性が高い波状口縁の土器である。口唇部には縦位の短い浮線

文が並んでいる。口縁部には円形の隆帯が付く。また、平行する２本の浮線文を短い浮線文で細か

く区切る梯子状の文様や、菱形文が描かれている。胴部には縦方向の結節回転文が、間隔を空けて

施されている。本種の器形には、この資料のように頸部がくの字に屈曲し口縁部が内湾して開くも

のがある。これは続くⅢ群１類に多用される器形である。図106－８の口縁部内面に見られる段や、

同図20の口唇部直下に貼り付けられた隆線も、Ⅲ群１類に多く見られる特徴である。

【ｋ種】肥厚しない板状の口縁部に、２～４条程度の鋸歯状沈線文や縦位沈線などが描かれた土器

である。図107－８～図108－20が該当する。本種の器形には、ｊ種にも見られたような頸部がく

の字に外折して口縁部が内湾気味に開くものが目立つ。図107－８～17は、口縁部に半円文、円文、

弧線文と、斜線文や波状文の組み合わせで文様が描かれている。８の下端には三角形の切り欠きが

見られる。

図107－18は低い山形突起が付き、縦の区画線と横長の楕円文が描かれている。頸部には斜め上

から施された楔形の刺突が並ぶ。図107－19～図108－18の口縁部には、鋸歯文や斜線、菱形文が

描かれている。このうち図107－19は波頂部が厚くなり、波頂部の下に渦巻状の隆帯が付く。同図

23は恐らく一対の小突起が付くものとみられ、縦に垂下した隆帯が剝落している。図108－６には

斜線が加えられた縦位の隆帯が見られる。図107－25の頸部には刺突列が巡り、胴部には横方向の

結節回転文が見られる。図108－４の頸部にも刺突列が見られる。同図12の頸部には刺突を加えた

隆帯が付く。19の口縁部には逆Ｕ字形か楕円形の沈線文と、縦に並ぶ沈線が描かれている。20に

も縦位沈線が描かれている。

５　類（図107・109・110・124、写真62）

図107－７、図109－１～図110－26、図124－１が該当する。図109－１は、直線的に外傾する

胴部から口縁部が大きく開く器形である。口縁には山形突起がある。文様帯の上下を連続爪形文で

区画し、その中に半裁竹管により粗雑な菱形文様が描かれている。同図２は胴部が緩く括れる器形

である。連続爪形文により、横位に対向する渦巻文が描かれている。渦巻文の間には菱形文が縦に

並ぶ。地文は１・２とも横回転のＬＲである。同図３は直線的に開く器形の土器で、口縁に山形突

起が付く。口縁部には横位の短沈線と連弧文が描かれている。図109－１～３は、諸磯ｂ式の影響

を受けた土器と考えられる。

図109－４は、直線的に外傾する胴部から口縁部がやや内湾する器形である。口縁には横長の環

状突起が付き、口縁部には粘土紐の貼り付けによって鋸歯文が描かれている。胴部には連続的に押

し窪めた鎖状の隆帯が多段に巡る。地文は横位のＲＬである。４は十三菩提式とみられる。同図５

は緩やかな波状口縁になるものとみられ、波底部に台形状突起と盲孔が付く。口縁部には爪形文と
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平行沈線、三角刻文が描かれている。胴部には、縦位の波状文と平行沈線文が交互に描かれている。

５は、新保式の影響を受けた土器とみられる。

図110－１・２は、口縁部が極端に内折する特異な器形である。１には浮線文が密に、２には沈

線文が描かれている。同図３は連続爪形文で上下を区画された中に鋸歯文が描かれている。４はＲ

Ｌの地文上に、角棒状工具による刺突で２条の連弧文が描かれている。５には円形の貼付文があり、

細い半裁竹管を用いて集合沈線が施文されている。６は胴部下端の破片で、刺突を加えた低い隆線

に沈線を沿わせている。７・８は同一個体とみられ、５と同様の細い沈線で渦巻文とみられる文様

が描かれている。９は図109－３に近似し、口縁部に連弧文が見られる。10～12には円形の貼り

瘤がある。13～15は有孔土器で、いずれも口縁部が内径する器形とみられる。13の口縁部には輪

積み痕が、14には低い稜線が認められる。図110－１～15は諸磯式とその影響を受けた土器と考

えられる。

図110－16・17・19・21～26には、櫛歯状工具や角棒状工具を用いた連続刺突が施文されている。18�

は大波状口縁になるものとみられ、スリット状の短沈線が並ぶ。20は半円形の突起が付き、沈線に

よる区画内に斜線が描かれている。図110－16 ～ 26は、興津式とその影響を受けた土器とみられる。

図107－７と図124－１は浮彫状の文様が描かれた土器である。図124－１は口縁部の約４分の

３が遺存している。直線的に外傾し、口唇部直下でくの字に内折する器形である。口縁には蛇の頭

を思わせる突起が付く。突起には細かい爪形文が加えられている。口縁部の上下端には、スリット

状の短沈線が並ぶ。口縁部には器面の要所を削ぎ落とし、浮彫状に残した部分によって雲形文のよ

うな区画文様が描かれている。区画文様内には、半裁竹管を用いて浮線文状の密な斜線が加えら

れている。これにさらに一本描きの細い斜線を加え、斜格子文が描かれている。図107－７は、図

124－１と同一個体の可能性がある。渦巻状の突起が口縁に付き、内面にも三角形の彫り込みが見

られる。この２点は胎土にあまり小石を含まず、雲母を多量に含んでいる。図107－７と図124－

１はいわゆる松原式とみられる。

６　類（図111～123）　

図111－１～図123－17を本類とした。器形を見ると、胴部が膨らみ口縁部が外折するものが多

い。これはⅡ群４類に特徴的な器形である。その他に、図111－１・２のようにわずかに内湾しな

がら開くもの、同図３・４のように胴部から口縁まで直線的に開くもの、同図５・６のように頸部

がわずかに括れるものがある。図111－１、図118－５～11、図119－１の口唇部に加えられた刻

みや刺突は、Ⅱ群２・３類に多用されたものである。また、図112－１～図113－７のように複合

口縁か口縁部が顕著に厚くなる特徴は、Ⅱ群４類ａ～ｇ種と類似する。

図114－４～図117－９は、胴部下半から底部にかけての資料である。底部から垂直に近い角

度で胴部が立ち上がる土器が多く、図114－５はいわゆる金魚鉢形になるものと推定される。図

115－３は胴部下端が下膨れ状となっている。同図９は胴部下端がせり出している。図116－５～

図117－３は、下端から胴部が外反気味に開くものである。図117－７・８は高台が付く底部片で、
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地文は施されていない。土器の底面には、編み物の圧痕が付くものがある。図115－１・５、図

116－２・５、図117－５は網代編みの痕跡である。図115－２・７、図116－３・６、図117－１～３・

４はござ目編み、図116－４はもじり編みと見られる。

本種に施される地文は横回転の斜縄文が大勢を占め、図113－４のような結節回転文が多用され

る。図111－１の地文は直前段反撚、図113－５の地文は直前段・前々段合撚、図118－12は直前

段合撚とみられる。図114－５には、ＲＬの方向を変えて縦方向の羽状縄文を施しているが、整っ

てはいない。図120－９には、結束羽状縄文が施文されている。同図12は口縁部内面にも斜縄文が

施されている。図111－３・４は撚糸文（単軸絡条体第1類）である。図118－15～18には、非常に

細い原体で撚糸文が施されている。図119－１の地文は網目状撚糸文（短軸絡条体第５類）である。

図123－５に見られる条線は、乾燥が進まない段階でヘラ状工具によるミガキを施したことによる

ものである。図117－９、図123－６～17には、半裁竹管や櫛歯状の工具で沈線が描かれている。

Ⅲ群土器

１　　類（図124～162、写真62～84）

図124－２～図162－22までを本類とした。器種には深鉢の他、鉢・浅鉢になるとみられるもの

が少数ある。深鉢、鉢の器形を大別し、以下のように分類した。本類において器形を説明する際に

は、この記号を用いる。また各器形の典型的な例となる土器の図番号を（　）内に示した。

Ａ０形：垂直に立つ胴部下半から胴部上半が球形に膨らみ、口縁部が開く金魚鉢形（図125－1）。

Ａ１形：胴部が膨らみ、口縁部が直線的に外傾するもの（図128－１・２）。

Ａ２形：胴部が膨らみ、口縁部が内湾して開くもの（図127－３）。

Ａ３形：胴部が膨らみ、内湾して口縁に至るか口縁部が短く外折するもの（図132－３）。

Ａ４形：胴部がくの字に内折し、口縁部が外折して開くもの（図134－２）

Ｂ１形：胴部が直線的に開き、口縁部が外折して直線的に開くもの（図135－１）。

Ｂ２形：胴部が直線的に開き、口縁部が内湾して開くもの（図126－２）。

Ｃ　形：胴部から口縁まで直線的に開くバケツ形のもの（図133－５）。

文様や器形の特徴からａ～ｆ種に細分した。

【ａ種】２本の沈線間に短沈線を加えたいわゆる梯子状沈線で文様が描かれた土器である。図

125－１～図127－３、図137－１～図143－33、図149－５～18が該当する。図125－１は、Ａ０

形の典型例としたものである。胴部下端から底部を欠損している。口縁には高さのないＵ字形の突

起が４単位で付く。突起の下には短沈線を加えた渦巻き状の隆帯が配されている。隆帯の左右には

横長の三角文、あるいは鋸歯文が描かれている。その横には斜線や弧線で区画した中に、器面を三

角形に切り欠いた三角刻文と菱形文を連ねている。頸部には縦に刻みを加えた隆帯が巡る。地文に

は、結節のある縄文原体を縦方向に施文している。地文は間隔を空けて帯状に施文されている。こ

の間隔を空けて施文された結節のある帯縄文は、ａ～ｄ種に多く見られる。内面には横ナデが加え

られている。胴部上端では砂粒が動いた様子が観察され、ケズリに近い状態である。これは、頸部
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内面の稜線を際立たせるために入念な調整を施した痕跡であろう。

図126－１の器形はＡ２形と推測され、口縁部に渦巻状の突起と隆帯が４単位で付く。その左右

に渦巻文と弧線を組み合わせた文様が描かれている。沈線間に加えられる短沈線は楔形の刺突に近

い。口縁部上端には縦位の刻みが２段施され、頸部にも刻みが入った隆帯が２条付く。同図２は小

型の深鉢で、その器形はＢ２形である。口縁には双頭の低い突起が付き、口縁部文様帯は４分割さ

れているものと推察される。区画内には、菱形文を連ねた部分と渦巻文・円文・斜線文の組み合わ

せで文様を描いた部分とが交互に配置されている。

図127－１の器形はＡ１形とみられ、椀状を呈する楕円形の突起と橋状把手が特徴的である。太

い沈線で弧線や斜線を描いた後に、細い沈線を充填するように加えている。口縁部の上下端には、

三角刻文が間隔を空けて配されている。頸部には隆帯が巡り、刻みは施されていない。同図２の器

形はＡ１形と推測される。口縁部上端の斜格子文と円形の貼付文が特徴的である。通常、隆帯が付

くことの多い頸部は幅広くわずかに盛り上がり、口縁部同様斜格子文と三角刻文が描かれている。

胴部にも弧線文や三角文を描いた後、縦位の刺突列を加えている。同図３の器形はＡ２形である。

胴部の膨らみと口縁部の内湾する度合いは低い。山形突起が４単位で付き、突起からは刻み目が入っ

た隆帯が垂下する。口縁部の文様は弧線と山形の沈線区画に楔形の刺突を沿わせている。図125－

１に見られる菱形文やｄ種とした刺突で充填された箇所もあり、ａ種とｄ種の文様要素が同居した

土器である。口縁部上端には小さな三角刻文が巡り、縦位の短沈線は一部にのみ施されている。頸

部には短沈線が加えられた稜がある隆帯が巡っている。胴部には縦に並ぶ菱形文が描かれているが、

４単位ではない。

図137－１～図143－33には破片資料を示した。図137－１にはドーナツ形の隆帯が付く。同図

２～11には円文や楕円文が描かれている。円文の中心には刻文が入ることが多い。２・７には椀

状の突起が付き、突起には小さな三角刻文や短沈線が加えられている。８は連続刺突によって円文

が描かれている。本群土器の器面の色は暗褐色や褐色のものが多いが、８は浅黄橙色である。９は

図125－１のような器形の胴部片とみられる。帯状の切り欠きの下に、三角文や円文が描かれてい

る。同図12～図138－12は、渦巻状や弧状の隆帯が付くものである。図137－14は、隆帯を斜め

に刻んでいる点が特徴的である。図138－２・５は隆帯の大部分が剝落している。

図138－13～21、図141－１～図143－15には、図126－１のように渦巻文、弧線文、山形文など�

の組み合わせで文様が描かれている。図138－15は口縁に渦巻状の突起が、頸部には橋状把手が付

く。頸部に隆帯はなく、縦位の短沈線と小さな三角刻文が並んでいる。胴部にはＹ字状の懸垂文が

描かれている。図141－19～図142－４は、図127－３のように口縁から垂下する隆帯が見られる

ものである。図141－19～25、図142－３・４には、１条または２条の隆帯が付く。図142－１に

はＹ字状の、同図２には三角形状の隆帯が垂下する。同図５には円形の貼り瘤が縦位に並んでいる。

図139・140には、立体的な突起や把手を図示した。これらは渦巻状の隆帯や椀形または筒形の

突起を基調とし、短沈線で加飾されている。図139－１は中空の突起である。頂部には長方形の切
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り欠きが入り、その左右に貫通孔が設けられている。貫通孔を中心に梯子状沈線による円文が描か

れ、内面には椀状の張出しが付く。同図２は半球状を呈し、接合部分から剝落した突起の一部とみ

られる。一対の孔を中心に円文が描かれている。図140－１は短沈線とともに、斜縄文が施文され

ている。同図８は内外面に人面が表現された把手である。外面には渦巻状の隆帯、内面には円形の

隆帯で口が表現され、粘土紐で目と眉が表されている。外面は吊り目に、内面は垂れ目に表現され

ている。外面には大きな橋状把手が付き、口縁部には短沈線を加えた鋸歯状の装飾と横位の沈線文

が施されている。

図143－16～25は短沈線が列点化したものである。文様図形は短沈線で描かれたものと変わら

ず、山形文や渦巻文、菱形文が見られる。図143－26～33は、単純化した図形や粗い短沈線が描

かれたものである。26には鋸歯状の梯子状沈線が描かれ、余白が残されている。27～31は、短沈

線の間隔が比較的粗い。32・33には平行する多条の斜線文が描かれ、隙間を短沈線で埋めている。

図149－５～18は小さな三角刻文が特徴的である。同図６はＡ０形となる可能性が高く、梯子状の

文様に充填されるべき短沈線が三角刻文に置換されたような文様である。同図16～18の胴部片に

は、図138－15と同様にＹ字状の懸垂文が描かれている。

【ｂ種】口縁部に縦位沈線や比較的単純な文様が描かれたものである。図124－２～４、図144－１～

23が該当する。図124－２の器形はＡ１形、同図３・４はＡ２形に分類される。２は低い台形状の

突起に小さな瘤が左右非対称に付く。口縁部の上下端を沈線で区画した中に、縦の沈線が描かれて

いる。頸部にはⅡ群４類に見られた箍状隆帯が巡る。隆帯にはＬＲの縄文原体による斜めの刻みが

施されている。３は４単位の山形波状口縁と推定される。口縁部には弧線と鋸歯文を組み合わせた

文様が描かれている。頸部には横長の貼付文がある。４は山形の波状口縁で、波頂部とその右側に

小さな瘤状の突起が付く。同様の突起は波頂部下の頸部にも付けられている。頸部に隆帯はなく、

頸部と口縁部上端に平行沈線が引かれている。口縁部には、太い縦の沈線が間隔を空けて描かれて

いる。胴部には菱形文が見られ、結節回転文が間隔を空けて施文されている。

図144－１は図124－３のような太い横線で文様が描かれている。山形の波状口縁で、頸部には

刻みを施した横長の突起が付く。同図２～23は口縁部に縦位沈線が描かれたものである。３には

刻み目の入った縦位の隆帯が付く。５は口縁部上端には円形の刺突が、下端には縦の短沈線が並ぶ。

頸部には楕円形の刺突を加えた隆帯が付く。頸部には５・10・18・20のように隆帯が巡るものと、

２・４のように沈線で区画されたものがある。15は平行沈線で口縁部文様帯を上下に区画した後、

縦位の沈線を描いている。16・17は、縦位沈線を描いた後、波状文・鋸歯文を描いている。18～

23には、比較的細い沈線が描かれている。中でも18には細い沈線が密に描かれ、文様帯の上下に

小さな三角文が交互に配置されている。21～23には刻みを加えた突起が付く。

【ｃ種】ハの字の短沈線や鋸歯文、斜格子や横位沈線などが描かれたものを本種とした。図128－３、

図129－２、図145－１～図149－４・19～図150－28が該当する。図128－３の器形はＡ３形に

該当し、口唇部が短く外折する。複合口縁となり、口縁に低い突起が付く。口縁部文様帯の下端に
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は隆帯が巡り、口縁部上端と隆帯には縦位の短沈線が加えられている。さらに隆帯の下端には小さ

な三角刻文が並び、鋸歯状を成している。幅の狭い文様帯内には、楔形の刺突によりハの字の文様

が重層的に描かれている。図129－２の器形はＡ１形と推測される。口縁部文様帯の上下を沈線で

区画し、鋸歯文を半裁竹管により途切れがちに描いている。

図145－１～図149－４・19～図150－28に破片資料を示した。口縁の外面に粘土紐を加え、帯

状に肥厚した複合口縁と頸部の隆帯に縦位の短沈線を加えているものが多い。図145－１～７には、

ａ種にも見られたドーナツ形や渦巻状の隆帯がある。同図８には対向する弧状の隆帯が剝落した痕

跡が見られる。同図９～16、図146－２～５には、１条または２条の縦位隆帯が付く。そのうち図

146－３は、逆Ｕ字状を呈している。本種の特徴であるハの字の短沈線文には、図145－１のように

横方向の沈線の繋がりが意識された鋸歯文に近いものと、同図８・９・11・12のように短沈線を

縦の列ごとに描き、沈線の横の繋がりが意識されていない施文方法とがある。

本種の器形には、Ａ２形と図128－３のＡ３形、図129－２のＡ１形の他に、図147－３～13の

ようにＣ形とみられるものがある。３～13は口縁部文様帯の幅が狭い点が特徴的である。11は

円形刺突が加えられた口縁の直下に、13は複合口縁部に鋸歯文が描かれている。図147－14～図

148－15は、本種を特徴付ける短沈線を加えた複合口縁と隆帯が見られない資料である。図147－

15・21・28は、口縁部の上下を平行沈線で区画している。同図27の頸部には刺突列が見られる。

口縁部文様には鋸歯文が目立つ。図148－12は、口縁部文様帯を沈線で縦に区画している。同図

13は文様帯が横に分割され、鋸歯文が２段描かれている。15は、結節回転文の上にハの字の短沈

線が描かれている。これらは、Ⅱ群４類からⅢ群１類に至る段階における過渡的なものと半粗製的

な土器と考えている。図148－16～図149－４には、図128－３に見られた小さな三角刻文が口縁

部上端や隆帯に施されている。26は三角刻文の下に、さらに鋸歯状の沈線文が描かれている。図

149－１～４では、三角刻文と縦位沈線の組み合わせが口縁部の主文様となっている。

図149－19～図150－28は、口縁部に斜格子や横位沈線などの単純な沈線文が描かれた土器で

ある。図149－19は、口縁に椀状をなす突起が付き、その下にはドーナツ形の隆帯が剝落した痕

跡がある。同図20は口縁部文様帯の上端を弧線で区画した中に、斜格子文を描いている。21は縦

に垂下する隆帯ではなく、２条の沈線間に短沈線を加えたもので口縁部文様帯を区画している。図

149－26～図150－９などは、複合口縁状の肥厚帯や頸部の隆帯がない半粗製的な土器である。図

149－30は地文上に斜格子文が描かれている。図150－７は斜格子文と帯縄文が縦に並列している。

同図12は格子文が描かれ、口縁部上端には図148－16～図149－４と同様の小さな三角刻文と縦位

短沈線が並んでいる。図150－14は縦長の隆帯が付き、隆帯の上下端は瘤状に突出している。同図

23～28には、細い横方向の沈線と三角刻文または山形文が見られる。

【ｄ種】口縁部文様帯に短沈線や刺突文が描かれたものである。図128－２・４、図129－１、図

151－１～図153－26が該当する。図128－２の器形はＡ１形である。４単位の波状口縁とみられ、

波頂部からは２本の刻み目のある隆帯が頸部まで垂下する。口縁部文様帯は横位沈線で多段に区画
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された後、楔形の刺突が加えられている。刺突は列ごとに下方向や斜め上方、斜め下方からと方向

を変えて加えられている。同図４には、口縁から真っ直ぐ垂下する２本の隆帯と斜めに垂下して末

端が渦巻状になる隆帯が見られる。隆帯には、指先によるとみられる円形の刺突が加えられている。

口縁部文様帯の横位沈線間には、楔形と円形の刺突が施されている。ただし、図128－２と異なり

全ての沈線間を刺突で埋めてはいない。

図129－１は鈎状に端部が曲がった縦位の隆帯が特徴的である。隆帯には刻み目ではなく半裁竹

管による平行沈線を加えている。口縁部文様帯にも同じ工具による横線や波状文が描かれている。

口縁部上～中位の沈線間には爪形の刺突文が、下位には楔形の刺突が並ぶ。頸部には段が付き、爪

形文が巡っている。

図151－１～16には、ａ～ｃ種にも見られた刻み目のある縦位の隆帯が付く。１・12は逆Ｕ字

状の隆帯である。10には弧状の隆帯が見られる。15は山形突起から短い隆帯が垂下する。同図

17～図152－４は、円錐形の貼付文が見られるものや、橋状把手が付く土器である。貼付文には、

楔形の刺突が加えられたものが多い。図151－25の貼付文は、頂部に小さな孔が開けられている。

図151－18～21、図152－４の橋状把手はごく小さい。図152－５～図153－４は図128－２のよ

うに、多段に描かれた横位の沈線間に刺突列を加えたものである。図152－16は口唇部に刻みが施

されている。図153－１～４は胴部が無文地な点が特徴的である。１には横位区画に加え、斜めの

区画線が見られる。同図２・３は、頸部に刺突を加えた横長の貼付文がある。４は楔形の短沈線を

矢羽状に配し、胴部にも剣形の沈線文を描いている。図153－５～17は横位の区画線がなく、口縁

部に刺突を充填的に施したものである。同図18～26は口縁部文様帯の幅が狭い。24の口縁部上端

には小さな三角刻文が並び、口唇部にも口縁部と同じ工具による刺突が加えられている。

本種の短沈線や刺突文は、楔形の刺突と呼んでいるものが大半であるが、他にもいくつかの工具

と施文方法が認められる。図151－１、図152－26、図153－24には、棒状の短沈線が見られる。

図151－５は、３本歯の工具で押引文のように施文されている。同図９・14と図153－13・26には、

角棒状工具の先端が用いられている。図152－30、図153－22・25には、円形の刺突が見られる。

【ｅ種】交互刺突文、沈線文、列点文で文様が描かれた土器である。図128－１、図129－３～図

132－６、図154－１～図159－19が該当する。図128－１はＡ１形である。口縁には二山に分か

れた山形突起が４単位で付くものと推定される。突起と突起の間の口唇部には、刻みが施されてい

る。複合口縁上にはａ・ｃ～ｄ種にも多用される縦位の短沈線が施され、その下端には指先を用い

たとみられる楕円形の刺突が加えられている。突起の下からは、口縁部上端と同様の刺突を加えた

鎖状の隆帯が垂下する。隆帯は図128の展開図に示したように頸部と向かって右隣の突起の下でク

ランク状に折れ、胴部中位に至る。隆帯の下端には、円形の貼付文と逆Ｖ字形の隆帯が付く箇所と、

貼付文がなく隆帯がさらにＬ字に折れる箇所とがある。地文として、縦回転のＬＲが間隔を空けず

に施されている。

図129－３の器形はＢ２形である。口縁に小さな波状の突起が付き、その下から多条沈線が垂下
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し、隆帯を挟んで胴部にも描かれている。頸部には刻みを加えた隆帯が巡り、隆帯に沿ってその上

下にも横方向の多条沈線が描かれている。横位の多条沈線の下端には刺突列が付く。口縁部・胴部

とも地文は施されていない。縄文の施文が低調となる点は、本種の特徴の一つと言える。

図129－４の器形はＣ形とみられる。口縁の断面形は内削ぎ状を呈し、口唇部に刻みが施されて

いる。口縁部には、横に細長い貼付文が４単位で付くものと推察される。口縁部には横方向の平行

沈線が描かれ、沈線は貼付文の下で直角に曲がって短く垂下する。横位沈線文の下には、半裁竹管

の先端を引き摺りながら交互に動かした小波状文が描かれている。

図130－１～４は、図129－４に見られたような小波状文が描かれた土器である。図130－１は

Ａ１形で、山形突起から刻みを加えた逆Ｕ字形の隆帯が垂下する。隆帯の長さは一様ではなく、一

部は胴部に至る。口縁部上端と頸部および隆帯に沿って、不整な小波状文が描かれている。同図２

は山形突起が４単位で付き、突起部分に縦の波状文を描いた後、口縁部に弧状の、頸部に横位の波

状文を施している。口縁部上位に補修孔が穿れ、その部分の割れ口付近には黒色の付着物が認めら

れる。同図３には、口縁部に縦位の波状文が間隔を空けて施文されている。頸部から胴部上位には、

横位の波状文が描かれている。同図４は、口縁に丸い粘土塊を複数貼り合わせた瘤状の突起が付く。

貼り瘤は頸部にも見られる。波状文は突起の下から垂下するとともに、口縁部上端を巡っている。

図130－５は頸部から胴部にかけた破片である。頸部に沈線が巡り、その下に横方向から加えた

刺突列を沿わせている。胴部にも３条の沈線が縦に引かれている。図131－１の器形はＡ１形の範

疇に入るが、胴部の膨らみと口縁部の外傾具合はわずかである。口縁の断面形が丸味を帯びたもの

が多い中で、角張っている点が特徴的である。口縁部には半裁竹管により縦位沈線を施した後、口

縁部上端を残して横位沈線を施文している。また縦の隆帯がわずかに遺存している。頸部には爪形

の刻みを施した隆帯が巡る。胴部中位には楕円形の貼付文が４単位で付き、これを中心としてユニ

オンジャックのような縦・横・斜めの沈線文が描かれている。沈線の端部が蕨手状になる部分も見

られる。また貼付文から垂下する沈線のうち一箇所は、コンパス文のような描かれ方をしている。

なお、口縁部が剝落した頸部の輪積み部分には、網代編みの圧痕が残されている。

図131－２の器形はＡ２形だが、胴部の膨らみは弱く口縁部はわずかに内湾する。この土器は本

種を特徴づける交互刺突文と列点文、波状文の３要素が全て用いられた土器である。口縁部には縦

の波状文が見られる。頸部には沈線が巡り、沈線間に列点文と交互刺突文が描かれている。胴部を

縦に区画する文様には、角棒状の工具による刺突列が見られる箇所と、波状文が描かれた箇所があ

る。同図３の器形はＡ２形の範疇で捉えられるが、２よりさらに頸部の括れが弱い。口唇部をごく

浅く刻み、口縁部に縦位沈線を描いている。胴部に横長の貼付文があり、沈線と刺突列が巡る。貼

付文の下には縦に長いＵ字形の沈線と刺突列が施されている。

図132－１は球胴形を呈している。頸部には貼付文の剝落した痕跡があり、横長の楕円形区画文

が２段描かれている。胴部には縦長のＵ字形沈線が描かれ、沈線間には半裁竹管による刺突列が見

られる。同図２はＡ２形で、高さのある山形突起が付き、突起と口唇部には刻みが加えられている。
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突起からは斜めに刻んだ隆帯が垂下する。口縁部には、半裁竹管により細い縦位の沈線が密に描か

れている。頸部には沈線と刺突列が巡る。同図３はＡ３形で、幅の狭い口縁部が内折する。口縁部

にはメガネ状の突起が付く。口縁部には未発達な橋状把手が付き、沈線と刺突列が２段巡る。把手

の下にはＶ字形の沈線が描かれている。同図４はＡ１形で口縁部上端に結節沈線に近い横位の刺突

列が付く。頸部には爪先で刺突を加えた隆帯が巡る。胴部にも爪形を加えた隆帯が垂下し、その下

端は貼り瘤状に膨らむ。隆帯には沈線を沿わせている。同図５はＡ２形で、頸部に平行沈線と刺突

列を描いている。同図６もＡ２形で、頸部に波状文と平行沈線文、交互刺突文を描いている。交互

刺突は間隔が乱れて、列点文に近い見え方をしている。

図154－１～23には、連続したクランク状の比較的整った交互刺突文が施文されたものをまとめ

た。刺突を加える方向は上下からのもの、斜め上と斜め下からのもの、いずれも下からのものなど、

規則性は感じられない。１にはＳ字状に粘土紐を貼り付けた突起が付く。また、１～５は口縁部上

端に縦位の短沈線が見られる。７・12・13・19・23には地文が施されている。14・16は同一個体

とみられ、縄圧痕が施されている。21は球胴形の小型土器とみられ、胴部下半にも横位の区画線

が施文されている。図154－24～図155－８は、図132－６に見られたような列点文に近い交互刺

突文である。刺突を加える方向は、整った交互刺突が施文されたものと同様、様々である。24～

27の突起の下位や頸部には、小さな貼付文が見られる。29・30には、三角刻文に似た刺突が施さ

れている。図155－５は、口縁部に交互刺突文と列点文が巡る。胴部にはＵ字状の沈線と交互刺突

が、その下にはＹ字状の沈線が施文されている。

図155－９～24は、図130－１～４に見られたような小波状文やコンパス文が描かれたものであ

る。11・14・16には、明確なコンパス文が施されている。その他の資料にも、コンパス文のよう

な工具の動かし方で描かれた小波状文が見られるものが多い。24は、沈線間に渦巻文が加えられ

ている点が特徴的である。図156－１～13は、沈線文が描かれたものである。口縁部には、ａ種に

多用された図形的な文様は見られず、１・２のように縦位沈線が粗く施されるものや無文のものが

ある。７は、頸部の横に長い楕円形区画文に平行沈線を加えている。同図14に施文されているの

は縦位の縄圧痕である。同図15～17は、図128－１に見られたような胴部や頸部に付く貼付文で

ある。17には刺突が加えられている。

図156－18～図158－27、図159－19は、刺突列を伴う沈線や隆帯が施文されたものである。図

156－21は口縁部を縦に区画する沈線と頸部を巡る沈線が描かれ、さらに口縁から胴部上半まで刺

突を施した隆帯が付く。図156－22・23は、頸部から胴部を区画する沈線や隆帯が垂下するもので

ある。このような胴部を縦に区画する沈線および隆帯は、図157－８・23、図158－６～８・17・

20～27にも見られる。図158－18・19は、胴部に弧線文が描かれている。図157－１のように頸

部にのみ沈線が巡るもの、同図11・12のように口縁部上端と頸部に沈線が描かれるといった簡素

なものも多く見受けられる。

図158－28～図159－18は、刺突列に沈線が伴わないものである。図158－29は口縁部上端に刺
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突が加えられ、渦巻状の貼付文が付く。同図34は半円形の突起が付き、口縁部と頸部に刺突列が

巡る。図159－１～３・11は口縁部上端に、同図６は口縁部上端と頸部に刺突列が巡らされている。

４・７・８のように口縁部から縦の刺突列が付くものや、17のように頸部から胴部を分割するよ

うに縦位の刺突列が配置されたものもある。18には、刺突を施した弧状の貼付文がある。

ａ～ｄ種と異なる本種の特徴をまとめると、ａ種とした図125－１のＡ０形や図126－１のよう

に口縁部が強く外折する器形は見られなくなる。胴部の膨らみは弱く、口縁部の開きも小さいもの

が目立ち、Ａ１形とＡ２形の区別が難しい。また、口縁部上端の内面が肥厚して段が付くものや、

内面の口唇部直下に隆帯が付くものが見られるようになる。口縁部外面の複合口縁上に施文される

縦位の短沈線は減少し、代わって口唇部に刻みが入るものや無文のものが増加する。口縁部の単位

文様は見られなくなり、胴部を縦に区画する文様が描かれたものが目立つようになる。また、無文

地の土器が大半を占める。

【ｆ種】渦巻文や同心円文、対弧文、上下幅の狭い楕円形区画文、大波状口縁などが特徴的な土器

とこれに近似するものである。また、新崎式の影響を受けたと見られる土器も含めた。図133－１～

図136－２、図160－１～図162－22が該当する。

図133－１はＡ２形で大波状口縁の深鉢である。波頂部は全て欠損している。口縁部には沈線と

刺突列、交互刺突文によって対弧文が描かれている。頸部には、口縁部の対弧文から繋がるＹ字状

の沈線と列点文が胴部下端近くまで垂下する。地文としてＬＲが胴部では縦方向に、口縁部では方

向を変えて施文されている。同図２は４単位の山形波状口縁で、Ｂ２形の範疇に入る。波頂部には

刻みが入った貼り瘤が付く。口縁に沿って、交互刺突と沈線文が描かれている。刺突は上の列が右

下から、下の列が右上から施されている。地文は縦回転のＬＲで、波底部の下にのみ結節回転文が

見られる。内面には丹念なミガキが施されている。

同図３はＡ３形の鉢とみられる。横位に展開する隆線による楕円区画の中に沈線文が描かれ、刺

突が充填されている。４も口縁が内湾する器形である。口縁の内面が複合口縁状に肥厚して段が付

く。口縁部に２条の鎖状隆帯が巡り、胴部には縦位のＬＲが間隔を空けて施文されている。５はＣ

形で、口縁部に隆帯による横長の楕円区画が付く。胴部には結節のあるＬＲが、縦方向に間隔を空

けず施文されている。

同図６はＢ１形で、口縁部上半が立ち気味となる器形である。口縁には、左右非対称の鈎形突起

が付く。鈎形の突起には、一部に結節回転文が施されている。口唇部直下にはコンパス文に似た波

状文と、縄文原体Ｌを用いた縄圧痕が施文されている。口縁部は隆帯で４分割され、区画内には波

状文と渦巻文が描かれている。胴部には縦位のＬが施文され、頸部と縦位隆帯の下にのみ、結節回

転文が施されている。口縁部には補修孔が穿たれている。

図134－１はＡ１形で口縁部の幅が狭い。突起が１箇所のみ付くものとみられるが、大部分が欠

損している。頸部に隆沈線による楕円形横帯区画文が４単位で付く。同図２はＡ４形の典型例とし

たもので、胴部の上位に屈折点がある。口縁には高さのない山形突起が１箇所のみ付く。頸部には
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平行沈線が巡り、胴部の屈折部には５単位と推定される楕円形区画文が描かれ、胴部文様帯の上下

を区画している。さらに沈線間に刺突を加えた文様で縦方向にも５分割されている。区画内には横

長の楕円文や弧線と逆Ｔ字形の短沈線を組み合わせた文様が見られる。頸部の下に鎖状の貼付文が

３箇所付くが、縦位の区画文とは関連付けられていない。器面の色は他の多くの土器が褐色、暗褐

色であるのに対し、灰白色に近く胎土の砂粒が目立たない。

図135－１はＢ１形で口縁部が狭い。口縁に低い突起が付くものとみられるが、大部分が欠損し

ている。頸部には平行沈線が、胴部上位には大きな波状文が巡る。胴部には、Ｓ字状や波状の沈線

を組み合わせた絵画的な沈線文が横位に展開する。図134－２に似て、器面の色が灰白色に近い。

同図２はＡ４形の大波状口縁の深鉢である。胴部と頸部の屈折が強く、口縁部は内湾気味に開く。

平らな波頂部には刻みが施され、両端が左右に突出する。波頂部から胴部上端にはＸ字状の隆帯に

よる縦長の楕円区画がある。頸部からは波底部に向かって弧状の隆帯が付き、口唇部に付く隆帯と

相まって対弧文状を呈している。隆帯で区画された中には、細い沈線によって空白を埋めるように

楕円文や渦巻文、重層的な三角文が描かれている。文様帯の下端は刺突を加えた隆帯で区画され、

胴部下半には縦回転のＬＲが施文されている。同図３はＡ４形の一種と捉えられ、口縁部中段がく

の字に内折し、口唇部が外折する器形である。口縁部の屈折部に隆帯が巡り、文様帯を上下に分割

している。横長の楕円文が口縁部上半には７単位で、下半には４単位で描かれている。

図136－１はＡ３形で、非常に幅の狭い口縁部が外折して開く。口縁にはＵ字形の粘土紐を貼り付�

けた低い突起が１箇所のみ付く。口唇部には刻みが加えられている。胴部には地文を施した後、縦

位の沈線で区画し、弧線・直線・円文を組み合わせた単位文様や波状文が描かれている。文様は半

裁竹管を強く押し当てた、断面がカマボコ状の沈線で描かれている。器面は全体に荒れていて、色

は浅黄橙色である。同図２の胴部片には、１と同様の沈線によりクランク状に曲がり、端部が蕨手

状となる文様や逆Ｕ字形の文様が描かれている。１・２は新崎式の影響を受けた土器と考えている。

図160－１～図162－22は破片資料である。図160には渦巻文、同心円が描かれたものを示した。

図160－１は地文上に渦巻文が描かれている。頸部には隆帯と交互刺突文、沈線文が巡り、横位沈

線と渦巻文との接点にも交互刺突文が施されている。同図２～13・20は口縁部に渦巻文が描かれ

ている。このうち２は波状口縁で、口縁に隆沈線が沿う。波頂部の下に渦巻文が描かれている。３

も波頂部下に渦巻文が描かれ、その左右に三叉状の刻文が見られる。平口縁の６・９は、山形文の

下に渦巻文が描かれている。10と図161－２は同一個体とみられる。波状口縁の可能性が高く、隆

線と有節沈線で文様が描かれている。隆線で表現された渦巻文の左右に３と同様の三叉状刻文が配

置され、頸部には未発達の橋状把手が付く。

図160－14 ～ 19・21 ～ 27は胴部片である。15は胴部を縦に区画する有節沈線の左右に、沈線と

有節沈線で渦巻文が描かれている。16は頸部の隆帯直下に渦巻文が見られる。渦巻文からは小波状

文が垂下する。また、菱形を縦に連ねた胴部文様が特徴的である。沈線は４本歯の幅広い工具で描

かれている。21 ～ 23も、頸部直下に渦巻文が付くものと推察される。26の同心円文には、小さな
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三角形の刺突が付く。

図161－１は、Ａ２形と推測される口縁部から頸部にかけての破片である。口縁部上端には斜位

に施された短沈線が並ぶ。口縁には地文上に弧線文が描かれ、口縁を巡る沈線との接点にのみ交互

刺突文が描かれている。頸部には橋状把手が付く。同図３は貼付文を起点に三角形の隆帯が文様帯

を区画し、区画内に有節沈線により三角文を描いている。同図４～７は、これに近似した三角形の

区画文が見られる破片である。７は口縁部の短沈線や弧文と頸部の接点にのみ施される交互刺突文、

橋状把手などの特徴が１と共通し、Ｙ字状の隆沈線が胴部に見られる。弧線文と区画線の接点に施

文された交互刺突文は、図162－11にも見られる。

図161－８～12は波状口縁の波頂部や突起部である。８は圭頭形を呈し、口縁に短沈線が描か

れている。11は二山の波頂部に粘土紐を貼り付け、表裏にハート形の文様を表している。図161－

13～図162－10・22は区画文や波状文、連弧文が特徴的なものである。図161－13は縦位の区画

線内に、結節回転文を施している。同図15は図134－２に似た白っぽい色調である。口縁部に沈線

による楕円形区画文が見られる。図162－１～６は、内湾または内折する器形に波状文・連弧文が

描かれている。同図22は浅鉢の破片とみられ、口縁部に沈線による楕円区画文が描かれている。

図162－12～15は、Ｙ字状の沈線文が横並びに描かれたものである。地文として、縦位の結節回

転文が施されている。同図16～21は、口縁部に有節沈線によって文様が描かれたもので、新崎式

の影響を受けた土器と考えている。16は山形突起の下に同心円文が付く。17は隙間なく多条の有

節沈線を施している。

２　類（図163～188、写真84～95）

図163－１～図188－11が該当する。本類には器形を復元し得た土器が多数ある。深鉢の器形を

大別し、以下のように分類した。また、各器形の典型的な例となる土器の図番号を（　）内に示した。

本類において深鉢の器形を説明する際は、この記号を用いる。

Ａ１形：胴部が膨らみ、口縁部が直線的に外傾するもの（図163－１、図165－１）。

Ａ２形：胴部が膨らみ、口縁部が内湾して開くもの（図164－１、図165－２）。

Ａ３形：胴部が樽状を成し、内湾して口縁に至るか外折して口縁部が立つもの（図163－４）。

Ｂ１形：胴部が直線的に開き、口縁部が外折して直線的に開くもの（図172－４）。

Ｂ２形：胴部が直線的に開き、口縁部が内湾して開くもの（図176－１・２）。

Ｃ　形：胴部から口縁まで直線的に開くバケツ形のもの（図174－４）。

本類の地文には縦回転の斜縄文が多用され、羽状縄文、結節回転文も見られる。地文は間隔を空

けて施文されることが多い。ただし施文された間隔は整わず、Ⅲ群1類のように整った帯縄文は見

られなくなる。結節回転文は1類に比べ少なく、図164－１のように地文の一部にのみ施文される

例がある。文様や器形の特徴からａ～ｆ種に細分した。

【ａ種】隆線でおもな文様が描かれた土器である。図163－２・４～図165－２、図167－１～図

168－１、図176－３、図179－１～図182－16が該当する。図163－２の器形はＢ２形である。口
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縁には波状の貼付文が見られる。口縁部文様帯は隆線によって２段に分かれ、いずれもＸ字状の隆

線によって縦方向に区画されている。胴部にはＹ字状の隆線が並んでいる。地文は口縁部文様帯の

上段を除き、隆線上にも施されている。同図４の器形はＡ３形である。口縁部直下に、小波状の突

起が全周するものとみられる。胴部には大きな渦巻文と連弧状の隆線文が描かれている。図164－

１の器形はＡ２形である。口縁部には連弧状の大きな貼付文が４単位で付く。貼付文にはＬＲの縄

圧痕が施されている。頸部には橋状突起が付き、隆線による楕円形区画文が巡る。橋状突起からも

縦長の楕円形区画文が垂下する。胴部には縦の楕円形区画文を結ぶようにＶ字形の隆線が巡る。隆

線には縄文原体による刻みが加えられているが、縦の隆線には施されていない。地文はＬＲで、隆

線上にも施文されている。また、図示した部分にのみ結節回転文が見られる。

図164－２と図165－２はよく似た文様構成である。図164－２は口縁部を、図165－２は頸部を

橋状把手で区画し、胴部に連続した山形文が巡る。山形文の谷部には、Ｊ字や逆Ｕ字形のアクセ

ント文が付く。図165－２の胴部下半から底面にかけた内面には、焼成時に付着したとみられる黒

斑が認められる。図165－１は、図164－２の橋状把手を隆線に置換したような文様構成である。

図167－１の器形はＡ１形で、口縁に横長の貼付文が付く。口縁部には縦位の縄圧痕が間隔を空け

て施文されている。頸部には楕円形区画文が巡り、胴部にはＹ字状の隆線が垂下する。同図２の器

形はＡ１形と推定され、崩れた楕円形区画文や口縁から直線的に施文された隆線が見られる。図

168－１は、口縁の形状が楕円形となる特異な器形である。胴部は口縁部よりさらに長楕円形とな

り、バスケットのような器形になるものと推定される。口縁には渦巻や波状の突起が４単位で付く。

口縁部下端には鎖状隆帯が巡る。胴部には突起の下の位置を起点として、弧状文とＹ字状または直

線的な隆線が描かれている。図176－３の器形はＡ３形である。山形波状の突起が口縁部から横に

張り出す点が特徴的である。口縁から突起までは無文帯となり、Ｘ字状の隆線で区画されている。

図179－１～図182－16は破片資料である。図179－１～７のように、波状口縁の波頂部に渦巻

や連弧状の隆線文が付くものが特徴的である。９には円形の貼付文が、10には三日月形の突起が

付く。図180－１～４には橋状把手が見られる。橋状把手はⅢ群１類に比べ大型化し、４のように

２本の粘土紐で作られたものもある。図180－８のＹ字状隆線に代表される垂下する文様や、図

180－７、図181－12のような横長の楕円形区画文も多く見られる。図182－１～10は、口縁の内

外に付く渦巻状や環状、Ｓ字状などの貼付文が特徴的である。同図12・14～16は同一個体の可能

性が高く、無文地の波状口縁に左右非対称の隆線文が見られる。

【ｂ種】隆沈線でおもな文様を描くものである。図163－１・３、図166－1、図169－１～図170－

３、図176－１・２・４、図183－１～図185－２が該当する。図163－１の器形はＡ１形である。

小波状の口縁には一部刻みが施されている。頸部には、横長の楕円形区画文と刺突列が見られる。

胴部には蕨手状の文様と連弧文が描かれている。図163－３の器形はＡ１形に分類される。ただし

胴部の張り出しが大きく、口縁部はわずかに外傾する。口縁には波状の低い突起が１箇所のみ付く。

口縁部から胴部にかけては、縦方向の隆沈線によって４分割されている。胴部の隆沈線はトの字に
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分岐する箇所とクランク状に屈曲する箇所とがある。胴部の区画内には、蕨手状の文様が描かれて

いる。

図166－１は、楕円形となる可能性が高い土器である。器形はＡ１形に分類される。口縁に図

164－１によく似た形状の貼付文がある。頸部には橋状把手が付き、頸部の無文帯はＸ字状の隆線

で区画されている。胴部は連続する山形状の隆沈線と縦方向の隆沈線によって区画されている。斜

めの区画の一部には、頸部に付くべき楕円形区画文が用いられている。山形文の頂部には、渦巻文

が付く部分やクランク状の沈線が垂下する部分がある。また十字状のアクセント文も見られる。

図169－１の器形はＡ１形である。口縁にはメガネ状の突起が４単位で付くものと推定される。

頸部と胴部上位に隆沈線が巡り、文様帯を上下に区画している。文様帯の上段には波状文が描かれ

ている。下段はＹ字状の隆線で縦に区画され、区画内に一対の鈎状の文様が描かれている。隆線に

沿う沈線には、串状の工具が用いられ、他の土器に比べ細い点が特徴的である。器壁は13㎜前後

と厚い。胴部下半の内外面には、焼成時に付着したとみられる黒斑が認められる。また、胴部下半

には高さ約40㎝、幅20～30㎝の方形の欠損部分があり、人為的に開けられた可能性がある。

図170－１の器形はＡ１形で、口縁部の幅は狭くほぼ直立している。口縁部には、原体ＬＲによ

る縄圧痕が施されている。頸部には間隔が不均一な楕円形の区画文が巡る。胴部には、図169－１

と同様に大ぶりな波状文が隆沈線によって描かれている。波状文の所々には、Ｙ字やコの字の沈線

文が附加されている。図170－２は大波状口縁で、器形はＢ２形である。波頂部には一対の渦巻状

貼付文が付き、鈎状の隆線が垂下する。口縁部には口縁に沿って弧線文が重層的に描かれている。

波底部から下がった位置にはＹ字状の隆沈線が４単位で付くものと推察される。同図３は、大波状

口縁になるとみられるＢ２形である。口縁部には隆沈線によって対弧状の文様が描かれている。胴

部にはＹ字状の隆線が垂下する。地文は縦回転のＬＲで、一部に結節回転文が見られる。

図176－１・２の器形はＢ２形である。図176－１は平口縁で、突起が１箇所付く。口縁部には

コの字状の沈線文が間隔を空けて描かれている。頸部からはノの字状の隆沈線が短く垂下し、胴部

を６分割している。ノの字状隆沈線の間には、波状の沈線文が縦方向に描かれている。同図２は大

波状口縁と推定される。波頂部から連弧状の隆沈線が垂下し、弧文の連結部には円文が添えられて

いる。胴部はＹ字状の隆沈線で区画され、細い原体による精緻な地文が間隔を空けずに施されてい

る。地文は隆線の上にも見られる。同図４はＡ３形に近い器形で、口縁部が短く外折する。口縁部

には渦巻状の粘土紐を貼り付けた突起と橋状把手が付き、短い縦の有節沈線が並べられている。胴

部には、縦位の隆沈線と連弧文が見られる。

図183－１～11は、波状の口縁部片や突起部である。波頂部には１・２・10のように圭頭形のも

のと、３のように椀状になるもの、４・９・11のように粘土紐や一対の突起が付くものがある。７

の突起には小さな貫通孔が見られる。同図12～図184－２は、口縁部や頸部の楕円形区画が特徴的

である。図183－12は、貼付文の下に有節沈線により小波状文を描いている。同図18の楕円形区

画文の間には、円形の貼付文がある。図184－３・５～７には、交互刺突文が施されている。同図
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４・８～12・14には、Ｙ字状や鈎状の沈線文、弧線文が描かれている。13の渦巻状隆線には、有�

節沈線が沿う。15は図183－18の円文が、盲孔に置換したような土器である。図185－１は隆線に、

列点文に近い有節沈線を沿わせている。同図２は図166－１とよく似た文様である。胴部は連続す

る山形状の隆沈線と、縦方向の隆沈線によって区画されるものとみられる。区画内には弧状や鈎状

の沈線文が加えられ、図166－１に見られた十字状のアクセント文が隆沈線で表現されている。

【ｃ種】隆線と隆線に沿わせた縄圧痕によりおもな文様を描くものである。図171－１～図172－

４、図173－１、図185－３～11が該当する。図171－１の器形はＡ２形である。４単位の波状口

縁で、波頂部の右側にのみ小波状を呈する粘土紐が付く。波頂部の下には縄圧痕により同心円文が

描かれ、その周りを連弧状の粘土紐と縄圧痕で加飾している。口縁部には縄文原体の結節部分のみ

を、間隔を空けて回転施文している。胴部はＹ字状の隆線によって４分割され、区画線の間には頸

部から鉤状の隆線が短く垂下する。その隆線の先端に１箇所のみ、菱形の縄圧痕が付く。胴部には

縦回転のＬＲがまばらに施文されている。胴部下半の内面には、焼成時に付着したとみられる黒斑

が認められる。図172－１の器形はＡ２形である。口縁部が内湾する度合いは弱い。４単位の波状

口縁とみられ、波頂部は左右に張り出す形である。波頂部の下には隆線により縦と横の波状文が描

かれている。口縁部には山形の隆線と縄圧痕が巡り、波底部で口縁と接している。胴部にも、口縁

部と同様に山形の隆線が巡っている。同図２の器形はＡ３形である。口縁部の幅は狭く、外折して

立つ。口縁部に山形波状の突起が巡るものと推察される。胴部には連続する山形文が巡り、その下

に横長の楕円形区画文が付くものとみられる。

同図３もＡ３形で、口唇部が短く外につまみ出される。口縁部には楕円形区画文が巡り、頸部か

らはＹ字状隆線が垂下する。隆線には楕円形の刺突が加えられている。縄圧痕と胴部の地文には、

ともに右撚りの直前段多条の原体が使用されたものとみられ、胴部には横回転で施文されている。

同図４の器形はＢ１形である。口縁に小さな山形突起が付き、その右側の口縁にのみ一部刻みが入

る。頸部には橋状把手と楕円形区画文が４単位で付くものとみられる。図173－１は半粗製的な土

器である。器形はＡ１形に該当し、胴部の膨らみは弱く、口縁部は大きく開く。４単位の波状口縁

とみられ、波頂部から短い隆線と縄圧痕が垂下する。地文は横回転で施文されている。縄圧痕、地

文ともに、右撚りの直前段多条の原体が使用されている。

図185－３は突起部の破片である。内面に隆線と短沈線で人面が表現されている。同図４は大波

状口縁の破片である。波頂部は小波状を成し、左右に張り出す。波頂部の下には渦巻状の隆線と縄

圧痕が付くものとみられ、隆線は剝落している。波底部にも短い鈎状の隆線文があり、ここを起点

に弧状の縄圧痕が描かれている。同図５～11には橋状把手や楕円形の区画文、胴部を区画する隆

線などが見られる。

【ｄ種】縄圧痕が施文された土器である。図172－５、図173－２～図175－５、図186－１～図187－

18が該当する。図172－５の器形はＡ１形とみられる。口縁部をＹ字状や２本一組の隆線で縦に区

画し、区画内に弧状の縄圧痕文などを重層的に描いている。図173－２の器形もＡ１形に該当する。
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口縁には一対の山形突起が付く。突起の下と口縁部の上下端には、縄圧痕が施されている。胴部中

位には輪積みの段を残し、その段に沿って縄圧痕を施文している。胴部には地文として、縄文原体

Ｌが方向を変えて粗雑に施文されている。同図３の器形もＡ１形の範疇に入り、口縁部は外反気味

である。高さのない山形の波状口縁で、波頂部から胴部にかけてと頸部に隆線が付く。口縁部には

２～４条の縄圧痕が施文され、胴部には附加条縄文が横位に施文されている。胎土には砂粒が多く

含まれ、器面は荒れている。同図４の器形もＡ１形で、胴部は大きく膨らみ球形である。口縁は小

波状を成し、環状の突起が１箇所のみ付く。口縁部には、原体Ｌの縄圧痕が横位に施文されている。

頸部には鎖状の隆帯が巡る。胴部地文もＬとみられ、無作為に方向を変えて隙間なく施文されている。

図174－１の器形はＡ２形である。口縁に粘土紐を貼り付けた小突起が付く。口縁には小波状を

成す部分と刻みが加えられた部分、平らな部分がある。口縁部には２条の縄圧痕が施文され、頸部

には半裁竹管による刺突列が巡る。胴部にはＲＬの施文方向を変えて表した羽状縄文が見られる。

同図２の器形はＡ１形に該当する。頸部の括れは弱く、口縁部は外反気味である。４単位の波状口

縁で、波頂部から縄圧痕が胴部まで垂下する。口縁部上端と頸部にも縄圧痕が横走する。地文とし

て横回転のＲＬが施文されている。同図３の器形もＡ１形である。口唇部には一対の刻みが４単位

で入るものと推定される。無文地の口縁部と頸部に縄圧痕が施され、胴部には横回転のＬＲが施文

されている。同図４の器形はＣ形である。口縁部にＬＲの縄圧痕が巡り、胴部にも同じ原体による

縄圧痕が縦位に間隔を空けて施されている。胴部には、部分的に縦回転のＬＲが施文されている。

口縁部には補修孔が見られる。

図175－１・２の器形はＡ１の範疇に入り、ともに口縁部が若干外反している。１の口縁部には

縄圧痕が縦に４条ずつ、間隔を空けて施文されている。頸部にも縄圧痕が巡り、その下に縄文原体

で刺突を加えた横長の貼付文がある。胴部には連弧状に縄圧痕が施文されている。原体は縄圧痕、

地文とも左撚りの直前段多条とみられる。２は口縁部から頸部に縄圧痕が横走する。頸部には刺突

を加えた貼付文が付く。同図３の器形もＡ１形に属し、頸部の括れはごく弱い。口縁には連続的に

押圧が加えられ、小波状を成す。胴部には２本一組の弧状の縄圧痕が４単位で巡り、弧状文の末端

近くには菱形文が描かれている。同図４の器形はＢ１である。４単位の波状口縁になるものとみら

れ、口唇部に縄圧痕が施されている。地文にはＬＲが縦回転で施文されている。同図５の器形はＡ

２形で、４単位の波状口縁と推定される。口縁部には波頂部で折り返すように多条の縄圧痕が施文

されている。胴部には、波頂部の下の位置から２条の縄圧痕が縦に施文された箇所も見られる。地

文にはＬＲが方向を変えながら施文されている。

図186－１～９は波状口縁の破片である。１はｃ種にも見られた圭頭形の波頂部である。２は波

頂部に縄圧痕による渦巻文が描かれ、結節回転文が施されている。同図10・11は頸部に鎖状の隆

帯が付き、胴部に弧状の縄圧痕文が見られる。同図12と図187－12は同一個体の可能性が高く、

山形突起の下と胴部にＭ字状の縄圧痕文が付く。図186－13～図187－７は、口縁部や頸部に波状

文や弧状文、渦巻文などが描かれている。図187－８・９には円形の貼付文が付く。同図10は口縁
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部に縦の結節回転を施した後、地文Ｒを横位に施文し、最後に口縁部上端に縄圧痕文を施している。

11・13～16・18は、口縁に沿って２～３条の縄圧痕文を施文している。17は沈線で文様が描かれ、

縄圧痕が加えられている。

【ｅ種】ａ～ｄ種に伴う浅鉢である。図177－１～３が該当する。図177－１は体部から口縁まで直

線的に開く器形である。二山に分かれた突起が４単位で付くものとみられる。口縁部には沈線によ

る横長の楕円形区画が描かれ、その中にハの字状の短沈線が並ぶ。口縁部の上下端には刺突列が見

られる。体部は無文で内外面にナデとミガキが加えられている。図示しなかった口縁部片には補修

孔が穿たれている。同図２は直線的に開く体部が中位で内折し、口縁部が短く立つ器形である。体

部上半に隆線による対弧文が描かれている。器面が荒れ、隆線も磨滅している箇所がある。同図３

は体部が直線的に開き、口縁部がくの字に内折する器形である。口縁には粘土紐を加えた山形突起

が付く。口縁部には縄圧痕が横走し、体部は無文である。

【ｆ種】阿玉台式直前段階から阿玉台Ⅰａ式に比定されるものである。図178－１～７、図188－

１～11が該当する。本種の特徴として有節沈線が多用され、地文がなく、胎土に金雲母が含まれ

る点が挙げられる。ただし、図178－４、図188－６・７を除き、胎土中に見られる金雲母の量は

少量または微量である。また器面の色は例外的なものを除き、暗褐色か褐色である。図178－１・

２は同一個体の可能性が高く、器形はＢ２形とみられる。１・２とも指頭圧痕を加えた輪積み痕が

残されている。１の波頂部には、隆線により連弧文と左右非対称な曲線文が描かれている。また、

頸部にはＹ字状の隆線が見られる。２の胴部片には、２本一組の隆線が４単位で垂下している。器

面の色はにぶい黄橙色である。同図３と図188－５も同一個体とみられ、器形はＢ１形である。口

縁部と頸部にＸ字状の隆線が付き、有節沈線が横走する。頸部のＸ字状隆線に挟まれるように、円

形の貼付文が認められる。その下からはＹ字状の隆線が垂下する。口縁部の内面にはＵ字状の文様

が描かれ、その左右に切り欠きが入れられている。４の器形はＢ２形である。ハート形の突起が付

き、突起の内面には粘土紐の貼り付けによって人面の表現にも見える一対の楕円文が表されてい

る。口縁部には突起の下に伸びる隆線を区画として、横長の楕円文が有節沈線によって描かれてい

る。胴部には縦位の隆沈線や波状文が見られる。また、胴部外面には輪積み痕が残されている。胎

土中には多量の金雲母が観察される。５の器形はＡ１形に分類され、頸部の括れはわずかである。

口縁部には隆線による楕円形区画文が、胴部にはＹ字状の隆線が付き、これに有節沈線が沿う。６・

７の器形はＢ２形になるものと推定される。６の口縁部には小さな突起が付き、口縁部上端の一部

に有節沈線が施文されている。７は口縁部に楕円形区画文が描かれている。区画の境目には、Ｘ字

状の隆線が施された箇所と縦の沈線が引かれた箇所がある。

図188－１は山形波状口縁の破片である。口縁に有節沈線を沿わせ、波頂部から弧状の隆沈線が垂

下する。同図２はＹ字状の隆線が胴部で曲線化している。６・７は胎土中に多量の金雲母と砂が含

まれ、同一個体の可能性が高い。６の内面には、図178－４の突起とよく似た一対の貼付文が見られ

る。９は波頂部の口唇部に縄文を施文した後、刻みを加えている。口縁部にはＹ字状の隆沈線が描�
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かれている。10の口縁部にもＹ字状の貼付文があり、波頂部内面には三叉状の切り欠きが見られる。

３　類（図188・189、写真96）

図188－12～図189－17が該当する。図188－12～図189－６は、Ｓ字状や渦巻状の粘土紐を組

み合わせた突起および橋状把手である。図188－12には縄圧痕が、同図14には有節沈線が見られ

る。15の口唇部には爪形文が加えられている。図189－１は環状突起で、平坦な頂部に刻みと渦巻

文が施されている。同図２は浅鉢の可能性があり、口縁に渦巻状や波状の粘土紐が貼り付く。６に

はＳ字状の貼付文が見られる。７～11は、口縁部に縦位の短沈線や縄圧痕、刺突列が施されてい

る。12は円形の突起が付き、胴部は地文上に隆沈線が描かれている。13には鶏頭状の突起が付き、

口縁部に縄圧痕文が見られる。14～17は胴部片である。14の地文には撚糸文が、その他には縦回

転のＬＲが用いられている。14は隆線、15は有節沈線、16は隆沈線、17は沈線で渦巻文や弧状文

が描かれている。

４　類（図190～211、写真97～99）

図190－１～図211－12を本類とした。深鉢については器形を以下のように分類した。また各器

形の典型例となる土器の図番号を（　）内に示した。本類において深鉢の器形を説明する際は、こ

の記号を用いる。

Ａ１形：胴部が膨らみ、口縁部が直線的に外傾するもの（図190－１）。

Ａ２形：胴部が膨らみ、口縁部が内湾して開くもの（図199－１）。

Ａ３形：胴部が樽状を成し、内湾して口縁に至るか外折して口縁部が立つもの（図199－５）。

Ｂ１形：胴部が直線的に開き、口縁部が外折して直線的に開くもの（図199－７）。

Ｂ２形：胴部が直線的に開き、口縁部が内湾して開くもの（図196－４）。

Ｃ　形：胴部から口縁まで直線的に開くバケツ形のもの（図194－２）。

Ｄ　形：胴部がわずかに膨らみ口縁部に至るもの（図190－３）。

Ｅ　形：胴部から口縁まで外反して開くもの（図194－４）。

器形や文様の特徴から、ａ～ｄ種に分けた。

【ａ種】Ⅲ群１類と共通する特徴が見られる粗製の深鉢である。図190－１～図194－１、図203－

１～図209－１～７・９が該当する。図190－１の器形はＡ１形である。口縁には山形突起が４単

位で付く。突起の下には未発達の橋状把手が付き、口縁部と頸部に三角刻文が並ぶ。胴部には縦方

向の結節回転文が見られる。同図２の器形もＡ１形の範疇に入るが、胴部は下膨れになるものと見

られる。地文はなく、口縁部に縦位の隆帯が付く。同図３の器形はＤ形である。口縁部に４単位の

山形突起が付くものとみられ、その下位の隆帯は剝がれている。胴部には櫛歯状工具を用いて格子

文が描かれている。４も一本描きの沈線で、胴部に格子文が描かれている。５は半裁竹管で縦の沈

線を描いた後に、口縁部と頸部に太い沈線が描かれている。６の器形はＡ２形である。口縁部はご

く緩やかに内湾する。上下が平行沈線で区画された口縁部文様帯に斜格子文が描かれ、胴部には横

回転の結節回転文が見られる。
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図191－１・３には縦方向の結節回転文が施されている。１の口縁部には刻み目を入れた隆帯が

垂下し、３の口縁には刻みの入った低い突起が付く。同図２の器形はＣ形である。口唇部に刻みが、

口縁部にはスリット状の縦位短沈線が加えられている。同図４の器形もＣ形である。地文としてＲ

Ｌが、口縁部には横回転で、胴部には縦回転で施文されている。図194－１の器形はＡ２形である。

４単位の波状口縁とみられ、波頂部には指頭圧痕と縄文原体による刻みが加えられている。縦方向

の結節回転文が地文として施されている。未発達な橋状把手や口縁部に付く刻みの入った縦の隆帯、

口縁部に施文される縦位の短沈線、斜格子文や格子文、縦の結節回転文などは、Ⅲ群１類のａ～ｄ

種に見られた特徴である。図194－１のような大波状口縁は、同じくｆ種に認められる。

図191－５～図193－５は無文地の深鉢である。図191－５、図192－３～５、図193－１・３は

口唇部に刻みが施されている。図192－１は複合口縁で、器壁が底部から口縁部まで９㎜前後と厚

い。図192－６は頸部に刻みが入る。地文が施されない点と口唇部の刻みは、Ⅲ群１類ｅ種に見ら

れた特徴である。

図203－１～図209－７・９は破片資料である。図203－１～３には、無文地の口縁部に刻みを

施した縦の隆帯が付く。図203－４・６・７、図206－６～９には、格子文や斜格子文が描かれて

いる。図203－５の口縁部には、ハの字の短沈線が並んでいる。同図８～図206－１は、口縁部や

頸部に縦位の短沈線が並ぶものや、間隔を空けて施された縦方向の結節回転文が見られるものであ

る。このうち、図203－13の口縁部には、粗雑な沈線文が描かれている。同図24と図204－７の口

縁部には、三角刻文が並ぶ。図204－３には地文上に沈線による渦巻文が描かれている。８の口縁

部には刺突が加えられている。10・12・16の口縁部には、縦の隆帯や貼り瘤が付く。図205－15

の胴部片は、結節回転文の上に貝殻腹縁文が施されている。

図206－２～４の口縁部片には、結節回転文や縄文が横位に施文されている。同図５は口縁部に

網代痕があり、その上に半裁竹管による沈線が横走する。Ⅲ群１類とした図131－１の輪積み部分

に網代痕が認められることから、本種に含めた。11は口縁部に横位の短沈線が見られる。12～18

は、胴部に波状の沈線が描かれている。このうち13～16の多条沈線は、Ⅲ群1類ｅ種に見られた

交互刺突文や沈線に伴う列点文を簡略化したものと考えられる。縄文地に描かれた12・17・18は、

結節回転文を沈線に置き換えたと見ることができる。

図206－19～図209－７・９は無文地の口縁部片である。このうち図206－19～21には、口縁に

沿って平行沈線や小波状文が描かれている。図207－１・２の頸部には刻みが入った隆帯が付く。

同図３・４は、口縁部の上下端に刺突列が見られる。波状口縁の５・７は、波頂部に刻みが施され

ている。口縁に突起が付くものは、10のような二山に分かれた山形突起となるものが目立つ。口

唇部に刻みが施されたものや、複合口縁となるものも多い。

【ｂ種】Ⅲ群２類と共通する特徴が見られる粗製の深鉢とこれに近似したものである。図194－２～

図200－５、図209－８・10～図211－１～７・12を本種とした。図194－２の器形はＣ形である。

口縁部に原体Ｌの縄圧痕が３条施文された後、同じ原体による縦方向の圧痕が間隔を空けて加えら
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れている。胴部には縦回転のＬが施文された後、部分的に原体の結節部のみが回転施文されている。

同図３の器形もＣ形である。口縁部の輪積み痕が残され、そこに指頭圧痕が装飾的に加えられてい

る。胴部には多裁竹管状工具による縦方向のナデが、器面の乾燥が進まない段階で施されている。

同図４の器形はＥ形である。口唇部には刺突が加えられ、小波状を成す。胴部下端を除く器面全体

に指頭圧痕が、特に輪積みが意識されることなく施文されている。内外面には入念なミガキが施さ

れている。

図195－１～図198－4は地文として縄文が施されている。Ⅲ群２類は縄文が縦回転で施文され

るものが大多数であるが、図195－１・４、図196－１・２は横回転である。図195－４の口縁に

は波状の貼付文が見られる。図196－１は緩い波状口縁で、波頂部に縄圧痕が施文されている。同

図２の突起の下と３の頸部には刺突を加えた横長の貼付文がある。４の器形は本種において稀有な

Ｂ２形である。口縁にはＹ字状の隆線が付く。図197－１・２、図198－１にも、胴部を区画する

隆線が見られる。図197－３は縄文原体で口縁部に刺突を加えている。図198－３の胴部には縦位

の縄圧痕が施文されている。

図198－５～図200－５は無文地の深鉢である。図198－５・６、図200－５の口縁には波状の貼

付文が見られる。図198－７、図199－７は阿玉台式系の粗製土器とみられ、胴部に輪積み痕を残

し口縁部には突起または隆帯が付く。図199－６～図200－２にも、輪積み痕が残されている。図

199－１はＡ２形の大波状口縁となる深鉢である。口縁と頸部には隆線が巡っている。同図２も波

状口縁となり、Ａ２形に含まれる。胴部が内折する器形が図175－５に近似している。同図３は口

縁に指頭圧痕が加えられ、部分的に小波状を成す。４・５の器形はＡ３形に該当し、幅の狭い口縁

部が外折する。

図209－８・10～図211－１～７・12は破片資料である。図211－12を除く全てに地文が施され、

図210－１のように横回転で施文されたものも少なくない。図209－14・15、図210－10は頸部の

隆帯上にも縄文が施文されている。図210－12と図211－７の胴部には、結束羽状縄文が施文され

ている。図210－２・５は、口縁に波状の粘土紐が付く。同図３・４・６の山形突起には刻み目が

入る。８・９は、鎖状の隆帯が特徴的である。13～15の頸部には横長の貼付文がある。このうち

15の貼付文には、有節沈線による刻みが加えられている。16の口縁部には装飾的に指ナデが残さ

れている。図211－12は無文地で、波状口縁になるものとみられる。大きな把手が付くとみられる

が、欠損している。内面に段が付く口縁部の形態から本類に含めた。

【ｃ種】粗製の鉢、浅鉢である。図200－６～図202－１・３、図211－８～11が該当する。図

200－６は体部がわずかに開いて直線的に立ち上がる鉢である。口縁直下にＹ字状の貼付文が４単

位で付く。同図７は体部が外反気味に開く鉢である。口唇部に指頭圧痕が加えられ、小波状口縁と

なっている。８は内湾気味に開く浅鉢である。口縁に波状の粘土紐が貼り付く。９・10は入れ子

状態で出土した浅鉢である。10は体部が直線的に開き、口縁部がくの字に内折する。９も同様の

器形とみられるが、口縁部を欠損している。９には貼付文がわずかに残る。いずれの内外面にもミ
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ガキが施され、特に９の外面には光沢がある。

図201－１・７は図200－10と同様の器形である。１の口縁には波状の粘土紐が貼り付く。同図

２は体部が内湾しながら開き、口縁部が外反する。胎土中の砂が少なく、浅黄橙色をしている。３・

４は体部が内湾気味に開く器形である。５は楕円形になる可能性が高く、体部から口縁まで直線的

に開く。６も直線的に開く器形で、複合口縁となる。図202－１・３は、体部が大きく開くことか

ら浅鉢の底部片とみられる。図211－８は鉢とみられ、直線的に開く器形である。原体Ｌが縦方向

に施文され、口縁部内面にも同じ原体の縄圧痕が施されている。同図９～11も鉢とみられ、無文

地である。９・11の口唇部には刻みが入る。10は口縁部が内折し、口縁は小波状をなす。

【ｄ種】底部片である。図202－２・４～10が該当する。２・５の胴部には結節回転文が施されて

いる。４・10は無文である。６・７は縄文地で、６には縦位の隆帯が４単位で付く。８には刺突

列と沈線文が描かれている。９は指頭圧痕が装飾的に加えられている。また５・６・10の底面に

は網代痕が見られる。

小型土器・土製品（図212～216、写真100～103）

小型土器　図212－１～13は小型の土器である。図212－１は底部から胴部が内倒して立ち上がり、

胴部上半が内湾気味に開く器形である。全面に原体Ｌが方向を変えて施文されている。同図２は胴

部が筒状に立ち上がり、横回転のＲＬが施文されている。３は無文地で口縁部が肥厚している。４

は胴部が直線的に開く器形で、横ナデが内外面に施されている。５・６は胴部下半が直立し、途中

から開く器形とみられ、ともに横回転のＬＲが施文されている。７は半裁竹管により隙間なく沈線

が描かれ、部分的に器面を削ぎ落としている。８～13はいずれも無文で９には高台が付く。10に

は輪積み痕が残されている。

図213－１～15は、いわゆるミニチュア土器である。１には高台が付き、胴部が内湾する器形で

ある。ＬＲが横位に施文されている。また、底部内面には黒褐色の付着物が見られる。２～11は

いずれも無文で、２～４・10には高台が付く。２は壺形、３は高杯のような器形をしている。５

は体部が外反する盃のような器形である。６の器形は１に似ている。７・11は胴部が直立する器

形で、11の内外面には入念なミガキが施されている。８は内湾する胴部片である。９は丸底状で

胴部が開く。12～15は極小の手捏ね土器である。指オサエの痕跡が内外面に残されている。

土製耳飾り　図213－16～19は土製の耳飾りである。16・17は耳栓形で16は上面を窪ませている。

17には焼成前に開けられた貫通孔がある。18・19は玦状耳飾りとみられる。18の平面形は円形に

なるものと推察され、断面形は三角形に近い。19の平面形は円形で、断面形は周縁が最も厚くつ

まみ出されてＴ字形に近い。切れ目の長さより孔径の方が小さい。また、割れ口の傍に補修孔が穿

たれている。18・19には赤彩が施されている。

土　　偶　図214－１～図215－６に土偶を示した。図214－１は頭部とみられる。頂部は皿状に

窪み、貫通孔が２箇所に設けられている。貫通孔の脇には刻みが１箇所認められる。同図２も１に
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よく似た形態のため、土偶の頭部と考えられる。３～７は板状土偶である。３は顔の表現がなく、

欠損したものも含め６箇所の突出部が手足や頭部を表現しているものと考えている。表面には指オ

サエの痕跡が残る。４はいわゆる単脚板状土偶である。顔は表現されず、無文で表裏が明確でない。

腕部が水平に張り出し、腰部が括れている。５は頭部と下半身が欠損している。腕部が短く水平に

張り出し、腰部が括れている。表面には、乳房の表現とみられる一対の丸い小突起が付く。裏面に

は、両側縁に沿って細い爪形文が施されている。６は表面に正中線が引かれ、左右対称に鋸歯文と

横位の沈線が描かれている。裏面の下端には多条の横位沈線が見られる。沈線は際だって細い。７

は頭部と下半身が欠損している。肩部は４・５に比べなで肩である。鎖骨のような隆帯と乳房状の

突起が付く。突起の間にはＹ字状の沈線が描かれている。裏面は縦方向にナデが加えられ、砂粒が

動いたことによる線状痕が著しい。

図215－１は上半身と脚部を欠損し、腹部が二山に分かれて膨らんでいる。正中線は４条の沈線

で表現され、腹部の二つの膨らみを囲むように釣り針状に曲がる。その先端には逆Ｔ字形のアクセ

ント文が入る。下腹部には沈線間に渦巻文や刺突列が描かれている。側面にも平行沈線が描かれ、

腰部に短沈線が入る。裏面の中央にはわずかに窪んだ凹線が引かれている。同図２も胴部下半の資

料である。腹部が膨らみ、その真中に正中線が引かれている。腹部の膨らみを囲むように２条の弧

線が引かれ、その上下端に刺突が施されている。側面には３条の沈線が引かれている。裏面の中央

は微かに窪んでいる。２は１の文様を簡略化したような文様構成である。

図215－３は板状土偶の腕部とみられ、腕の付け根付近に貫通孔が穿たれている。同図４・６は

図214－４のような単脚形土偶の下半身部分と考えている。図215－４の表面には太い沈線が描か

れている。同図６は無文で裏面はほぼ全面が剝落している。同図５は胴部片と考えている。表面に

弧線が描かれ、両側面には刻みが加えられている。

土製円盤　図216－４～12は、土器片の周縁を打ち欠いて作られた土製円盤である。全てに縄文が

施されている。５・10には横位の結束羽状縄文、６には横位のＲＬが施文されている。12は表面

が磨滅し不鮮明だが、縦回転のＬとみられる。その他は横回転のＬＲである。４～11は前期後葉、

12は中期のものである可能性が高い。

その他の土製品　図213－20～22は棒状の土製品である。用途は不明でいずれも縦方向にナデが

加えられている。図215－７は動物形土製品の可能性がある。表面全体に指オサエの痕跡がある。

上側はつまみ出されて稜が付き、先端は二股に割れている。図216－１は焼成された粘土塊である。

右手で握られたと推定される指や掌の痕跡があり、指紋も残されている。同図２・３は用途不明の

土製品である。２の平面形は楕円形で薄い。指オサエの痕跡が残り、裏面の周縁には剝離痕が認め

られる。３は扁平な棒状を呈している。土偶や三脚形土製品など一部の可能性がある。

石器・石製品（図217～225、写真104～109）

石　　鏃　図217－１～図219－３が該当する。長幅比の最小値は図217－１の0.92、最大値は図
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219－１の2.33である。おおむね長幅比1.2～1.7の範囲に大多数の石鏃が納まる。基部の形態は、

未成品とみられるものを除き全て凹基である。図217－３～５は特に基部の抉りが深い。側縁は図

218－18、図219－１のように直線的なものと図217－５・17のように内湾するものが大多数を占

める。図217－10・16の側縁は外反気味である。図218－13の側縁は下端が角張っている。

図217－12～15、図218－８～10は未成品とみられる。図217－12は表裏に素材の大きな剝離

面が残されている。13～15は厚みを除去しきれず、基部や側縁の形状も整っていない。図218－

８・10は薄い素材が用いられている。表面は調整が中心部まで行われているのに対し、裏面は周

縁のみに止まっている。同図９には自然面が残されている。

図217－18は先端部を欠損し、先端方向から加圧した剝離が見られる。図218－20は被熱したもの

とみられ、表面が爆ぜている。図219－３は厚みがあり、下端に折れた面が見られる。この面を打

面として、表面のみ再調整が加えられている。折れた尖頭器を石鏃に再利用しようとした可能性が

ある。石鏃の石材には流紋岩と珪質頁岩が多用され、少数ながら珪化木や黒曜石も用いられている。

石　　錐　図219－４～17を石錐とした。４～７・９～12は摘み部が比較的明瞭なものである。

４は被熱し、爆ぜた箇所が見られる。５・６は錐部が長く、６の摘み部には自然面が残されている。

７・９の錐部は扁平で薄く、素材の剝離面が残されているため、未成品の可能性が高い。10は摘

み部が大きく、錐部が短い。摘み部には大きく自然面が残されている。11の摘み部には節理面が

残され、錐部には入念な調整が施さている。８・13～17は、摘み部が小さいものや不明瞭なもの

である。８・14・17は折れた剝片を素材とし、先端に両面加工を施している。13・15・16は側縁

全体に両面から調整が施され、特に15は左右対称に成形されている。

尖 頭 器　図220－１～７の７点である。１・２・４・５はいわゆる押出型ポイントとみられる。

両面加工の尖頭器で、基部に両側縁から抉りが入れられている。１は基部寄りに、２は刃部の中央

付近に最大幅がくる。３は先端部分とみられ、両面加工によって薄く成形されている。６は３に比

べ厚みがあり、基部側とみられる。７は柳葉形の尖頭器である。先端付近は薄い菱形に、基部は幅

狭く厚めに加工されている。

石　　匙　図220－８～12が該当する。８～11は長軸側に摘みが付く縦長の石匙である。８は押

出型ポイントの可能性もあるが、裏面に素材の剝離面が大きく残るため石匙に含めた。９は素材の

剝離面を大きく残しながらも両面の側縁が加工され、表面の左側縁には鋭角の、右側縁は左側に比

べ鈍い角度の刃部が作り出されている。また先端には急角度の調整が加えられ、尖っている。10

は摘みの抉りが浅く、小さい。裏面の右側縁には調整が加えられず、鈍い角度の刃部となっている。

11は摘み部と刃部が折れている。摘み部の幅が広く、刃部の幅と大差ない。刃部の折れた面には

微細剝離が認められる。12は横長の石匙である。極小で摘み部の先端は折れている。両面加工が

施され、一方の端は尖っている。

その他の剝片石器　図221－１～３、図222－１～６が該当する。図221－１は円形の搔器である。

表面には自然面が、裏面には主要剝離面が残されている。表裏の周縁のほぼ全周に調整が加えられ
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ている。同図２は削器、３は鋸歯状石器とした。ともに自然面が残された剝片の一側縁に調整が施

されている。３の表面左側縁には微細剝離も認められる。図222－５も削器とみられる。やはり表

面に自然面が大きく残され、表側から見て右側縁の両面と左側縁の先端に調整が施されている。

図222－１～４・６は、二次加工や微細剝離が認められる剝片である。１は黒曜石製の縦長剝片

で、裏面の右側縁に微細剝離が観察される。２は両面に加工が施され、鋭角な刃部が作り出されて

いる。３は不純物の多い黒曜石を素材とし、両面に加工が施されている。４は小さな円礫を素材と

し、両極打撃による剝離面が見られる。側縁には部分的調整剝離が認められる。６は縦長剝片の側

縁に、微細剝離が認められる。

礫石器、石核　図221－４はチョッパーか石核とみられる。亜円礫に大きな剝離痕が入り、おもに

右側縁に細かい剝離が認められる。図222－７～９は石核である。７・８は打面を転移させながら

剝片が取られている。９は亜円礫の一側縁に打撃を加えて作り出した稜を打面としている。

打製・磨製石斧　図223－１～５が該当する。図223－１は粘板岩製の打製石斧である。おもに両

側縁から加工され、表面には自然面が大きく残されている。２は縦長の礫を素材とした磨製石斧の

可能性がある。下端の折れた面に調整が加えられている。３～５は磨製石斧である。３は刃部を欠

損し、折れ面に調整剝離と敲打痕が認められる。４は片刃で研磨による線状痕が顕著に残る。刃部

には微細剝離も認められ、その稜は不明瞭になっている。また刃部は赤く変色している。５は基部

と刃部を欠損している。断面形が隅丸長方形のいわゆる定角式磨製石斧である。また側面には擦切

り技法の痕跡とみられる溝状の窪みが残されている。

磨石、凹石、石皿　図224－１～図225－２が該当する。１は軽石を素材とした凹石である。表面

のほぼ中央に回転運動により開けられた穴がある。２は扁平な楕円形の礫を用いた磨石で、側縁全

周に使用痕が認められる。３～５は細長い礫が用いられ、短軸方向の両側面に磨り痕が、長軸方向

の端部に敲打痕が顕著に認められる。図225－１・２は石皿である。平板な礫が使用され、裏面に

目立った加工痕は認められない。表面は使用により窪んで表面が平滑になっている。滑らかな範囲

を図中では灰色で示し、中でも特に平滑な部分については濃い灰色で示した。

石製装身具　図225－３～11が該当する。３は縦長の垂飾具である。側面には擦切りの痕跡が残さ

れている。貫通孔は両面から穿たれている。また、貫通させずに止めた穴も見られる。４は玉類の

破片である。表面には研磨痕が認められ、裏面には孔であったとみられる溝が残されている。５～

11は玦状耳飾りである。全てほぼ中央で折れている。５は周縁に角が残され、研磨も粗い。６・９～

11は長方形に近い平面形で切れ目の長さより孔径が小さい。７は楕円形で切れ目部分を欠損して

いる。孔が全体のほぼ中央に位置する。８も楕円形で孔が上寄りに位置する。切れ目の長さより孔

径がやや小さい。成形と表面の研磨は丁寧に施されている。折れ面の傍には二次的に穿たれたとみ

られる孔が認められる。� （今　野）
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図71　遺物包含層出土縄文土器（１）

２（Ｋ22ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ5・6、Ⅲｂ）
　　　　　　　　　　　口径：（24.6）㎝
　　　　　　　　　　　器高：［ 9.0］㎝

３（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（14.5）㎝
器高：［ 3.9］㎝

４（Ｋ22 ＬⅢａ）
口径：（20.4）㎝
器高：［10.3］㎝

５（Ｋ22ｃ ＬⅢａ・ｂ）
口径：（26.1）㎝
器高：［10.5］㎝ ６（Ｌ22 ＬⅢａ）

口径：（21.4）㎝
器高：［10.6］㎝

７（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）
口径： 21.9 ㎝
器高：［16.1］㎝

１（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5№19）
口径：（29.9）㎝
器高：［17.5］㎝

0 10㎝
（1/4）

＜１・２・５＞

0 10㎝
（1/3）

＜３・４・６・７＞
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図72　遺物包含層出土縄文土器（２）

１（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
口径：（27.7）㎝
器高：［17.5］㎝

２（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（24.1）㎝
器高：［11.9］㎝

３（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5下位）
口径：（44.4）㎝
器高：［24.0］㎝

0 10㎝
（1/4）

４（Ｋ22 ＬⅢａ）
口径：（27.4）㎝
器高：［26.6］㎝
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図73　遺物包含層出土縄文土器（３）

0 10㎝
（1/3）

７（Ｌ21ｄ ＬⅢ3上面）

５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）２（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ） ３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

21（K22ｃ ＬⅢａ）

18（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

23（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）22（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

11（Ｌ22 ＬⅢａ）

８（Ｌ22 ＬⅢａ）

19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

12（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
17（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6上面）

14（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）

９（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

15（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

20（Ｋ19ｃ ＬⅡ）

26（Ｌ22 ＬⅢａ4）

27（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

24（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

29（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

28（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

25（Ｋ21ｄ ＬⅢａ6）

32（Ｌ23 ＬⅢａ） 33（Ｌ21ｄ ＬⅢｂ）

30（Ｌ22 ＬⅢｂ）

31（Ｌ21ｃ、Ｋ22ｃ ＬⅢａ3・6）

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
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図74　遺物包含層出土縄文土器（４）
0 10㎝

（1/3）

18（Ｌ21ａ ＬⅢｂ）15（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ）

19（Ｋ22 ＬⅢａ）

16（Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ4）
４（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

20（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）

17（Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）

６（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）５（Ｌ22 ＬⅡ）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

８（Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）７（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｌ22ａ ＬⅢｂ）

９（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4） 10（Ｌ21ａ ＬⅢｂ）

２（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）１（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

23（Ｌ20 ＬⅢａ） 24（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

21（Ｌ22 ＬⅡ） 22（Ｌ23 ＬⅢａ）

26（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）25（Ｌ22 ＬⅢａ）
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８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

３（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

５（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）

19（Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）

24（Ｋ21ｄ ＬⅢｂ）

17（Ｌ22ａ ＬⅢｂ）

25（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

21（Ｌ22ａ ＬⅢａ3②）

14（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

23（Ｋ21ａ ＬⅢａ4）
22（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

18（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3②）

11（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）

10（Ｋ21 ＬⅢｂ）

26（Ｋ22ｂ・ｃ・ｄ ＬⅢａ4・6）

６（Ｋ22ｃ、Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）

７（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

27（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

16（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）

15（Ｋ21ｂ ＬⅢａ）
12（Ｌ22 ＬⅢａ3）

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） ２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

20（Ｌ22 ＬⅢａ）

図75　遺物包含層出土縄文土器（５）

0 10㎝
（1/3）
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11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） 13（Ｋ21ｄ ＬⅢａ6）

12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

15（Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）

19（Ｌ21ａ ＬⅢａ2下位）

24（Ｌ22ａ ＬⅢｂ）

22（Ｌ22 ＬⅢａ）

21（Ｋ22 ＬⅢａ）

17　（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

20（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

４（Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

10（Ｋ22ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ2・Ⅲｂ）

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） ９（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

２（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

25（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） ８（Ｌ22 ＬⅢａ）５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

23（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）

27（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）

26（ Ｌ22 ＬⅢａ）

図76　遺物包含層出土縄文土器（６）

16（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

0 10㎝
（1/3）

１（Ｌ23 ＬⅢａ）
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１（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ）
５（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

10（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）
７（Ｌ20ａ ＬⅢａ）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

14（Ｋ21ａ ＬⅢａ3）

12（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3⑥）

13（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）

22（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

21（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

24（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

19（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上面）
17（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）

18（Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｌ23 ＬⅡ）

20（Ｋ22ｃ ＬⅢａ）

25（Ｋ22 ＬⅢａ）23（Ｌ21ｄ ＬⅢｂ）

８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

図77　遺物包含層出土縄文土器（７）

15（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3中位）

0 10㎝
（1/3）

４（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）



142

第１章　調 査 成 果

12（Ｌ22 ＬⅢａ）

７（Ｌ21ａ ＬⅢａ3下位）

５（Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）
13（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

６（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）

16（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｌ22 ＬⅢａ）

21（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）20（Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

19（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

23（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

22（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

17（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｌ20 ＬⅢａ）

２（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）

３（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

１（Ｌ23 ＬⅡ）

４（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

図78　遺物包含層出土縄文土器（８）

0 10㎝
（1/3）
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５（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5） ７（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

９（Ｋ21ｄ ＬⅢａ6）
11（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）

８（Ｋ22 ＬⅢａ）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

18（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）
17（Ｋ21ａ ＬⅢａ3中位）

21（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
20（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

16（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

22（Ｌ21 ＬⅢａ）

19（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

15（Ｋ22ｂ ＬⅢａ2）

10（Ｋ21ａ・ｂ ＬⅢａ2・3中位）

３（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

１（Ｋ22ｃ ＬⅢａ2）

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

図79　遺物包含層出土縄文土器（９）

23（Ｌ22 ＬⅢａ）

0 10㎝
（1/3）

12（Ｋ21ｃ ＬⅡ）
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９（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
８（Ｋ21ａ ＬⅢｂ）

11（Ｋ21ｄ ＬⅢａ2）

７（Ｋ22ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ3・6）

12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

10（Ｌ22ａ ＬⅢｂ）

14（Ｋ22 ＬⅡ）
13（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）

18（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）16（Ｌ22ａ ＬⅢａ4） 17（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

20（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）

19（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6上面）

６（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ）

５（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）

21（Ｌ22 ＬⅢａ） 22（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

23（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

26（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

27（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）24（Ｌ22 ＬⅢａ） 25（Ｌ23 ＬⅢａ）

１（Ｌ22 ＬⅠ）

２（Ｌ22 ＬⅢａ）
３（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）

図80　遺物包含層出土縄文土器（10）

0 10㎝
（1/3）
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１（Ｋ22ｃ、Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

２（Ｌ22 ＬⅢａ） ３（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

６（Ｋ22 ＬⅡ）５（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）12（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

８（Ｍ24 ＬⅢａ）

９（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

10（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

11（Ｌ22 ＬⅡ）

14（Ｋ22b ＬⅢａ5） 17（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）15（Ｋ22 ＬⅡ） 16（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
20（Ｌ22ａ ＬⅢｂ）

21（Ｋ22 ＬⅢａ）

23（Ｌ21 ＬⅢａ3）

22（Ｋ22ｃ、Ｌ22 ＬⅢａ5）

19（Ｋ21ｄ ＬⅢａ下位）

図81　遺物包含層出土縄文土器（11）

0 10㎝
（1/3）
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図82　遺物包含層出土縄文土器（12）

0 10㎝
（1/4）

７（Ｌ22ｄ ＬⅢａ）
口径：（23.5）㎝
器高：［ 8.3］㎝

４（Ｌ22ｄ ＬⅢａ）
口径：（22.4）㎝
器高：［12.2］㎝

６（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
口径：（24.0）㎝
器高：［11.3］㎝

３（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（25.2）㎝
器高：［ 9.7］㎝

５（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（32.2）㎝
器高：［21.5］㎝

１（Ｋ22ｂ、Ｌ21ｄ ＬⅢａ5・6№110）
口径： 25.5 ㎝
器高：［26.0］㎝

２（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
口径：（29.8）㎝
器高：［23.3］㎝
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図83　遺物包含層出土縄文土器（13）

0 10㎝
（1/4）

１（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（34.0）㎝
器高：［22.0］㎝

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6№111）
口径：（22.0）㎝
器高：［20.3］㎝

４（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5№11）
口径：24.9 ㎝
底径：14.9 ㎝
器高：29.5 ㎝

３（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5№７）
口径：（29.9）㎝
器高：［23.8］㎝

５（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
口径：（27.5）㎝
器高：［17.8］㎝
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図84　遺物包含層出土縄文土器（14）

0 10㎝
（1/4）

＜２・３・５・６＞

0 10㎝
（1/3）

＜１・４＞

１（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
口径：（17.5）㎝
器高：［13.7］㎝

２（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）
口径： 26.0 ㎝
器高：［17.2］㎝

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5・6）
口径：（42.0）㎝
器高：［ 7.9］㎝

６（Ｋ22ｂ･ｃ、Ｌ22ａ ＬⅢａ5・6、Ⅲｂ№140）
口径：（33.5）㎝
器高：［21.9］㎝

４（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（9.3）㎝
底径：（7.6）㎝
器高： 8.4 ㎝

５（Ｌ22 ＬⅢａ№４）
口径： 20.7 ㎝
器高：［19.0］㎝
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図85　遺物包含層出土縄文土器（15）

0 10㎝
（1/4）

＜１・２・４＞

0 10㎝
（1/3）

＜３・５＞

１（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（28.1）㎝
器高：［22.9］㎝

２（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5№18）
口径：（29.5）㎝
器高：［18.2］㎝

３（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5№６）
口径： 22.0 ㎝
器高：［20.5］㎝

４（Ｋ22ｂ、Ｌ22ｄ ＬⅢａ5・6）
口径：（25.3）㎝
器高：［13.7］㎝

５（Ｌ22ｄ ＬⅢｂ上面）
口径： 19.0 ㎝
器高：［14.2］㎝
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図86　遺物包含層出土縄文土器（16）

0 10㎝
（1/4）

＜３・７＞

0 10㎝
（1/3）

＜１・２・４～６＞

５（Ｌ22ａ・ｃ ＬⅢａ・ｂ）
口径：（30.0）㎝
器高：［14.2］㎝

１（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（15.3）㎝
器高：［ 4.7］㎝

２（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）
器高：［ 9.3］㎝

３（Ｌ22ｄ　ＬⅢａ下位）
口径：（26.5）㎝
器高：［ 7.2］㎝

４（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）
口径：（19.3）㎝
器高：［ 9.0］㎝

６（Ｋ22ｂ、Ｌ22ａ・ｄ ＬⅢｂ）
口径： 24.0 ㎝
器高：［11.9］㎝

７（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径： 26.3 ㎝
器高：［14.0］㎝
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図87　遺物包含層出土縄文土器（17）

0 10㎝
（1/4）

１（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
口径：（26.9）㎝
器高：［18.0］㎝

２（Ｋ22ｃ、Ｌ22ｄ ＬⅢａ5№42）
口径：（22.4）㎝
器高：［10.0］㎝

４（Ｋ21ｃ、Ｌ22 ＬⅢａ3）
口径：（21.3）㎝
器高：［14.8］㎝３（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

口径：（25.0）㎝
器高：［16.6］㎝

５（Ｋ22ｂ･ｃ、Ｌ22ａ･ｃ・ｄ ＬⅢａ4・6）
器高：［34.7］㎝



152

第１章　調 査 成 果

図88　遺物包含層出土縄文土器（18）

0 10㎝
（1/4）

＜１～３・５・７＞

0 10㎝
（1/3）

＜４・６＞

１（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
口径：（28.7）㎝
器高：［ 5.7］㎝

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
口径：（27.6）㎝
器高：［11.0］㎝

３（Ｌ20・21ｄ、Ｌ22 ＬⅢａ・ｂ）
口径：（29.0）㎝
器高：［17.8］㎝

６（Ｌ21・22 ＬⅢａ）
口径：（22.0）㎝
器高：［10.0］㎝

４（Ｋ21ａ・ｂ ＬⅢａ6）
口径：（15.8）㎝
器高：［13.2］㎝

５（Ｌ22 ＬⅢａ№２）
口径：（21.3）㎝
器高：［12.6］㎝

７（Ｋ･Ｌ22 ＬⅢａ3）
口径：（22.3）㎝
器高：［15.5］㎝
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16（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）

８（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ上面№147）

５（Ｋ22ｃ、Ｌ22 ＬⅢａ6）
６（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

15（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6№124）

２（Ｌ22 ＬⅡ）１（Ｋ22 ＬⅢａ）

４（Ｌ22ｃ ＬⅢａ）

３（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）

12（Ｌ23 ＬⅢａ）

９（Ｋ22 ＬⅢａ）

11（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）10（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）

図89　遺物包含層出土縄文土器（19）

0 10㎝
（1/3）
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５（Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｌ23 ＬⅢａ）

２（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

４（Ｌ22 ＬⅢａ）
１（Ｌ22 ＬⅢａ）

９（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

６（Ｌ22 ＬⅢａ） ７（Ｋ22ｃ ＬⅢａ）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

８（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

12（Ｋ22 ＬⅢａ）

13（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

11（Ｌ21ａ･22 ＬⅢａ･ｂ）

図90　遺物包含層出土縄文土器（20）

0 10㎝
（1/3）
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８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6№121）

３（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

６　（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

２（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

５（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

１（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

４（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5下位）

９（Ｌ22 ＬⅢａ）
11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

図91　遺物包含層出土縄文土器（21）

15（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

13（ Ｌ22 ＬⅢａ）12（ Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

16（ Ｋ21ｂ ＬⅢｂ） 17（Ｌ23ｃ ＬⅢａ）

20（Ｌ21ｄ ＬⅢａ4）
21（ Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｌ22ａ ＬⅢａ下位） 19（Ｌ22ａ ＬⅢｂ）
0 10㎝

（1/3）
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図92　遺物包含層出土縄文土器（22）

0 10㎝
（1/3）

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

４（Ｋ22 ＬⅢａ）

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

17（Ｋ22 ＬⅢａ）

６（Ｋ22 ＬⅢａ）

５（Ｋ22 ＬⅢａ）

９（ Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

11（Ｌ22 ＬⅢａ）
12（ Ｋ21ｂ・22ｃ ＬⅢａ6）

10（ Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

７（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

15（Ｌ20ｄ ＬⅢａ）

14（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）

16（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

８（Ｌ23 ＬⅢａ）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）

19（Ｌ22ａ ＬⅢａ5）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

18（Ｌ20ｄ ＬⅢａ）
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図93　遺物包含層出土縄文土器（23）

0 10㎝
（1/3）

２（Ｋ22 ＬⅢａ）１（ Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） ３（ Ｋ22 ＬⅢａ） ４（ Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（ Ｌ22 ＬⅢａ）
12（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5下位）

20（Ｋ22 ＬⅢａ）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

15（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

17（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

５（ Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
７（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）

19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6№116）

９（ Ｌ22・23 ＬⅡ・Ⅲａ）

８（Ｋ20ｄ ＬⅢａ）

22（Ｌ22 ＬⅢａ）

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

21（ Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｋ21ｂ、Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位・6上面）
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図94　遺物包含層出土縄文土器（24）

0 10㎝
（1/3）

12（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

17（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

10（ Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

７（ Ｌ22 ＬⅡ）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

６（ Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

８（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

14（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

11（ Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）

15（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

16（Ｋ22 ＬⅢａ）

９（Ｌ22 ＬⅢａ）

１（Ｋ22 ＬⅢａ）

20（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

21（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

23（Ｌ21ｄ ＬⅢｂ上面）

22（Ｋ20ｃ ＬⅢｂ）

19（Ｌ21ｄ ＬⅢｂ）

24（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）
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図95　遺物包含層出土縄文土器（25）

0 10㎝
（1/3）

８（Ｌ22 ＬⅢａ）

６（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

19（Ｌ22 ＬⅢｂ上面）

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）15（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

18（Ｌ21ｃ ＬⅢａ上面）

22（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

20（Ｌ23ｃ ＬⅢａ）

23（Ｋ19 ＬⅢａ上面）

５（Ｌ23 ＬⅢａ）
４（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5№９）

12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

２（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

21（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

３（Ｌ22 ＬⅢａ）

17（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

24（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）９（Ｌ22 ＬⅢａ）

13（Ｋ22ｄ ＬⅢａ6上面）

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

１（Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）
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図96　遺物包含層出土縄文土器（26）

0 10㎝
（1/3）

９（ Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

３（Ｌ22 ＬⅢａ）

13（Ｌ23 ＬⅢａ）

５（Ｍ24 ＬⅢａ）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

10（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） ８（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

15（Ｌ22 ＬⅢａ）

12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

２（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）

11（Ｌ22ｄ ＬⅢａ）

１（Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）

21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

23（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

19（Ｌ20ｄ ＬⅢａ）

22（Ｌ20 ＬⅢａ）

20（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

16（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6上面） 17（Ｌ22 ＬⅢａ）

25（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
24（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
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図97　遺物包含層出土縄文土器（27）

0 10㎝
（1/3）

17（Ｋ22 ＬⅢａ）

15（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位） 16（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6・Ⅲｂ）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6・Ⅲｂ）

12（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

10（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5） 11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

９（Ｌ22 ＬⅢａ）

５（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上面）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

１（ Ｋ22ｂ ＬⅢａ6№122）

４（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）

８（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
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図98　遺物包含層出土縄文土器（28）
0 10㎝

（1/3）

１（Ｌ22・23ｃ ＬⅡ・Ⅲａ）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

２（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

４（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

８（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）

６（Ｋ22 ＬⅢａ）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

５（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

10（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

９（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）12（Ｌ22 ＬⅢａ）
11（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

16（Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

17（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）

19（Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）
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図99　遺物包含層出土縄文土器（29）
0 10㎝

（1/3）

１（Ｋ22 ＬⅢａ）

２（Ｌ22 ＬⅢａ）

５（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ） ６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｌ22 ＬⅢａ）

８（Ｋ22 ＬⅢａ）

12（Ｋ22 ＬⅢａ）

17（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

13（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

９（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｌ20ａ ＬⅢａ）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

16（Ｌ22ａ ＬⅢｂ）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

18（Ｌ22ａ ＬⅢａ下位）
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図100　遺物包含層出土縄文土器（30）
0 10㎝

（1/3）

４（Ｋ21d ＬⅢａ6）
１（Ｋ21ａ ＬⅢａ4）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）
２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

12（Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｋ22 ＬⅢａ）

９（Ｌ22ａ ＬⅢａ3） 10（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

７（Ｌ22ａ ＬⅢａ4） ８（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） ６（Ｋ21d ＬⅢａ6）

14（Ｌ21ｄ ＬⅢａ6上面）

23（Ｌ22ａ ＬⅢａ下位）

22（Ｋ20ｄ ＬⅢａ）

21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

15（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

24（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

19（Ｌ22 ＬⅢａ）

17（Ｌ22ｄ ＬⅢａ3）16（Ｌ22 ＬⅢａ）

26（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）25（Ｌ22ａ ＬⅢａ2） 27（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

20（Ｌ23 ＬⅢａ）

13（Ｋ22 ＬⅢａ）
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２（Ｌ22 ＬⅢａ）

１（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

図101　遺物包含層出土縄文土器（31）

７（ Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

３（ Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位） ４（ Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）

５（ Ｌ22ｄ ＬⅢａ5） ８（Ｌ21ａ ＬⅢａ4）

10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

15（ Ｌ22 ＬⅢａ）

14（ Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

16（ Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）13（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）

17（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

18（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）

19（Ｋ22 ＬⅢａ）

12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

22（Ｌ21 ＬⅢａ）

６（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

20（Ｌ22 ＬⅢａ）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

11（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）

21（Ｌ22ａ ＬⅢａ下位） 0 10㎝
（1/3）
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21（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

22（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

８（Ｌ22 ＬⅢａ） ９（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6） 10（Ｋ22 ＬⅢａ）

11（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6上面）

18（Ｌ23 ＬⅡ）

12（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

19（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

16（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｋ22 ＬⅢａ）

17（Ｋ21ｄ ＬⅢａ6）

13（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

24（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
26（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

20（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

23（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

14（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

25（Ｌ22 ＬⅢａ）

７（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） ６（Ｌ21・22 ＬⅢａ）

３（Ｌ22 ＬⅢｂ上面）
２（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

１（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6） ４（Ｌ22 ＬⅢａ）

図102　遺物包含層出土縄文土器（32）

0 10㎝
（1/3）
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12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

５（Ｌ22 ＬⅢａ）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

13（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

９（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）
10（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6上面）

14（Ｋ21ａ ＬⅢａ3下位・Ⅲｂ） 15（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

16（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）
17（Ｋ21ｄ ＬⅢａ6） 20（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

21（Ｌ22ｄ ＬⅢａ3下位）

６（Ｌ22 ＬⅢａ・ｂ上面）

３（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

22（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）

２（Ｋ22 ＬⅢａ）

19（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

４（Ｌ20ｄ ＬⅢａ）

23（Ｌ22 ＬⅢａ）

８（Ｋ22 ＬⅢａ）

11（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）

図103   遺物包含層出土縄文土器（33）

0 10㎝
（1/3）
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図104　遺物包含層出土縄文土器（34）

２（Ｌ22 ＬⅢａ）
１（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

15（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｌ22ａ ＬⅢａ下位）13（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

17（Ｋ21ｂ・22ｂ ＬⅢａ3下位・Ⅲｂ）

５（Ｋ20ｂ ＬⅢａ）

３（Ｋ21 ＬⅢａ3）

６（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）
７（Ｌ22 ＬⅢａ） ８（Ｌ22ａ ＬⅢａ下位）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｌ20ｄ ＬⅢａ）

４（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

18（Ｌ22 ＬⅢａ）

22（Ｋ21ａ ＬⅢａ3）

19（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

21（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）20（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

23（Ｋ21ｂ ＬⅢａ）

25（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）24（Ｌ22 ＬⅢａ） 26（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）
0 10㎝

（1/3）
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0 10㎝
（1/3）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

２（Ｌ22 ＬⅢａ）
３（Ｌ22 ＬⅢａ）

10（Ｌ21 ＬⅢａ） 11（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位） 12（Ｌ22ｂ ＬⅢｂ）

１（Ｌ21 ＬⅢａ3）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

５（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

13（Ｌ21 ＬⅠ）

８（Ｋ19ｃ ＬⅡ）
６（Ｋ20ｄ ＬⅢｂ）

図105　遺物包含層出土縄文土器（35）

15（Ｌ22 ＬⅢａ）

17（Ｋ21ａ・ｂ・22ｃ ＬⅢａ3・5）

16（Ｌ21ｄ ＬⅢｂ）

22（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
21（Ｌ22 ＬⅢａ）

19（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6） 20（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

23（Ｋ21ｃ、Ｌ22 ＬⅢａ3①）

18（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

24（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

27（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

26（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位）25（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

29（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

28（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）
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17（Ｌ22 ＬⅢａ）

１（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）
２（Ｌ21ｃ ＬⅢｂ上面）

３（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3下位）

５（Ｌ22 ＬⅢａ）

21（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

12（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

10（Ｋ20ｄ ＬⅢａ3②）

16（Ｌ22ｂ ＬⅢｂ）

22（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） 24（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

11（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

13（Ｌ20ｄ ＬⅢａ）

15（Ｋ20ｃ ＬⅢａ3②）

23（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

７（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2上面）

19（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

８（Ｌ23 ＬⅢａ）

４（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

20（Ｋ21ｂ・22ｂ ＬⅢａ4・6）

９（Ｌ20ｄ ＬⅢａ）

14（Ｋ21ｃ･22 ＬⅢａ6）

６（Ｋ21ｂ・22ｂ ＬⅢａ3下位・Ⅲｂ）

図106   遺物包含層出土縄文土器（36）

0 10㎝
（1/3）
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21（Ｋ19ｃ ＬⅡ）

11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）10（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5下位） 12（Ｋ22 ＬⅢａ）

８（Ｌ22 ＬⅢａ）

24（Ｌ22ａ ＬⅢａ下位）

23（Ｋ22 ＬⅢａ）

16（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）14（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）

17（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）

９（Ｋ21ｄ ＬⅢａ6）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

13（Ｋ21ｄ ＬⅢａ2）
15（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

20（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）
19（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

図107　遺物包含層出土縄文土器（37）

２（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）

１（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）
５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

３（Ｌ22 ＬⅢａ） ４（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

22（Ｌ22 ＬⅢａ）

７（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位）

25（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
0 10㎝

（1/3）
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図108  遺物包含層出土縄文土器（38）

11（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

13（Ｌ21 ＬⅢａ）

14（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

12（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

20（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）19（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

15（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）
16（Ｋ21ａ ＬⅢａ2） 17（Ｌ22ａ ＬⅢａ下位）

６（Ｋ22 ＬⅢａ） ７（Ｌ22 ＬⅡ）

８（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位） ９（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

１（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3）
２（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

４（Ｋ22ｂ、Ｌ21ｄ ＬⅢｂ）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

0 10㎝
（1/3）
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図109　遺物包含層出土縄文土器（39）

0 10㎝
（1/4）

＜１・４＞

0 10㎝
（1/3）

＜２・３・５＞

４（Ｋ22ｂ･ｃ、Ｌ21ｄ、Ｌ22ａ･ｂ ＬⅢａ3～5・Ⅲｂ）
口径：（32.5）㎝
器高：［16.1］㎝

２（Ｌ22 ＬⅢａ）
器高：［22.3］㎝

１（Ｋ22ｂ･ｃ ＬⅢａ6）
口径：（26.0）㎝
器高：［17.0］㎝

３（Ｋ22ｃ、Ｌ21ｄ・22ａ･ｄ ＬⅢａ3・6・Ⅲｂ）
口径：（37.8）㎝
器高：［ 5.8］㎝

５（Ｋ･Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（25.5）㎝
器高：［ 9.0］㎝



174

第１章　調 査 成 果

４（Ｋ21ｃ、Ｌ21ｄ ＬⅢａ3②）３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

26（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

25（Ｌ21ｄ・22 ＬⅢａ3）
24（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

16（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3）

17（Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｌ22ａ ＬⅢａ5）

１（Ｌ20ａ ＬⅢａ）

20（Ｌ22a ＬⅢａ2）

６（Ｋ22 ＬⅢａ）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

８（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

19（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

21（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
22（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） 23（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

10（Ｋ21ａ ＬⅢａ2） 11（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

12（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

15（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

14（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

13（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）

図110  遺物包含層出土縄文土器（40）

0 10㎝
（1/3）

＜１～ 12・16 ～ 26＞

0 5㎝
（2/5）

＜13 ～ 15＞

９（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
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図111　遺物包含層出土縄文土器（41）

0 10㎝
（1/4）

＜１～３・５・６＞

0 10㎝
（1/3）

＜４＞

１（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）
口径：（23.5）㎝
器高：［22.1］㎝

２（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（23.1）㎝
器高：［10.3］㎝

３（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
口径：（32.1）㎝
器高：［13.2］㎝

４（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
口径：（16.0）㎝
器高：［ 6.3］㎝

６（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
口径：（23.9）㎝
器高：［17.3］㎝５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6№125）

口径：（28.6）㎝
器高：［23.3］㎝
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図112　遺物包含層出土縄文土器（42）

0 10㎝
（1/4）

＜３・４・６＞

0 10㎝
（1/3）

＜１・２・５＞

６（Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）
口径：（28.1）㎝
器高：［16.4］㎝

１（Ｌ22ｄ ＬⅢａ）
口径：（19.3）㎝
器高：［10.2］㎝

２（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5№８）
口径：（22.8）㎝
器高：［10.7］㎝

４（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（23.2）㎝
器高：［13.8］㎝

５（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（25.3）㎝
器高：［ 7.0］㎝

３（Ｋ22 ＬⅢａ）
口径：（25.8）㎝
器高：［21.2］㎝
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図113　遺物包含層出土縄文土器（43）

0 10㎝
（1/4）

＜４～７＞

0 10㎝
（1/3）

＜１～３＞

５（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（25.8）㎝
器高：［10.3］㎝

１（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（17.1）㎝
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図114　遺物包含層出土縄文土器（44）
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５（Ｋ22ｃ、Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
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図115　遺物包含層出土縄文土器（45）
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９（Ｌ22ｃ ＬⅢａ5）
底径：11.3 ㎝
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７（Ｌ22ｃ ＬⅢａ）
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器高：［5.7］㎝
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底径：12.4 ㎝
器高：［7.3］㎝
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底径：10.5 ㎝
器高：［7.5］㎝
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底径：16.2 ㎝
器高：［6.3］㎝
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６（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
底径：12.0 ㎝
器高：［6.2］㎝
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底径：（11.1）㎝
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図116　遺物包含層出土縄文土器（46）
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底径：13.6 ㎝
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底径：11.9 ㎝
器高：［9.4］㎝
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図117　遺物包含層出土縄文土器（47）
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底径：11.2 ㎝
器高：［5.4］㎝

７（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）
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器高：［3.3］㎝

６（Ｋ22 ＬⅢａ）
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器高：［9.7］㎝

９（Ｋ22 ＬⅢａ）
底径：（14.2）㎝
器高：［ 4.2］㎝

８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）
底径：10.2 ㎝
器高：［3.6］㎝

４（Ｋ22ｃ ＬⅢｂ）
底径： 9.1 ㎝
器高：［3.4］㎝
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８（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

10（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3上面）

１（Ｌ23 ＬⅢａ） ２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5） ３（Ｌ22 ＬⅢａ）
４（Ｋ22 ＬⅢａ）

11（Ｋ22 ＬⅢａ）

５（Ｌ22 ＬⅢａ）

６（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）

13（Ｋ22 ＬⅢａ）

７（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

15（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

16（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）

14（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

12（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

図118　遺物包含層出土縄文土器（48）
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図119　遺物包含層出土縄文土器（49）
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図120　遺物包含層出土縄文土器（50）
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図121　遺物包含層出土縄文土器（51）
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図122　遺物包含層出土縄文土器（52）
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図123　遺物包含層出土縄文土器（53）
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図124　遺物包含層出土縄文土器（54）
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図125　遺物包含層出土縄文土器（55）
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図126　遺物包含層出土縄文土器（56）
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図127　遺物包含層出土縄文土器（57）
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図128　遺物包含層出土縄文土器（58）
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図129　遺物包含層出土縄文土器（59）
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図130　遺物包含層出土縄文土器（60）
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図131　遺物包含層出土縄文土器（61）
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図132　遺物包含層出土縄文土器（62）
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図133　遺物包含層出土縄文土器（63）
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図134　遺物包含層出土縄文土器（64）
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図135　遺物包含層出土縄文土器（65）
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図136　遺物包含層出土縄文土器（66）
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１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№68）
口径： 25.2 ㎝
器高：［17.4］㎝

展開図（Ｓ＝1/6）

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№61・66）
器高：［11.0］㎝
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図137　遺物包含層出土縄文土器（67）

0 10㎝
（1/3）

９（Ｋ22ｃ・ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ5№108）

８（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位・5）７（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

13（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

３（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）

５（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

10（Ｋ21ａ ＬⅢａ）

12（Ｌ22 ＬⅢａ）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

11（Ｋ21ｂ ＬⅢａ2）

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
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図138　遺物包含層出土縄文土器（68）

0 10㎝
（1/3）

５（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

２（Ｌ22 ＬⅢａ）

８（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

６（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）
７（Ｋ22 ＬⅢａ）

３（Ｌ22 ＬⅢａ）
１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
９（Ｌ22 ＬⅢａ）

20（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

17（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

15（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

18（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）

16（K20ｄ ＬⅢａ3）

14（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）

21（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

19（Ｌ20ｄ ＬⅢａ）
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図139　遺物包含層出土縄文土器（69）

１（Ｌ22 ＬⅢａ）

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5№132） ３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ4） ５（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）

11（Ｋ21ｄ ＬⅢａ6）

８（Ｌ22 ＬⅢａ）

13（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

７（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

６（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）
９（Ｋ22 ＬⅢａ）

12（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）
0 5㎝

（2/5）
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図140　遺物包含層出土縄文土器（70）

0 10㎝
（1/3）

＜８＞

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） ２（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

５（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｋ22 ＬⅢａ）

７（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

６（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

８（Ｋ21ｃ・22ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位・4）

＜１～７＞

0 5㎝
（2/5）
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図141　遺物包含層出土縄文土器（71）

0 10㎝
（1/3）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）
15（Ｌ23 ＬⅡ）

11（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

３（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3）２（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）

５（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

４（Ｌ22 ＬⅢａ）
１（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

17（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

16（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

６（Ｌ22 ＬⅢａ）

９（Ｋ21ｄ ＬⅢａ）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

12（Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5№99）
20（Ｌ22 ＬⅢａ）

21（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

24（Ｌ22ｄ ＬⅢａ下位）

22（Ｌ22 ＬⅢａ）
23（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

25（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
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図142　遺物包含層出土縄文土器（72）

５（Ｌ22 ＬⅢａ）

１（Ｌ23 ＬⅢａ）
２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3） ３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ2）

30（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

14（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位）

28（Ｊ20 ＬⅠ）

17（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

10（Ｌ22 ＬⅢａ） 12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

16（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）

19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

６（Ｌ22 ＬⅢａ）

20（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

22（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

18（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

23（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

８（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

26（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）
24（Ｋ21ａ ＬⅢａ3下位）

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

４（Ｌ22 ＬⅢａ）

25（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

27（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5） 29（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）

31（Ｌ22 ＬⅡ） 33（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）32（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）
0 10㎝

（1/3）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）
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図143　遺物包含層出土縄文土器（73）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
１（Ｋ21ｂ ＬⅢａ）

４（Ｋ21ｂ、Ｌ21ｄ ＬⅢａ3②・下位）

31（Ｋ21ｄ ＬⅢａ2）

26（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

７（Ｌ22ａ ＬⅢａ3②）

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3上位）

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）５（Ｌ22 ＬⅢａ）

12（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

３（Ｋ19ｃ・22ｂ、Ｌ22ａ
　 　 　 　 ＬⅢａ4・5）

８（Ｋ21ｄ ＬⅢａ下位）
９（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

29（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

23（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）

30（Ｋ21ｃ ＬⅢａ下位）

33（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

19（Ｋ21ｄ ＬⅢａ6） 21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）20（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） 17（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

28（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）

22（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

24（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

32（Ｌ22 ＬⅢａ）

25（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

27（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

0 10㎝
（1/3）
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１（Ｌ22 ＬⅢａ）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｋ22 ＬⅢａ）

２（Ｌ22 ＬⅢａ）

23（Ｌ22 ＬⅢａ）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

５（Ｋ22 ＬⅢａ）

21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）20（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

12（Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｌ22 ＬⅢａ）

17（Ｌ21ｄ ＬⅢａ4）

７（Ｋ22ｃ ＬⅢａ）

８（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）
９（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

16（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｌ22 ＬⅢａ）

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

４（Ｌ22ｄ ＬⅢａ）

22（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

19（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）

図144　遺物包含層出土縄文土器（74）
0 10㎝

（1/3）
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図145　遺物包含層出土縄文土器（75）

11（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

14（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

１（Ｌ21ｂ ＬⅢａ3）

８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

16（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）　　

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ）

15（Ｌ23 ＬⅡ）
0 10㎝

（1/3）
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図146　遺物包含層出土縄文土器（76）

５（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
３（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

４（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

16（Ｋ21 ＬⅢａ）

９（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

15（Ｋ21ａ ＬⅢａ4）
18（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

14（Ｌ20ａ ＬⅢａ）

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

17（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

19（Ｌ22 ＬⅢａ）

12（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

７（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3）

13（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

24（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

20（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

22（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

31（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

27（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）25（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

30（Ｋ21ａ ＬⅢａ3下位）

26（Ｋ20ｄ ＬⅢａ3②）
28（Ｌ23 ＬⅡ）23（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

11（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

29（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

33（Ｊ18 ＬⅡ）
32（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

36（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

34（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）
35（Ｌ22ａ ＬⅢａ3） 0 10㎝

（1/3）

１（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6上面）

６（Ｌ22 ＬⅢａ）
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図147　遺物包含層出土縄文土器（77）

１（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

６（Ｌ22 ＬⅢａ）８（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｋ21ｄ ＬⅢａ2）３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

７（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

10（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）
11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

９（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） 14（Ｋ21ａ ＬⅢａ3下位）
12（Ｌ22ａ ＬⅢｂ）

18（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）

21（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位）

37（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）

22（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

23（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4） 24（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）

30（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

27（Ｌ22 ＬⅡ）

32（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3⑦）

25（Ｌ22ｂ ＬⅢｂ）

36（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6） 16（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
17（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

26（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

33（Ｌ22 ＬⅢａ）

29（Ｌ22 ＬⅢａ）28（Ｋ21ａ ＬⅢａ6） 31（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3中位）

34（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

19（Ｌ22 ＬⅢａ）

20（Ｌ22ａ ＬⅢａ3②）

35（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）
0 10㎝

（1/3）
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図148　遺物包含層出土縄文土器（78）

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ4）

５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

15（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）１（Ｌ23 ＬⅡ）

14（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

８（Ｌ22ｄ ＬⅢａ）

10（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

６（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

３（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

４（Ｋ21ｂ・ｃ・22ｂ ＬⅢａ3下位・②）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

12（Ｋ22ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ下位・3②・6）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4・5）

32（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

19（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

30（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②） 31（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

24（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

17（Ｋ20ｄ・22ｂ ＬⅢａ3②・5）

20（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

26（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

23（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

27（Ｋ21ｂ ＬⅢａ4）
28（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

25（Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

29（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

22（Ｌ22 ＬⅢａ）

0 10㎝
（1/3）
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19（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

20（Ｌ22 ＬⅢａ）

22（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ）

24（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）23（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｌ22 ＬⅢａ）９（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6上面）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ3②）

10（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

５（Ｌ2１ａ ＬⅢａ2）

25（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

14（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

７（Ｌ21 ＬⅢａ）

27（Ｋ22ｂ ＬⅢa5№100）

29（Ｋ20ｄ ＬⅢａ）

28（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

26（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

12（Ｋ22ｂ ＬⅢa3下位）

８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3上位）

17（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

18（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

図149　遺物包含層出土縄文土器（79）

４（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
２（Ｋ22 ＬⅢａ）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

30（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

0 10㎝
（1/3）
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図150　遺物包含層出土縄文土器（80）

16（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

９（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）８（Ｋ22ｂ ＬⅢa5）

６（Ｌ22ａ ＬⅢa3）

１（Ｌ22 ＬⅢa）

７（Ｌ22 ＬⅡ）

３（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

４（Ｋ20ｄ ＬⅢａ3）２（Ｌ22 ＬⅢａ）

10（Ｋ21ｂ ＬⅢａ４） 11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

25（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）

23（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
24（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

27（Ｌ22 ＬⅢａ）　　
28（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）26（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

17（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

18（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

14（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

12（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位） 13（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

21（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）

19（Ｌ23 ＬⅡ）

22（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6上面）20（Ｋ21ａ ＬⅢａ4）

５（Ｌ22 ＬⅢａ）

0 10㎝
（1/3）
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図151　遺物包含層出土縄文土器（81）

８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位№92）７（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

13（Ｋ21ｄ、Ｌ22 ＬⅢａ3）

12（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

５（Ｋ21 ＬⅢａ）

20（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

９（Ｌ21ｃ ＬⅢｂ上面）

６（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

１（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）

17（Ｋ21ｄ ＬⅢａ）

15（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

16（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

18（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位） 19（Ｋ21ｄ ＬⅢａ2）

14（Ｌ21ｄ ＬⅠ・Ⅲａ3）

25（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

21（Ｌ22 ＬⅢａ）
23（Ｋ20ｄ ＬⅢａ）

27（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） 28（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

22（Ｌ22ａ ＬⅢａ5）
24（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）

26（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3下位）

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

0 10㎝
（1/3）
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図152　遺物包含層出土縄文土器（82）

４（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

１（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位№104）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

26（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

22（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

20（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

18（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

11（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

19（Ｌ22 ＬⅢａ）

17（Ｌ22 ＬⅢａ）

25（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）

28（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

10（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）

９（Ｋ21ａ ＬⅢａ3下位）８（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

12（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6上面）

27（Ｌ22 ＬⅢａ）

21（Ｋ21ａ ＬⅢａ3下位）

23（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②） 24（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

29（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） 30（K22ｂ ＬⅢa3下位）

0 10㎝
（1/3）
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26（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

10（Ｌ22ａ ＬⅢａ3②）

21（Ｋ21ｂ ＬⅢａ）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） 17（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）16（Ｋ21ｂ ＬⅢａ4）13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

９（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

５（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位） 12（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）

19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

20（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

７（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

25（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

８（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）

22（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位・5） 23（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

24（Ｋ21ａ、Ｌ22ｃ ＬⅢａ3下位・5）

15（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

図153　遺物包含層出土縄文土器（83）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

２（Ｌ22 ＬⅢａ）

0 10㎝
（1/3）

１（Ｋ21ｄ・22ｂ ＬⅢａ4・6）
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図154　遺物包含層出土縄文土器（84）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）17（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3中位）
16（Ｌ21ｄ ＬⅢａ4）

20（Ｌ21 ＬⅢａ）

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

５（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

１（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

27（Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
４（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

13（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

８（Ｋ21ａ ＬⅢａ3）
９（Ｌ21ａ ＬⅢａ2下位）

10（Ｌ20ａ ＬⅢａ）

21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

26（Ｋ21ｃ ＬⅢａ上位）

28（Ｋ21・ｂ ＬⅢａ3中位）

23（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

６（Ｌ21 ＬⅢａ）

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

24（Ｋ21ｂ・ｃ、Ｌ22ｂ ＬⅢａ3下位・6上位・Ⅲｂ） 25（Ｌ22 ＬⅢａ）

19（Ｋ19ｃ ＬⅡ）

30（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

15（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）14（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）

29（Ｋ21ｂ・22ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ2・4・6）

22（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

0 10㎝
（1/3）
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図155　遺物包含層出土縄文土器（85）

４（Ｋ21 ＬⅢａ）１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）
７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ4）

２（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3②）

３（Ｋ21ｄ ＬⅢａ2）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位№94）

８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

24（Ｋ22ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

14（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3中位）

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

16（Ｋ21ｄ ＬⅢａ下位）

９（Ｋ20ｄ ＬⅢａ3②）

15（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

22（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3中位）

13（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）12（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

19（Ｌ21 ＬⅢａ）

18（Ｌ22 ＬⅢａ）

20（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位）

21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

23（Ｋ21ａ ＬⅢａ4）

17（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3）

0 10㎝
（1/3）

0 5㎝
（1/4）

＜５のみ＞
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図156　遺物包含層出土縄文土器（86）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

４（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3）

12（Ｋ21ｂ ＬⅢｂ）
８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） ９（K22 ＬⅢａ）

３（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

７（Ｋ22ｂ、Ｌ22 ＬⅢａ3下位）

15（Ｋ20ｄ ＬⅢａ）

５（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

１（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）

２（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3）

17（L21ｄ ＬⅢａ3下位）

16（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

11（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

14（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

21（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

22（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位№80）

24（Ｌ20ａ ＬⅢａ） 25（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

23（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

19（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）

20（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

0 10㎝
（1/3）
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図157　遺物包含層出土縄文土器（87）

１（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位№85）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

８（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位）

７（Ｌ21 ＬⅢａ3下位）

６（Ｌ21 ＬⅢａ）５（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

３（Ｋ21ａ ＬⅢa3下位）

11（Ｋ21ｃ・22ｂ ＬⅢａ3下位・3②）

17（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3上位）

23（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3上位）

16（Ｋ21ｃ ＬⅢａ4）

13（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3上面）

15（Ｋ22ｂ、Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

19（Ｌ21ａ・22ａ ＬⅢａ2中位）

10（Ｌ23 ＬⅡ）

12（Ｋ22ｂ、Ｌ22 ＬⅢａ3下位）

９（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）　

21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢa6）

20（Ｌ22ｂ ＬⅢａ下位）

25（Ｌ22ａ ＬⅢａ5）
26（Ｋ21ｂ ＬⅢa6上位）

24（L21a ＬⅢａ2中位）

22（Ｌ22ｂ ＬⅢa3）

0 10㎝
（1/3）
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図158　遺物包含層出土縄文土器（88）

３（Ｌ22 ＬⅢａ）１（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

７（Ｌ21 ＬⅠ）
８（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上位）

15（Ｌ22 ＬⅢａ）14（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

２（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）
６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

19（Ｌ23 ＬⅡ）

11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

５（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3）

16（L21ｄ ＬⅢａ3下位）

17（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

25（Ｋ21ａ ＬⅢａ2）23（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3） 24（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）
９（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）

27（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

21（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

26（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

20（K22ｂ ＬⅢａ3下位）
18（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

13（K21ｂ ＬⅢａ6）

22（Ｋ21ｂ ＬⅢａ）

29（Ｌ21 ＬⅠ）

28（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

32（K22ｂ ＬⅢａ3下位）

35（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

30（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）
31（L22 ＬⅢａ）

33（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

0 10㎝
（1/3）34（Ｋ22、Ｌ22 ＬⅡ・Ⅲａ）
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図159　遺物包含層出土縄文土器（89）
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16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

23（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5№103）

17（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

22（Ｋ21ｃ ＬⅢａ上位）

18（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

21（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

26（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

24（Ｌ21ａ ＬⅢａ2下位）

20（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

27（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）25（Ｋ22ｃ ＬⅢａ3）

19（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

１（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

９（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｋ21ｂ ＬⅢａ4）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

６（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

５（Ｋ22 ＬⅢａ）

８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）７（Ｋ22ｃ ＬⅢａ3）

12（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

２（Ｌ22 ＬⅢａ）

10（Ｌ21 ＬⅢａ）
15（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）

図160　遺物包含層出土縄文土器（90）

0 10㎝
（1/3）
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４（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）

２（Ｌ21 ＬⅢａ）１（Ｋ19ｃ ＬⅢａ上位）

７（Ｌ22ａ・ｂ ＬⅢａ2）

14（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

13（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

９（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3上面）８（Ｌ22ａ ＬⅢａ1）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ）

10（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

11（Ｋ21ｂ ＬⅢａ） 12（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

５（Ｌ21ｃ ＬⅠ）

６（Ｌ22 ＬⅢｂ上面）

３（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

図161　遺物包含層出土縄文土器（91）

0 10㎝
（1/3）
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図162　遺物包含層出土縄文土器（92）

11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）10（Ｌ22 ＬⅢａ）

１（Ｌ20 ＬⅢａ）

７（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

３（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

９（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

15（Ｋ22ｃ ＬⅢａ）
14（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）

12（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②） 13（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

８（Ｌ21 ＬⅡ）

６（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）

４（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

22（Ｋ19 ＬⅡ）

16（Ｋ21ｃ、Ｌ22 ＬⅢａ4）

17（Ｌ21ｃ ＬⅢａ） 19（Ｌ22 ＬⅢａ）18（Ｋ21ａ ＬⅢｂ）

21（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上面）

20（Ｌ22 ＬⅢａ）

0 10㎝
（1/3）

５（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）
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図163　遺物包含層出土縄文土器（93）

0 10㎝
（1/4）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№38）
口径： 27.9 ㎝
器高：［15.9］㎝

１（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№133）
口径： 15.5 ㎝
器高：［19.9］㎝ ２（Ｋ21ｂ ＬⅢａ2№126）

口径：（26.6）㎝
器高：［21.9］㎝

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上面）
口径：（47.0）㎝
器高：［38.4］㎝
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図164　遺物包含層出土縄文土器（94）

0 10㎝
（1/4）

１（Ｌ21ｃ・ｄ ＬⅢａ2№65）
口径： 54.6 ㎝
器高：［66.0］㎝

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
口径：（26.4）㎝
器高：［ 9.4］㎝

0 20㎝
（1/5）
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図165　遺物包含層出土縄文土器（95）
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図166　遺物包含層出土縄文土器（96）

正面

１（Ｌ22ｃ ＬⅢａ2）
口径：（47.7）㎝
器高：［30.6］㎝

左側面

0 20㎝
（1/4）
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図167　遺物包含層出土縄文土器（97）

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№66）
口径：（64.3）㎝
器高：［40.3］㎝

0 20㎝
（1/5）

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

0 20㎝
（1/4）
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図168　遺物包含層出土縄文土器（98）
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図169　遺物包含層出土縄文土器（99）

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№65・66）
口径：50.0 ㎝
底径：23.2 ㎝
器高：70.1 ㎝

0 10㎝
（1/4）展開図（S＝1/12）
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図170　遺物包含層出土縄文土器（100）

１（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№132）
口径：（33.0）㎝
器高：［26.7］㎝

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№24）
口径：（32.6）㎝
器高：［31.7］㎝

３（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）
口径：（28.5）㎝
器高：［22.0］㎝ 0 20㎝

（1/4）
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図171　遺物包含層出土縄文土器（101）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№22）
口径：41.5 ㎝
底径：18.4 ㎝
器高：63.4 ㎝

粘土貼付部分
0 10㎝

（1/4）

展開図（S＝1/8）
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図172　遺物包含層出土縄文土器（102）

0 10㎝
（1/4）

＜１・３～５＞

0 10㎝
（1/3）

＜２＞

１（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）
口径：（39.9）㎝
器高：［22.9］㎝

２（Ｌ21ｃ・ｄ ＬⅢａ2）

３（Ｌ21・22 ＬⅢａ）
口径：（28.0）㎝
器高：［21.3］㎝

４（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）
口径：（27.0）㎝
器高：［11.5］㎝

５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）
口径：（30.0）㎝
器高：［ 9.0］㎝



237

第７節　遺物包含層

図173　遺物包含層出土縄文土器（103）

0 10㎝
（1/4）

＜１・２＞

0 10㎝
（1/3）

＜３＞

１（Ｌ21 ＬⅢａ）
口径： 34.5 ㎝
器高：［25.2］㎝

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№47）
口径：（26.3）㎝
器高：［18.2］㎝

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（14.5）㎝
器高：［ 8.2］㎝

４（Ｌ21ｃ・ｄ ＬⅢａ2№52・63・65）
口径： 42.0 ㎝
器高：［41.7］㎝

0 20㎝
（1/5）
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図174　遺物包含層出土縄文土器（104）

0 10㎝
（1/4）

＜１・４＞

0 10㎝
（1/3）

＜２・３＞

１（Ｌ21 ＬⅢａ）
口径：（25.0）㎝
器高：［18.1］㎝

４（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№138）
口径：19.5 ㎝
底径：11.2 ㎝
器高：28.6 ㎝

２（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）
口径： 14.6 ㎝
器高：［17.3］㎝

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№41）
口径：（17.0）㎝
器高：［21.5］㎝
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図175　遺物包含層出土縄文土器（105）

0 10㎝
（1/3）

＜１～３＞

２（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：（20.3）㎝
器高：［ 7.1］㎝

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（14.5）㎝
器高：［ 8.2］㎝

３（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上位）
口径： 18.5 ㎝
器高：［15.2］㎝

４（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）
口径：（26.5）㎝
器高：［15.3］㎝

５（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）
口径：（39.1）㎝
器高：［41.6］㎝

0 20㎝
（1/4）

＜４・５＞
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図176　遺物包含層出土縄文土器（106）

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）
口径： 20.8 ㎝
器高：［25.2］㎝

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№26）
口径：（23.6）㎝
器高：［29.0］㎝

３（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№50）
口径：（21.2）㎝
器高：［22.6］㎝

４（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
口径：（31.0）㎝
器高：（21.2）㎝

0 10㎝
（1/3）

＜１＞

0 20㎝
（1/4）

＜２～４＞
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図177　遺物包含層出土縄文土器（107）

0 10㎝
（1/3）

１（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№129）
口径：41.8 ㎝
底径：18.3 ㎝
器高：19.0 ㎝

２（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№137・138）
口径：（24.0）㎝
底径：（13.2）㎝
器高： 17.2 ㎝

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№31）
口径：（18.0）㎝
底径： 9.3 ㎝
器高： 10.6 ㎝
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図178　遺物包含層出土縄文土器（108）

0 10㎝
（1/4）

＜１～４・６・７＞

0 10㎝
（1/3）

＜５＞

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№49）

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№49）
底径：（26.8）㎝
器高：［22.7］㎝

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）
口径：（26.0）㎝
器高：［14.0］㎝

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（34.8）㎝
器高：［ 7.4］㎝

７（Ｌ21ｃ ＬⅢａ上位）
口径：（26.3）㎝
器高：［ 6.4］㎝

５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（13.4）㎝
底径：（ 6.9）㎝
器高：（18.8）㎝

口径：（29.1）㎝
器高：［17.8］㎝

４（Ｌ21ｃ・ｄ、Ｌ22ｃ ＬⅢａ2）
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５（Ｌ21 ＬⅢａ）

図179　遺物包含層出土縄文土器（109）

８（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

10（Ｌ21 ＬⅢａ）

３（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）

９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№67）

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）

６（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№54）

11（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）

0 10㎝
（1/3）
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図180　遺物包含層出土縄文土器（110）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

11（Ｌ21ｃ ＬⅢａ上位）

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

２（Ｌ21ａ ＬⅢａ2）

８（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

９（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

10（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上面）

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ上面）

４（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№131）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

５（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

13（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

７（Ｌ22ｃ ＬⅢａ2）

0 10㎝
（1/3）
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図181　遺物包含層出土縄文土器（111）

10（Ｋ19 ＬⅡ）

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

13（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

９（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）８（Ｌ22 ＬⅡ）

３（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

0 10㎝
（1/3）
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２（Ｌ21 ＬⅢａ）

９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ上位）

３（Ｌ21 ＬⅡ） ５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）４（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

８（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ） ７（Ｌ22 ＬⅢａ）

10（表採）

16（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

11（Ｋ22 ＬⅢａ）

13（Ｌ22 ＬⅡ）

14（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

15（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

図182　遺物包含層出土縄文土器（112）

0 10㎝
（1/3）
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図183　遺物包含層出土縄文土器（113）

16（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上面）

５（Ｊ19 ＬⅠ）

４（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｌ21ｃ ＬⅢａ上位）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

３（Ｋ19 ＬⅡ）

２（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

６（Ｌ21 ＬⅢａ） ９（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
７（Ｌ21ｃ ＬⅠ）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

13（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

８（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

12（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

11（Ｌ21 ＬⅡ）

10（Ｌ21 ＬⅡ）

17（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3） 18（Ｌ21 ＬⅢａ）
0 10㎝

（1/3）
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図184　遺物包含層出土縄文土器（114）

12（Ｋ21 ＬⅢａ）

４（Ｌ21 ＬⅡ）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

２（Ｌ21 ＬⅢａ）

11（Ｋ19 ＬⅡ）

８（Ｌ21 ＬⅢａ上位）

10（Ｌ22ｃ ＬⅢｂ）

９（Ｌ21 ＬⅡ）
６（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3上位） ７（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3上位）

５（Ｌ21 ＬⅡ）

３（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№138）

15（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上位）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ2） 14（Ｌ21 ＬⅢａ）
0 10㎝

（1/3）
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４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№37）

５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

11（Ｌ21 ＬⅢａ）
９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

３（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№66-2）１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

図185　遺物包含層出土縄文土器（115）

0 10㎝
（1/4）

＜１・２＞

0 5㎝
（2/5）

＜３＞

0 10㎝
（1/3）

＜４～ 11＞
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17（Ｌ22 ＬⅢａ）
15（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3下位）

５（Ｌ20ａ ＬⅢａ）

３（Ｌ22 ＬⅡ）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

14（Ｌ21ｃ ＬⅢａ上位）

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

２（Ｌ22 ＬⅠ）

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2） ８（Ｌ23 ＬⅢａ）

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ） 10（Ｌ21 ＬⅢａ）
11（Ｌ21 ＬⅢａ）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

16（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

図186　遺物包含層出土縄文土器（116）

0 10㎝
（1/3）
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18（Ｋ21 ＬⅢａ）

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

12（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

３（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）

17（Ｊ18 ＬⅡ）

５（Ｋ22 ＬⅢａ）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

１（Ｌ22 ＬⅢａ）

６（Ｌ22 ＬⅢａ）

16（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

11（Ｌ21、Ｌ22ａ・ｂ ＬⅢａ2・3）

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）
９（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）

７（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

８（Ｌ21 ＬⅢａ）

0 10㎝
（1/3）

図187　遺物包含層出土縄文土器（117）
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図188　遺物包含層出土縄文土器（118）

0 10㎝
（1/3）

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

７（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

３（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3上面）

２（Ｌ21ａ・ｄ ＬⅢａ）

４（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）

９（Ｌ21 ＬⅢａ）

６（Ｌ21ｃ ＬⅢａ） ８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

12（Ｋ19 ＬⅡ）

13（Ｋ19ｃ ＬⅡ）

14（Ｌ21ｃ ＬⅢａ上位）

15（Ｊ18 ＬⅡ） 16（Ｋ19 ＬⅡ）

５（Ｌ21 ＬⅢａ）

11（Ｊ18 ＬⅡ）
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15（Ｊ18 ＬⅡ）
13（Ｋ19 ＬⅡ） 14（Ｋ19 ＬⅡ）

16（Ｊ18 ＬⅡ） 17（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）

９（Ｌ21 ＬⅢａ） 10（Ｊ18 撹乱）
11（Ｋ19 ＬⅡ） 12（Ｊ19 ＬⅠ）

７（Ｊ18 ＬⅡ）
８（Ｊ18 撹乱）

６（Ｌ21ｃ ＬⅢａ）

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ） ３（Ｌ21ｃ ＬⅡ）１（Ｋ19 ＬⅡ）

４（Ｋ19ｃ ＬⅡ） ５（Ｊ18 ＬⅡ）

図189　遺物包含層出土縄文土器（119）

0 10㎝
（1/3）
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図190　遺物包含層出土縄文土器（120）

0 10㎝
（1/3）

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
口径： 16.7 ㎝
器高：［11.8］㎝

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位・4）
口径： 14.8 ㎝
器高：［12.1］㎝

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5№98）
口径：（16.1）㎝
器高：［13.7］㎝

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）
口径：（17.0）㎝
器高：［17.0］㎝

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5№143）
口径：（26.5）㎝
器高：［18.5］㎝

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位№93）
器高：［19.5］㎝
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図191　遺物包含層出土縄文土器（121）

0 10㎝
（1/3）

１（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）
口径：（29.1）㎝
器高：［ 6.5］㎝

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位№75・91）
口径： 13.7 ㎝
器高：［16.3］㎝

３（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）
口径：（23.6）㎝
器高：［16.8］㎝

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）
口径： 14.5 ㎝
器高：［ 9.9］㎝

５（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位№96）
口径：（24.0）㎝
器高：［19.9］㎝
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図192　遺物包含層出土縄文土器（122）

0 10㎝
（1/4）

１（Ｌ22ａ ＬⅢａ2№１）
口径：19.5 ㎝
底径：11.5 ㎝
器高：25.1 ㎝

２（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位№84）
口径：（21.6）㎝
器高：［19.7］㎝

３（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3№86）
口径：（27.0）㎝
器高：［28.1］㎝

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3№79）
口径：（23.0）㎝
器高：［17.5］㎝

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3№76）
口径：（23.4）㎝
器高：［17.5］㎝

５（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）
口径：（22.5）㎝
器高：［16.0］㎝
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図193　遺物包含層出土縄文土器（123）

0 10㎝
（1/4）

＜１・２・４＞

0 10㎝
（1/3）

＜３・５＞

１（Ｋ21ｃ･Ｌ22ａ ＬⅢａ3②･下位№90）
口径：（33.2）㎝
器高：［17.6］㎝

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）
口径：（28.0）㎝
器高：［15.5］㎝

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）
口径： 18.7 ㎝
器高：［18.6］㎝

５（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3№87）
器高：［15.1］㎝

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3№77）
底径：（14.5）㎝
器高：［26.2］㎝
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図194　遺物包含層出土縄文土器（124）

0 10㎝
（1/4）

＜１～３＞

0 10㎝
（1/3）

＜４＞

１（Ｌ22ｃ ＬⅢａ2）
口径：（32.8）㎝
器高：［21.7］㎝

３（Ｌ22　ＬⅢａ）
口径：（20.3）㎝
器高：［29.5］㎝

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№２）
口径： 21.4 ㎝
底径：（11.5）㎝
器高： 20.6 ㎝

口径： 19.4 ㎝
底径：（11.1）㎝
器高： 28.0 ㎝

２（Ｌ22ａ・ｃ ＬⅢａ3下位№71）
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図195　遺物包含層出土縄文土器（125）

0 10㎝
（1/4）

＜１～３＞

0 10㎝
（1/3）

＜４＞

１（Ｌ21 ＬⅢａ上位）
口径：（26.7）㎝
器高：［31.4］㎝

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№25・27）
口径：（35.2）㎝
器高：［17.4］㎝

３（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）
口径：（38.1）㎝
器高：［11.2］㎝

４（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上位）
口径：（21.5）㎝
器高：［ 7.5］㎝
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図196　遺物包含層出土縄文土器（126）

0 10㎝
（1/4）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ№62）
口径：（30.4）㎝
器高：［35.2］㎝

３（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№133）
口径：（30.1）㎝
器高：［36.0］㎝

４（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№130）
口径：（32.5）㎝
底径： 14.7 ㎝
器高： 38.5 ㎝

２（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№133）
口径：（29.7）㎝
器高：［36.1］㎝
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図197　遺物包含層出土縄文土器（127）

0 10㎝
（1/3）

0 20㎝
（1/5）

１（Ｌ21・22ｄ ＬⅢａ2№32～35）
底径： 16.9 ㎝
器高：［50.3］㎝

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）
口径： 14.6 ㎝
器高：［17.3］㎝

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№65）
口径：（13.8）㎝
器高：［14.5］㎝



262

第１章　調 査 成 果

図198　遺物包含層出土縄文土器（128）

0 10㎝
（1/4）

＜１・５～７＞

0 10㎝
（1/3）

＜２～４＞

７（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2上面）
口径：（18.5）㎝
器高：［24.3］㎝

１（Ｌ21 ＬⅡ）
口径：（23.2）㎝
器高：［19.0］㎝

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（17.0）㎝
器高：［12.5］㎝

３（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）
器高：［13.0］㎝

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（10.4）㎝
底径： 5.6 ㎝
器高： 7.9 ㎝

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
　 　口径：（25.6）㎝
　 　器高：［17.0］㎝

５（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№130）
口径： 24.0 ㎝
底径： 10.7 ㎝
器高：（32.5）㎝
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図199　遺物包含層出土縄文土器（129）

0 10㎝
（1/4）

＜１・２・４・６＞

0 10㎝
（1/3）

＜３・５・７＞

１（Ｌ22ａ ＬⅢａ3№70）
口径：（20.3）㎝
器高：［24.2］㎝

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ6№101）
口径：（26.2）㎝
器高：［19.4］㎝

４（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№134）
口径： 19.6 ㎝
器高：［20.3］㎝

３（Ｌ21ａ ＬⅢａ2）
口径： 12.6 ㎝
器高：［11.7］㎝

５（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
口径：（19.0）㎝
器高：［12.6］㎝

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№45）
口径：（25.6）㎝　　　　　　　　
器高：［19.1］㎝

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（16.0）㎝
器高：［15.0］㎝
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図200　遺物包含層出土縄文土器（130）

0 10㎝
（1/4）

＜１・２・８＞

0 10㎝
（1/3）

＜３～７・９・10＞

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№48）
口径：（29.6）㎝
器高：［11.0］㎝

２（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3）
口径：（21.0）㎝
器高：［14.1］㎝

３（Ｌ22 ＬⅢａ2）
口径：（18.1）㎝
器高：［ 9.0］㎝

８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№62）
口径：（28.5）㎝
器高：［ 7.9］㎝

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№43）
口径： 8.2 ㎝
器高：［10.5］㎝

５（Ｌ21ａ ＬⅢａ2）
口径： 10.5 ㎝
器高：［12.4］㎝

10（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№138）
口径：19.6 ㎝
底径： 8.4 ㎝
器高： 9.0 ㎝

９（Ｌ21ａ ＬⅢａ2№138）
底径： 8.5 ㎝
器高：［8.5］㎝

６（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№51）
口径：13.6 ㎝
底径：11.4 ㎝
器高： 6.5 ㎝

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：16.8 ㎝
底径： 9.0 ㎝
器高：［8.1］㎝
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図201　遺物包含層出土縄文土器（131）

0 10㎝
（1/4）

＜１～５＞

0 10㎝
（1/3）

＜６・７＞

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（33.0）㎝
器高：［ 5.9］㎝

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№46）
口径：（40.0）㎝
器高：［14.3］㎝

５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）
口径：（21.2）㎝
底径： 13.0 ㎝
器高： 9.5 ㎝

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№28）
口径：（27.0）㎝
底径： 11.8 ㎝
器高： 12.4 ㎝

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3№81）
口径：（26.5）㎝
器高：［ 7.2］㎝

７（Ｌ22ａ ＬⅢａ）
底径： 9.4 ㎝
器高：［7.2］㎝

６（Ｋ21ａ ＬⅢａ3中位）
口径：（17.2）㎝
底径： 10.1 ㎝
器高：［ 8.6］㎝
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図202　遺物包含層出土縄文土器（132）

0 10㎝
（1/4）

＜10＞

0 10㎝
（1/3）

＜１～９＞

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№29）
底径：12.8 ㎝
器高：［4.8］㎝

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№42）
底径：11.4 ㎝
器高：［2.9］㎝

７（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2№44）
底径：12.2 ㎝
器高：［2.9］㎝

10（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2№58・66）
底径：21.6 ㎝
器高：［7.3］㎝

５（Ｌ22 ＬⅢａ№29）
底径：（19.7）㎝
器高：［ 7.6］㎝

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
底径：17.0 ㎝
器高：［2.4］㎝

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位№106）
底径：11.8 ㎝
器高：［3.8］㎝

９（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上位）
底径：13.6 ㎝
器高：［4.9］㎝

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ中位）
底径：15.0 ㎝
器高：［8.9］㎝

８（Ｌ22 ＬⅢａ）
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図203　遺物包含層出土縄文土器（133）

12（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

25（Ｌ22ｄ ＬⅢａ）24（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

13（Ｌ22 ＬⅢａ）

６（Ｋ21 ＬⅢａ）

２（Ｋ21ａ ＬⅢａ4）

18（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

15（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｌ22 ＬⅢａ）

11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）
10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

20（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

８（Ｌ23 ＬⅡ）

21（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

23（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

22（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

１（Ｌ21 ＬⅢａ）

７（ Ｌ22 ＬⅢａ）

３（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

16（Ｌ22ｂ ＬⅢａ下位） 17（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

0 10㎝
（1/3）
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図204　遺物包含層出土縄文土器（134）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）１（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6） ２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

13（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）12（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

15（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｌ22ｃ ＬⅢａ2）

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3上面）
５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6） ７（Ｌ22ａ ＬⅢａ） ８（Ｌ21 ＬⅠ）

16（Ｍ23 ＬⅢａ）

10（Ｌ22 ＬⅢａ）

18（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） 20（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

22（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）

25（Ｌ22 ＬⅢａ）

27（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

23（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

26（Ｌ21 ＬⅢａ）

21（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

17（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

28（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

24（Ｌ22 ＬⅢａ）

0 10㎝
（1/3）
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図205　遺物包含層出土縄文土器（135）

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）

10（Ｌ21 ＬⅢａ）

９（Ｌ22 ＬⅢａ）

14（Ｌ22 ＬⅢａ）

15（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

12（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

８（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

３（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）
２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

0 10㎝
（1/3）
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図206　遺物包含層出土縄文土器（136）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ）２（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3①）

１（Ｌ21ａ ＬⅢａ2）

４（Ｋ21ｃ・22ｂ ＬⅢａ3下位・②）

６（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

12（Ｋ19 ＬⅡ）

７（Ｌ22 ＬⅢａ）

17（Ｌ21 ＬⅢａ）

18（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）

８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ4）

13（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）

16（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

14（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） 15（Ｌ22ｃ ＬⅢａ下位）

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）

５（Ｋ22ｂ・ｃ ＬⅢａ3下位）

９（Ｌ21ａ ＬⅢｂ）

20（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位№82）

21（Ｋ21ｄ ＬⅢａ2） 22（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）

0 10㎝
（1/3）
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18（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3②）

図207　遺物包含層出土縄文土器（137）

４（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3下位）３（Ｌ23 ＬⅡ）２（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

７（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）

９（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

17（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）16（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

10（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）
８（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

５（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

12（Ｌ21ａ ＬⅢａ2上面№129）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

14（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）

0 10㎝
（1/3）
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図208　遺物包含層出土縄文土器（138）

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

６（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）
５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ2）

８（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

13（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

11（Ｌ21 ＬⅡ）

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

14（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

９（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

12（Ｋ21ｄ ＬⅢａ下位）

16（Ｌ21c ＬⅢａ上位）

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） ２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）

17（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3下位）

0 10㎝
（1/3）
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図209　遺物包含層出土縄文土器（139）　　

６（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ）
５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

15（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5） 10（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

14（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3中位）

11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ）
12（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

８（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上位）
７（Ｌ22ａ ＬⅢａ上位）

１（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3）

３（Ｌ22 ＬⅢａ）

0 10㎝
（1/3）
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図210　遺物包含層出土縄文土器（140）

15（Ｋ20ｄ ＬⅢａ）

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）

８（Ｌ22ｄ ＬⅢａ2）７（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）

２（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）

18（Ｋ21 ＬⅢａ）

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）

13（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）

９（Ｋ21ｄ ＬⅢａ3②）

17（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）

３（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位） ５（Ｌ22ａ ＬⅢａ3） ６（Ｌ22ｃ ＬⅢａ5）

12（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

14（Ｌ21ｄ ＬⅢａ2）

16（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上位）

11（Ｌ22 ＬⅢａ）

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）

0 10㎝
（1/3）



275

第７節　遺物包含層

図211　遺物包含層出土縄文土器（141）

２（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）

５（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3中位）

１（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

７（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

３（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位№72）

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位） 10（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）

８（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）

12（Ｌ22 ＬⅢａ）

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3）

0 10㎝
（1/3）
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図212　遺物包含層出土縄文土器（142）

0 10㎝
（1/3）

＜１＞

１（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
底径： 8.9 ㎝
器高：15.3 ㎝

６（Ｌ22 ＬⅢａ）
底径： 7.2 ㎝
器高：［4.9］㎝

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
底径：（5.2）㎝
器高：［2.5］㎝

２（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
底径： 5.9 ㎝
器高：［8.9］㎝

５（Ｌ22ｂ ＬⅢａ上位）
底径： 7.6 ㎝
器高：［4.8］㎝

10（Ｌ22ｂ ＬⅢａ）
底径： 4.9 ㎝
器高：［4.2］㎝

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位№95）
底径： 6.1 ㎝
器高：［4.2］㎝

11（Ｌ21ａ ＬⅢａ2）
底径： 5.6 ㎝
器高：［7.1］㎝

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位№69）
底径： 6.6 ㎝
器高：［3.8］㎝

12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3№83）
底径： 5.8 ㎝
器高：［7.0］㎝

８（Ｋ21ｄ ＬⅢａ4）
底径： 8.2 ㎝
器高：［4.0］㎝

４（Ｋ22 ＬⅢａ）
底径： 6.4 ㎝
器高：［4.2］㎝

３（Ｋ22ｄ ＬⅢａ5）
口径：（10.0）㎝
器高：［ 5.9］㎝

0 5㎝
（1/2）

＜２～13＞
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図213　遺物包含層出土縄文土器（143）・土製品（１）

１（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5№10）
口径： 5.3 ㎝
底径：（4.5）㎝
器高：［6.4］㎝

付着物
２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）
口径：（4.0）㎝
底径： 3.0 ㎝
器高： 4.7 ㎝

６（Ｌ22 ＬⅢａ）
口径：6.6 ㎝
底径：3.9 ㎝
器高：4.5 ㎝

５（Ｋ21ｃ ＬⅢｂ）
口径：3.8 ㎝
底径：2.0 ㎝
器高：2.4 ㎝

３（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
口径： 5.0 ㎝
底径：（3.3）㎝
器高： 4.0 ㎝

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）
底径： 3.2 ㎝
器高：［2.1］㎝

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
底径： 4.5 ㎝
器高：［2.5］㎝ ８（Ｌ21 ＬⅡ）

器高：［4.9］㎝

11（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
底径： 5.6 ㎝
器高：［4.3］㎝

10（Ｌ22ｄ ＬⅢａ5）
底径： 5.3 ㎝
器高：［1.4］㎝

９（Ｌ21 ＬⅢａ）
底径： 5.3 ㎝
器高：［1.8］㎝

15（Ｌ22ａ ＬⅢａ3⑥）
口径：（2.2）㎝
底径： 2.0 ㎝
器高： 1.6 ㎝

13（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
口径：（3.7）㎝
底径： 3.5 ㎝
器高： 2.0 ㎝

12（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
口径：（2.8）㎝
底径：（2.4）㎝
器高： 1.6 ㎝

14（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）
口径：2.2 ㎝
底径：1.3 ㎝
器高：2.1 ㎝

17（Ｋ21 ＬⅢａ3）
長：2.8 ㎝
幅：2.6 ㎝
厚：2.4 ㎝

18（Ｌ22ｂ ＬⅢａ3）
長：［2.6］㎝
幅：［1.2］㎝
厚： 1.1 ㎝

16（Ｌ22 ＬⅢａ）
長： 3.4 ㎝
幅： 3.3 ㎝
厚：［1.7］㎝

赤彩

20（Ｌ22ａ ＬⅢａ3④）
長：［8.0］㎝
幅： 1.8 ㎝
厚： 1.5 ㎝

22（Ｌ22ａ ＬⅢａ3⑥）
長：［3.3］㎝
幅： 1.0 ㎝
厚： 0.7 ㎝

21（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）
長：［4.0］㎝
幅： 0.9 ㎝
厚： 0.8 ㎝

19（Ｌ22 ＬⅢａ）
長： 5.4 ㎝
幅：［2.7］㎝
厚： 2.0 ㎝

0 5㎝
（1/2）
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図214　遺物包含層出土土製品（２）

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）
長：［4.5］㎝
幅： 6.7 ㎝
厚： 4.4 ㎝

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ6）
長：［3.9］㎝
幅： 5.7 ㎝
厚： 5.3 ㎝

５（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：［4.5］㎝
幅： 5.5 ㎝
厚： 1.3 ㎝

４（Ｋ22ｂ、Ｌ22 ＬⅢａ5）
長：7.5 ㎝
幅：3.6 ㎝
厚：1.3 ㎝

６（Ｌ23 ＬⅡ）
長：［6.4］㎝
幅：［4.4］㎝
厚： 0.9 ㎝

７（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）
長：［8.4］㎝
幅： 7.4 ㎝
厚： 3.0 ㎝

３（Ｋ22 ＬⅢａ）
長：［7.8］㎝
幅： 5.4 ㎝
厚： 1.3 ㎝

0 5㎝
（1/2）



279

第７節　遺物包含層

図215　遺物包含層出土土製品（３）

１（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：［9.5］㎝
幅：［8.0］㎝
厚： 3.2 ㎝

４（Ｋ21ａ ＬⅢａ3下位）
長：［4.9］㎝
幅： 6.1 ㎝
厚： 1.3 ㎝

７（Ｋ21ｂ ＬⅢａ6）
長：［4.5］㎝
幅：［3.2］㎝
厚：［2.1］㎝

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3上位）
長：［5.2］㎝
幅：［3.2］㎝
厚： 0.8 ㎝

２（Ｌ23ｃ ＬⅢａ）
長：［5.2］㎝
幅： 4.6 ㎝
厚： 2.1 ㎝

５（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）
長：［3.1］㎝
幅：［5.1］㎝
厚： 0.9 ㎝

３（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：［4.5］㎝
幅：［4.7］㎝
厚： 1.3 ㎝

0 5㎝
（1/2）
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図216　遺物包含層出土土製品（４）

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
長：［8.6］㎝
幅： 3.8 ㎝
厚： 3.3 ㎝

３（Ｌ21ａ ＬⅢａ2中位）
長：［3.9］㎝
幅： 2.1 ㎝
厚： 1.1 ㎝

２（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：［8.0］㎝
幅： 4.3 ㎝
厚： 0.9 ㎝

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）
長：6.1 ㎝
幅：5.5 ㎝
厚：1.0 ㎝

５（Ｋ21ａ ＬⅢａ6）
長：6.4 ㎝
幅：6.0 ㎝
厚：1.2 ㎝

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）
長：6.0 ㎝
幅：5.9 ㎝
厚：0.9 ㎝

７（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）
長：4.0 ㎝
幅：3.7 ㎝
厚：0.9 ㎝

８（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）
長：4.5 ㎝
幅：3.8 ㎝
厚：0.9 ㎝

９（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）
長：5.3 ㎝
幅：5.1 ㎝
厚：0.9 ㎝

10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
長：6.1 ㎝
幅：6.1 ㎝
厚：1.0 ㎝

12（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）
長：3.7 ㎝
幅：3.5 ㎝
厚：0.5 ㎝

11（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3中位）
長：5.4 ㎝
幅：6.2 ㎝
厚：1.0 ㎝

0 5㎝
（1/2）
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図217　遺物包含層出土石器（１）

0 5㎝
（2/3）

９（Ｌ21ａ ＬⅢａ2）
長： 1.8 ㎝
幅：［1.7］㎝
厚： 0.3 ㎝
重： 0.7 ｇ
石質：水晶

13（Ｋ21ａ ＬⅢａ6上位）
長：2.8 ㎝
幅：2.1 ㎝
厚：0.8 ㎝
重：2.8ｇ
石質：黒曜石

16（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）
長：2.4 ㎝
幅：1.9 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：1.1ｇ
石質：珪質頁岩

８（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）
長：1.2 ㎝
幅：1.0 ㎝
厚：0.3 ㎝
重：0.08ｇ
石質：珪化木

３（Ｋ22ｂ ＬⅢｂ）
長：1.9 ㎝
幅：1.8 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：0.7ｇ
石質：頁岩

19（Ｋ21ｃ ＬⅢａ2）
長：2.1 ㎝
幅：1.5 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：0.8ｇ
石質：珪質頁岩

４（Ｌ21ａ ＬⅢａ2）
長：［2.2］㎝
幅： 2.3 ㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 1.0 ｇ
石質：緑色岩

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3中位）
長：1.9 ㎝
幅：1.4 ㎝
厚：0.5 ㎝
重：0.6ｇ
石質：流紋岩

６（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
長：1.6 ㎝
幅：1.3 ㎝
厚：0.3 ㎝
重：0.4ｇ
石質：流紋岩

12（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
長：2.0 ㎝
幅：1.9 ㎝
厚：0.6 ㎝
重：1.7ｇ
石質：流紋岩

14（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）
長：2.6 ㎝
幅：2.2 ㎝
厚：1.0 ㎝
重：3.6ｇ
石質：流紋岩

17（Ｋ22ｂ ＬⅢａ下位）
長：2.5 ㎝
幅：1.8 ㎝
厚：0.5 ㎝
重：1.4ｇ
石質：珪質岩

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
長：2.4 ㎝
幅：1.6 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：1.1ｇ
石質：ガラス質安山岩

10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
長：1.9 ㎝
幅：1.9 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：0.9ｇ
石質：珪質岩

15（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
長：2.8 ㎝
幅：2.2 ㎝
厚：0.9 ㎝
重：3.4ｇ
石質：珪質岩

１（Ｌ21ｄ ＬⅢａ上位）
長：1.1 ㎝
幅：1.2 ㎝
厚：0.3 ㎝
重：0.2ｇ
石質：流紋岩

２（Ｌ22ｃ ＬⅢａ）
長：1.7 ㎝
幅：1.7 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：0.9ｇ
石質：石英　

18（Ｌ21 ＬⅠ）
長：［2.5］㎝
幅： 1.9 ㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 1.4 ｇ
石質：珪質頁岩

５（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：2.6 ㎝
幅：2.3 ㎝
厚：0.5 ㎝
重：1.5ｇ
石質：頁岩
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図218　遺物包含層出土石器（２）

0 5㎝
（2/3）

12（Ｌ22ａ ＬⅢａ4下位）
長：［2.6］㎝
幅： 1.4 ㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 0.6 ｇ
石質：珪質頁岩

９（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）
長：1.8 ㎝
幅：1.2 ㎝
厚：0.3 ㎝
重：0.3ｇ
石質：瑪瑙

14（Ｌ22ａ ＬⅢａ4下位）
長：［1.8］㎝
幅：［1.3］㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 0.6 ｇ
石質：頁岩

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
長：3.2 ㎝
幅：1.9 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：1.7ｇ
石質：流紋岩

16（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）
長：［1.8］㎝
幅： 1.1 ㎝
厚： 0.3 ㎝
重： 0.3 ｇ
石質：流紋岩

18（Ｌ22ｂ ＬⅢａ1）
長：3.3 ㎝
幅：1.8 ㎝
厚：0.7 ㎝
重：1.8ｇ
石質：流紋岩

20（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
長：［2.2］㎝
幅： 1.7 ㎝
厚： 0.5 ㎝
重： 1.1 ｇ
石質：珪質頁岩

17（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
長：2.0 ㎝
幅：1.2 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：0.6ｇ
石質：流紋岩

８（Ｌ22ａ ＬⅢａ1）
長： 2.4 ㎝
幅：［1.8］㎝
厚： 0.3 ㎝
重： 0.8 ｇ
石質：珪質頁岩

19（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）
長：［3.6］㎝
幅：［1.9］㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 2.0 ｇ
石質：珪質頁岩

15（Ｋ22ａ ＬⅢａ3下位）
長：2.5 ㎝
幅：1.8 ㎝
厚：0.6 ㎝
重：1.3ｇ
石質：流紋岩

10（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3）
長：［2.0］㎝
幅： 1.5 ㎝
厚： 0.3 ㎝
重： 0.7 ｇ
石質：流紋岩

13（Ｌ21 ＬⅠ）
長：2.4 ㎝
幅：1.4 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：0.8ｇ
石質：頁岩

４（Ｋ21 ＬⅢａ3）
長：2.5 ㎝
幅：1.8 ㎝
厚：0.6 ㎝
重：1.5ｇ
石質：瑪瑙

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
長：2.7 ㎝
幅：1.8 ㎝
厚：0.5 ㎝
重：1.8ｇ
石質：珪化木

６（Ｌ21ｄ ＬⅢａ6）
長： 2.4 ㎝
幅：［1.6］㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 1.0ｇ
石質：頁岩

３（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
長：［2.6］㎝
幅： 1.9 ㎝
厚： 0.5 ㎝
重： 1.4 ｇ
石質：ガラス質安山岩

７（Ｌ22 ＬⅢａ）
長： 2.6 ㎝
幅：［1.6］㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 1.0 ｇ
石質：流紋岩

１（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）
長：［2.5］㎝
幅： 2.1 ㎝
厚： 0.6 ㎝
重： 1.8 ｇ
石質：珪質頁岩

２（Ｌ22ｃ ＬⅢａ）
長： 3.0 ㎝
幅：［2.1］㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 1.6 ｇ
石質：流紋岩
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図219　遺物包含層出土石器（３）

0 5㎝
（2/3）

＜１～ 11＞

0 5㎝
（1/2）

＜12 ～ 14＞

１（Ｌ22ｂ ＬⅢａ2）
長：3.5 ㎝
幅：1.5 ㎝
厚：0.6 ㎝
重：1.5ｇ
石質：珪質頁岩

２（Ｌ22ｄ ＬⅢａ6）
長：［3.2］㎝
幅： 1.6 ㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 1.4 ｇ
石質：流紋岩

３（Ｌ22ａ ＬⅢａ3⑤）
長：3.1 ㎝
幅：2.0 ㎝
厚：0.7 ㎝
重：3.7ｇ
石質：珪質頁岩

12（Ｌ22ａ ＬⅢａ）
長：［4.0］㎝
幅：［2.4］㎝
厚： 0.9 ㎝
重： 4.7 ｇ
石質：珪質頁岩

13（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：4.8 ㎝　重：6.6ｇ
幅：1.8 ㎝　石質：珪質頁岩
厚：0.8 ㎝

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
長：［2.4］㎝
幅： 1.9 ㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 1.0 ｇ
石質：珪質頁岩

８（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
長：3.2 ㎝
幅：0.9 ㎝
厚：0.6 ㎝
重：1.0ｇ
石質：珪質頁岩

５（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
長：4.2 ㎝
幅：1.4 ㎝
厚：0.7 ㎝
重：1.9ｇ
石質：珪質頁岩

10（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）
長：4.8 ㎝
幅：4.6 ㎝
厚：1.3 ㎝
重：21.0ｇ
石質：珪質頁岩

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）
長：［3.6］㎝
幅： 1.5 ㎝
厚： 0.4 ㎝
重： 1.2 ｇ
石質：珪質頁岩

７（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
長：3.1 ㎝
幅：2.3 ㎝
厚：0.5 ㎝
重：1.6ｇ
石質：珪質頁岩

14（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：5.8 ㎝　重：4.8ｇ
幅：1.5 ㎝　石質：珪質頁岩
厚：0.5 ㎝

15（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
長：［6.7］㎝　重：6.0ｇ
幅： 1.6 ㎝　石質：珪質頁岩
厚： 0.8 ㎝

17（Ｊ18 ＬⅡ）
長：4.7 ㎝　重：4.6ｇ
幅：1.6 ㎝　石質：珪質頁岩
厚：0.8 ㎝

９（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
長：1.8 ㎝　重：0.2ｇ
幅：1.2 ㎝　石質：頁岩
厚：0.3 ㎝

16（Ｋ22 ＬⅢａ）
長：4.4 ㎝　重：5.2ｇ
幅：1.5 ㎝　石質：流紋岩
厚：0.6 ㎝

長：3.8 ㎝
幅：3.1 ㎝
厚：1.0 ㎝
重：7.0ｇ
石質：珪化岩

11（Ｋ22ｂ ＬⅢａ4）
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図220　遺物包含層出土石器（４）

0 5㎝
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0 5㎝
（2/3）

＜１～３・12＞

１（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：［7.0］㎝
幅： 1.9 ㎝
厚： 1.1 ㎝
重：12.4 ｇ
石質：流紋岩

３（Ｌ22ａ ＬⅢａ4）
長：［2.8］㎝
幅： 1.2 ㎝
厚： 0.5 ㎝
重： 1.4 ｇ
石質：珪質頁岩

２（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
長：5.8 ㎝
幅：1.6 ㎝
厚：0.7 ㎝
重：4.6ｇ
石質：珪質頁岩

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
長：［5.1］㎝
幅： 1.9 ㎝
厚： 0.9 ㎝
重： 7.2 ｇ
石質：珪質頁岩

８（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
長：5.4 ㎝
幅：1.8 ㎝
厚：0.6 ㎝
重：6.0ｇ
石質：珪質頁岩

４（Ｌ21ｄ ＬⅢａ3下位）
長：［4.4］㎝
幅： 1.5 ㎝
厚： 0.9 ㎝
重： 5.2 ｇ
石質：ガラス質安山岩

12（Ｌ22ｂ ＬⅢａ1）
長：1.3 ㎝
幅：2.5 ㎝
厚：0.3 ㎝
重：0.6ｇ
石質：珪質頁岩

11（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：［5.8］㎝
幅：［2.7］㎝
厚： 0.9 ㎝
重：12.2 ｇ
石質：珪質頁岩

９（Ｋ19 ＬⅡ）
長：8.1 ㎝
幅：2.5 ㎝
厚：1.1 ㎝
重：20.5ｇ
石質：珪質頁岩

10（３Ｔ ＬⅠ）
長：7.3 ㎝
幅：2.7 ㎝
厚：0.7 ㎝
重：14.0ｇ
石質：珪質頁岩

６（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
長：［4.2］㎝
幅： 1.5 ㎝
厚： 0.7 ㎝
重： 5.3 ｇ
石質：流紋岩

７（Ｋ21ｃ ＬⅢａ6）
長：12.5 ㎝
幅： 3.1 ㎝
厚： 1.4 ㎝
重：44.8ｇ
石質：黒色頁岩
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図221　遺物包含層出土石器（５）

0 5㎝
（1/2）

＜１～３＞

0 10㎝
（1/3）

＜４＞

４（Ｌ22ａ ＬⅢａ3下位）
長：12.7 ㎝
幅：14.7 ㎝
厚： 6.1 ㎝
重：1,010ｇ
石質：ホルンフェルス

２（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
長：5.4 ㎝
幅：5.0 ㎝
厚：1.9 ㎝
重：31.0ｇ
石質：流紋岩

１（Ｋ19 ＬⅡ）
長：10.0 ㎝
幅： 9.1 ㎝
厚： 2.0 ㎝
重：254.3ｇ
石質：頁岩

３（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：7.0 ㎝
幅：6.1 ㎝
厚：1.2 ㎝
重：48.6ｇ
石質：頁岩

微細剝離
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図222　遺物包含層出土石器（６）

0 5㎝
（2/3）

＜１～４＞

0 5㎝
（1/2）

＜５～８＞

0 10㎝
（1/3）

＜９＞

１（Ｌ22 ＬⅢａ）
長：3.6 ㎝
幅：1.8 ㎝
厚：1.1 ㎝
重：6.4ｇ
石質：黒曜石

６（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
長：6.5 ㎝
幅：4.6 ㎝
厚：1.1 ㎝
重：14.8ｇ
石質：珪質頁岩

５（Ｋ22ｃ ＬⅢａ4）
長：4.3 ㎝
幅：2.6 ㎝
厚：1.1 ㎝
重：9.4ｇ
石質：珪質頁岩

２（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）
長：［3.3］㎝
幅：［1.7］㎝
厚： 0.9 ㎝
重：3.9ｇ
石質：水晶

３（Ｌ22ａ ＬⅢａ3）
長：3.0 ㎝
幅：2.5 ㎝
厚：1.6 ㎝
重：9.3ｇ
石質：黒曜石

４（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
長：2.3 ㎝
幅：2.5 ㎝
厚：1.9 ㎝
重：10.4ｇ
石質：珪質頁岩

８（Ｋ22ｃ ＬⅢａ5）
長：4.6 ㎝
幅：5.0 ㎝
厚：3.3 ㎝
重：54.9ｇ
石質：珪質頁岩

７（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
長：9.4 ㎝
幅：7.9 ㎝
厚：4.0 ㎝
重：240.0ｇ
石質：珪質頁岩

９（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
長： 8.9 ㎝
幅：14.3 ㎝
厚： 4.6 ㎝
重：721.0ｇ
石質：頁岩

微細剝離
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図223　遺物包含層出土石器（７）

0 5㎝
（1/2）

１（Ｌ21ａ ＬⅢａ2）　
長：16.1 ㎝　重：209.8ｇ
幅： 4.8 ㎝　石質：粘板岩
厚： 2.2 ㎝

２（Ｌ22ｄ ＬⅢａ）
長：［11.7］㎝
幅： 5.0 ㎝
厚： 2.0 ㎝
重：131.9 ｇ
石質：シルト質頁岩

５（Ｌ22ａ ＬⅢａ2）
長：［6.6］㎝　重：154.5ｇ
幅： 4.7 ㎝　石質：凝灰岩
厚： 2.7 ㎝

３（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
長：10.9 ㎝　重：345.6ｇ
幅： 5.8 ㎝　石質：安山岩
厚： 3.1 ㎝

４（表採）
長：8.3 ㎝
幅：4.5 ㎝
厚：2.1 ㎝
重：123.3ｇ
石質：蛇紋岩

敲打痕

変色範囲
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図224　遺物包含層出土石器（８）

敲打痕

0 5㎝
（1/2）

＜１＞

0 10㎝
（1/3）

＜２～５＞

１（Ｌ21ｃ ＬⅢａ2）
長：9.1 ㎝
幅：6.6 ㎝
厚：5.2 ㎝
重：58.8ｇ
石質：軽石

５（Ｋ20 ＬⅢａ）
長： 8.6 ㎝
幅：14.8 ㎝
厚： 4.0 ㎝
重：750.0ｇ
石質：アプライト

２（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）
長：11.0 ㎝
幅： 9.2 ㎝
厚： 3.9 ㎝
重：690.0ｇ
石質：安山岩

３（Ｋ21ｂ ＬⅢａ3②）
長：［13.3］㎝
幅： 7.3 ㎝
厚： 5.2 ㎝
重：840.0ｇ
石質：安山岩

４（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）
長：13.5 ㎝
幅： 8.7 ㎝
厚： 5.3 ㎝
重：1,020ｇ
石質：砂岩

磨面
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図225　遺物包含層出土石器（９）

0 10㎝
（1/4）

＜２＞

0 5㎝
（2/3）

＜３～ 11＞

0 10㎝
（1/3）

＜１＞

１（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
長：［20.0］㎝
幅：［11.0］㎝
厚： 4.3 ㎝
重：1,100 ｇ
石質：砂岩

２（Ｌ21ｃ ＬⅢａ3）
長：［30.5］㎝
幅：［21.1］㎝
厚： 8.0 ㎝
重：5,600 ｇ
石質：砂岩

３（Ｌ22ａ ＬⅢｂ上面）
長：2.5 ㎝
幅：0.9 ㎝
厚：0.4 ㎝
重：1.6ｇ
石質：ドロマイト

５（Ｋ22ｂ ＬⅢａ3下位）
長：［4.2］㎝　重：8.2ｇ
幅：［2.9］㎝　石質：滑石
厚： 0.7 ㎝

６（Ｋ22ｂ ＬⅢａ5）
長： 3.5 ㎝　重：3.3ｇ
幅：［1.4］㎝　石質：滑石
厚： 0.5 ㎝

７（Ｋ22ｂ ＬⅢａ6）
長：［4.8］㎝　重：10.9ｇ
幅：［2.8］㎝　石質：滑石片岩
厚： 0.7 ㎝

８（Ｋ22ｃ ＬⅢａ6）
長： 3.8 ㎝　重：4.4ｇ
幅：［2.8］㎝　石質：滑石
厚： 0.5 ㎝

９（Ｌ22ａ ＬⅢａ6上位）
長： 3.8 ㎝　重：4.4ｇ
幅：［1.3］㎝　石質：滑石
厚： 0.5 ㎝

10（Ｌ22ａ ＬⅢａ3⑥）
長： 3.8 ㎝
幅：［1.4］㎝
厚： 0.7 ㎝
重： 5.4 ｇ
石質：滑石

11（Ｌ22ａ ＬⅢａ5）
長： 3.7 ㎝
幅：［1.5］㎝
厚： 0.5 ㎝
重： 4.2 ｇ
石質：滑石

４（Ｋ21ｃ ＬⅢａ3下位）
長：［1.8］㎝
幅：［1.1］㎝
厚： 0.7 ㎝
重： 1.5 ｇ
石質：緑泥片岩

磨面
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今回調査した遺構は、竪穴住居跡11軒、掘立柱建物跡６棟、土坑15基、溝跡３条、小穴９基、

土器埋設遺構１基、特殊遺構１基、遺物包含層１箇所である。遺物は、土師器4,643点、須恵器702

点、瓦86点、陶器３点、羽口18点、鉄製品８点、縄文土器56,429点、石器・石製品1,250点、土製

品74点、鉄滓9,989ｇ、動物骨片1,097ｇが出土している。おもな遺構、遺物の年代は縄文時代およ

び平安時代であり、本章ではこの二つの時代に分けて調査成果を総括する。

第１節　縄 文 時 代

第１章第７節で報告した遺物包含層出土土器の大部分は、縄文時代前期後葉～中期前葉に属す

る。本節では特に出土数の多い大木６式としたⅡ群４類と、大木７ａ・７ｂ式としたⅢ群１・２類

を中心に出土層位や出土位置関係を再確認し、その上で先学の研究や類例を参考に編年上の位置づ

けと遺物包含層の継続性について検討する。

Ⅱ群４類（図226・227）

出土状況　図70に示したⅡ群４類の出土状況を確認すると、ＬⅢａ６から本類のａ～ｄ種に属す

る６点と、これに並行する粗製土器が南北２ｍ×東西４ｍほどの狭い範囲から出土している。一

方、ＬⅢａ５では大木４式や大木７ａ式の古段階の土器と近接して出土している。この状況は、表

３に示した層位ごとの出土数の傾向と矛盾しない。表３を見ると、本類はＬⅢａ２からＬⅢｂまで

のいずれの土層からも出土し、その中ではＬⅢａ６から最も多く出土している。遺物包含層の下層

に古い段階の大型片がまとまる傾向はあるものの、層位から本類を細分することは難しい出土状況

である。

編年上の位置づけ　編年上の位置づけを検討するにあたっては、今村啓爾氏（今村 2010ａ）の編年

をもとに会津地方の大木６式について考察した小林圭一氏の論考（小林 2016ａ）と比較し、本類を

１～５期に細分した。ａ種は箍状隆帯を指標とし、図82－１・２のような粗文のものを抽出した。

箍状隆帯は、Ⅱ群３類ｄ種とした口縁部下端の刻みからの変化が辿れ、ａ種の大部分が１期に該当

する。破片資料のうち、口縁部文様がある図90－７・８・11と、胴部文様が発達した図90－13に

ついては２期と考えている。

ｂ種の指標とした口縁部下端の三角形の切り欠きも、Ⅱ群３類ｄ種から変化したとみられるため、

ｂ種はおもに１期と考えられる。ｃ種の大多数も１期に位置づけられる。胴部文様のある図84－６、

図85－２や口縁部の隆帯が複雑な図88－６、貼り瘤が付く図92－10～13は２期の可能性が高い。
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ｄ種も１期を主体とする。連弧状の隆帯が口縁を巡る図86－１は、２期と考えている。口縁部文

様がある図96－１・16～18・24や結節浮線文が見られる図98－１～４も２期であろう。ｅ種は、

口径を復元し得た図86－３～５と破片資料の大多数が１期とみられる。胴部文様がある図98－

17・18、図99－１は２期と考えている。

ｆ種については、その典型例に挙げた図88－２は２期に属する。図86－６・７のように図88－

２の口縁部形態の前段階とみられるものは１期であろう。波頂部に円文が描かれた図88－３は、

３期に多くの類例が見られる。破片資料では図99－２～７が２期、同図８が３期と考えている。

図100－15～図101－２の胴部片も２・３期に含まれる。ｇ種は破片資料のみで、幅の狭い複合状

の口縁部であることから２・３期と考えている。ｈ種は複合口縁や板状に肥厚する口縁部に、おも

に太い沈線で文様を描くものである。口縁部の幅が狭い図87－３・４と、これに類する破片資料

の図101－３～16は２期と考えている。同図17～図102－26は２期としたものに比べ口縁部の幅

が広く、円文や半円文が特徴的で３期とみられる。

ｉ種の図88－７は３期とみられる。図103－２～23、図104－２～10のように連続爪形文で文

様が描かれたものも、おもに３期に属する。図103－１、図104－11～17のように沈線で文様が描

かれた土器は、３・４期とみられる。図104－１・18～図105－16・22・28に見られる沈線の側縁

に施された爪形文や刺突文は、４期の特徴とされる（小林 2016ａ）。図105－17のようにｊ種に比

べ太めの浮線文で文様が描かれた土器も、３・４期に属する。ｊ種とした結節浮線文あるいはソー

メン状浮線文は十三菩提式との共通性が指摘され、本種はおもに４期に該当する。図106－20～

22は、浮線文を沈線文に置換すればⅢ群１類に近似する土器であり、５期に位置付けられる。ｋ

種は４期を中心とし、Ⅲ群１類ｂ～ｄ種に繋がる過渡的な段階の土器を含んでいる。以上のように

Ⅱ群４類は１～５期にわたる全ての資料が含まれ、Ⅲ群１類への連続性が辿れる内容と言える。こ

のことは、当該期において遺物包含層の形成が連綿と続いたことを示唆している。また、完形品や

大型片には１・２期に属するものが多く、特に１期の資料が充実している。

次に地域性について見れば、１・２期においては肥厚した口縁部が外折して開く器形や箍状隆帯、

横方向の結節回転文に会津地方と共通した特徴が窺える。一方、３期に至っても図88－３のよう

な長胴形深鉢が出土し、宮城県以北からの影響も受けたとみられる。４・５期の口縁部に見られる

沈線文にも、宮城県以北の影響が窺える。それに加え、浮線文を用いた十三菩提式の影響を強く受

けた土器が出土し、多地域との影響関係が確認される。

前期後半における他の地域との交流関係は、Ⅱ群５類により端的に認められる。中でも図109－

４は、十三菩提式（小林 2016ｂ）と指摘される宮城県小梁川遺跡出土土器（宮城県 1987ａ：�

図351－３）や、「鍋屋町系」（今村 2010ｂ）とされる静岡県池田Ｂ遺跡出土例（静岡県2000：図

78－368・369）と、器形や多段に鎖状隆帯が横走する点がよく類似し、Ⅱ群４類の３期に並行する

とみられる。浮彫状の文様が特徴的な図124－１は、松原式と指摘されている群馬県中尾遺跡出土

例（今村 2010ｂ）に類似し、４期または５期に並行する可能が高い。
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図226　Ⅱ群１～４類土器集成図（１）
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図227　Ⅱ群１～４類土器集成図（２）
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Ⅲ群１類（図228・229）

出土状況　表３に示した各層から出土した破片数の割合は、ＬⅢａ３からが66％と大半を占める

のに対し、ＬⅢａ２が11％、ＬⅢａ４～６・Ⅲｂでは４～８％程度と少ない。また図69に示した

ＬⅢａ３出土土器の分類を見ると、本類ｅ種が８点と多く、他にａ種１点、ｄ種２点、Ⅲ群４類が

15点ある。このⅢ群４類の15点には、ｅ種並行とみられるものが10点ある。本類はＬⅢａ３から

大半が出土し、中でもｅ種とこれに並行する粗製土器が、ＬⅢａ３からある程度まとまって出土し

ていると言える。ただしｆ種に関しては、図133～136に示した大型片を見ると、13点中８点がＬ

Ⅲａ２から出土している。

編年上の位置づけ　福島県における中期初頭の土器は、五領ヶ台式の編年をもとに松本茂氏によっ

て３細分された（松本 2006）。その内容は、五領ヶ台Ⅰａ・ｂ式期が古段階、五領ヶ台Ⅱａ・ｂ式

期が中段階、五領ヶ台Ⅱｃ～阿玉台Ⅰａ式直前が新段階である。近年では、大木7ａ～８ｂ式土器

の編年を細別する包括的な研究がなされ、その中で大木７ａ式は新古２段階に区分されている（中

野ほか 2008）。ａ～ｆ種を設定するにあたっては、上記の研究成果を参考としている。以下では、

古・中・新段階に分けて本類の編年上の位置づけを検討する。

ａ種は梯子状沈線を指標とし、古段階に属する。図125－１は、当該期の特徴である口縁部上端

の縦位短沈線が見られず、口縁部文様の特徴からａ種の中でも古い様相を示している。図126－２

は、玉川村関林Ａ遺跡出土例（福島県 1999：図８－１）の浮線文を沈線文に置換したような文様で、

器形と大きさもよく類似している。図127－２の口縁部上端に描かれた斜格子文は、中部高地・北

陸地方の影響とみられる。図127－３の口縁部文様の一部には、ｄ種に見られる充填的な横位の短

沈線も描かれ、ａ種とｄ種の年代幅に重複があることを示している。これに加え、図127－３には

菱形文も描かれている。菱形の単位文様は、Ⅱ群４類の４・５期やａ種でも古相とした図125－１

に描かれ、中段階以降では見られなくなる。

ｂ種は、口縁部に縦位沈線や比較的単純な沈線文が描かれたものとした。ｂ種に類似した土器は

南相馬市浦尻貝塚出土の古段階にある（南相馬市 2008）。またⅡ群４類のｈ・ｋ種からの変遷が辿

れそうで、大木６式との過渡的な段階のものが含まれている。ｃ種としたハの字の短沈線や鋸歯文

も、Ⅱ群４類ｋ種からの変化が窺え、古段階に相当する。図145－１には刻みの入ったドーナツ形

の隆帯が付き、ａ種の図137－１と共通する特徴を有している。また、図149－19～図150－15に

見られる斜格子文や格子文は、ハの字の短沈線やｄ種の文様を簡略的に表現したものと推察され

る。福島県内では浦尻貝塚の古段階や新地町山中Ｂ遺跡（福島県 2007）、福島市の愛宕原遺跡（福

島市 1989）に出土例がある。ｄ種は先述した図127－３のように、ｄ種とａ種の文様が共に描かれ

た土器があり、古段階に属すると考えている。重層する横位沈線の間に縦位の短沈線を描いた土器

は、「糠塚式」あるいは「糠塚系」と称されるように宮城県以北に多くの類例があり、五領ヶ台Ⅰ式

並行に位置づけられている。
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図228　Ⅲ群１類土器集成図
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図229　Ⅲ群１・２類土器集成図
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図230　Ⅲ群２類土器集成図
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ｅ種は交互刺突文、列点文が特徴的で中段階に相当する。図131－２には交互刺突文、列点文、

小波状文が同居し、三つの文様要素の同時代性を裏付けている。単位文様や空間を充填的に埋める

施文方法は目立たなくなり、ａ～ｄ種と比較すると区画文様だけが残ったような印象を受ける。メ

リハリのない器形のものが多く、無文地のものが大多数を占める点も、ａ～ｄ種とは一線を画して

いる。ｅ種に類似した土器は、新地町師山遺跡（福島県 1990ｃ）と山中Ｂ遺跡では中期初頭の土器

の中で主体的に出土している。また、八辺式（小林 1989）に代表される東関東地方の五領ヶ台式と

の高い類似性が窺える。

ｆ種は、新段階を中心とした時期と考えている。ただしＬⅢａ２出土のものに関しては、ＬⅢａ

２が比較的撹乱されない状態に保たれた可能性が高いため、Ⅲ群２類と廃棄された年代が近いと考

えられる。特に図133－１、図136－１・２は、図68に出土状況を示したⅢ群２類の大型片と近接

して出土している。

本種の中で特徴的な土器を取り上げると、図133－６の口縁部に付く鈎状突起の類例は、小梁川

遺跡の第Ⅲ群土器にある（宮城県 1986：図120－８）。図134－２は、福島市大平・後関遺跡に比

較的近い器形がある（福島市 1995：図66－１、図98－２）。沈線間に刺突を加えた区画文様はｅ

種と類似し、逆Ｔ字状のアクセント文はⅢ群２類の図166－１に近いものが認められる。また図

215－１の土偶の文様とも楕円区画や刺突、アクセント文のあり方が似ているため、両者は近い時

期の遺物と考えられる。図135－１は、胴部に絵画的な沈線文が横位展開する。本群では他に例が

なく、他地域の影響を受けた土器と推察される。同図２は、波頂部の両端が左右に突出する波頂部

と、隆線による区画内に描かれた重層的な沈線文が特徴的である。波頂部の形状は、この段階から

阿玉台Ⅰａ式並行期の土器によく見られる。多条沈線は、五領ヶ台Ⅱｃ式の影響と考えられる。破

片資料の中では、図160－３・10に見られる玉抱き状の渦巻文や、図161－１・７に見られる弧線

文と口縁を巡る沈線との接点にのみ施文される交互刺突文は、新段階の特徴とされる。

Ⅲ群２類（図229・230）

出土状況　図示したⅢ群２類は、ＬⅢａ２から出土したものが大半を占める。土層を細分する前に

取り上げたＬⅢａ出土のものを除けば、口径を復元し得た大型片は２点のみがＬⅢａ３から出土し、

その他はＬⅢａ２出土である。その多くが図68に示したように、斜面に沿って破片が幾重にも重

なるように出土している。表３に示した有文土器の破片数では、ＬⅢａ２出土が95％を占め、Ｌ

Ⅲａ３出土が４％、ＬⅢａ４以下では皆無に近い。図68に示したＬⅢａ２における遺物出土状況

は、下層に比べあまり撹乱されない状態に保たれたと考えている。

編年上の位置づけ　Ⅲ群２類の特徴として、器高が65㎝を超える大型の深鉢が複数出土している点

が挙げられる。また６種類に大別した器形の中で、Ａ形とした胴部が膨らむものが多数を占める。

中には図166－１や図168－１のように、口縁が楕円形を呈する特殊な器形のものがある。当該期に�

おける楕円形の深鉢は、宮城県川崎町の中ノ内Ａ遺跡に類例がある（宮城県 1987ｂ：図84－１）。
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口縁部の形態には平縁と小波状口縁、大波状口縁がある。平縁の土器には、図164－１に見られ

る大きな貼付文や、図165－２、図169－１のようなメガネ状の突起、図166－１や図168－１のよ

うな波状・渦巻状の貼付文により加飾されることが多い。小波状口縁は山形を成し、図173－４で

は環状の突起が１箇所のみ付く。大波状口縁の波頂部には、刻みが加えられたものや圭頭状を成す

もの、粘土紐で加飾されたものなどがあり、左右非対称な文様が描かれたものが目に付く。

ａ～ｃ種の文様構成には、図164－１～図170－１を典型例とする次の①～④のような特徴があ

る。①頸部に上下幅の狭い隆線による楕円形区画文があり、橋状把手かＸ字状隆線で区切られてい

る。②胴部は、楕円形区画文かＹ字状隆線で縦方向に区画される。③胴部上半には、縦位区画を起

点に連続山形文か波状文、弧状文が巡る。④胴部文様には、副文様が附加されるものがある。ｂ種

では副文様がより顕著で、沈線によりＹ字やコの字の文様、十字状のアクセント文などが加えられ

ている。また、小さなＹ字状や連弧状の文様は、ａ～ｃ種に多用される。図165－１、図167－１、

図168－１などは頸部の楕円形区画文と胴部のＹ字状隆線が簡略化され、組み合わされた文様が描

かれている。

ｄ種については半粗製的な粗文の土器が多く、上記の文様構成を成す土器はないが、図172－５、

図175－１・３に見られる弧状文や菱形のアクセント文にａ～ｃ種との共通点が見られる。ｆ種は、

無文地に隆線と単列の有節沈線で文様が描かれたものや、指頭圧痕を装飾的に加えた輪積み痕が特

徴的な土器で、阿玉台式直前段階から阿玉台Ⅰａ式に比定される。図188－１の波頂部に見られる

口唇部片側のみの抉りは、阿玉台Ⅰａ式に顕著な特徴とされる。

ａ～ｅ種の類例は、浜通り地方では南相馬市原Ｂ遺跡（福島県 2008ａ）や、飯舘村上ノ台Ａ遺跡

（福島県 1984、1990ａ）、上ノ台Ｂ遺跡（福島県 1990ｂ）に見られ、大木７ｂ式古段階に置かれて

いる（松本 1996）（中野ほか 2008）。原Ｂ遺跡13号住居跡では、大木７ｂ式と阿玉台Ⅰａ式が共伴

して出土し、本遺跡と近い出土状況を示している。また、頸部の楕円形区画文は福島県内の大木７

ｂ式に特徴的とされ、胴部の弧状文は仙台湾岸地域の影響を受けたものとされている。本類にはい

ずれの特徴も併せ持つ土器が多く見られる。上ノ台Ａ・Ｂ遺跡出土例とは、楕円形区画文とＹ字状

の垂下文を組み合わせたような隆線文や、連弧状の隆線、アクセント文に本類との類似性が認めら

れる。

中通り地方では、福島市月崎Ａ遺跡（福島市 1994）から当該期の土器が出土している。このうち

ａ種と類似する隆線のみで文様が描かれた土器は「月崎系」と称され、隆線上にも縄文が施文され

る特徴と、法正尻遺跡や中ノ内Ａ遺跡には見られない「きわめて地域が限定される土器らしい」こ

とが指摘されている（今村 2010ｄ）。本類における隆線上への縄文施文は、図164－１・２など、

おもにａ種に確認できる。会津地方では法正尻遺跡に良好な資料があり、大木７ｂ式土器は３細分

されている（福島県 1991）。その古段階と比較すると、法正尻遺跡には胴部が直線的なＢ２形が主

体的と見えるのに対し、本類ではＡ１～３形が目立つ。また文様施文では、法正尻遺跡に比べ有

節沈線が低調とみられる。この傾向は、法正尻遺跡に比べ植松Ｃ遺跡の方が、阿玉台式の影響が弱
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かったためと考えられる。

当該期の代表的な遺跡である中ノ内Ａ遺跡のⅡ群土器と比較すると、器形におけるＡ形の優位性

は不明だが、本類のほぼ全ての器形が中ノ内Ａ遺跡では網羅されている。文様を見ると、本類の図

173－４、図175－５を典型例とする口縁部に多条の縄圧痕が横走し、胴部が地文のみの土器が、

中ノ内Ａ遺跡には多数見られる。ただし、中ノ内Ａ遺跡では主たる文様とされる対弧文は、本類で

はあまり目立たず、連続山形文または波状文を基調としたものが多い。中ノ内Ａ遺跡では対弧文

と組み合わさる渦巻文は、本類では図166－１に見られる以外は、図163－４のように単独か、図

169－１のようにアクセント的に使用されている。また、隆線に沿った縄圧痕が多用される中ノ内

Ａ遺跡に比べ、ａ・ｂ種が多数を占める本類は粗文の印象が強い。

以上をまとめると、本類のａ～ｅ種は大木７ｂ式の古段階を中心とした時期に、ｆ種は阿玉台式直�

前段階から阿玉台Ⅰａ式に位置づけられる。大木７ｂ式は頸部に楕円形区画文を有する土器が多く、

当該期における福島県内出土土器と共通する特徴を示す。さらには大型で粗文のものが目立つなど、

月崎Ａ遺跡例に類似したより強い地域性が認められる。他地域との比較においては、東関東地方お

よび仙台湾岸地域の影響を受けたものが見られる。

遺物包含層の継続性と集落跡の可能性

Ⅱ群４類およびⅢ群１・２類の編年上の位置を見てきたように、遺物包含層からは大木４式から

まとまった量の土器が出土するようになり、大木５ａ・ｂ式を経て、大木６式においては１～５期

の存在を確認した。大木７ａ式についても、古・中・新段階の土器が出土し、大木７ｂ式古段階ま

では連続すると言える。今後、土器型式の細分や出土土器の再検討がなされれば断絶期が見出され

る可能性があるが、現時点では大木４式から大木７ｂ式古段階まで、遺物の廃棄が継続的に行われ

たと考えられる。

出土土器から植松Ｃ遺跡における縄文時代の消長を推察すると、大木６式の古段階、大木７ａ式

古～中段階、大木７ｂ式の資料が充実し、盛期であった可能性が高い。逆に大木６式の中・新段階

と五領ヶ台Ⅱｃ式並行期は、比較的低調な感がある。同じ浜通り北部の師山遺跡および山中Ｂ遺跡

では、前期後半では大木６式の古段階、中期では大木７ａ式中段階が主体となって出土し、植松Ｃ

遺跡と盛期が一致している。一方、これまで当該期の主要な遺跡として比較対象としてきた法正尻

遺跡では、五領ヶ台Ⅱａ・ｂ式並行期の土器が少ない。小梁川遺跡でも五領ヶ台Ⅱａ～ｃ式、竹ノ

下式並行期が前後の段階に比べると極端に少ないとされている。月崎Ａ遺跡、中ノ内Ａ遺跡でも五

領ヶ台Ⅱ式期がほとんどなく、竹ノ下式並行期から始まることが指摘されている（今村 2010ｄ）。

植松Ｃ遺跡では五領ヶ台Ⅱ式並行の土器が充実していることから、主要な遺跡とは異なる消長を

辿った可能性がある。ただし、主要な遺跡の低迷期とされる五領ヶ台Ⅱ式並行期に、東関東地方の

影響を強く受けていることは見て取れる。

今回の調査では、集落の存在を裏付ける竪穴住居跡は確認できなかった。しかし、多量の遺物が
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各層から出土していることから、前期後葉から中期前葉にかけての集落跡が、調査区周辺に存在す

る可能性は高い。調査区周辺の立地から見て集落跡は、遺物包含層の北西から西方に広がる丘陵上

の平坦面に存在すると推察される。

集落跡の存在を示唆する遺物として、各層から出土した食物残滓とみられる焼骨がある。本遺跡

の周辺において狩猟、漁労が行われ、集落において消費された可能性が高い。同定した資料はごく

一部に過ぎないが、獣骨ではシカ、イノシシが、魚類ではタイ科が多く、海洋性の魚類も捕獲して

いる。また、貝類が１点も確認できなかった点が注視される。この点は、山中Ｂ遺跡の２号遺物

包含層における動物骨の出土状況と近似している。山中Ｂ遺跡においては515点の同定資料中、貝

殻は１点であった。この結果から、貝層を形成するに至らない捕獲量であったため、埋没過程で

貝殻が溶解消失した可能性が高く、貝類への依存度が相対的に低かったと分析されている（福島県

2007）。植松Ｃ遺跡においてもこれに近い状況があったと推察され、当該期における食物利用の一

つのあり方を示している可能性がある。

貝層は確認されなかったものの、貝塚の分布が希薄な浜通り地方北半にあって、これに準じた食

物残滓を含む遺物包含層が確認されたことは意義深い。新田川流域では初見とみられ、貝塚が集中

的に分布している宮田川流域周辺とは対照的である。また植松Ｃ遺跡の近隣には中期中・後葉の遺

物が採取されている堂坂遺跡や、中期末葉の集落跡が調査されている植松Ａ遺跡がある（南相馬市

2011）。植松Ｃ遺跡においても大木８ａ式が少量出土しているため、中期中葉以降も同一丘陵上に

おいて集落が営まれた可能性が高い。� （今　野）

第２節　平 安 時 代

平安時代の遺構には、１～11号住居跡、１～６号建物跡、１～３・５～10・13・14号土坑、２・

３号溝跡がある。遺構内外からは、土師器、須恵器、瓦、羽口、鉄製品、鉄滓が出土した。ここで

は主要な遺構や遺物に焦点をあてながら総括する。

遺物について　

土 師 器　土師器の器種は、杯・甕・鉢・蓋・高台付杯が確認される。図示した杯はロクロ成形で、

内面をヘラミガキ後に黒色処理するものが主体を占める。底部の切離し技法には、回転糸切りが多

数認められた。体部下端から底面にかけての再調整は手持ちヘラケズリが主体で、回転ヘラケズリ

を施すものもわずかに含まれる。この他に、３号住居跡では、内面にヘラミガキと黒色処理を施さ

ない「赤焼土器」の破片（図16－３）が床面から出土している。また７号土坑からは、内外面ともに

ヘラミガキと黒色処理が施される図48－11が出土している。

図示した甕は、７号住居跡から出土した図29－２を除いてロクロ成形の長胴甕である。外面は

胴部より上半はロクロナデ、下半は縦方向のヘラケズリが施される。内面にはロクロナデやヘラナ
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デが認められる。その他に、７号住居跡出土の図29－１と３号溝跡出土の図52－10は鉢とみられ、

内面にヘラミガキと黒色処理が施されている。蓋および高台付杯は、いずれも３号溝跡から出土し

ている。図52－９の蓋は完形品で、内面にヘラミガキと黒色処理が施されている。高台付杯は底

部の細片が２点出土しており（図52－７・８）、内外面ともに黒色処理が施されている。

比較的多く出土した杯は、底径が小さく外面の再調整が手持ちヘラケズリとなるものが主体であ

る。遺物の年代については、木本編年（木本 1990）の第３段階に相当すると思われ、９世紀中葉前

後を中心とした時期と推定される。なお、３号住居跡から出土した「赤焼土器」の図16－３につい

ては、９世紀末葉頃の年代が与えられる。

墨書土器　墨書は18点確認され、その全てが土師器の杯である。墨書は判読できたもので、「南合」・

「南」・「南戝本」・「□田合」・「文」・「又」・「分」が認められた。中でも「南」という字に関連するもの�

が12点あり、大半を占める。１号住居跡から出土した「南戝本」に含まれる「本」という字は、「奉」

の省略である可能性が高いことが指摘されており（平川 2000）、本来の字義は「南戝奉」の可能性が

考えられる。「奉」が記される土器は宗教的な奉斎に用いられ「官衙的色彩の強い遺跡」から出土す

る傾向も指摘されており（有富 2016）、本遺跡の性格を考える上で示唆的である。

また「南合」と墨書された土師器杯は、可能性があるものを含め６点出土している。明治大学墨

書データベース（明治大学 2010）によると、「南」が使用されている墨書には「南館」など方角、位

置を示すものが多い一方、「南富皆」、「田本南」など祭祀的な意味と取れるものも認められる。ま

た「合」には、「立合」・「合子口」・「得合」といった行為を表すものがある。本遺跡例の「南合」は、

「南戝本」の墨書土器があることから、祭祀的な意味合いの墨書と考えられる。

「南合」と記された墨書土器の類例は南相馬市広畑遺跡にあり、その年代は９世紀第２～３四半

期とされている（南相馬市 2011、原町市 2000）。広畑遺跡は４棟の掘立柱建物跡が整然と並んで

確認され、泉官衙遺跡に隣接していることから行方郡家に関連する施設であったとされている。官

衙もしくは寺院の中核ではなく、縁辺に立地している点において、植松Ｃ遺跡との共通性が認めら

れる。また二遺跡は同じ新田川沿いに立地し、その距離は４㎞と近く年代も重なる。ともに「南合」

の墨書土器が出土していることは、遺跡の性格も相まってこの二遺跡間に密接な関係があった可能

性を示している。

瓦 出土した瓦の種類は平瓦、丸瓦、軒平瓦、軒丸瓦が認められ、平瓦が最も多く出土してい

る。遺構から出土したものがほとんどであるが、調査区内から瓦葺の建物跡は確認されていない。

平瓦はいずれも凸面にタタキ目、凹面に布目が確認される。凸面のタタキ目は格子状のものが大半

を占め、わずかに回字状、菱形の斜格子状、樹枝状のタタキ目が認められる。いずれも一枚作りで

成形されたものとみられるが、菱形格子状および矢羽状のタタキ目が施されるものは、細片である

ため詳細は不明である。

丸瓦は、凸面は縦方向のナデ・ケズリによって調整される。凹面は布目と、４～５㎝ほどの間隔�

で粘土紐巻き上げの痕跡が認められる。軒平瓦は７号住居跡から１点出土している（図29－４）。平�
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瓦の凸面に粘土を継ぎ足して顎段を成形している。瓦当面と顎部は３本の蕊を伴う蓮弁文が型押し

されており、「有蕊弁蓮華文軒平瓦」と呼称される瓦（藤木 2006）に分類される。軒丸瓦は12号土坑�

から図49－５が出土している。凸面にはナデが、凹面には瓦当の剝離痕と布目が認められる。

これらの瓦は、植松Ｃ遺跡の東側に位置する植松廃寺跡で確認された瓦と共通する特徴を有して

いる。植松廃寺跡の瓦は、軒丸瓦の文様からⅠ群とⅡ群に分類されている（南相馬市 2011）。Ⅰ群

は「有蕊弁蓮華文」を統一意匠とする軒丸瓦・軒平瓦と、格子状タタキ目が施される一枚作りの平瓦、

粘土紐巻き作りの丸瓦、鬼瓦で構成される。これらの瓦は、植松Ｃ遺跡の北西方向に位置する入道

廹瓦窯跡で生産されたものであることが判明しており、ともに焼かれた須恵器から９世紀初頭～中

葉の年代が想定されている。

Ⅱ群は、「単弁蓮華文軒丸瓦」に唐草文が施される軒平瓦が伴う。また桶巻き作りで斜格子状の

タタキ目が施される平瓦と、一枚作りで樹枝状・矢羽状・回字状のタタキ目が施される平瓦もⅡ群

に伴うと推定されている。Ⅱ群の瓦について生産地は判明していないが、桶巻き作りの平瓦が伴う

ことから、Ⅰ群の瓦にやや先行して焼成された可能性も指摘されている（戸田 1984）。今回の調査

で出土したものは、軒平瓦、丸瓦、格子状タタキ目の平瓦がⅠ群に相当し、菱形格子状・回字状・

矢羽状タタキ目の平瓦がⅡ群に相当するものと考えられる。

鉄 滓　鉄滓は遺構内から5,410ｇ、遺構外から4,579ｇ出土している。遺構内では平安時代の大

部分の遺構から出土し、中でも９号住居跡とこれに隣接する３号溝跡からの出土量が多い。遺構外

では、１号建物跡があるＥ８グリッドで2,608ｇが出土するなど、平安時代の遺構が集中する調査

区北寄りから出土している。鉄滓はほぼ全て鍛冶滓とみられ、一次製錬に伴う流出滓や炉壁は認め

られなかった。５号土坑からは羽口も出土していることから、調査区外の近隣に平安時代の鍛冶関

連遺構がある可能性が高い。

遺構について

竪穴住居跡　竪穴住居跡の平面形は、方形を基調としている。規模は一辺の長さが５ｍ前後と比較

的大きなもの（１・３号住居跡）と、3.9～4.5ｍのもの（２・４・７・９号住居跡）とに分けられる。

主軸方位の傾きは、真北から10°以内のものが大多数である。カマドは、東壁（１・３・４・６・

７・10号住居跡）と、北壁（２・９号住居跡）に設置されるものが多く、一定の規範があった可能性

が窺える。このうち３・７号住居跡は北壁から東壁へ、２号住居跡は東壁から北壁へのカマドの付

け替えが行われている。またカマドの燃焼部に、意図的に遺物を遺棄したと思われる事例が確認さ

れた。３号住居跡のカマドでは、土師器杯（図16－６）が伏せられた状態で出土し、火床面を覆う

ように瓦片が９点敷き並べられていた。同じ住居跡の旧カマドでは、燃焼部埋土から土師器杯（図

16－１）と鉄製鎌（図20－９）が出土した。これらの出土状況は、カマド廃絶時に何らかの祭祀行

為があったことを示すものと推測される。

貯蔵穴の平面形は、隅丸長方形または楕円形を基調とする。いずれもカマド脇に設けられ、カマ
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ドに向かって右側に位置するもの（１・３・４・６・７号住居跡）と、左側に位置するもの（５・10

号住居跡）に大別される。柱穴は１・10号住居跡で確認された。中でも１号住居跡は唯一、長方形

に配された４基の主柱穴と周壁に位置する小規模な壁柱穴が認められた。住居の規模も比較的大き

く、他の住居と一線を画す特徴を持っている。なお、これらの竪穴住居跡はある程度の間隔を保っ

て位置し、相互に重複する例は認められなかった。また、各住居跡から出土した遺物の年代幅もほ

とんど見られないことから、比較的近い時期に機能した住居跡群であると考えられる。

掘立柱建物跡　６棟の掘立柱建物跡が検出されたが、いずれも調査区外に延びており、遺構全体を

確認したものはない。比較的多くの柱穴を検出した建物跡の規模は、東西３間以上×南北２間（２・

６号建物跡）、東西２間以上×南北２間（３号建物跡）、東西２間以上×南北２間以上（５号建物跡）

である。各建物跡の主軸方位は、真北からの振れ角が２～８°に納まり、おおむね揃っている。柱

穴の平面形は、隅丸方形または長方形を基調とする１～４号建物跡と、楕円形を基調とする５・６

号建物跡に分けられる。

１～４号建物跡の柱穴は、長径が69～137㎝、深さ46～90㎝と大型である。底面には柱の当た

りが認められるものがあり、その直径は20～35㎝である。柱間は１号建物跡が2.3ｍ、２号建物跡

が1.6～2.1ｍ、３号建物跡が2.4～3.0ｍ前後、４号建物跡が2.8ｍである。柱材を切り取りまたは

抜き取った痕跡は、全ての建物跡で認められた。また２号建物跡のＰ１の底面からは、燈明皿の可

能性がある土師器杯（図44－１）が伏せられた状態で出土した。これらの建物跡は、調査区北寄り

の最も標高の高い、標高35.6ｍの平坦地に立地している。

一方の５・６号建物跡の柱穴は、長径が42～76㎝、深さ21～49㎝とやや小ぶりで浅い。柱間は

５号建物跡が1.6～2.4ｍ、６号建物跡が1.8～2.5ｍで１～４号建物跡と大差がない。柱の当たりが

確認できた柱穴は６号建物跡のＰ８のみで、その直径は15㎝である。１～４号建物跡に比べ柱の

底面に掛かる荷重が軽く、細い柱材が用いられたと考えられる。５・６号建物跡は調査区中央付近

から西寄りの、標高35.0ｍの平坦地に立地し、１～４号建物跡からやや離れた所に位置している。

２号と３号、５号と６号建物跡には各々重複関係が認められ、掘立柱建物跡は少なくとも２期に

わたって存在したことが考えられる。２・３号建物跡の新旧関係は、柱穴の重複関係から２号→３

号の順である。また３号建物跡と５号住居跡も重複関係が認められ、３号建物跡の柱穴を埋めた後

に５号住居跡が構築されていた。５・６号建物跡の新旧関係については、５号建物跡には柱痕跡が

認められなかったのに対し、６号建物跡では遺存していたため、５号→６号の変遷が考えられる。

植松廃寺跡との関連

植松Ｃ遺跡の調査からは、東側に隣接する植松廃寺跡との関連を窺わせる成果が確認された。植

松廃寺跡は、発掘調査は実施されていないものの、古くから多数の瓦片や瓦製獣脚が採集されてお

り、かつては礎石が存在したことが知られている。性格については、瓦のあり方や獣脚の出土から

「有力な氏族の私寺」とする説（藤木 2006）や、「行方軍団の所在地」とする説（戸田 1984）がある。
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植松廃寺跡との関連を窺わせる遺構として、掘立柱建物跡が挙げられる。中でも１～４号建物跡

は柱穴の平面形が隅丸方形を基調として、規模が大型であるという特徴を持つ。また重複関係が認

められることから、少なくとも２期にわたって建物が存在したことが考えられる。植松Ｃ遺跡の北

西に隣接する植松Ｂ遺跡においても掘立柱建物跡が確認されており、東西２間以上×南北４間の規

模で、柱穴は50㎝前後の方形である。柱穴が重複する状況から２度にわたる建て替えが想定され

ている（原町市 1997）。

出土遺物の中では、瓦や３号溝跡から出土した円面硯（図52－11・12）が植松廃寺跡との関連性

を窺わせる。中でも瓦は、植松廃寺跡で採集されたものと同様の特徴が認められた。しかし今回の

調査では瓦葺建物の存在は確認されず、出土した瓦の多くは、竪穴住居跡から破片の状態で出土し

ている。また３号住居跡などでは、焼成時の自然釉が割れ口に付着している「ハネモノ」が確認さ

れている。よって今回の調査で出土した瓦は、植松廃寺跡や入道廹瓦窯跡で不要になったものを二

次的に持ち込んだものが大半であると考えられる。植松廃寺跡の瓦の特徴からは、最低２期にわ

たって瓦葺建物が存在した可能性も指摘されている（戸田 1984）。このように植松廃寺跡周辺では、

建物跡や瓦のあり方から、複数期にわたって建物跡が存在した可能性が指摘されている。今回の調

査で確認された掘立柱建物跡も２期にわたって存在しており、植松廃寺跡に関連する建物である可

能性が高い。

竪穴住居跡については、出土土器の傾向から植松廃寺跡とほぼ同時期であると推測される。中に

は「赤焼土器」が伴う３号住居跡など植松廃寺跡で想定される年代より、やや新しいものも確認さ

れる。しかし、宗教的な意味合いが想定される墨書土器や、多くの瓦が持ち込まれていることから、

植松廃寺跡と関連する可能性は高いと思われる。

以上のことから植松Ｃ遺跡で確認された遺構群は、植松廃寺跡に関連する建物跡と、それらに関

連した人々が生活した集落跡であると推測される。限られた範囲内での成果であり、植松廃寺跡の

性格など多くの課題が残されているが、今後の調査・研究の進展が待たれる。� （神　林）
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第１節　放射性炭素年代測定

� 株式会社　加速器分析研究所

１．測定対象試料

植松Ｃ遺跡は、福島県南相馬市原町区上北高平字植松（北緯37°39′27″、東経140°57′43″）に所

在し、段丘面の端部に立地する。測定対象試料は、ＬⅡ・ＬⅢａ２～６で出土した縄文土器から採

取した土器付着炭化物５点と炭化物５点の合計10点である（表４）。

土器付着炭化物は、いずれも縄文土器から採取した。ＬⅢａ６から出土の FB-UEM・C-01（図

106－14）は口縁部下部内面、ＬⅢａ３から出土の FB-UEM・C-02（図199－１）は胴下半部内面

（接合部に近い）、ＬⅢａ２から出土の FB-UEM・C-03（図187－16）は口縁部外面、ＬⅢａ２上

面から出土の FB-UEM・C-04（図106－７）は口縁部内面、ＬⅡから出土の FB-UEM・C-05（図

189－13）は口縁部外面から採取した。

炭化物は、ＬⅢａ２～６の各層から１点ずつ採取された。

２．測定の意義

土器付着炭化物と炭化物の年代を測定することで、土器型式と土層の年代の対応関係を確認する。

３．化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

（２）酸 - アルカリ - 酸（AAA：Acid�Alkali�Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA 処理における酸処理では、通常１mol/ℓ（１

M）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001M

から１Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Mに達した時には「AAA」、

１M 未満の場合は「AaA」と表４に記載する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。

（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（５）精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。

（６）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測

定装置に装着する。
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４．測定方法

加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC社製）を使用し、14Cの計数、�13C濃度（13C/12C）、
14C濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx

Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５．算出方法

（１）δ13C�は、試料炭素の13C�濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し

た値である（表４）。AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）14C 年代（Libby�Age：yrBP）は、過去の大気中14C 濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libby の半減期（5568年）を

使用する（Stuiver�and�Polach 1977）。14C 年代はδ13C によって同位体効果を補正する必要があ

る。補正した値を表４に、補正していない値を参考値として表５に示した。14C 年代と誤差は、

下１桁を丸めて10年単位で表示される。また、14C 年代の誤差（±1σ）は、試料の14C 年代がそ

の誤差範囲に入る確率が68.2％であることを意味する。

（３）pMC�（percent�Modern�Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C 濃度の割合である。

pMC が小さい（14C が少ない）ほど古い年代を示し、pMC が100以上（14C の量が標準現代炭素と

同等以上）の場合 Modern とする。この値もδ13C によって補正する必要があるため、補正した

値を表４に、補正していない値を参考値として表５に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C 濃度をもとに描かれた較正曲線と照らし合わせ、

過去の14C 濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C 年代に対

応する較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（1σ＝68.2％）あるいは２標準偏差（2σ＝

95.4％）で表示される。グラフの縦軸が14C 年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラ

ムに入力される値は、δ13C 補正を行い、下一桁を丸めない14C 年代値である。なお、較正曲線

および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によって

も結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。こ

こでは、暦年較正年代の計算に、IntCal13データベース（Reimer�et�al.�2013）を用い、OxCalv4.3

較正プログラム（Bronk�Ramsey�2009）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベー

ス、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表５に示

した。暦年較正年代は、14C 年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示する

ために「cal�BC/AD」（または「cal�BP」）という単位で表される。

６．測定結果

測定結果を表４・５に示す。ＬⅡ・ＬⅢａ２～６で各層から１～２点ずつ測定した土器付着炭化
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物（FB-UEM・C-01～05）と炭化物（FB-UEM・C-06～10）について層の古い順から示す。なお、

年代については、『総覧縄文土器』（小林編 2008）の編年を参考とする。

ＬⅢａ６の試料の14C年代は、FB-UEM・C-01（土器付着炭化物）が4790±30yrBP、FB-UEM・�

C-06（炭化物）が4890±30yrBP、暦年較正年代（1σ）は、FB-UEM・C-01が3637～3534calBC、

FB-UEM・C-06が3695～3646calBCの間でそれぞれ２つの範囲で示される。FB-UEM・C-01

は縄文時代前期後葉から末葉頃、FB-UEM・C-06は前期後葉頃に相当する。

ＬⅢａ５の FB-UEM・C-07（炭化物）の試料の14C年代は、4900±30yrBP、暦年較正年代（1σ）

は、3695～3651calBCの範囲で示される。縄文時代前期後葉頃に相当する。

ＬⅢａ４の FB-UEM・C-08（炭化物）の試料の14C年代は、4670±30yrBP、暦年較正年代（1σ）

は、3510～3372calBCの間で３つの範囲で示される。縄文時代前期末葉から中期前葉頃に相当する。

ＬⅢａ３の試料の14C年代は、FB-UEM・C-02（土器付着炭化物）が4670±20yrBP、FB-UEM・�

C-09（炭化物）が4490±20yrBP、暦年較正年代（1σ）は、FB-UEM・C-02が3512 ～ 3373calBCの

間で３つの範囲、FB-UEM・C-09が3329 ～ 3101calBCの間で４つの範囲で示される。FB-UEM・�

C-02は縄文時代前期末葉から中期前葉頃、FB-UEM・C-09は中期前葉から中葉頃に相当する。

ＬⅢａ２の試料の14C年代は、FB-UEM・C-03（土器付着炭化物）が4590±30yrBP、FB-UEM・�

C-10（炭化物）が4460±30yrBP、暦年較正年代（1σ）は、FB-UEM・C-03が3486 ～ 3346calBCの

間で２つの範囲、FB-UEM・C-10が3321 ～ 3029calBCの間で５つの範囲で示される。FB-UEM・�

C-03は縄文時代中期初頭から前葉頃、FB-UEM・C-10は中期前葉から中期中葉頃に相当する。

ＬⅢａ２上面の FB-UEM・C-04の試料の14C年代は、4740±30yrBP、暦年較正年代（1σ）は、

3632～3387calBCの間で３つの範囲で示される。縄文時代前期後葉から中期前葉頃に相当する。

ＬⅡのFB-UEM・C-05（土器付着炭化物）の試料の14C年代は、4610±30yrBP、暦年較正年代（1σ）

は、3491 ～ 3356calBCの間で２つの範囲で示される。縄文時代前期末葉から中期前葉頃に相当する。

FB-UEM・C-01～05の土器付着炭化物は土器の内面または口縁部外面に付着し、調理による

焦げ付きや吹きこぼれなどにより残存した食物に由来する可能性が高い。食物はその種類によって

含まれる炭素の由来が異なり、それが年代値に影響する場合があるため注意を要する。測定した土

器付着炭化物５点のうち、４点の炭素安定同位体比δ13Cは、-28.04±0.18‰（FB-UEM・C-04）

から -25.25±0.24‰（FB-UEM・C-03）の間にあり、C３植物や草食動物の範囲に含まれる。残

りの１点（FB-UEM・C-02）のδ13Cは、-21.76±0.24‰と明らかに他の４点より高い値となって

いる。これは、C３植物の範囲では高い値で、淡水魚の値あるいは海生生物の値に近い（Yoneda�et�

al.�2004）。このため、海洋生物由来の炭素が含まれることで、海洋リザーバー効果により年代値が

実際より古く見積もられている可能性がある。FB-UEM・C-02の年代値は、同層から出土した

炭化材（FB-UEM・C-09）よりも古い年代値であることから、土器の型式学的特徴と合わせて検討

をする必要がある。

試料の炭素含有率は FB-UEM・C-02～10で、54％（FB-UEM・C-02）～72％（FB-UEM・
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C-09）の適正な値、FB-UEM・C-01はそれよりやや低く42％である。FB-UEM・C-01・02は、

胎土の可能性が高い砂粒が混入していたために炭素含有率が相対的に若干低い値となっているが、

FB-UEM・C-02は適正な範囲内、FB-UEM・C-01も適正かそれより若干低い程度であり、測

定結果に影響するほどではないと考えられる。
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表４　放射性炭素年代測定結果（δ13C 補正値） （試料名の頭部「FB-UEM・C-」を省略表記）

測定番号 試料名 採取場所 試料形態 処理
方法

δ 13C�（‰）
（AMS）

δ 13C 補正あり
Libby�Age�（yrBP） pMC（%）

IAAA-170123 01 遺物包含層（Ｋ21ｃ）ＬⅢａ6 土器付着炭化物 AaA -27.23±0.19 4,790±30 55.09±0.18

IAAA-170124 02 遺物包含層（Ｌ22ａ）ＬⅢａ3 土器付着炭化物 AaA -21.76±0.24 4,670±20 55.91±0.17

IAAA-170125 03 遺物包含層（Ｌ22ｂ）ＬⅢａ2 土器付着炭化物 AaA -25.25±0.24 4,590±30 56.50±0.18

IAAA-170126 04 遺物包含層（Ｌ22ｂ）ＬⅢａ2上面 土器付着炭化物 AaA -28.04±0.18 4,740±30 55.43±0.18

IAAA-170127 05 遺物包含層（Ｋ19）　ＬⅡ 土器付着炭化物 AaA -26.31±0.23 4,610±30 56.35±0.19

IAAA-170128 06 遺物包含層（Ｋ22ｃ）ＬⅢａ6 炭化物 AaA -29.14±0.18 4,890±30 54.42±0.18

IAAA-170129 07 遺物包含層（Ｋ22ｃ）ＬⅢａ5 炭化物 AAA -27.26±0.18 4,900±30 54.37±0.18

IAAA-170130 08 遺物包含層（Ｋ22ｃ）ＬⅢａ4 炭化物 AaA -27.83±0.18 4,670±30 55.95±0.18

IAAA-170131 09 遺物包含層（Ｌ22ａ）ＬⅢａ3 炭化物 AAA -27.19±0.20 4,490±20 57.21±0.17

IAAA-170132 10 遺物包含層（Ｌ22ａ）ＬⅢａ2 炭化物 AAA -33.67±0.19 4,460±30 57.41±0.19

表５－１　放射性炭素年代測定結果（δ13C 未補正値、暦年較正用14C 年代、較正年代）　　　　　［参考値］

測定番号
δ 13C 補正なし 暦年較正用

（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

IAAA-170123 4,830±30 54.84±0.18 4,789±26 3637calBC - 3630calBC�（ 8.5%）
3580calBC - 3534calBC�（59.7%）

3643calBC - 3621calBC�（15.7%）
3606calBC - 3522calBC�（79.7%）

IAAA-170124 4,620±20 56.29±0.17 4,670±24
3512calBC - 3491calBC�（17.0%）
3470calBC - 3424calBC�（43.2%）
3383calBC - 3373calBC�（ 8.0%）

3519calBC - 3369calBC�（95.4%）

IAAA-170125 4,590±20 56.47±0.17 4,586±25 3486calBC - 3473calBC�（12.8%）
3372calBC - 3346calBC�（55.4%）

3496calBC - 3461calBC�（19.9%）
3376calBC - 3332calBC�（63.2%）
3214calBC - 3187calBC�（ 6.9%）
3156calBC - 3129calBC�（ 5.4%）

IAAA-170126 4,790±30 55.08±0.18 4,740±26
3632calBC - 3562calBC�（49.8%）
3536calBC - 3517calBC�（13.8%）
3395calBC - 3387calBC�（ 4.6%）

3635calBC - 3551calBC�（57.3%）
3542calBC - 3505calBC�（19.8%）
3428calBC - 3381calBC�（18.3%）

IAAA-170127 4,630±30 56.2±0.18 4,607±26 3491calBC - 3470calBC�（35.7%）
3374calBC - 3356calBC�（32.5%）

3500calBC - 3433calBC�（53.5%）
3380calBC - 3346calBC�（41.9%）
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図231　暦年較正年代グラフ（１）

表５－２　放射性炭素年代測定結果（δ13C 未補正値、暦年較正用14C 年代、較正年代）　　　　　［参考値］

測定番号
δ 13C 補正なし 暦年較正用

（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

IAAA-170128 4,960±30 53.96±0.18 4,887±26 3695calBC - 3678calBC�（26.8%）
3670calBC - 3646calBC�（41.4%） 3704calBC - 3641calBC�（95.4%）

IAAA-170129 4,930±30 54.12±0.18 4,895±26 3695calBC - 3651calBC�（68.2%） 3708calBC - 3642calBC�（95.4%）

IAAA-170130 4,710±30 55.62±0.17 4,665±25
3510calBC - 3487calBC�（17.2%）
3473calBC - 3425calBC�（43.2%）
3382calBC - 3372calBC�（ 7.8%）

3518calBC - 3395calBC�（84.0%）
3387calBC - 3369calBC�（11.4%）

IAAA-170131 4,520±20 56.95±0.17 4,486±24

3329calBC - 3264calBC�（32.8%）
3246calBC - 3216calBC�（14.4%）
3181calBC - 3159calBC�（10.3%）
3123calBC - 3101calBC�（10.7%）

3341calBC - 3092calBC�（95.4%）

IAAA-170132 4,600±30 56.39±0.18 4,458±26

3321calBC - 3272calBC�（20.9%）
3267calBC - 3235calBC�（17.6%）
3170calBC - 3164calBC�（ 2.4%）
3115calBC - 3086calBC�（13.5%）
3061calBC - 3029calBC�（13.8%）

3334calBC - 3212calBC�（48.6%）
3191calBC - 3153calBC�（ 8.9%）
3136calBC - 3022calBC�（37.9%）
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図232　暦年較正年代グラフ（２）

図233　マルチプロット図



313

第２節　出土動物遺体の同定

株式会社　パレオ・ラボ
� 中村賢太郎

１．はじめに

福島県南相馬市原町区上北高平字植松に所在する植松Ｃ遺跡において、縄文時代の遺構や遺物包

含層から動物遺体が検出された。ここでは、動物遺体の同定結果について報告する。

２. 試料と方法

試料は、縄文時代の１号土器埋設遺構から採取された１試料と、同じく縄文時代の遺物包含層か

ら採取された84試料の、計85試料の動物遺体である。１試料につき、１片ないし２片が含まれていた。

試料の観察は肉眼および実体顕微鏡下で行い、同定は現生標本との比較により行った。

３. 結　　果

表６に、植松 C遺跡で同定された動物の分類群一覧を示す。魚類では、軟骨魚綱のアオザメ属（ア

オザメ、バケアオザメ）、板鰓亜綱（サメ・エイ類）、硬骨魚綱のコイ科（コイ、フナなど）、タイ科（マ

ダイ、クロダイなど）が同定された。哺乳類では、シカ、イノシシ、ノウサギが同定された。また、

鳥類も見られた。

表７に、各試料の分類群、部位の同定結果と観察所見を示す。ほとんどの試料は、真っ白になる

までよく焼けていた。

・魚　類

軟骨魚綱のアオザメ属は歯が１点、板鰓亜綱（サメ・エイ類）は椎骨が９点同定された。

硬骨魚綱のコイ科は尾椎が１点、タイ科は歯が16点、腹椎が１点、尾椎が１点、椎骨破片が２

点同定された。また、タイ科の可能性がある左右不明の前上顎骨あるいは歯骨の破片が１点、椎骨

が２点見られた。その他に、硬骨魚綱までの同定に留まった左右不明の歯骨？が１点、椎骨９点、

不明破片が１点見られた。

・哺乳類

シカは、左右不明の角が６点、左距骨１点、左右不明の中手骨あるいは中足骨が１点、前後左右

不明の中節骨２点、前後左右不明の末節骨１点が同定された。シカの角には、縦方向の溝切りが施

されたものが見られた。

イノシシは、右脛骨１点、左右不明の中手骨あるいは中足骨が２点、左右不明の末節骨１点が同

定された。また、イノシシの可能性がある左右不明の上顎骨１点、左右不明の中手骨あるいは中足

骨１点、前後左右不明の末節骨１点が見られた。



314

付　章　自然科学分析

ノウサギは、右上腕骨１点が同定された。

その他、哺乳綱までの同定に留まった椎骨や四肢骨などが14点、哺乳綱の可能性があるものが

４点見られた。

・鳥　類

鳥綱は、右脛足根骨１点、四肢骨１点が同定された。また、鳥綱の可能性がある四肢骨２点、末

節骨１点が見られた。

４．考　　察

同定された動物遺体はいずれも食用可能であるため、今回検出された動物遺体の多くは食料とし

て利用された後の残滓が燃やされ、土中で残存したと考えられる。ただし、加工の痕跡があるシカ

角も見られ、骨角器の材料としての動物利用も認められる。

なお、動物遺体のほぼ全てが焼けており、生の動物遺体がほとんど見られない点から、焼けた骨

でなければ土中で保存されない埋没環境だったと考えられる。今回、同定された動物遺体が示して

いるのは、植松Ｃ遺跡で利用された動物の一部だけであると考えられる。

表６　出土動物一覧
　軟骨魚綱　Chondrichthyes
　　板鰓亜綱　Elasmobranchii
　　アオザメ属　Isurus sp
　　板鰓亜綱の一種　Elasmobranchii�ord..�fam.,�gen.�et�sp.�indet.
　硬骨魚綱　Osteichthyes
　　コイ科　Cyprinidae
　　タイ科　Sparidae
　　硬骨魚綱の一種　Osteichthyes�ord.,�fam,�gen.�et�spp.�indet.

　
　哺乳綱　Mammalia
　　シカ　Cervus nippon
　　イノシシ　Sus scrofa　
　　ノウサギ　Lepus brachyurus
　　哺乳綱の一種　Mammalia�ord.,�fam,�gen.�et�spp.�indet.
　鳥綱　Aves
　　鳥綱の一種　Aves�ord..�fam.,�gen.�et�sp.�indet.

表７－１　出土動物遺体同定結果
№ 出土遺構 グリッド 層位 分類群 部位 左右 部分・状態 数量 備考
1 １号土器埋設遺構 Ｌ22ａ ℓ1 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
2 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼？
3 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢｂ タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼？
4 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ2 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
5 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ2 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
6 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ4 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
7 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ2 硬骨魚綱 椎骨 － 椎体 1 焼
8 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 硬骨魚綱 椎骨 － 椎体 1 焼
9 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ5 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
10 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ2 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
11 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ6 コイ科 尾椎 － 椎体 1 焼
12 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 タイ科？ 椎骨 － 椎体破片 1 焼
13 遺物包含層 Ｋ22ｂ ＬⅢａ5 アオザメ属 歯 不明 ほぼ完存 1 焼
14 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ6 鳥綱？ 四肢骨 不明 破片 1 焼
15 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 鳥綱？ 四肢骨 不明 破片 1 焼
16 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 鳥綱？ 末節骨 不明 ほぼ完存 1 焼
17 遺物包含層 Ｌ21ａ ＬⅢａ2 鳥綱 脛足根骨 右 遠位端 1 焼
18 遺物包含層 Ｌ21d ＬⅢａ3 哺乳綱？ 四肢骨 不明 破片 1 焼
19 遺物包含層 Ｋ22ｂ ＬⅢａ5 シカ 角 不明 破片 1 焼、亀裂、表面剝落
20 遺物包含層 Ｋ21ｂ ＬⅢａ3 シカ 中節骨 不明 近位端 1 焼、亀裂
21 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 哺乳綱（大型） 腰椎／仙椎 － 破片 1 焼、亀裂
22 遺物包含層 Ｋ21ａ ＬⅢａ2 シカ 距骨 左 破片 1 焼
23 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ6 イノシシ？ 末節骨 不明 ほぼ完存 1 焼
24 遺物包含層 Ｋ22ｂ ＬⅢａ5 シカ 角 不明 破片 1 焼、加工？
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表７－２　出土動物遺体同定結果
№ 出土遺構 グリッド 層位 分類群 部位 左右 部分・状態 数量 備考
25 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ6 哺乳綱 四肢骨 不明 骨幹破片 1 焼
26 遺物包含層 Ｌ22 ＬⅢａ シカ 角 不明 破片 1 焼、亀裂
27 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ1 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
28 遺物包含層 Ｌ21ａ ＬⅢａ2 イノシシ 脛骨 右 近位端 1 焼、骨端未癒合
29 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ3 哺乳綱（小型） 下顎骨 右 破片 1 焼、小型
30 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ2 哺乳綱？ 不明 不明 破片 1 焼
31 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ2 哺乳綱？ 指骨 不明 完存 1 焼
32 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ2 哺乳綱（大型） 四肢骨 不明 骨幹破片 1 焼
33 遺物包含層 Ｌ21d ＬⅢａ3 イノシシ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 1 焼
34 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 イノシシ 末節骨 不明 近位端 1 焼
35 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 哺乳綱（大型） 四肢骨 不明 骨幹破片 1 焼
36 遺物包含層 Ｋ21ｃ ＬⅢａ3 哺乳綱（大型） 腰椎／仙椎 － 破片 1 焼
37 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 鳥綱 四肢骨 不明 骨幹 1 焼
38 遺物包含層 Ｌ21d ＬⅢａ3 シカ 角 不明 破片 1 焼、亀裂
39 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 哺乳綱（大型） 椎骨 － 破片 1 焼
40 遺物包含層 Ｌ21d ＬⅢａ3 哺乳綱（大型） 不明 不明 破片 1 焼、亀裂
41 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 シカ 角 不明 破片 1 焼
42 遺物包含層 Ｋ21ｃ ＬⅢａ3 イノシシ？ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 1 焼
43 遺物包含層 Ｌ21d ＬⅢａ3 シカ 末節骨 不明 完存 1 焼
44 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 哺乳綱 四肢骨 不明 破片 1 焼
45 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 哺乳綱 不明 不明 破片 1 焼、亀裂
46 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
47 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 イノシシ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 1 焼
48 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 ノウサギ 上腕骨 右 遠位端 1 焼
49 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 哺乳綱（大型） 四肢骨 不明 骨幹破片 1 焼、亀裂
50 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ4 哺乳綱（大型） 不明 不明 破片 1 焼、亀裂
51 遺物包含層 Ｋ22ｂ ＬⅢａ5 シカ 中手骨／中足骨 不明 遠位端 1 焼
52 遺物包含層 Ｋ22ｂ ＬⅢａ5 シカ 角 不明 破片 1 焼、縦方向の溝切り
53 遺物包含層 Ｌ21ｃ ＬⅢａ6 イノシシ？ 上顎骨 不明 破片 1 焼
54 遺物包含層 Ｋ21ｂ ＬⅢｂ シカ 中節骨 不明 遠位端 1 焼、亀裂
55 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢｂ 哺乳綱 指骨？ 不明 破片 1 焼
56 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢｂ 哺乳綱（大型） 椎骨 － 破片 1 焼
57 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢｂ タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
58 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ1 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
59 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ1 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
60 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 硬骨魚綱 椎骨 － 椎体破片 1
61 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼？
62 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 硬骨魚綱 椎骨 － 椎体破片 1
63 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
64 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
65 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
66 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 硬骨魚綱 歯骨？ 不明 破片 1 焼
67 遺物包含層 Ｋ22ｃ ＬⅢａ5 哺乳綱？ 不明 不明 破片 1 焼
68 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ4 硬骨魚綱 椎骨 － 椎体破片 2 焼
69 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ4 タイ科？ 前上顎骨／歯骨 不明 破片 1 焼
70 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ5 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼？
71 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ5 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
72 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ5 硬骨魚綱 椎骨 － 椎体 1 焼
73 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢｂ タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼？
74 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 硬骨魚綱 不明 不明 破片 1 焼
75 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 硬骨魚綱 椎骨 － 椎体 1 焼
76 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
77 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 タイ科 尾椎 － 椎体 1 焼
78 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 タイ科 腹椎 － 椎体 1 焼
79 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 タイ科？ 椎骨 － 椎体 1 焼
80 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
81 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 硬骨魚綱 椎骨 － 椎体破片 1 焼
82 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼？
83 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 タイ科 椎骨 － 椎体破片 2 焼
84 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢａ3 板鰓亜綱（サメ・エイ類） 椎骨 － 椎体 1 焼
85 遺物包含層 Ｌ22ａ ＬⅢｂ タイ科 歯 不明 遊離歯 1 焼
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　図234　出土動物遺体

１．アオザメ属歯（№13）� ２・３．板鰓亜綱椎骨（№５・６）� ４．コイ科尾椎（№11）

５・６．タイ科歯（№１・２）� ７．タイ科腹椎（№78）� ８．タイ科尾椎（№77）

９・10．シカ角（№38・52）� 11．シカ左距骨（№22）� 12．シカ左右不明中手骨 / 中足骨（№51）

13．シカ左右不明中節骨（№20）� 14．シカ左右不明末節骨（№43）� 15．イノシシ右脛骨（№28）

16．イノシシ左右不明中手骨 / 中足骨（№33）� 17．イノシシ左右不明末節骨（№34）

18．ノウサギ右上腕骨（№48）� 19．哺乳綱（小型）右下顎骨（№29）� 20．鳥綱右脛足根骨（№17）
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